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(57)【要約】
振動電気エネルギーは、選択された領域の強磁性材で周
囲をコーティングされたワイヤ又はカテーテルなどの電
気導体に供給される。高周波電気エネルギーに関し、強
磁性材は、制御可能な電力供給によって調整可能な加熱
及び冷却に素早い反応を有する。強磁性材は、多数の手
術処置で組織の分離、凝固、組織破壊のため又は他の所
望の組織効果のために使用されることができる。熱、電
気外科及び機械のモダリティは、手術ツールで組み合わ
される。第１のモダリティの潜在的ダメージ効果は、第
２のモダリティを使用することにより最小限にされる。
従って、一例では、熱止血は、電気外科アプリケーショ
ンが、単極切開波形の使用の利点を維持しながら止血単
極電気外科波形と関連した反対の組織効果を避けるのに
役立つ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
手術ツールであって、
　電気伝導体と、
　電気伝導体の少なくとも一部分に配置された強磁性材の薄いコーティングと、
　電気伝導体に取り付けられた交流源であって、薄いコーティングに熱を発生すると共に
薄いコーティングの急速冷却を許容するために制御されるように構成された交流源と、を
備える、手術ツール。
【請求項２】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　電気伝導体は、細長く、
　交流源は、電気伝導体を通じて通過する電力が薄いコーティングを加熱するように薄い
コーティングから独立して電気伝導体に取り付けられる、手術ツール。
【請求項３】
請求項２記載の手術ツールにおいて、
　電気伝導体は、円形断面を有する、手術ツール。
【請求項４】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングは、電気伝導体に対して薄い、手術ツール。
【請求項５】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングは、電気伝導体の厚さの０．０１％乃至５０％である、手
術ツール。
【請求項６】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
強磁性材の薄いコーティングは、電気伝導体の厚さの０．１％乃至２０％である、手術ツ
ール。
【請求項７】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティング及び電気伝導体の大きさは小さい、手術ツール。
【請求項８】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングの厚さは、０．０５乃至５００マイクロメートルである、
手術ツール。
【請求項９】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
強磁性材の薄いコーティングは、電気伝導体の厚さの０．０１％乃至５０％である、手術
ツール。
【請求項１０】
熱調整可能な手術ツールであって、
　第１部分及び第２部分を有する電気伝導体と、
　第１部分と第２部分との間の電気伝導体の少なくとも一部分をカバーする強磁性コーテ
ィングと、を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１１】
請求項１０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気伝導体に配置された複数の強磁性コーティングを有する、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項１２】
請求項１０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　第１部分及び第２部分と接触するように構成された電力供給を更に備える、熱調整可能
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な手術ツール。
【請求項１３】
請求項１０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気回路を更に備え、
　電気回路は、第１部分及び第２部分と電気回路を電気的に接続することによって振動電
気エネルギーを電気伝導体に供給するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１４】
請求項１３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気回路は、インピーダンスマッチング回路である、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１５】
請求項１４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　インピーダンスマッチング回路は、平衡不平衡変成器を更に備える、熱調整可能な手術
ツール。
【請求項１６】
熱調整可能な手術ツールであって、
　電気伝導体と、
　電気伝導体に沿って通過する電流によって生じる磁界に対してオープンヒステレシスル
ープを有するように構成された強磁性コーティングと、を備える、熱調整可能な手術ツー
ル。
【請求項１７】
請求項１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気伝導体に供給される振動電気エネルギーを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１８】
請求項１７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングに配置されたくっつかないコーティングを更に備える、熱調整可能
な手術ツール。
【請求項１９】
請求項１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　生物的適合性コーティングを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０】
熱調整可能な手術ツールであって、
　電気伝導体と、
　ヒステレシス損失を有する電気伝導体の交流に反応するように構成された強磁性コーテ
ィングと、を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１】
請求項２０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングは、領域を更に備え、領域の配置は、交流に反応してヒステレシス
損失を生じるように構成されている、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２】
熱調整可能な手術ツールであって、
　電気伝導体と、電気伝導体の周りに配置されたさらされた強磁性コーティングとを有す
る組織治療エレメントを備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３】
請求項２２記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングは、組織と接触するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２４】
熱調整可能な手術ツールであって、
　電気伝導体と、
電気伝導体の少なくとも一部分をカバーする強磁性コーティングと、を備える、熱調整可
能な手術ツール。
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【請求項２５】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　振動電気エネルギーを電気伝導体に供給するように構成された電力供給を更に備える、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項２６】
請求項２５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　第１端部及び第２端部を有する一つ以上のコネクタを更に備え、各コネクタは、第１端
部から第２端部に取り付けられた電気伝導体まで振動電気エネルギーを供給するように構
成され、更に第２端部から第１端部まで熱移動を制限するように構成されている、熱調整
可能な手術ツール。
【請求項２７】
請求項２６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　コネクタは、カールターミナル、ワイヤボンディング、スポット溶接又は溶接接合から
なる群から選択される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２８】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気伝導体と強磁性コーティングとの間に断熱材を更に備える、熱調整可能な手術ツー
ル。
【請求項２９】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングは、ＮｉＦｅ合金、ＮＩＲＯＮ（商標登録）、Ｃｏ、Ｆｅ、ＦｅＯ
Ｆｅ２Ｏ３、ＮｉＯＦｅ２Ｏ３、ＣｕＯＦｅ２Ｏ３、ＭｇＯＦｅ２Ｏ３、ＭｎＢｉ、Ｎｉ
、ＭｎＳｂ、ＭｎＯＦｅ２Ｏ３、Ｙ３Ｆｅ５Ｏ１２、ＣｒＯ２、ＭｎＡｓ、Ｇｄ、Ｄｙ、
ＥｕＯ、マグネタイト、パーマロイ（商標登録）、イットリウム鉄ガーネット、アルミニ
ウム及び亜鉛の群から選択される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項３０】
強磁性体コーティングは0.5マイクロメートル、厚さ５００マイクロメートルの間にであ
ることを特徴とする請求項24の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項３１】
強磁性体コーティングは１マイクロメートル、厚さ５０マイクロメートルの間にであるこ
とを特徴とする請求項２４の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項３２】
導体は０．０１ｍｍと１ミリメートルの厚さの間にであることを特徴とする請求項２４の
熱的に調整可能な手術道具。
【請求項３３】
導体を特徴とする請求項２４の熱的に調整可能な手術道具は０．１２５ミリ、厚さ０．５
ミリメートルの間です。
【請求項３４】
強磁性塗膜を特徴とする請求項２４の熱的に調整可能な手術道具は０．０１％と導体の厚
さの５０％の間です。
【請求項３５】
強磁性塗膜を特徴とする請求項２４の熱的に調整可能な手術道具は０．１％と導体の厚さ
の２０％の間です。
【請求項３６】
導体に接続し、１つ以上のヒートシンクを超えた導体による熱の伝達を防止するように設
定するように設定さらに、１つまたは複数の放熱フィンを特徴とする請求項２４の熱的に
調整可能な手術道具。
【請求項３７】
導体は銅、タングステン、チタン、ステンレス鋼とプラチナの群から選択される、請求項
２４の熱的に調整可能な手術道具。
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【請求項３８】
導体がワイヤの形状に形成される、請求項２４の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項３９】
ワイヤの導体形状がフレキシブルループの群から選ばれる請求項３８、リジッドループ、
正方形、尖った、フックと角度の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項４０】
導体を特徴とする請求項２４の熱的に調整可能な手術道具はさらに、２つ以上の異なる導
体の接合で構成されています。
【請求項４１】
さらに接合部で１つまたは複数の信号を測定し、温度に１つまたは複数の信号を相互に関
連付けるように構成さセンサを特徴とする請求項４０の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項４２】
強磁性体コーティングは、さらに導体材料や磁性材料を交互の層を含む請求項２４の熱的
に調整可能な手術道具。
【請求項４３】
振動エネルギーは強磁性材料で被覆された導体の部分で最大電流と最低電圧で配信される
ように設定されている請求項２５の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項４４】
強磁性体コーティングが円周方向に導体の周囲に配置される、請求項２４の熱的に調整可
能な手術道具。
【請求項４５】
強磁性塗膜が非対称的に薄くされる、請求項４４の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項４６】
強磁性材料のTHMフィルムでメッキされた少なくとも一つの他の導電性のワイヤを含む、
請求項２４の熱的に調整可能な手術道具
【請求項４７】
工具の先端と導体の少なくとも一部が、高耐熱、非粘着性材料の薄い層でコーティングさ
れている請求項２４の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項４８】
工具の先端の少なくとも一部が熱伝導性、生体適合性材料で被覆されている請求項２４の
熱的に調整可能な手術道具。
【請求項４９】
さらに強磁性塗膜と感覚伝達される熱に近接して配置されるように設定先端を特徴とする
請求項２４の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項５０】
さらに強磁性塗膜に近接して配置され、組織の状態を検出するように構成さ先端を特徴と
する請求項２４の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項５１】
さらに強磁性塗膜に近接して配置され、視覚情報を送信するように構成されるように構成
先端を特徴とする請求項２４の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項５２】
さらに、センサを含む、請求項２３の熱調節手術道具は強磁性体コーティングを隣接して
配置。
【請求項５３】
含む熱調節可能な手術器具：近位端を有する、近位および遠位端を有する小径の導電体は
、高周波エネルギーを提供する電気回路に接続するように構成され、強磁性材料の薄いメ
ッキは、電気導体、前記の周りに円周方向に処分強磁性材料は、治療温度範囲の所望のセ
ットを包含するように十分に高いキュリー点が設定されています。
【請求項５４】
さらにハンドルを含む、請求項５０の熱的に調整可能なツールは、ハンドルを通過すると
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、ハンドルを越えて延長する導体の部分を残して、強磁性塗膜を有する導電体は、ハンド
ルを越えて拡張する導電体の部分をカバーしています。
【請求項５５】
強磁性塗膜が強磁性塗膜からの近位および遠位露出しているハンドルを越えて延長する導
電体の部分とハンドルを越えて延長する導電体の部分をカバーする、請求項５１の熱的に
調整可能なツール。
【請求項５６】
手術道具：電源への接続用に設定導体、および強磁性塗膜を、ヒステリシスを持つように
構成されている強磁性体コーティングは、導体を流れる電流に応答して失います。
【請求項５７】
空気中でアクティブになったときに強磁性塗膜を特徴とする請求項５０の熱的に調整可能
なツールは、炭化及び/または組織の破片を気化させることにより、セルフクリーニング
効果が得られます。
【請求項５８】
導体は、主ジオメトリ上に配置されることを特徴と主要な幾何学、導電体、導電体の少な
くとも一部を覆う強磁性コーティング：含む熱調節可能な手術道具。
【請求項５９】
さらに、電気導体に供給される振動電気エネルギーを含む、請求項５８の熱的に調整可能
な手術道具。
【請求項６０】
主な形状を特徴とする請求項５８の熱的に調整可能な手術用ツールは、メス、へら、ボー
ルと尖った形状の群から選択される。
【請求項６１】
主な形状を特徴とする請求項５８の熱的に調整可能な手術道具は、鉗子の部分を形成する
。
【請求項６２】
主な形状を特徴とする請求項５８の熱的に調整可能な手術道具には、さらに導電体で形成
される経路との間の材料の非連続部分を含む。
【請求項６３】
主な形状を特徴とする請求項５８の熱的に調整可能な手術道具には、さらに一次形状の穴
で構成されています。
【請求項６４】
導体は、主幾何学に埋め込まれることを特徴とする請求項５８の熱的に調整可能な手術道
具。
【請求項６５】
電気導体の複数を含む熱調節手術道具、式中、一次形状、電気導体の前記のいずれかまた
は複数が接続され、強磁性塗料の複数の電気導体の一方の少なくとも一部をそれぞれカバ
ー主な形状。
【請求項６６】
強磁性塗料の複数の少なくとも一部が異なる組織の効果を提供するように構成されている
、請求項６５の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項６７】
異なる組織の効果は一次形状の異なる部分に局在している請求項６６の熱的に調整可能な
手術道具。
【請求項６８】
電気導体と発電機システム。
【請求項６９】
熱的に調整可能な手術道具を指示するために構成されたユーザコントロールの複数に配信
振動電気エネルギーを生成するために設定。
【請求項７０】
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導体の複数の導体のいずれかまたは複数の一次形状の部分に関連付けられているように配
置されている、請求項６９の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項７１】
ユーザコントロールが個別に一つ以上の導体７２に供給される電力を向けることによって
、一次形状の部分を制御するために発電機のシステムを誘導するよう設定されている請求
項７０の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項７２】
ユーザコントロールを特徴とする請求項７１の熱的に調整可能な手術用ツールは、一次形
状の部分における所望の温度を選択するように構成されており、発電機のシステムは、１
つまたは複数の導体に所望の温度と相関して電力を供給するように設定。
【請求項７３】
さらに強磁性塗膜の少なくとも一つを監視するための主要形状に配置されたセンサを含む
、請求項５８の熱的に調整可能な手術道具は、指揮者と組織は、ツール隣接して配置。
【請求項７４】
組織を治療する方法、該方法、その上に配置された導体を有する一次形状、その部分上に
配置された強磁性塗膜を有する導体を選択して、組織と接触する強磁性塗膜を配置する、
とする振動電気信号を提供導体などの強磁性塗膜を加熱し、組織を扱う。
【請求項７５】
さらにメスの群から選択された主要なジオメトリを選択する工程を含む。
【請求項７６】
さらに鉗子の一部を形成する主要なジオメトリを選択する工程を含む、７４記載の方法。
【請求項７７】
組織は、血管内皮溶接組織構成御馳走を特徴とする、７４記載の方法。
【請求項７８】
組織が組織を切開である請求７４に記載の方法。
【請求項７９】
組織は組織で止血を引き起こすからなる治療、請求項７４記載の方法。
【請求項８０】
組織を切除組織が構成される。
【請求項８１】
組織の破壊のための方法、前記方法並びにこれらの部分上に配置された強磁性塗膜を有す
る導体を選択し、強磁性塗膜を加熱して組織を破壊するように導体に振動する電気信号を
提供する。
【請求項８２】
組織の破壊のための方法、さらに前記組織を監視し、そして所望の組織の破壊が発生した
こと、または望ましくない組織の影響を防止することにしている導体に振動する電気信号
の配信を中止または変更する。
【請求項８３】
手術器具、前記形成するための方法：一次図形を選択して、強磁性材料でコーティング導
体を、そして一次形状の導体を処分する。
【請求項８４】
さらに振動電気エネルギーを受信するために設定導体に電気的接続を提供する工程を含む
、８３記載の方法。
【請求項８５】
カッティングエッジを有する主要なジオメトリを、少なくとも１つの電気導体は、主ジオ
メトリ隣接して配置、および少なくとも１つの強磁性体コーティング、少なくとも１つの
電気導体の少なくとも一部をカバーしています。
【請求項８６】
少なくとも一つの強磁性塗膜が切開を支援するために設定されている請求項８５の熱的に
調整可能な手術道具。
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【請求項８７】
少なくとも一つの強磁性体被覆導体を特徴とする請求項８５の熱的に調整可能な手術用ツ
ールは、一次形状の側に配置されている。
【請求項８８】
一次形状の側に配置された少なくとも1つの磁性塗膜が最先端で切断組織の止血を引き起
こすように設定されている請求項８７の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項８９】
少なくとも一つの強磁性塗膜を特徴とする請求項85の熱的に調整可能な手術用ツールは、
一次形状の一部に配置され、一次形状の一部に少なくとも１つのコーティングに近接して
組織を加熱するように構成され、一方の部分主な形状は、少なくとも１つの磁性塗膜に近
接して低い温度でいるではない。
【請求項９０】
さらに、少なくとも１つの電気導体に振動電気エネルギーを供給するように設定電源を特
徴とする請求項８５の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項９１】
さらに電気エネルギーを調節するために構成されたユーザコントロールを含む、請求項９
０の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項９２】
ユーザコントロールが個別に一つ以上の導体に供給される電力を向けることによって、少
なくとも一つの強磁性塗膜に近接した一次形状の一部を制御するために電源を誘導するよ
う設定されている請求項９１の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項９３】
ユーザコントロールは、少なくとも１つの磁性塗膜に近接した主なジオメトリの一部で所
望の温度を選択するように設定されていると電源が望ましいとの相関電力を供給するよう
に設定されている請求項９２の熱的に調整可能な手術道具つまたは複数の導体に温度。
【請求項９４】
熱的に調整可能な手術道具は、少なくとも１つの磁性塗膜に近接した主なジオメトリの一
部は、手術用メスの刃を形成している。
【請求項９５】
ユーザコントロールは、メスの刃で切削温度を起動するよう設定されている請求項９４の
熱的に調整可能な手術道具。
【請求項９６】
少なくとも一つの強磁性塗膜に近接した一次形状の一部を特徴とする請求項９４の熱的に
調整可能な手術道具はメスの顔を形成している。
【請求項９７】
ユーザコントロールは、メスの顔に止血の温度を起動するよう設定されている請求項９６
の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項９８】
熱調節可能な手術道具：電気導体、導電体の少なくとも一部を覆う強磁性体コーティング
、導電体を保持し、さらに導体に電力を伝送するためにコネクタを構成するように設定、
ハンドル、および配信するように構成電源コネクタに電気エネルギーを振動。
【請求項９９】
ハンドルを特徴とする請求項９８の熱的に調整可能な手術道具は、さらにハンドルが熱的
に強磁性体コーティングから分離されたままであるように、低熱伝導材料で構成。
【請求項１００】
ハンドルは、さらに無線通信装置を含む請求項９８の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１０１】
熱的に調整可能な手術道具は、さらに無線通信装置からの信号を受信するように構成され
た無線情報端末を含む、請求項１００の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１０２】
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ハンドルがさらにパワーソースを含む、請求項９８の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１０３】
ハンドルが単一の患者で使用するように構成される、請求項９８の熱的に調整可能な手術
道具。
【請求項１０４】
ハンドルが繰り返し滅菌用に設定されている請求項９８の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１０５】
さらに推定電力出力を提供することのしるしを特徴とする請求項９８の熱的に調整可能な
手術道具。
【請求項１０６】
さらに推定温度の出力を提供することのしるしを特徴とする請求項９８の熱的に調整可能
な手術道具。
【請求項１０７】
さらに、推定組織の効果の選択を提供することのしるしを特徴とする請求項９８の熱的に
調整可能な手術道具。
【請求項１０８】
さらにデッドマンズスイッチを含む、請求項９８の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１０９】
さらにフットペダル、スイッチ、タッチ面、スライダ、およびダイヤルの群から選択され
たコントロールを含む、請求項９８の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１１０】
最先端で加工組織、最先端と導体を有する手術用ツールを選択するには、強磁性材料で被
覆され、そのうちの少なくとも一部、隣接する最先端に配置し、振動電気エネルギーを適
用する強磁性体材料を加熱する導電体とすることによりカットの組織を治療する。
【請求項１１１】
組織を治療するカットティッシュ内に止血を引き起こす請求項１１０の方法。
【請求項１１２】
組織を治療するクレーム１１０記載の方法は、組織を切開するために加熱された強磁性体
材料を使用して構成されています。
【請求項１１３】
組織を治療する血管内皮溶接を引き起こすために加熱された強磁性体材料を使用。
【請求項１１４】
カッティングエッジと隣接して最先端の廃棄導体を有する手術用ツールを選択の少なくと
も一部が熱を産生することができる、最先端と最先端組織、および導体に電気エネルギー
を適用する熱を産生し、それによってカットの組織を治療する。
【請求項１１５】
アプリケーターと電気導体を持つスネア、ループを形成し、少なくとも部分的にアプリケ
ーター内に配置されている指揮者、および導電体の少なくとも一部を覆って少なくとも一
つの強磁性コーティング。
【請求項１１６】
さらに導電体に振動電気エネルギーを供給するように設定電源を含む、請求項１１５の熱
調節手術道具。
【請求項１１７】
電源が強磁性体コーティングで止血を引き起こすのに十分な電力を供給するように設定さ
れている請求項１１６の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１１８】
振動電気エネルギーが少なくとも１つのコーティング。
【請求項１１９】
多くの電力を供給するためにチューニングされるように構成される、請求項１１６の熱的
に調整可能な手術道具。
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【請求項１２０】
チューニングは電源供給のマッチングの負荷を調整することで少なくとも部分的に達成さ
れることを特徴とする請求項１１８の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１２１】
少なくとも一つの強磁性塗膜がループに沿って配置された磁性塗料の複数を含む、請求項
１１５の熱調節可能な手術道具。
【請求項１２２】
少なくとも１つの導体、磁性塗料の複数の、少なくとも１つの導体の少なくとも一部の各
カバー持ってスネア、そして発振を生成するための少なくとも１つの導体との通信に配置
された電源を少なくとも１つの導体のエネルギー。
【請求項１２３】
強磁性塗料の複数の少なくとも一部が同一または異なる組織の効果を提供するように構成
されている、請求項１２２の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１２４】
熱的に調整可能な手術道具の構成：電気導体、導体の一部をカバーする強磁性体コーティ
ング、導電体に振動電流を供給するために構成された電気導体と電気的に配置された電源
、および導体を含むように構成された管、導体は、チューブから配備可能であること。
【請求項１２５】
熱的に調整可能な手術道具は、導体がループを形成する。
【請求項１２６】
強磁性体コーティングが実質的に組織を囲むとチューブに向かって後退するように設定さ
れているクレーム１２５に記載の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１２７】
組織を分離する方法、前記方法並びにこれらの部分上に配置された強磁性塗膜を有する導
体を選択し、チューブ内に強磁性塗膜を有する導体の一部を置くこと;腔にチューブを挿
入し、導体の一部を展開空洞内に強磁性体コーティングを有する、と加熱された強磁性体
コーティングは、標的組織と接触している間に強磁性塗膜を加熱するように導体に振動す
る電気信号を提供します。
【請求項１２８】
標的組織の周囲に大幅に強磁性塗膜を配置展開するステップをさらに含む、請求項１２７
に記載の方法。
【請求項１２９】
加熱された強磁性体のコーティング工程配置を特徴とする、１２８に記載の方法は、さら
に後退管に向かって指揮者の強磁性体コーティングされた部分を含む。
【請求項１３０】
置くステップがさらに標的組織での止血を引き起こす含む、請求項１２７記載の方法。
【請求項１３１】
さらに導体の一部がチューブ内に残っているような曲がった形状に導体を形成するステッ
プ１２７項に記載の方法。
【請求項１３２】
標的組織に曲がった形状の強磁性被覆部分に触れて加熱された強磁性体のコーティング工
程をさらに含む置くことを特徴とする１３１に記載の方法。
【請求項１３３】
組織を除去する方法、該方法：その上に廃棄強磁性塗膜を有する少なくとも一つの部分を
有する導体を選択するステップと、組織の少なくとも一部の周りに強磁性体コーティング
された導体を配置し、その組織と接触する強磁性体コーティングされた導体を引っ張る強
磁性導体には、組織を切ること。
【請求項１３４】
メソッドは、強磁性導体の複数の導体を使用。
【請求項１３５】
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メソッドは、強磁性材料は、組織と接触している間に導体を介して振動する電気信号を渡
す。
【請求項１３６】
組織を切開するための方法、組織を切開するため、組織での止血を引き起こすために組織
するために強磁性体被覆導体を適用することを含む方法。
【請求項１３７】
熱的に調整可能な手術用カテーテルであって、カテーテル、カテーテルに沿って配置され
た導電体、および導電体の少なくとも一部を覆う強磁性コーティング。
【請求項１３８】
さらに導体、電気導体に供給される振動電気エネルギーを生成するように構成された電源
に運用接続可能な電源を含む、請求項１３７の熱的に調整可能な外科用カテーテル。
【請求項１３９】
さらに導体でメッキされた基板を含む、請求項１３７の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１４０】
基板を特徴とする請求項１３９の熱的に調整可能な手術道具は、固体である。
【請求項１４１】
基板を特徴とする請求項１３９の熱的に調整可能な手術道具は、中空です。
【請求項１４２】
導体を特徴とする請求項１３９の熱的に調整可能な手術用ツール。
【請求項１４３】
さらに繊維の束を含む、請求項１３７の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１４４】
カテーテル自体が剛性または半剛性内視鏡装置であることを特徴とする請求項１３７の熱
的に調整可能な手術道具。
【請求項１４５】
熱的に調整可能な手術道具は、前記カテーテルは、前記第一の端部を有する中央チャネル
を定義体、導電体は、カテーテルの少なくとも一部に沿って延びて、最初の末尾に電力を
供給するように設定、の部分をカバーする強磁性体コーティング第一の端部に近接導体、
およびカテーテルに振動電流を供給電源への接続用に構成されているコネクタ。
【請求項１４６】
熱的に調整可能な手術道具は、カテーテルがさらに基質を含む。
【請求項１４７】
基板が高温のプラスチックとガラスの群から選択される、請求項１４６の熱的に調整可能
な手術道具。
【請求項１４８】
導体の少なくとも一部が基板にめっきされることを特徴とする請求項１４６の熱的に調整
可能な手術道具。
【請求項１４９】
強磁性塗膜の少なくとも一部が導体を介してめっきされることを特徴とする請求項１４８
の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１５０】
導体が中央のチャネルを含むクレーム145に記載の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１５１】
カテーテルをさらに含む、請求項１４５の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１５２】
カテーテルは、さらに配信チャネルの特徴との関係を含む、請求項１５１の熱的に調整可
能な手術用ツール。
【請求項１５３】
熱的に調整可能な手術道具は、前記内視鏡は、前記中央のチャンネルを、中央のチャネル
内に含まれているカテーテル、中心溝内に含まれると内視鏡に興味のオブジェクトを照ら
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すために構成された光源、中央のチャネル内に含まれる導電性のループと導電性のループ
の部分をカバーする強磁性体コーティングを含み、そして導体ループに振動電流を供給電
源。
【請求項１５４】
熱調節可能な組織のアブレーションのツール：１つまたは複数の腕、１つ以上のヒントを
、１つ以上の腕の端に関連付けられている各チップ、１つ以上のチップに電力を供給する
ように構成された１つ以上の導電体、そして１以上の強磁性塗料、導電体上に配置、各コ
ーティング、それぞれのコーティングは、１つまたは複数のチップの一部を形成する。
【請求項１５５】
熱的に調整可能な手術道具は、熱的に調整可能な組織のアブレーションのツールがさらに
強磁性塗料の少なくとも一方に近接して組織の特性を検出するように構成されたセンサを
備える。
【請求項１５６】
センサが温度を検出するように設定されている請求項１５５の熱的に調整可能な手術道具
。
【請求項１５７】
センサはインピーダンスを検出するように構成される、請求項１５５
　の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１５８】
センサを特徴とする請求項１５５の熱的に調整可能な手術用ツール。
【請求項１５９】
センサが１つまたは複数含まれている請求項１５５の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１６０】
強磁性体被覆導体の付いたカテーテルを選択するステップと、アブレーションすべき組織
に触れることを強磁性体被覆導体を引き起こし、そして強磁性被覆導体に電力を供給。
【請求項１６１】
さらに内視鏡の支援を通じて組織にカテーテルを誘導する工程を含む、１６０記載の方法
。
【請求項１６２】
カテーテル上に配置された強磁性体被覆導体を選択する選択ステップをさらに含む、請求
項１６０記載の方法。
【請求項１６３】
カテーテル内に含まれる強磁性体被覆導体を選択する選択ステップをさらに含む、請求項
１６０記載の方法。
【請求項１６４】
カテーテルから展開される強磁性体被覆導体を引き起こし、アブレーションされる組織に
強磁性体被覆導体に触れる。
【請求項１６５】
強磁性体被覆導体の付いたカテーテルを選択するステップと、カテーテルの物質を置くこ
と;体内にカテーテルを挿入し、電源が強磁性体被覆導体に送信される原因。
【請求項１６６】
さらに骨接合術のための物質を選択する工程を含む、１６５記載の方法。
【請求項１６７】
さらに卵管のシーリングのための物質を選択する工程を含む、１６５記載の方法。
【請求項１６８】
原因となるステップは、さらにカテーテルで物質を溶融する工程を含む請求項１６５に記
載の方法。
【請求項１６９】
強磁性体被覆導体の付いたカテーテルを選択するステップと、組織と接触してカテーテル
を配置、および電力設定を選択する。
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【請求項１７０】
電力設定は、温度範囲に対応する請求項１６９に記載の方法。
【請求項１７１】
温度範囲は、所望の組織の効果に対応する請求項１７０に記載の方法。
【請求項１７２】
所望の組織の効果は血管内皮溶接の群から選択され、止血、焼け付くよう、シーリング、
切開、切除、および気化に記載の方法。
【請求項１７３】
電力設定は、所望の組織の効果に対応する請求項１６９に記載の方法。
【請求項１７４】
組織を治療するための方法、前記方法並びにこれらの部分上に配置された強磁性塗膜を有
する導体を選択して、組織と接触する強磁性塗膜を配置、および強磁性塗膜を加熱するよ
うに導体に振動する電気信号を提供し、組織を治療する。
【請求項１７５】
導体により強磁性塗膜をめっき、導電体を選択：選択してステップをさらに含む、請求項
１７４に記載の方法。
【請求項１７６】
希望の手順にしたがって、その部分上に配置された強磁性塗膜を有する導体のサイズを選
択する選択ステップをさらに含む、請求項１７４に記載の方法。
【請求項１７７】
希望の手順にしたがって、その部分上に配置された強磁性塗膜を有する導体の熱質量を選
択する選択ステップをさらに含む、請求項１７４に記載の方法。
【請求項１７８】
ループのグループ、固体ループ、正方形、尖った、フックと角度から指揮者を選択する選
択ステップをさらに含む、請求項１７４に記載の方法。
【請求項１７９】
コーティングを加熱するために振動する電気信号を構成する工程を含む、１７４に記載の
方法。
【請求項１８０】
コーティングを加熱するために振動する電気信号を構成する工程を含む、１７４に記載の
方法。
【請求項１８１】
さらにコーティングは間に血管内皮溶接を引き起こすことが摂氏加熱させるの工程を含む
、１７４に記載の方法。
【請求項１８２】
さらにコーティングは、組織の止血を促進するために摂氏約度の間に加熱させるの工程を
含む、１７４に記載の方法。
【請求項１８３】
さらにコーティングは、組織が痛烈なとシーリング促進するために摂氏約度の間に加熱さ
せるの工程を含む、１７４に記載の方法。
【請求項１８４】
さらにコーティングは間に組織の切開を作成するには摂氏約度に加熱させるの工程を含む
、１７４に記載の方法。
【請求項１８５】
さらにコーティングは、約度の間に加熱させるの工程を含む、１７４に記載の方法は、組
織のアブレーションと気化の原因に切り換えます。
【請求項１８６】
治療は、組織を切開される、請求項１７４に記載の方法。
【請求項１８７】
治療は、組織の止血を引き起こしている、請求項１７４に記載の方法。
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【請求項１８８】
治療は、組織を切除される、請求項１７４に記載の方法。
【請求項１８９】
治療は、血管内皮溶接であることを特徴とする１７４に記載の方法。
【請求項１９０】
電気導体、導電体の少なくとも一部を覆う強磁性コーティング、および導電体に配信され
るように振動電気エネルギーを生成するために構成された導電体との通信に配置された電
源センサには沿って測定または隣接する導体を実施するように構成された前記電源は、測
定に反応して振動電気エネルギーを調整するように構成されています。
【請求項１９１】
振動電気エネルギーを特徴とする請求項１９０の熱的に調整可能な手術用ツールは、所望
の組織の効果に対応するように調整されます。
【請求項１９２】
測定は、組織の色からなる群の少なくとも一つから選択される請求項１９０の熱的に調整
可能な手術用ツールは、組織の温度範囲は、導体の温度範囲、組織の水分含量、指揮者と
組織、組織型との間の近接性は、転送さ耐熱、耐、インピーダンス、電圧は、電流、定在
波比を返す、電源、リアクタンス、中心周波数、電流、視覚的なフィードバックを反映。
【請求項１９３】
第一部分と第二部分を有する電気導体と、第一部分と第二の部分との間の導電体の少なく
とも一部を覆う強磁性コーティングとする波形を配信するように設定ジェネレータ電気導
体。
【請求項１９４】
発電機がさらにインピーダンス電圧と磁性塗膜で発生する電流の最大値の最小値で構成さ
れる定在波を引き起こすことによって導電体と一致するように設定されている請求項１９
３の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１９５】
発電機はさらにＩＳＭ周波数帯域内に少なくとも１つの波形を提供するように設定されて
いる、請求項１９３の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１９６】
発電機はさらに５メガヘルツ、２４ギガヘルツの周波数の間に少なくとも一つの波形を提
供するように設定されている、請求項１９３の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項１９７】
ジェネレータはさらに４０メガヘルツと９２８メガヘルツ。
【請求項１９８】
周波数の間に少なくとも一つの波形を提供するように設定されている、請求項１９３の熱
調節可能な手術道具。
【請求項１９９】
センサを含む、請求項１９３の熱的に調整可能な手術道具は強磁性塗膜に近接配置されて
いる。
【請求項２００】
センサが温度を測定するように設定されている請求項１９９の熱的に調整可能な手術道具
。
【請求項２０１】
発電機はセンサからの信号を受信し、設定温度に対応する波形を調整するように設定され
ている請求項２００の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２０２】
発電機は導体に関連する指標を測定するように設定されている請求項１９３の熱的に調整
可能な手術用ツールは、インジケータは温度と相関していると発電機は、インジケータを
観察し、所望の温度に対応する波形を調整するように構成されている。
【請求項２０３】
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インジケータがインピーダンスのグループ、電圧、電流、反射エネルギー、定在波比（Ｓ
ＷＲ）、および位相シフトのいずれかまたは複数から選択される請求項２０２の熱的に調
整可能な手術道具。
【請求項２０４】
発電機は、さらに強磁性塗膜と導電体の負荷特性を予測するために構成されたモジュール
を含む、請求項１９３の熱調節可能な手術道具。
【請求項２０５】
モジュールは、さらに所望の温度範囲内の温度を達成するために出力するために必要な波
形を予測する予測負荷特性を使用するように設定されている、請求項２０４の熱的に調整
可能な手術道具。
【請求項２０６】
発電機が連続的に加熱中に誘導性リアクタンスを測定するように構成し、さらに継続的に
強磁性体コーティングで所定の治療温度範囲を達成するための波形を調整するように設定
されている請求項１９３の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２０７】
さらに強磁性体の先端に近接した位置する第２のヒントを含む、請求項１９３の熱的に調
整可能な手術道具。
【請求項２０８】
２番目のヒントが転送温度を測定するように設定されている請求項２０７の熱的に調整可
能な手術道具。
【請求項２０９】
２番目のヒントは、組織の特性を測定するように設定されている請求項２０７の熱的に調
整可能な手術道具。
【請求項２１０】
２番目のヒントを特徴とする請求項２０７の熱的に調整可能な手術用ツールは、組織の目
視観察を提供するように構成される。
【請求項２１１】
発電機が調節可能な導電体への波形からの電力を供給するように設定されている請求項１
９３の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２１２】
パルス幅変調、振幅変調、周波数変調との間の回路を調整し、導体を含むと発電機は調節
可能のグループのいずれかまたは複数を使用して電力を供給するように設定されている請
求項２１１の熱的に調整可能な手術道具回路をデチューンするジェネレータ。
【請求項２１３】
ジェネレータはツールで障害を検出するように構成される、請求項１９３の熱的に調整可
能な手術道具。
【請求項２１４】
発電機が故障を検出した後、波形の配信を停止するように設定されている請求項２１３の
熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２１５】
ジェネレータはツールの障害の結果として望ましくないインピーダンスを検出するように
構成される、請求項２１３の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２１６】
電気導体、導電体を誘導するよう設定ハンドル、導電体の少なくとも一部を覆う磁性塗膜
と発電機は、導電体に電力を供給するように設定。
【請求項２１７】
さらにハンドルに関連付けられている容器を含む、請求項２１６の熱的に調整可能な手術
道具、指揮者を受け入れるために設定レセプタクル。
【請求項２１８】
さらに導体を受信し、コンセントに接続するように設定プラグインを含む、請求項２１７
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の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２１９】
プラグインは、単一で使用するように構成される、請求項２１８の熱的に調整可能な手術
道具。
【請求項２２０】
発電機は、さらに強磁性塗膜と導電体の負荷特性を予測するために設定された負荷予測の
モジュールを含む、請求項２１８の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２２１】
プラグは、さらに負荷の予測モジュールに導体の負荷特性を伝達するように構成されたデ
ータモジュールを含む、請求項２２０の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２２２】
負荷予測のモジュールは、さらに所望の温度を達成するために必要な電力の出力を予測す
る予測負荷特性を使用するように設定されている、請求項２２１の熱的に調整可能な手術
道具。
【請求項２２３】
プラグを特徴とする請求項２１８の熱的に調整可能な手術道具は、さらに強磁性塗膜に近
接した温度センサで構成されています。
【請求項２２４】
発電機は、ハンドル含まれている請求項２１６の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２２５】
さらにハンドルと発電機間の電気的接続を提供するように設定したコネクタを含む、請求
項２１６の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２２６】
コネクタは、単一で使用するように構成される、請求項２２５に記載の熱的に調整可能な
手術道具。
【請求項２２７】
熱的に調整可能な手術道具、発電機は、さらに強磁性塗膜と導電体の負荷特性を予測する
ために設定された負荷予測のモジュールを含む。
【請求項２２８】
コネクタは、さらに負荷の予測モジュールに導体の負荷特性を通信するように構成された
識別モジュールを備える請求項２２７の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２２９】
負荷予測のモジュールは、さらに所望の温度を達成するために必要な電力の出力を予測す
る予測負荷特性を使用するように設定されている、請求項２２８の熱的に調整可能な手術
道具
【請求項２３０】
導電体の複数の強磁性塗料の複数は、それぞれ少なくとも導電体の複数の部分と、電気導
体の複数に電力を供給するために構成された発電機のシステムをカバー発電機のシステム
を特徴とする。
【請求項２３１】
熱的に調整可能な手術用ツールは個別に導電体の複数の少なくとも一方に供給される電力
を調整するように構成されています。
【請求項２３２】
発電機システムが共同で導電体の複数の少なくとも２つ以上に供給される電力を調整する
ように構成される、請求項２３０に記載の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２３３】
さらに発電機システムを誘導するよう設定ユーザコントロールを含む、請求項２３０の熱
的に調整可能な手術道具。
【請求項２３４】
ユーザコントロールは、導電体の複数の少なくとも二つに供給される電力を調整する発電
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システムを誘導するよう設定されている、請求項２３３の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２３５】
ユーザコントロールが別の設定への導電体の複数の少なくとも２つ以上に供給される電力
を調整する発電システムを誘導するよう設定されている、請求項２３４の熱的に調整可能
な手術道具。
【請求項２３６】
電気導体、導電体の少なくとも一部を覆う強磁性体コーティング、導電体との通信中に配
置し、インピーダンスに設定された電源は、強磁性体コーティングと一致し、さらに電気
エネルギーを振動供給するように構成電気導体に、と電源との通信でユーザが調整可能な
制御および電気導体に供給される電力の量を選択するように構成。
【請求項２３７】
電力供給は、次のいずれかによって制御される、請求項２３６の熱的に調整可能な手術道
具、パルス幅変調、振幅変調、周波数変調とインピーダンスマッチング回路をデチューン
。
【請求項２３８】
ユーザ調整可能なコントロールがワイヤレスで電源に結合されている、請求項２３６の熱
的に調整可能な手術道具。
【請求項２３９】
電源は、さらにワイヤレスモジュールとユーザコントロールを含む、請求項２３８の熱的
に調整可能な手術道具には、さらにワイヤレスモジュールを有する。
【請求項２４０】
熱的に調整可能な手術道具、電源がさらなるユーザ調整可能なコントロールに現在の状態
に関するデータを送信するよう設定されている、とユーザ調整可能な制御がさらに現在の
状態に関するデータを受信し、制御データを送信するよう設定されている電源。
【請求項２４１】
ユーザ調整可能なコントロールが現在の状態を表示するように構成されている、請求項２
４０の熱的に調整可能な手術道具。
【請求項２４２】
熱調節可能な手術道具のための動力源、フットペダル、フットペダルとのコミュニケーシ
ョンのデューティサイクル制御、デューティサイクル制御と通信の発振器と、発振器との
コミュニケーションのパワーアンプ、のハンドヘルド手術道具パワーアンプとをさらに含
むとの通信と導電体の少なくとも一部を覆う強磁性塗料、導電体と回路の各ステージのた
めの電力を供給する電源。
【請求項２４３】
熱的に調整可能な手術道具は、パワーアンプは、さらにクラス増幅器を備える。
【請求項２４４】
近位端を有する、近位および遠位端を有する小径導電体で構成される負荷を含む熱調節外
科先端は、高周波のエネルギー、電気導体の周りに円周方向に配置された強磁性材料のＴ
ＨＭメッキを提供する電気回路に接続するように構成されここで、強磁性材料は、治療用
温度範囲の所望のセットを包含するように十分に高いキュリー点で構成され、かつ制御可
能な動力源は、導電体に高周波エネルギーを供給するように構成し、さらに負荷を一致さ
せるインピーダンスに設定されています。
【請求項２４５】
熱調節可能な手術道具に電力を供給するプロセス、導体で構成される手術道具を選択する
には、振動、電気信号はおよそ負荷時の最大電流と最低電圧と定在波、強磁性材料から成
る負荷を持つように構成負荷に振動する電気信号を提供する。
【請求項２４６】
送信される電気信号を引き起こし。プロセスは５メガヘルツ、２４ギガヘルツの周波数間
の振動の電気信号を提供することを含む、請求項２４５に記載のプロセス。
【請求項２４７】
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振動電気信号を有する２４６に記載のプロセスは、４０メガヘルツの周波数と９２８メガ
ヘルツの間です。
【請求項２４８】
中心周波数の群から選択される振動、電気信号を提供するプロセスが含む、請求項２４５
に記載のプロセス。
【請求項２４９】
組織を切開するための方法、その部分上に配置された強磁性塗膜を有する導体を選択し、
を含む方法、組織と接触する強磁性塗膜を配置、および強磁性塗膜を加熱するように導体
に振動する電気信号を提供し、組織を切る。
【請求項２５０】
さらに振動電気信号の電力の出力を選択する工程を含む２４９記載の方法。
【請求項２５１】
電源の出力が強磁性塗膜の温度範囲に対応する請求項２５０に記載の方法。
【請求項２５２】
温度範囲は、カット、止血、血管内皮溶接、組織の蒸発、組織のアブレーションと組織の
炭化の望ましい組織の効果に対応する群から選択される請求項２５１に記載の方法。
【請求項２５３】
電源の出力は、所望の組織の影響に対応する請求項２５０に記載の方法。
【請求項２５４】
組織を切開する方法、該方法、プラグに関連付けられているその部分上に配置された強磁
性塗膜を、導体を選択するステップと、電力の供給用に構成されたコンセントにプラグを
配置し、組織と接触する強磁性体コーティングを配置すると強磁性コーティングを加熱し
、組織をプラグインを介して導体に振動する電気信号を提供する。
【請求項２５５】
さらに使用後はプラグを抜く２５４の方法。
【請求項２５６】
さら導体と磁性塗膜の特性を通信するステップを含む、請求項２５４の方法
【請求項２５７】
通信ステップがさらにプラグを介して、または内にコンピュータチップをアクセスするス
テップを含む、請求項２５６の方法。
【請求項２５８】
通信ステップはさらにルックアップテーブルの特性に対応する抵抗値を通信する工程を含
む請求項２５６の方法。
【請求項２５９】
手術を行うための方法において、磁性塗膜と導体で構成される負荷を選択して、電源から
電気エネルギーを振動を通して導体に電力を供給、および発電機のインピーダンスに負荷
のインピーダンスをマッチング。
【請求項２６０】
マッチングステップは、さらに負荷に合わせて電源の出力インピーダンスを変更する。
【請求項２６１】
マッチングステップは、さらに振動電気エネルギーの周波数を変えることの方法。
【請求項２６２】
マッチングステップは、さらに振動を電気エネルギーに定在波を達成するために電源を調
整する。
【請求項２６３】
マッチングステップはさらに、導体に電流を最大化の方法。
【請求項２６４】
マッチングステップは、さらに導体における定在波を達成するためのコンポーネントを選
択する請求項２５９の方法。
【請求項２６５】
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マッチングステップは、さらに導体における定在波を達成するために導電体に電源を接続
するケーブルの長さを選択する方法。
【請求項２６６】
組織を治療するための方法、前記方法並びにこれらの部分上に配置された強磁性塗膜を有
する導体を選択して、組織と接触する強磁性塗膜を配置、および強磁性塗膜を加熱するよ
うに導体に振動する電気信号を提供し、強磁性体コーティングの必要な加熱を取得または
維持するために電気信号を変更するユーザコントロールを調整し、組織を扱います。
【請求項２６７】
構成を切断するための方法、導体を選択し、その上に配置された強磁性塗膜を有する導体
の一部で、強磁性塗膜のヒステリシスを引き起こすことにより強磁性塗膜を加熱するため
、導体に振動する電気信号を提供する、として加熱されたコーティングを適用する物質は
、それによって物質をカットするカットする。
【請求項２６８】
電気電極と熱素子を備えたマルチモード手術道具。
【請求項２６９】
電気の電極は単極電極であることを特徴とする請求項２６８のマルチモード手術道具。
【請求項２７０】
熱要素が強磁性体被覆導体であることを特徴とする請求項２６８のマルチモード手術道具
。
【請求項２７１】
感熱素子が電気電極とは別であることを特徴とする請求項２６８のマルチモード手術道具
。
【請求項２７２】
電気の電極のマルチモード外科ツールは、単極電極として動作し、熱の要素が強磁性塗膜
を有する導体であることを特徴とするように構成されています。
【請求項２７３】
熱要素も電気の電極として機能する、請求項２６８のマルチモード手術道具。
【請求項２７４】
さらに多重化信号を含む、請求項２７３のマルチモード手術道具。
【請求項２７５】
ツールがさらに多重化信号を生成するための手段を含む、請求項２７４のマルチモード手
術道具。
【請求項２７６】
多重化信号は、さらに単極信号を含む、請求項２７４のマルチモード手術道具。
【請求項２７７】
モノポーラ信号であることを特徴とする請求項２７６のマルチモード手術道具。
【請求項２７８】
モノポーラ信号を特徴とする請求項２７７のマルチモード手術道具。
【請求項２７９】
多重化信号は、さらに誘導加熱信号を含む、請求項２７６のマルチモード手術道具。
【請求項２８０】
誘導加熱信号を特徴とする請求項２７９マルチモード手術道具。
【請求項２８１】
誘導加熱信号を特徴とする請求項２８０のマルチモード手術道具。
【請求項２８２】
さらにカテーテル、該電極と要素を含む、請求項２７０のマルチモード外科ツールは、カ
テーテル上に配置されています。
【請求項２８３】
カテーテルが剛性であることを特徴とする請求項２８２のマルチモード手術道具。
【請求項２８４】
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カテーテルは柔軟であることを特徴とする請求項２８２のマルチモード手術道具。
【請求項２８５】
カテーテルを吸引用に設定されている請求項２８２のマルチモード手術道具。
【請求項２８６】
カテーテルは、物質の配信用に構成される、請求項２８２のマルチモード手術道具。
【請求項２８７】
カテーテルは、さらに少なくとも一つのセンサを含む、請求項２８２のマルチモード手術
道具。
【請求項２８８】
カテーテルは、さらに視覚的なフィードバックを生成するための手段を含む、請求項２８
２のマルチモード手術道具。
【請求項２８９】
マルチモード手術道具、導電体を構成するチップ、導電体の少なくとも一部を覆う強磁性
体コーティング、熱エネルギーに電気エネルギーを振動さのいくつかの周波数を変換し、
強磁性体塗料から選択される強磁性体コーティング組織に電気エネルギーを振動の他の周
波数を渡します。
【請求項２９０】
さらに、電気導体に多重化信号を送信するための手段を含む、請求項２８９のマルチモー
ド手術道具。
【請求項２９１】
先端がさらに電気電極を含む、請求項２８９のマルチモード手術道具。
【請求項２９２】
電気の電極は単極電極であることを特徴とする請求項２９１のマルチモード手術道具。
【請求項２９３】
強磁性体コーティングが同時に熱エネルギーを分散させ、組織の中に電気エネルギーを発
振するように設定されている請求項２８９のマルチモード手術道具。
【請求項２９４】
熱調節可能なマルチモード手術道具を使ってのプロセス、強磁性体でコーティングされた
導体の部分を持っている導体に沿って配置された最初のロードで、実質的最大電流と最低
電圧とのおおよその定在波を形成する第発振の電気信号を発生させる組織の熱効果を作成
するための材料、および組織の電気外科組織の効果を作成するために導体に沿って第２発
振の電気信号を生成する。
【請求項２９５】
クレームの熱的に調整可能なマルチモード手術道具を使ってのプロセス、最初の振動の電
気信号を特徴とする組織で止血を作成し、第二発振電気信号は、組織の切断につながるよ
うに構成されています。
【請求項２９６】
熱的に調整可能なマルチモード手術道具を使ってのプロセスは、プロセスは最初の振動の
電気信号と、単一の導体第二振動の電気を発生させることを含む。
【請求項２９７】
プロセスまたはメソッドを特徴とする請求項２９４の熱的に調整可能なマルチモード手術
道具を使用して、最初の振動の電気信号と時間のオーバーラップ期間中に第二発振の電気
信号を発生させる構成。
【請求項２９８】
導体は単極電極を含む、請求項２９４の熱的に調整可能なマルチモード手術道具に電力を
供給する工程。
【請求項２９９】
マルチモード外科のプローブ、電気導体、及び導体の一部をカバーする強磁性コーティン
グ。
【請求項３００】
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マルチモード外科のプローブ、電気導体、及び導体の一部をカバーする強磁性コーティン
グ。
【請求項３０１】
さらに先端に振動電流を供給電源を含む、請求項２９９のマルチモード外科プローブ。
【請求項３０２】
さらに２番目のヒントを含む、請求項３０１のマルチモード外科プローブ、第２のヒント
を特徴とするセンサで構成されています。
【請求項３０３】
電源を特徴とする請求項３０２のマルチモード外科プローブは、センサに反応するように
構成されています。
【請求項３０４】
センサが温度を測定するように設定されている請求項３０２のマルチモード手術道具。
【請求項３０５】
センサを特徴とする請求項３０２のマルチモード外科ツールは、伝達される熱を測定する
ように構成されています。
【請求項３０６】
センサは、組織の特性を測定するように構成されている、請求項３０２のマルチモード手
術道具。
【請求項３０７】
センサを特徴とする請求項３０２のマルチモード外科ツールは、組織の目視観察を許可す
るように構成されています。
【請求項３０８】
電源が強磁性塗膜の温度インジケータを測定し、組織内の所定の治療温度範囲を維持する
ために出力を調整するように設定されている請求項３０１のマルチモード手術道具。
【請求項３０９】
第二の被覆は、高温耐熱、非粘着材料の薄層を含む、請求項２９９のマルチモード手術道
具。
【請求項３１０】
第二の被覆を特徴とする請求項２９９のマルチモード手術道具は、非常に熱伝導性、生体
適合性材料を含む。
【請求項３１１】
熱調節可能なマルチモード外科ヒント、ケーブル、近位端は、ケーブルから高周波エネル
ギーを受信するように構成され、前記近位および遠位端を有する小口径の電気導体と、電
気の周りに円周方向に配置された強磁性材料の薄いメッキ強磁性材料を特徴とする導電体
は、治療温度範囲の所望のセットを包含するように十分に高いキュリー点で構成され、そ
して電気の要素は、ケーブルから電力を受け取るように構成された接続と近くの組織に高
周波エネルギーを解放するように設定。
【請求項３１２】
電気の要素は、単極の要素である。
【請求項３１３】
組織を切開し、密封する方法、該方法、手術道具、その部分上に配置された強磁性塗膜と
導体を持つツール、また電極を有するツールを選択して、組織に接触する電極を配置、強
磁性体を配置組織と接触させるコーティング、組織を切開するように電極に振動する電気
信号を提供する、と強磁性塗膜を加熱し、組織をシールするように導体に振動する電気信
号を提供する。
【請求項３１４】
強磁性体コーティングが組織の止血を促進するために加熱される請求項３１３に記載の方
法。
【請求項３１５】
電極は単極電極である、請求項３１３記載の方法。
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【請求項３１６】
組織切除のための方法、該方法、電気と熱のモダリティとの先端を選択して、不要な組織
の中に先端を挿入し、そして望ましくない組織内でのモダリティの一つ以上を活性化する
。
【請求項３１７】
組織を治療するための方法、外科ハンドピースを選択し、ハンドピースから摂氏、少なく
とも、少なくとも組織に熱エネルギーを供給し、それによって組織を治療するためにハン
ドピースから組織への電気エネルギーを供給して構成する方法。
【請求項３１８】
感熱素子が電源が印加されたときにセルフクリーニングのために十分な温度に達するよう
に設定されている請求項２６８のマルチモード手術器具。
【請求項３１９】
バイポーラ電極と熱素子を備えたマルチモード手術道具。
【請求項３２０】
熱要素が強磁性体被覆導体であることを特徴とする請求項３１９のマルチモード手術道具
。
【請求項３２１】
熱素子を特徴とする請求項３１９のマルチモード手術道具。
【請求項３２２】
電気電極から別のもので双極電極としての機能を感熱素子。
【請求項３２３】
さらに多重化信号を含む、請求項３２２のマルチモード手術道具。
【請求項３２４】
ツールがさらに多重化信号を生成するための手段を含む、請求項３２３のマルチモード手
術道具。
【請求項３２５】
多重化信号は、さらにバイポーラ信号を含む、請求項３２３のマルチモード手術道具。
【請求項３２６】
バイポーラ信号であることを特徴とする請求項３２５のマルチモード手術道具。
【請求項３２７】
バイポーラ信号であることを特徴とする請求項３２６のマルチモード手術道具。
【請求項３２８】
多重化信号は、さらに誘導加熱信号を含む、請求項３２５のマルチモード手術道具。
【請求項３２９】
誘導加熱信号であることを特徴とする請求項３２８のマルチモード手術道具。
【請求項３３０】
誘導加熱信号を特徴とする請求項３２９のマルチモード手術道具です。
【請求項３３１】
さらにカテーテル、該電極と要素を含む。
【請求項３３２】
マルチモード外科ツールは、カテーテルの上に配置され、カテーテルが剛性であることを
特徴とする請求項３３１のマルチモード手術道具。
【請求項３３３】
カテーテルは柔軟であることを特徴とする請求項３３１のマルチモード手術道具。
【請求項３３４】
カテーテルを吸引用に設定されている、請求項３３１のマルチモード手術道具。
【請求項３３５】
カテーテルは、物質の配信用に構成される、請求項３３１のマルチモード手術道具。
【請求項３３６】
カテーテルが灌漑用に設定されている、請求項３３１のマルチモード手術道具。
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【請求項３３７】
カテーテルのマルチモード手術道具は、感熱素子に熱を生成することにより、カテーテル
から解放することができます内部に配置された溶融性物質を持っています。
【請求項３３８】
カテーテルは、その中に配置された少なくとも１つのセンサを有する。
【請求項３３９】
カテーテルは、可視化装置を含む、請求項３３１のマルチモード手術道具。
【請求項３４０】
さらに、バイポーラ電極および熱要素の作成熱に異なるエネルギーの波形にエネルギー波
形を提供するため、電源を含む、請求項３１９のマルチモード手術道具。
【請求項３４１】
さらに、バイポーラ電極と熱素子と導体の多重化信号を提供するための手段にエネルギー
を提供するための導体を特徴とする請求項３１９のマルチモード手術道具。
【請求項３４２】
さらに、電源と選択的に個々にまたは組み合わせてバイポーラ電極と熱エレメントをアク
ティブにするためのコントロールを含む、請求項３１９のマルチモード手術道具。
【請求項３４３】
感熱素子がバイポーラ電極上に配置される、請求項３１９のマルチモード手術道具。
【請求項３４４】
さらに、バイポーラ電極と熱素子の少なくとも一つの上に配置されたテフロン加工のコー
ティングを含む、請求項３１９のマルチモード手術道具。
【請求項３４５】
さらに熱素子の少なくとも一部の上に配置された生体適合性コーティングを含む、請求項
３１９のマルチモードツール。
【請求項３４６】
マルチモードからなる手術用鉗子、少なくとも２つのヒント、少なくとも２つのヒントの
少なくとも一方に配置されたバイポーラ電極、および少なくとも２つのヒントの少なくと
も一方に設けられた感熱素子。
【請求項３４７】
感熱素子とバイポーラ電極を特徴とする請求項３４６のマルチモード手術用鉗子は、同じ
先端に配置されている。
【請求項３４８】
感熱素子とバイポーラ電極を別々のチップ上に配置されている、請求項３４６のマルチモ
ード手術用鉗子。
【請求項３４９】
さらに、少なくとも２つのヒントの少なくとも一方に設けられた非粘着性コーティングを
含む、請求項３４６のマルチモード手術用鉗子。
【請求項３５０】
さらに熱素子とバイポーラ電極に多重化信号を配信するための動力源を含む、請求項３４
７のマルチモード手術用鉗子。
【請求項３５１】
感熱素子がバイポーラ電極とは別であることを特徴とする請求項３５０のマルチモード外
科鉗子。
【請求項３５２】
双極電極として熱要素の機能を特徴とする請求項３５０のマルチモード手術用鉗子。
【請求項３５３】
熱要素が強磁性体コーティングを含む、請求項３５２のマルチモード手術用鉗子。
【請求項３５４】
組織を処置する方法、電気と熱のモダリティと手術道具を選択するステップと、組織と接
触して先端を配置、およびモダリティの少なくとも一つを活性化する。



(24) JP 2012-523923 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

【請求項３５５】
電気モダリティはさらにバイポーラモダリティを含む、請求項３５４の方法。
【請求項３５６】
さらに所望の温度の範囲を選択する請求項３５５の方法。
【請求項３５７】
温度範囲を特徴とする請求項３５６の方法は、所望の組織の効果に対応しています。
【請求項３５８】
さらに、所望の組織の影響に対応する電力設定を選択する請求項３５４の方法。
【請求項３５９】
熱モダリティを特徴とする請求項３５５の方法は、さらに強磁性体被覆導体で構成されて
います。
【請求項３６０】
活性化ステップをさらに含む、切開のための最初のモダリティを活性化、および血管内皮
溶接と止血の少なくとも一つの２番目のモダリティを活性化する。
【請求項３６１】
活性化ステップは、さらに、モダリティ"アクティブな期間と重なるそのモダリティの活
性化の方法。
【請求項３６２】
活性化ステップは、さらにモダリティアクティブ期間がオーバーラップ防止されているよ
うな様相を活性化する方法。
【請求項３６３】
組織を切開構成の方法、切開用バイポーラモダリティを活性化する、組織との先端に隣接
する接触を配置、バイポーラおよび誘導加熱のモダリティと手術道具を選択して血管内皮
溶接と止血の少なくとも１つの誘導加熱のモダリティを活性化する。
【請求項３６４】
それによって彫刻する組織への加熱のモダリティを活性化し、実質的に同時に止血を作成
しながら方式がバイポーラのモダリティを維持することを含むアクティブな３６３に記載
の方法。
【請求項３６５】
メソッドは、バイポーラ電極と同じ腕に熱要素を持つ腕の対を有する外科手術器具を使用
して含む、請求項３６４に記載の方法。
【請求項３６６】
マルチモードからなる手術用鉗子、少なくとも二本の腕、少なくとも二つの武器の一つに
配置されたバイポーラ電極と、少なくとも二つの武器の一つ上に配置さリターンバイポー
ラ電極、少なくとも上に配置された少なくとも１つの磁性体被覆導体少なくとも二つの武
器の１つ。
【請求項３６７】
さらに、電源を含む、請求項３６６のマルチモード手術用鉗子。
【請求項３６８】
さらに少なくとも二つの武器の一つに配置されたセンサを含む、請求項３６７マルチモー
ド手術用鉗子。
【請求項３６９】
センサを特徴とする請求項３６８のマルチモード手術用鉗子。
【請求項３７０】
組織の影響を測定するように構成され、組織の効果がさらに温度を含むマルチモード外科
鉗子。
【請求項３７１】
マルチモード手術用鉗子は、前記電源は、センサの測定に対応して出力を調整するように
構成されています。
【請求項３７２】
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バイポーラ電極および熱要素を含み、さらにバイポーラ電極と熱素子の少なくとも一つ隣
接して配置されたセンサで構成されるマルチモード手術道具。
【請求項３７３】
バイポーラ電極および熱要素を含み、双極電極と熱素子の少なくとも一つを有するマルチ
モード外科ツールは、カテーテルや内視鏡からなる群から選択されたデバイス上に配置さ
れている。
【請求項３７４】
熱素子を特徴とする請求項３１９のマルチモード手術道具はセルフクリーニング。
【請求項３７５】
マルチモード調節可能な手術道具、振動するように構成されたボディ、体、導体の一部を
カバーする強磁性塗膜の少なくとも一部の周りに配置された導体、および導体。
【請求項３７６】
振動電流を供給電源体が超音波ホーンを含む。
【請求項３７７】
さらに、それによって身体を振動さと強磁性塗膜の加熱を提供するために、振動電気エネ
ルギーを供給するための動力源を含む、請求項３７５のマルチモード手術道具。
【請求項３７８】
電源がさらに身体を振動させるエネルギーを提供するため、強磁性塗膜の加熱を提供する
ための独立した情報源を含む、請求項３７７のマルチモード手術道具。
【請求項３７９】
独立した情報源は、時間のオーバーラップ期間中に動作するように設定されている、請求
項３７８のマルチモード手術道具。
【請求項３８０】
独立した情報源は、時間の別の期間中に動作するように設定されている、請求項３７８の
マルチモード手術道具。
【請求項３８１】
ボディはボアを有する、請求項３７５のマルチモード手術道具。
【請求項３８２】
身体を特徴とする請求項３８１のマルチモード手術道具は、穴を複数有している。
【請求項３８３】
ボアの複数の最初の穴を特徴とする請求項３８２のマルチモード外科ツールは、吸引する
ように設定されており、穴の複数の第二のボアは、灌漑に設定されています。
【請求項３８４】
電源は、さらに、所望の組織への影響に対応する電源設定を含む、請求項３７５のマルチ
モード手術道具。
【請求項３８５】
超音波振動子と熱素子を備えたマルチモード手術道具。
【請求項３８６】
熱要素が強磁性体被覆導体であることを特徴とする請求項３８５のマルチモード手術道具
。
【請求項３８７】
超音波トランスデューサを特徴とする請求項３８６のマルチモード手術道具は、さらに圧
電振動子で構成されています。
【請求項３８８】
さらに多重化信号を生成するための動力源を含む、請求項３８５のマルチモード手術道具
。
【請求項３８９】
多重化信号が超音波信号を含む、請求項３８８のマルチモード手術道具。
【請求項３９０】
多重化信号は、誘導加熱信号を含む、請求項３８９のマルチモード手術道具。
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【請求項３９１】
誘導加熱信号を特徴とする請求項３９０のマルチモード手術道具です。
【請求項３９２】
誘導加熱信号を特徴とする請求項３９１のマルチモード手術道具です。
【請求項３９３】
マルチモード手術道具、電気導体、超音波トランスデューサ、および導電体の少なくとも
一部を覆う強磁性コーティング。
【請求項３９４】
さらに多重化信号を生成するための手段を含む、請求項３９３のマルチモード手術道具。
【請求項３９５】
先端が振動体の一部であることを特徴とする請求項３９３のマルチモード手術道具。
【請求項３９６】
体が吸引穴を含む、請求項３９３のマルチモード手術道具。
【請求項３９７】
振動体は、さらに超音波ホーンを含む、請求項３９５マルチモード手術道具。
【請求項３９８】
マルチモード手術道具、プローブを含む先端と電気導体と、導体の一部をカバーする強磁
性コーティング、および超音波トランスデューサ。
【請求項３９９】
さらに先端に振動電流を供給電源を含む、請求項３９８のマルチモード手術道具。
【請求項４００】
さらに２番目のヒントを含む、請求項３９９のマルチモード手術道具、２番目のヒントを
特徴とするセンサで構成されています。
【請求項４０１】
電源がセンサに反応するように設定されている請求項４００のマルチモード手術道具。
【請求項４０２】
センサが温度を測定するように設定されている請求項４００のマルチモード手術道具。
【請求項４０３】
センサが伝達される熱を測定するように構成される、請求項４００のマルチモード手術道
具。
【請求項４０４】
センサは、組織の特性を測定するように設定されている請求項４００のマルチモード手術
道具。
【請求項４０５】
センサは、組織の目視観察を許可するように設定されている、請求項４００のマルチモー
ド手術道具。
【請求項４０６】
電源が強磁性塗膜の温度インジケータを測定し、組織内の所定の治療温度範囲を維持する
ために出力を調整するように設定されている請求項３９９のマルチモード手術道具。
【請求項４０７】
工具の先端と導体は高耐熱、非粘着材料のＴＨＭ層でコーティングされているクレーム３
９８のマルチモード手術道具。
【請求項４０８】
工具の先端が非常に熱伝導性、生体適合性材料で覆われているクレーム３９８のマルチモ
ード手術道具。
【請求項４０９】
マルチモード外科カテーテル、手術用チップ、手術の先端に設けられた感熱素子、および
外科先端に超音波エネルギーを提供するように構成された超音波トランスデューサ。
【請求項４１０】
カテーテルは、さらに少なくとも一つの内腔を含む請求項４０９のマルチモードカテーテ
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ル。
【請求項４１１】
マルチモードカテーテルは、さらにルーメン内に吸引を開発するための手段を含む。
【請求項４１２】
さらに、患者への配信のためのルーメン内に配置された物質を含む、請求項４１０のマル
チモードカテーテル。
【請求項４１３】
さらに組織の条件を検出するための少なくとも一つのセンサを含む、請求項４１０のマル
チモードカテーテル。
【請求項４１４】
さらに視覚的なフィードバックを提供するための手段を含む、請求項４１０のマルチモー
ドカテーテル。
【請求項４１５】
熱調節可能なマルチモード手術道具、ケーブル、近位端は、ケーブルから高周波エネルギ
ーを受信するように構成され、前記近位および遠位端を有する小口径の電気導体と、電気
の周りに円周方向に配置された強磁性材料の薄いメッキ強磁性材料を特徴とする導電体は
、治療温度範囲の所望のセットを包含するように十分に高いキュリー点で構成され、そし
て超音波素子は、ケーブルから電力を受け取るように構成された接続と周辺組織。
【請求項４１６】
熱調節可能なマルチモード手術道具、ケーブル、近位端は、ケーブルから高周波エネルギ
ーを受信するように構成され、前記近位および遠位端を有する小口径の電気導体と、電気
の周りに円周方向に配置された強磁性材料の薄いメッキ強磁性材料を特徴とする導電体は
、治療温度範囲の所望のセットを包含するように十分に高いキュリー点で構成され、そし
て超音波素子は、ケーブルから電力を受け取るように構成された接続と周辺組織。
【請求項４１７】
熱的に調整可能なマルチモード手術道具に電力を提供するプロセスは、組織内の温度引き
起こし止血に熱要素を加熱すると第二発振電気信号は、切り込みを入れる組織への２番目
の負荷が発生します。
【請求項４１８】
熱的に調整可能なマルチモード手術道具に電力を提供するプロセスは、さらに切開組織を
吸引する吸引は、最初のロードに隣接すると第二の適用負荷を含む。
【請求項４１９】
さらに、最初のロードと第二のロードする最初の発振信号と通信チャネル第二発振信号を
多重化する請求項４１６の熱的に調整可能なマルチモード手術道具に電力を供給する工程
。
【請求項４２０】
さらにセルフクリーンコーティングするのに十分な温度に強磁性体材料を加熱する請求項
４１６のプロセス。
【請求項４２１】
組織を切開し、密封する方法、その一部と体を駆動する振動子上に配置された強磁性塗膜
と導体を有する手術用ツールを選択し、組織と接触体と強磁性塗膜を配置。
【請求項４２２】
強磁性体コーティングが組織の止血を促進するために加熱される。
【請求項４２３】
促進するために加熱される請求項４２１項に記載の方法。
【請求項４２４】
組織切除のための方法、該方法、超音波や熱のモダリティとの先端を選択して、不要な組
織と接触して先端を置くこと、および不要な組織内でのモダリティの一つ以上を活性化す
る。
【請求項４２５】
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熱モダリティがさらに強磁性体コーティングを含む、請求項４２４記載の方法。
【請求項４２６】
さらに、不要な組織に近接領域からの残渣を吸引する工程を含む、４２４記載の方法。
【請求項４２７】
さらにセルフクリーンコーティングするのに十分な温度に強磁性体材料を加熱する構成に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外科手術ツールに関する。より具体的には、本発明は、開口及び低侵襲外科
手術及び介入性外科及び治療手術に使用される熱調節可能なツールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　手術は、一般的に、組織又は他の物質を切断、修復及び／又は除去することを含む。こ
れらの適用は、概ね、組織を切断、組織を融合、又は組織の破壊によって実行される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　組織を切断、凝固、乾燥、切除又は高周波凝固するために使用される現在の電気外科モ
ダリティは、望ましくない副作用や欠点がある。
　単極及び双極電気外科治療法は、一般的に、“先端を超えた”効果に関する欠点を有す
る。これらの効果は、案内装置又はプローブと接触する組織を通じて交流電流を通過する
ことによって生じる。両方のモダリティによって生じると考えられる一つの効果は、外科
的処置を中断し、筋弛緩薬の管理を必要とする電気的筋肉刺激である。
【０００４】
　双極外科器具は、患者を通過するために電流を必要とする。リターン電極は、患者にし
ばしば患者の大腿部に配置される。電気は、組織を通じて“ナイフ”電極から導かれ、リ
ターン電極によって戻る。単極器具の他の形態は、リターン電極又は地面として作用する
体の容量効果を利用するものとして存在する。
【０００５】
　低電圧高周波の波形が切開するが、止血効果がない。高電圧波形は、隣接する組織を止
血し凝固する。従って、止血が望ましい場合、高電圧が使用される。高電圧スパーク周波
は、電気が患者を通じて通過しなければならないため切断よりもより深い組織への影響を
有する。組織へのダメージは、凝固のポイントから離れて延びる。さらに、リターン電極
の火傷の苦情がある。さらに、電圧の減少は止血の効果を減少する。さらに、スパーク又
はアークの温度は、正確に制御できず、望ましくない標的組織の炭化につながる。
【０００６】
　両極手術器具は、神経、筋肉、脂肪、骨などの組織タイプ及び患者の隣接する組織への
様々な電気伝導度のせいでスパーク、炭化、深部組織への影響、及び様々な効果を有する
エネルギーのアプリケーションから離れた電流損傷などの単極デバイスと同様な組織の損
傷及び問題を生じる。しかし、電流はより完全ではないが双極電極間に含まれる。また、
これらの電極は、一つの単極に代えて制作される必要がある少なくとも二つの精密電極が
あるために、一般的に高価である。
【０００７】
　電気焼灼抵抗加熱要素は、他の電気外科の方法に起因する焦げ及び深部組織の損傷に伴
う欠点を軽減する。しかし、このようなデバイスは、しばしば、加熱及び冷却時間を制御
する待ち時間や効果的な電力供給などのトレードオフを提供する。多くの抵抗加熱要素は
、少ない加熱及び冷却時間を有し、外科医が偶発的な損傷を引き起こすことなく、組織を
介してまたは周りで作業することを困難にする。
組織破壊器具は、一般的に、組織を殺す又は切除するために一定の時間に対して予め決め
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られた温度で組織を加熱する。いくつかの組織の制御された加熱では、レーザーは、予め
決められた一定の時間に対して予め決められた温度に到達し、かつそれを維持するために
吸収性キャップに送られる。これは、熱加熱の利点を提供するが、レーザーハードウェア
の複雑さ及び費用のために高価である。
他の組織破壊の処置では、マイクロ波のアンテナアレイは、組織に挿入される。これらの
アレイは、マイクロ波のエネルギーを組織に入って組織を加熱させる器具によって駆動さ
れる。そのようなデバイスは、しばしば、所望な組織を殺す又は切除する影響があり、所
望の領域よりも深い組織への影響を生じる。さらに、その処置は、高価な器具を必要とす
る。
抵抗加熱ツールでの組織の破壊は、ゆっくりとした加熱及び冷却属性を有し、意図されて
いない組織損傷を生じる。
セラミックスのフェライトビーズおよび合金のミックスの使用は、選択肢として検討され
ている。導体を介して高周波電流の通過に関連付けられている磁界によって励起されると
、セラミックスのフェライトビーズおよび合金のミックスは、非常に迅速に高温に達する
ことができる。しかし、これらの材料の使用での一つの大きな問題は、特に液体と接触及
び液体と接触しないときに、大きな温度差が材料を破断することである。換言すれば、ホ
ットフェライト手術器具は、血液やその他の体液などの液体の冷却プールによって急冷さ
れている場合、材料の対応する温度が急激に低下し、材料が破断する可能性がある。これ
らの破壊は、ツールを熱源としての有効性を失わせるだけでなく、患者からの材料の抽出
が必要な場合がある。明らかに、患者からのフェライト製品の小さな断片を抽出する必要
性は非常に望ましくない。従って、改善された熱特性手術ツールが必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
改善された熱的に調整可能な手術や治療ツール及びこれを使用する方法を提供することが
本発明の目的である。
本発明の一態様によれば、熱手術ツールのシステムは、導体上の強磁性塗膜（コーティン
グ）と、その塗膜の位置に熱を発生する振動電気エネルギー源とが提供される。振動電気
エネルギーは、強磁性コーティングの誘導加熱を引き起こす。さらに、外科医は、小さな
熱の待機時間のせいで手術や治療ツールのオンとオフを素早く行うことができる。これは
、外科医が所望の場所にだけに熱影響を急速に供給するのを許容する利点を提供し、それ
は、ツールを冷却する待ち時間の間に望ましくない熱効果の偶発的な供給を防止する。
本発明の別の態様によれば、熱手術ツールのシステムは、強磁性要素への電力供給が止血
、組織の溶接と組織破壊を含むさまざまな組織への影響を達成するためにほぼリアルタイ
ムで外科医によって変更されることができるように構成することができる。
本発明の別の態様によれば、熱手術ツールのシステムは、ツールに供給される電力の量に
応じて、所望の組織の溶接、切断、切除、蒸発等を達成するために手術又は治療ツールへ
の電力を外科医が迅速に調整することができる電力制御構造が提供される。
本発明の別の態様によれば、コーティングされた導体は、発電機によって駆動されること
ができる。
本発明の一態様によれば、熱手術ツールシステムは、導体上に強磁性コーティングと、コ
ーティングの位置で熱を生成するための振動の電気エネルギー源とを備える。振動電気エ
ネルギーは、強磁性コーティングの誘導加熱を引き起こし、それによって、組織の切断、
切除などを可能にする。
【０００９】
　本発明の別の態様によれば、制御された熱組織破壊を行うことができる。
本発明の別の態様によれば、コーティングされた導体は、チャンネルを通じて、検出、吸
引、洗浄、熱硬化物の供給、又は、熱溶融又は切除された物質の除去のために提供される
カテーテルや内視鏡に組み込むことができる。
本発明の別の態様によれば、カテーテルは、所望の治療効果の領域に強磁性コーティング
された導体を提供するために使用されることができる。
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本発明の別の態様によれば、強磁性塗膜の加熱は、コーティングされた導体の形状を変更
することによって指示されることができる。
本発明の別の態様によれば、複数の強磁性導体の初期の形状に配置され、各導体は、強磁
性導体が同時に様々な組織の効果を提供するように個々に制御される。
本発明の別の態様によれば、磁性塗膜の加熱は、導体に供給される電力の特性を変更する
ことによって指示されることができる。
本発明の一態様によれば、熱手術ツールシステムは、導体上に強磁性コーティングと、コ
ーティングの位置で熱を発生するため及び第２のエネルギーモードの使用を通じて付加的
な組織効果を発生するための振動の電気エネルギー源とを備える。
振動電気エネルギーは、強磁性コーティングの誘導加熱を引き起こすことができる（誘導
性熱モード）。さらに、外科医は小さな熱の待機時間のせいで手術や治療ツールの誘導性
熱モードを素早くオンおよびオフにすることができる。これは、外科医が所望の場所に熱
影響を供給するだけを許容する利点を提供し、それは、ツールを冷却する待ち時間の間に
望ましくない熱効果の偶発的な供給を防止する。同時に、同様な又は異なる組織の効果が
同時に又は第２モードによって連続して供給されることができる。同様な場合、両方のモ
ードの使用は、効率の増加を引き起こす。異なる場合、シングルモードの欠点を減少させ
るように互いに補完することができる。
本発明の別の態様によれば、熱手術ツールシステムは、
誘導性熱モードおよび/または第２モードが止血、組織溶接及び組織破壊を含む様々な組
織効果を達成するためにほぼリアルタイムで外科医によって変更されることができるよう
に構成される。
本発明の別の態様によれば、制御された熱組織の破壊は、第２モードと組み合わせた誘導
性熱モードの利点を使用して実行することができる。強磁性体コーティングされた導体は
、熱加熱及び組織に渡すために単極の電気外科用エネルギーのための導電性パスを提供す
る、切断、損傷又は切除プローブの一部として使用されることができる。
本発明の別の態様によれば、第２モードは、組織を切断及び凝固するために使用される、
単極または双極のＲＦ（無線周波）電気外科機器などの単極又は双極のＲＦ要素を含むこ
とができる。ＲＦ電気外科機器は、非常に効果的であるが、それらは、シールのために使
用されるときに切開を超えて組織の損傷を生じる傾向がある。
従って、ＲＦ単極又は双極の電気外科機器は、ＲＦ電気外科機器で切断される組織をシー
ルする強磁性コーティングされた導体と組み合わせて使用されることができる。
本発明のさらに別の態様によれば、マルチモード手術ツールは、組織を切断および/また
は治療するための熱及び超音波ツールが含むことができる。
本発明の様々な実施形態が符号付きの図面を参照して示され記載される。
図面は、例示であり、添付の特許請求の範囲によって画定される発明の範囲を制限しない
ことを理解されるであろう。図示の実施形態は、本発明の様々な態様及び目的を達成する
。単一の図面で本発明の各要素及び態様を明確に示すことはできないが、多数の図面は、
本発明の様々な詳細をより明確に個々に示すために提供されることを理解されよう。同様
に、各実施形態は、本発明のすべての利点を達成する必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の原理による熱手術ツールシステムの斜視図を示す。
【図２】図２は、本発明による熱手術ツールシステムの別の実施形態の斜視図を示す。
【図３】図３は、本発明の原理による熱手術ツールシステムの図を示す。
【図４Ａ】図４Ａは、熱防止端子、ヒートシンク及び無線通信デバイスを有する熱手術ツ
ールシステムを示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、インピーダンスマッチングネットワークを有する熱手術ツールシス
テムを示す。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の一態様による単一層強磁性コーティングされた導体チップ
のクローズアップした側断面図を示す。
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【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａの強磁性コーティングされた導体チップの電気的等価表現を
示す。
【図６】図６は、本発明の一態様による熱絶縁体を持つ単一層強磁性コーティングされた
導体チップのクローズアップした側断面図を示す。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明の一態様によるループ形状を有する強磁性コーティングされ
た導体手術ツールのクローズアップした図を示す。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明の一態様による概ね正方形の形状を有する強磁性コーティン
グされた導体チップのクローズアップした図を示す。
【図７Ｃ】図７Ｃは、本発明の一態様による先の尖った形状を有する強磁性コーティング
された導体手術ツールチップのクローズアップした図を示す。
【図７Ｄ】図７Ｄは、本発明の一態様による非対称ループの形状を有する強磁性コーティ
ングされた導体手術ツールチップのクローズアップした図を示す。
【図７Ｅ】図７Ｅは、本発明の一態様による凹部が切断を含む治療効果のために使用され
るフック形状を有する強磁性コーティングされた導体手術ツールチップのクローズアップ
した図を示す。
【図７Ｆ】図７Ｆは、本発明の一態様による凸部が切断を含む治療効果のために使用され
るフック形状を有する強磁性コーティングされた導体手術ツールチップのクローズアップ
した図を示す。
【図７Ｇ】図７Ｇは、本発明の一態様による傾斜した形状を有する強磁性コーティングさ
れた導体手術ツールチップのクローズアップした図を示す。
【図８】図８は、引っ込んだわなの断面図を示す。
【図９Ａ】図９Ａは、拡張したわなの側面図を示す。
【図９Ｂ】図９Ｂは、拡張したわなの別の実施形態を示す。
【図１０Ａ】図１０Ａは、ループ形状及びコーティングの線形配列を有する強磁性コーテ
ィングされた導体手術ツールのクローズアップした図を示す。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、別のフック形状及び線形配列を有する強磁性コーティングされ
た導体手術ツールのクローズアップした図を示す。
【図１１】図１１は、コーティングの配列を有する引っ込んだわなの断面図を示す。
【図１２】図１２は、コーティングの線形配列を有する拡張したわなの側面図を示す。
【図１３】図１３は、強磁性コーティングされた領域の単一層強磁性コーティングされた
導体手術ツールの断面図を示す。
【図１４Ａ】図１４Ａは、多層強磁性コーティングされた導体手術ツールチップの斜視図
を示す。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、図１４Ａに示された多層強磁性コーティングされた導体手術ツ
ールチップの側断面図を示す。
【図１５】図１５は、図１４Ａに示された多層強磁性コーティングされた導体手術ツール
チップの軸方向の断面図を示す。
【図１６】図１６は、本発明の一態様による磁束の電磁線を示す扁平側円筒形状の強磁性
コーティングされた導体の断面図を示す。
【図１７】図１７は、本発明の他の態様による接近した導体チップを示す。
【図１８Ａ】図１８Ａは、本発明の一態様による単一の縁の強磁性コーティングされた導
体手術チップを示す。
【図１８Ｂ】図１８Ｂは、二重の縁の強磁性コーティングされた導体手術チップを示す。
【図１８Ｃ】図１８Ｃは、三つの線の強磁性コーティングされた導体手術チップを示す。
【図１８Ｄ】図１８Ｄは、図１８Ａ乃至図１８Ｃに示されたチップのレセプタクルを示す
。
【図１９Ａ】図１９Ａは、別の誘導強磁性熱機能を持つ常温切断外科用メスを示す。
【図１９Ｂ】図１９Ｂは、別の誘導強磁性熱機能を持つ常温切断外科用メスの別の実施形
態を示す。
【図２０Ａ】図２０Ａは、ヘラ状の形状を有する熱手術ツールを示す。
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【図２０Ｂ】図２０Ｂは、鉗子の構成でヘラ状の形状を有する熱手術ツールを示す。
【図２０Ｃ】図２０Ｃは、初期の形状時の強磁性コーティングされた導体を有する図２０
Ａの熱手術ツールの上面図を示す。
【図２０Ｄ】図２０Ｄは、初期の形状内に埋め込まれた強磁性コーティングされた導体を
有する図２０Ａの熱手術ツールの上面図を示す。
【図２１Ａ】図２１Ａは、ボール状の形状及び水平方向の巻き線を有する熱手術ツールを
示す。
【図２１Ｂ】図２１Ｂは、ボール状の形状及び蹄鉄の構成を有する熱手術ツールの別の実
施形態を示す。
【図２１Ｃ】図２１Ｃは、ボール状の形状及び水平配向を有する熱手術ツールの別の実施
形態を示す。
【図２２Ａ】図２２Ａは、尖った形状を有する熱手術ツールを示す。
【図２２Ｂ】図２２Ｂは、鉗子の構成で尖った形状を有する熱手術ツールを示す。
【図２２Ｃ】図２２Ｃは、二つの異なる起動可能な熱領域を有する熱手術ツールを示す。
【図２３Ａ】図２３Ａは、カテーテルのチップの周りに配置された強磁性コーティングさ
れた導体のコイルを有するカテーテルの斜視図を示す。
【図２３Ｂ】図２３Ｂは、強磁性コーティングされた導体手術カテーテルチップの斜視図
を示す。
【図２４】図２４は、強磁性コーティングされた導体手術カテーテルチップの代替的な実
施形態を示す。
【図２５】図２５は、内視鏡内に配置された強磁性コーティングされた導体手術チップの
代替的な実施形態を示す。
【図２６】図２６は、組織切除ツールを示す。
【図２７】図２７は、単極及び熱モダリティを有するマルチモード手術ツールを示す。
【図２８Ａ】図２８Ａは、肝臓などの組織の転移内にあるマルチモード組織切除ツールを
示す。
【図２８Ｂ】図２８Ｂは、図２８Ａの切除プローブのクローズアップを示す。
【図２８Ｃ】図２８Ｃは、センサを有する切除プローブのクローズアップを示す。
【図２８Ｄ】図２８Ｄは、多数のチップ切除プローブのクローズアップを示す。
【図２９】図２９は、双極及び熱モダリティを有するマルチモード手術ツールを示す。
【図３０】図３０は、マルチモードの鉗子の側面図を示す。
【図３１Ａ】図３１Ａは、鉗子の先端の代替的な実施形態のクローズアップを示す。
【図３１Ｂ】図３１Ｂは、コーティングされた鉗子の先端の図を示す。
【図３２Ａ】図３２Ａは、熱及び超音波モダリティを有するマルチモード手術ツールを示
す。
【図３２Ｂ】図３２Ｂは、フックの初期形状をもつ熱及び超音波モダリティを有するマル
チモード手術ツールを示す。
【図３２Ｃ】図３２Ｃは、センサを有する熱及び超音波モダリティを有するマルチモード
手術ツールを示す。
【図３２Ｄ】図３２Ｄは、第２の先端を有する熱及び超音波モダリティを有するマルチモ
ード手術ツールを示す。
【図３３】図３３は、吸引／灌漑及びセンサを有する熱及び超音波モダリティを有するマ
ルチモード手術ツールを示す。
【図３４】図３４は、組織への影響に関連した熱スペクトルを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
発明及び添付図面は、今数字を参考に議論される当業者が本発明を実施するために可能に
するために設けられて。図面と説明は、本発明の種々の態様の例示であり、添付の特許請
求の範囲を狭めることを意図するものではない。
【００１２】
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　本明細書において、"強"、"強磁性体、"と"強磁性には"を含む磁気誘導を介して熱を産
生することができる任意の強磁性体のような材料を指しますが、強磁性体に限定されない
。
図を参照する。一般的に熱手術道具のシステムの斜視図が示されている。以下にさらに詳
細に説明するように、熱ツールのシステムは、好ましくは、組織（すなわち内皮組織の溶
接、恒常性、アブレーション、など）を治療または破壊する強磁性体被覆導体を使用して
います。
【００１３】
　それは熱手術道具が組織する熱を使用すると、従来のメスと同じように組織全体に描画
されるシャープなエッジの感覚で組織を切断しないことが理解されるであろう。本発明の
実施形態は、切刃を形成するように、比較的シャープなエッジで行われるようになっても
、そのようにここに議論温水コーティングは、刃や鋭利なエッジを必要とせずに組織を分
離するので必要ありません。分離組織を議論するときただし、便宜上、用語カットが使用
されます。
【００１４】
　熱手術道具のシステム１０として示される実施形態では、このようなフットペダル２０
などの制御機構は、電源サブシステム３０によって生成される出力エネルギーを制御する
ために使用されます。電源サブシステム３０からのエネルギーは、その円周方向に強磁性
塗膜強磁性体コーティングで被覆された断面を有する導体を含んでいるハンドヘルド手術
道具にケーブルに沿って無線周波数（ＲＦ）または振動する電気エネルギーを介して送信
される場合があります。導体配線６６の周囲に配置強磁性材料の誘導とそれに対応するヒ
ステリシス損失を経由して利用できる熱エネルギーに電気エネルギーを譲渡することがで
きます。（導体線は参照を容易にするために使用されますが、それは導体材料はワイヤと
なると、当業者が本発明の開示の光で動作する複数の導体に精通しになる必要はないこと
が理解されるであろう）。
【００１５】
　強磁性体塗装への磁界（または磁化）のアプリケーションは、オープンループのBH曲線
（もオープンヒステリシスループとも呼ばれる）、ヒステリシス損失が得られ、結果とし
て熱エネルギーを生成することがあります。このようなパーマロイ（商標登録）のような
ニッケル鉄コーティングのような電着膜は、高周波電流が導体を通過するときに一緒にオ
ープンループのヒステリシス曲線を持っていることがランダムに整列ドメインで、その結
果をランダムに整列微結晶の配列を、形成することがあります。
エネルギーは、"表皮効果"と呼ばれる方法で、導体の表面に沿って移動することがある。
導体の表面に交流電流のＲＦは、強磁性体コーティング６５のドメインを励起することが
交番磁界を生成します。ドメインは、コーティングで現在、ヒステリシス損失の各振動と
再編として誘導加熱を引き起こす可能性があります。
【００１６】
　信号源からのＲＦ導体は最大で、チップを含め、特定の周波数（また、同調回路とも呼
ばれる）で共振回路を形成することがあります。ヒント"デチューン"回路の変化。従って
、強磁性体コーティング６５または破損導体配線必要、回路はおそらくデチューンになる
可能性があります。この離調は、温度が実質的に低減されるような強磁性塗膜６５の加熱
の効率を減らす必要があります。減少温度が破損後にほとんど、あるいはまったく組織の
損傷を確認する必要があります。破損またはその他の障害は、センサによって検出される
ことがあります。通常の回路動作の中断は、このように検出され、外科的にシステムがシ
ャットダウンする可能性があります。一実施形態では、電流が監視されます。現在の突然
の予期しない増加が検出された場合、強磁性体コーティングは、もはやそれは必要な電力
を消費することができる可能性があるため、システムがシャットダウンすることがありま
す。同様に、インピーダンスを監視し、システム障害の指標として使用されることがあり
ます。
【００１７】
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　それは、ハンドヘルド手術道具５０は、電源が印加されているとさえ、例えばこのよう
に電力を制御するためのメカニズムはパワーレベルを示すために使用できるライトのシリ
ーズ、またはハンドヘルド外科を含んでいてもよいの印を含んでもよいことが理解される
べきである。ツール５０は、電力を調整し、それによって組織にさまざまな効果を有する
強磁性塗膜６５度の温度に影響を与える電源３０と通信するスイッチ、回転式のダイヤル
、設定のボタン、タッチパッドまたはスライドを含めることができます。これらの印は、
動力源によって表されると電源がユーザ調整可能なコントロールに伝えて現在の状態が表
示される場合があります。コントロールがフットペダル２０またはハンドヘルド手術道具
５０に示されているが、彼らはまた、電力サブシステム３０、あるいは別個の制御機器に
含まれていてもよい。電源にハンドヘルド手術道具５０を接触させる必要があるようなボ
タンやタッチパッドなどの安全機能を用いることができる、そして死んだ男のスイッチが
含まれる場合があります。
強磁性塗膜６５は、誘導によって加熱しながら、それはまた、磁場に対する各ドメインの
アライメントがそのような程度に減少することなど、キュリー温度は、材料が磁性になる
温度であるそのキュリー温度に起因する温度の上限を提供します。コーティングの磁気特
性は失われていること。材料は、常磁性になると、誘導による加熱を大幅に削減あるいは
中止されることがあります。これは十分な電力がキュリー温度に達するために提供されて
いる場合は強磁性体の温度がキュリー温度付近で安定するようになります。温度がキュリ
ー温度以下に低下した後は、誘導には、再びキュリー温度に材料の加熱を引き起こして起
動することがあります。従って、強磁性塗膜の温度が十分な電力のアプリケーションに、
誘導加熱時のキュリー温度に到達する可能性がありますが、可能性が高いキュリー温度を
超えることはありません。
【００１８】
　熱手術道具のシステム１０は、電源の出力は組織上のツールとその効果の温度を調節す
るために調節可能にすることができます。この調整機能はそのようなカッティング、止血
、組織の溶接、組織の気化や組織の炭化異なる温度で発生するなどのハンドヘルド手術道
具５０組織の影響によって達成される効果以上の外科医を正確に制御できます。電源の出
力を調整するために、フットペダル２０（または他のユーザコントロール）を使用するこ
とにより、外科医（または他の医師など）は強磁性塗膜65に供給される電力を調整し、そ
の結果、望ましい結果を達成するために組織の影響を制御できます。
【００１９】
　熱電力供給は、フットペダル２０によって受信された入力によって達成される強磁性体
被覆導体を、駆動定在波に影響を与えるために交流電流波形、または回路の変化の振幅、
周波数またはデューティサイクルを変えることによって制御することができます電源サブ
システム３０、またはハンドヘルド手術道具５０上のコントロール。
【００２０】
　例えば、それは別の温度が他の温度は切削、組織のアブレーションと気化を誘発する一
方、特定の温度は溶接組織のために使用できる、以下の追加詳細に説明するように組織に
異なった効果を誘導することが望ましいことが知られている。
本発明の一つの利点は、それが最終的に組織に適用できる強磁性塗膜６５度の温度に影響
を与えるシステムに電力を制御するために外科医が可能になることです。電源は、複数の
方法によって調整することができます。パルス幅変調は、時間の量は強磁性塗膜６５が加
熱されているを変更することができます、それによって温度の振幅変調を制御する同様の
システムを介して電源とＲＦなどの強磁性塗膜６５の最終的な温度のダイナミクスを制御
するために使用することができます。信号源から先端まで導体には、先端を含めて、特定
の周波数（また、同調回路とも呼ばれる）で先端"デチューン"回路の変化を共振回路を形
成することがあります。このように、周波数の変調が効果的に一時的に回路をデチューン
し、それによって最終的に切断、組織の溶接のための温度を制御するために使用すること
ができる、などの典型的な回路は、周波数を調整するため、ループや周波数シンセサイザ
の位相ロックを使用することができます。
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【００２１】
　システムへの電源はフットペダル２０、例えば、そのように、規制構造によって制御す
ることができます。ペダルは、外科医に供給されている電力を示すポイントを設定してい
る場合があります。これは、より多くの力を必要とする各位置で、５つのポジションを持
っているペダルを持っていることによって、例えば、達成することができる。必要な力の
変化は適用されている温度範囲に外科医に警告します。
ペダルなどのパワーコントローラは、また強磁性塗膜または組織への配信のために利用可
能なコーティングで利用可能なエネルギーで適用されるパワーレベルへと外科医に信号を
送信するために使用することができます。これは外科医の電力レベルを示す信号を与える
聴覚または視覚的なインジケータ２２である可能性があります。例えば、５つの電力レベ
ルが提供されている場合、聴覚アラームが一つ二つは同様に、５つの異なる三人のレベル
や範囲のチャイム、レベルまたは範囲のチャイム、レベルまたは範囲のチャイムが適用さ
れる電力レベルを示している可能性があります聴覚信号のトーンは、５つのパワーレベル
を示すために使用することができる。
同様に、ツール５０は、電力の印が適用され、さらにこのように電力を制御するためのメ
カニズムを含むことができる、例えば、ライト５２のシリーズがパワーレベルを示すため
に使用することができるされている、または工具５０はロータリー、スイッチを含めるこ
とができます含めることができますボタン、タッチパッドまたは電力を調整し、それによ
って組織にさまざまな効果を有する強磁性塗膜の温度に影響を与える電源３０と通信する
スライド５４の設定ダイヤル。コントロールがフットペダル２０またはツール５０に示さ
れているが、それはまた、さらに電力サブシステム３０または別々の制御機器に含まれて
いてもよい。同様に、電源にツール５０を接触させる必要があるようなボタンやタッチパ
ッドなどの安全機能は、そのようなデッドマンズスイッチとして、用いることができる。
【００２２】
　誘導加熱によって達成つの追加の利点は、強磁性材料第二のごく一部（通常１秒の短い
４分の１など）で切削温度に加熱できることです。また、理由コーティングの比較的低質
量、導体の小さな熱質量、およびハンドヘルド手術道具５０の建設のために小さな領域へ
の加熱の局在から、素材にも非常に急速に冷却される（約すなわち秒）の半分。熱ツール
がアクティブ化されていないときに組織に触れることによって生じる偶発的な組織の損傷
を低減しつつ、これは正確な熱ツールを使用して外科医を提供します。
それは、導体６０と強磁性塗膜６５の相対的な大きさと手術道具の構造の熱容量で、一部
では、ハンドヘルド手術道具５０を加熱し、冷却に必要な期間が左右されることが理解さ
れるであろう。例えば、ハンドヘルド手術道具５０の加熱と冷却のため、上記の期間は、
０．３７５ｍｍ程度とそのようなEnthoneから入手ＮＩＲＯＮ（商標登録）のようなニッ
ケル鉄合金（の強磁性塗膜の直径を有するタングステン導体を達成することができます、
厚さ０．３７５ｍｍと長い２センチメートル約タングステン導体約ウェストヘーヴン、コ
ネチカット）の商標または登録商標です。
本発明の一つの利点は、シャープなエッジが必要とされていないことです。電源が手術道
具に供給されていないときは、ツールが誤ってそれが削除されている場合、患者のまたは
外科医の組織を切り取ったり、電源が導体配線６６とコーティング６５に供給されていな
い場合に誤って処理、"カット"されませんツールの一部は、怪我のリスクなしに触れるこ
とができる。これは誤った場合、患者や外科医を傷つけることができる切断刃の鋭い対照
的です。
【００２３】
　他の追加はまたこれは、温度や外科領域を照らすために光を報告するためにセンサを含
むセンサの幹１２を含むことができる様々な場所でのハンドピース上に配置されることが
あります。
熱手術システム１０の別の実施形態の斜視図が示されています。図２において、電源３０
は、フットペダル２０が含まれています。必要なアプリケーションとパワーにもよります
が、楽器は、比較的低消費電力アプリケーションに電源を完全にバッテリーがあります。
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低消費電力要件のための代替の実施形態では、バッテリー、パワー調整と電力供給、すべ
てのハンドヘルド手術道具５０のハンドル５１に自己完結型を含めることができます。さ
らに、無線通信モジュールは、ユーザがシステムのパフォーマンスを監視するとハンドヘ
ルド手術道具５０自体からリモートで電源設定を変更するというステータス監視と制御の
設定を含め手術道具５０から情報を送受信するために用いることができる。
【００２４】
　モノポーラとバイポーラ電気組織切除が頻繁にするための組織の損傷を引き起こすこと
があるのに対し、それは、このサーマルソリューションは、高温による損傷が非常に近い
被覆領域の強磁性体表面に残っている可能性があるため、現時点で入手可能な単極の利点
とバイポーラ電気システムを提供することができることを我々の理解です。離れて接触点
からの距離。それは潜在的に加熱の点でより高い電力要件を持ちながら、このメソッドは
また、熱や冷却に多くの時間を必要とする可能性のある抵抗加熱に基づいて他の熱機器、
の欠点を克服するため、より患者のリスクを提示する可能性があることを我々の理解です
。
【００２５】
　心房アブレーション内での作業時にまた、導体の小さなセグメントに沿って配置された
薄い強磁性体コーティング６５は、そのような血液として、体内で他の非標的材料の加熱
を減らすことができます合併症を引き起こすことができる場合血栓が形成される。導体配
線６６、及び工具の構造により提供される小さな領域への加熱の局在の小さな熱質量は（
すなわち強磁性塗膜６５と、隣接する構造物）離れての場所からの方向で熱伝達のための
減少熱経路を提供します。強磁性塗膜６５の減少の熱経路は、目的の時点でのみ熱の正確
なアプリケーションになることがあります。単独でこの技術は、火花またはモノポーラま
たはバイポーラ技術、発火の危険性、そのような火花による患者の中や周りの麻酔ガスな
どによってのような弧を採用していないとしても低減される。
【００２６】
　シーリングを含め、組織、凝固、または組織の蒸発を"カット"または分離－熱手術道具
のシステム１０は、治療手段のさまざまな目的で使用されることがあります。構成では、
熱手術道具のシステム１０は、外科医を特徴とする積極的な組織を通じて、磁性塗膜６５
の動きによって、"カット"またはシーリング組織である、ナイフまたはシーラーように使
用されることもあります。ここに開示した実施形態の熱的作用は、単極と双極ＲＦエネル
ギーデバイスに関連付けられているものと比較して深部組織への影響の大幅な削減、そう
でない場合は除去、を含めて明確な利点を持つことができます。
【００２７】
　別の構成では、強磁性体コーティングされた導６０は、病変に挿入することができ、特
定の電力供給や監視対象の温度に基づいて可変電力供給するように設定。所望の熱の効果
が達成されるか、または望ましくない効果が気付かれるまで病変と周囲組織への熱影響を
監視してもよい。強磁性体被覆導体のアプリケーションの利点の１つは、マイクロ波や熱
レーザーのモダリティに比べて費用対効果とマイクロ波の病変の破壊の望ましくない組織
の影響を回避する可能性があるということです。したがって、例えば、外科医は破棄する
腫瘍または他の組織に強磁性体コーティングされた導体を挿入することができますし、正
確にハンドヘルド手術道具５０を活性化することによって作成される組織の損傷を制御す
る。
【００２８】
　センサは、赤外線検出器やセンサのステム12のようなハンドヘルド手術道具５０、電気
パス、または組織の状況を、監視するために使用されることがあります。例えば、デバイ
スまたは組織の温度は、プロシージャを実行する際に重要かもしれない。熱電対の形でセ
ンサは、異種金属、サーミスタや他の温度センサの接合は、強磁性塗膜６５または組織ま
たはそれに近い温度を検出する場合があります。センサはこのような導体の一部として、
または強磁性体コーティングの近くに配置された熱電対などのデバイスの一部、または組
織または強磁性塗膜６５の近くに配置された別個の先端などのハンドヘルド手術道具５０
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とは別の可能性があります。一部のセンサは、目的の測定と相関する指標を測定すること
がありますが、間接的に関連している。温度は、図に見られる組織の効果と相関すること
ができます。監視するその他の便利な条件が含まれますが、これに限定されないが、コー
ティングで供給される電力、色、スペクトル吸収、分光反射、温度範囲、水分含有量、組
織と導体との間の近さ、組織型、熱伝達、組織状況、インピーダンス、抵抗は、電流を返
し、波比（ＳＷＲ）を立って、電源、リアクタンス、中心周波数、位相シフト、電圧、電
流、視覚的なフィードバック（すなわちカメラ、光ファイバーなどの可視化デバイス）を
反映している。
電源は、センサからのフィードバックに応答するように構成することができます。目的の
アプリケーションに応じて、センサは、電源の出力を調整するか決定する上で有用な情報
を提供することがあります。一実施形態では、センサは、電源に温度測定値を送信します
。電源装置は、所望の温度範囲でまたはその近辺を維持するために電力供給を増減する場
合があります。別の実施形態では、センサは、組織のアブレーション時の電源に読んで含
水率を伝えます。水分が必要なレベルを下回った場合、組織が十分に乾燥されている場合
を、電源装置は電源設定を減らすことができます。他のセンサは、このような波形、持続
時間として、タイミングやパワーの設定を電源に変更するその他の設定を求めることがで
きる有用な入力を提供することがあります。
ハンドヘルド手術用ツール５０は、繰り返し滅菌または単一の患者の用途のために設定さ
れるかもしれません。よりシンプルなデバイスは、単一の患者の使用のためのより便利か
もしれないが、より複雑なデバイスは、繰り返しの滅菌のための役に立つかもしれません
。
【００２９】
　組織を治療または切断するための方法の手順を含めることができます。最先端と導体を
有する手術用ツールを選択するには、少なくとも一部が磁性材料で被覆され、隣接する最
先端の配置された最先端と最先端組織と強磁性体材料を加熱するため、導体に振動電気エ
ネルギーを印加し、それによってカットの組織を治療する。
【００３０】
　組織を彫刻するために加熱された強磁性材料を使用してカットの組織内に止血を引き起
こしたり、血管内皮溶接を引き起こすために加熱された強磁性材料を使用して：メソッド
の省略可能な手順は、以下の工程が含まれる場合があります。
図３を参照する。調節可能な熱手術道具のシステム１０の実施形態の図が示されています
。強磁性塗膜電力供給は、変調された高周波の波形によって制御されます。変調波形は、
電力供給が調節可能に変更する方式で制御することができます許可または望ましい電力供
給に基づいて、波形の部分をブロックします。
図３の最初の波形１１０は、フットペダル２０から変調器１２０、受信コマンドに渡され
ます。波形が含まれる可能性がありますが、それらの組み合わせを含めて振幅、周波数ま
たはデューティサイクルの変調のいずれかに限定されない所望の周波数に発振器１３０と
、変調器１２０により変調されたによって作成されます。得られた信号は、増幅器１４０
によって増幅される。増幅された信号は、ケーブルがハンドヘルド手術道具５０の強磁性
塗膜６５の位置での最大電流と最低電圧と定在波を提供するためにチューニングされてい
ることを意味し、調整されたケーブル１５０を介して送信されます。また、ケーブル１５
０はチューニングされていない可能性がありますが、回路は、インピーダンスの電源３０
への負荷として強磁性体コーティングされた導体６０を一致させるためのハンドル５１に
配置することができます。
【００３１】
　熱手術道具のシステム１０は、電流が位置で最大となるアンプ１４０に対して（例えば
、ケーブルの長さなど）と強磁性塗膜６５の場所を指定し、そのような約共振定在波に高
周波信号をチューニングして調整することができる強磁性体コーティング。
【００３２】
　それが本明細書中で使用されるときに手術道具はこのように動的な環境で動作する可能
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性があることを認識すべきである、約定在波は、回路が信号を最適な定在波の近くになる
ことができるようにチューニングされる場合がありますが、それを達成できない可能性が
あることを意味のみ達成するかもしれない時間の少量のための波、または正常に長期間の
ための定在波を達成することは同様に、おおよその修飾子のない"定在波"のいずれかの使
用は、熱手術道具のコンテキストで近似であることが理解されるべきである。
このような現在の最大化を達成するための一つの方法は、効果的に四分の一波長のｍの長
さの奇数倍であると増幅器１４０の出力に接続されたケーブル１５０に強磁性体被覆導体
６０を接続することです。共振定在波を有する回路の設計は、強磁性体コーティングに電
力供給を最適化することを目的としています。しかしながら、一実施形態では、電源３０
は、場所（または密接に隣接して）強磁性塗膜６５、およびチューニングに配置されるす
べての単一のハンドヘルド、バッテリ駆動機器内で、電気部品で実現することができます
。また、インピーダンス整合のために必要な電気部品は、増幅器１４０の出力段に配置す
ることができます。さらに、このようなコンデンサやインダクタなどの電気部品は、共振
回路を完了するために、ケーブル１５０に導体配線６６の接続の位置で強磁性コーティン
グされた導体６０にｍ個の並列または直列に接続することができます。
【００３３】
　動的な負荷の問題は様々な組織を持つ強磁性体被覆導体６０の相互作用によって引き起
こされる場合があります。これらの問題は、負荷の位置で最大化される定在電流波（また
は少なくとも一つの定在波または波形）で最小化されることがあります。複数の異なる周
波数は、好ましくは４０ＭＨｚと９２８ＭＨｚの間で、５ＭＨｚから２４ＧＨｚまでの周
波数を含め、使用することができます。
【００３４】
　いくつかの規制の国ではそのような６．７８ＭＨｚの中心周波数を持つバンド、１３．
５６ＭＨｚの、１２ＭＨｚ、４０．６８ＭＨｚの、４３３．９２ＭＨｚの、９１５ＭＨｚ
の、２．４５ＭＨｚの、５．８０ＭＨｚの、２４．１２５ＧＨｚの、などのＩＳＭバンド
における望ましい選択する周波数があります６１．２５ＧＨｚの１２２．５ＧＨｚの、２
４５ＧＨｚ。一実施形態では、発振器１３０は、４０．６８ ＭＨｚの、E級増幅器１４０
のＩＳＭバンドの周波数を使用し、同軸ケーブル１５０の長さは、すべてが強磁性塗膜と
強磁性コーティングされたタングステンの導体６０に電力の供給用に最適化されてもよい
０．０５マイクロメートルと５００メートルの間、好ましくは１ミクロンと５０ミクロン
の間の厚さで構成される。便利な見積もりは、導体の直径の１０％で強磁性塗膜厚を開始
すること、そして最大５センチあります。しかし、強磁性体コーティングは、はるかに長
さに沿って、または加熱が必要なことがどこのような導電体の複数の領域に沿って配置さ
れてもよい。（強磁性塗膜は、ＮｉＦｅ）ニッケル鉄からそのようなＦｅＯＦｅ２Ｏ３、
ＮｉＯＦｅ２Ｏ３、ＣｕＯＦｅ２Ｏ３、ＭｇＯＦｅ２Ｏ３、ＭｎＢｉ、Ｎｉ、ＭｎＳｂ、
ＭｎＯＦｅ２Ｏ３、Ｙ３Ｆｅ５Ｏ１２、ＣｒＯ２、ＭｎＡｓ、Ｇｄ、Ｄｙ、ＥｕＯ、マグ
ネタイト、パーマロイ（商標登録）、イットリウム鉄ガーネット、アルミニウム及び亜鉛
を形成することができる。
導体の大きさ、強磁性塗膜のサイズは、関連付けられているが、厚さ、形状、主要な幾何
学、組成、電源およびその他の属性は、プロシージャおよび外科医好みのタイプに基づい
て選択することができる。整形外科医が筋肉で操作するためのより多くの利用可能な電力
で大きな装置が必要な場合があります例えば、BRAMの外科医は、脳内で迅速なアプリケー
ション向けに設計された光ハンドヘルドパッケージに小さな楽器を望むかもしれません。
【００３５】
　導体は銅、タングステン、チタン、ステンレススチール、プラチナと電気を通すことが
できる他の材料から形成することができる。導体のための考慮事項は含めることができま
すが、それが複数の材料の導体配線66を形成することが望ましいかもしれない機械的強度
、熱膨張、熱伝導率、電気伝導率/比抵抗、剛性、および柔軟性に限定されない。 2つの
異種金属の接続は、熱電対を形成することがあります。熱電対が近くにまたは強磁性塗膜
の内に置かれた場合、熱電対は、デバイスの温度フィードバックのメカニズムを提供しま
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す。さらに、いくつかの導体は、温度を測定するために使用される温度に相関する抵抗率
を有してもよい。
【００３６】
　電源３０のチューニングでは、電圧が低いとしても、ほぼゼロに患者に放射高周波エネ
ルギーの量を減らし、そして理想的にはゼロ、強磁性塗膜６５の位置でこれが必要とする
単極装置とは対照的です組織自体を介して電流を流すどちらも接地患者に適用されるパッ
ド、またはバイポーラデバイス、。これらの効果の欠点は、文献で知られている。
これらの実施形態の多くでは、最大熱をここに、ケーブルの長さ、周波数、キャパシタン
スとインダクタンスの組み合わせがまた強磁性塗膜６５に最大電力を供給する電源３０の
チューニングによって効率性と工具形状を調整するために使用される議論、およびそれゆ
え組織へ。チューニングされたシステムは、固有の安全上の利点を提供します。導体が損
傷した場合、システムは、電力供給の効率が低下した、デチューンなるだろう、と適切な
安全回路によって監視される場合にもシャットダウンすることがあります。
【００３７】
　患者の組織に供給される電力の量は、組織の影響の正確な制御を提供するために、いく
つかの手段によって変更される可能性があります。前述のように電源３０は、電力供給用
の変調器１２０を組み込むことができる。別の実施形態は、そのような磁石によって引き
起こされるとして、それが通過する導体配線６６と強磁性塗膜６５の形状を変えることに
よって磁場の変更を使用しています。磁石の配置は、近隣の強磁性塗膜６５は、同様に誘
導効果を変化させるだろうし、それによって熱起電力を変える。
【００３８】
　変調のさまざまな形態が電力の供給を制御するために使用されることがあります。パル
ス幅変調は、強磁性体コーティングが熱積分器として機能することを原則に基づいていま
す。振幅変調は、所望の電力が配信されるように連続的な波形を変えることによって電力
供給を制御してもよい。周波数変調は、"回路をデチューン"またはフルパワーが負荷に供
給されていないような伝送で発生する損失の原因となる定在波比を変更することができま
す。
【００３９】
　変調は電力供給を制御する方法として議論されている一方で、他の方法は、電力供給を
制御するために使用されることがあります。一実施形態では、ツールの出力電力、および
それに応じて温度は、導体配線６６と強磁性体被覆導体６０を含む、チューニングによっ
て制御または駆動回路を離調される。
【００４０】
　熱的に調整可能なツールに電力を提供するプロセスは、振動、電気信号は、負荷時の最
大電流と最低電圧と約定在波、から成る負荷を持つように構成された導体で構成される手
術道具を選択する工程を含むことができる強磁性導体に被覆された材料、荷重に振動する
電気信号を提供する、とはもはや負荷に送信される電気信号を引き起こす。
【００４１】
　プロセスでは、必要に応じての工程を含むことができる５メガヘルツおよび２４ギガヘ
ルツの周波数の間に振動する電気信号を提供する、または６．７８ ＭＨｚの中心周波数
は、１３．５６ＭＨｚの、２７．１２ＭＨｚの４０．６８ＭＨｚの群から選択される振動
、電気信号を提供し、４３３．９２ＭＨｚの、９１５ＭＨｚの、２．４５ＧＨｚの、５．
８０ＧＨｚ帯域、２４．１２５ＧＨｚの、６１．２５ＧＨｚの、１２２．５ＧＨｚの、２
４５ＧＨｚ。
組織を切開の方法は、以下の工程が含まれる場合があります。組織と接触強磁性塗膜を設
けること、その部分上に配置された強磁性塗膜を有する導体を選択し、磁性塗膜を加熱し
、組織を切断するように導体に振動する電気信号を提供する。
【００４２】
　方法は、必要に応じて振動する電気信号の電力の出力を選択する工程を含んでもよい。
電源の出力は、強磁性体コーティングまたは温度範囲は、カット、止血、血管内皮溶接、
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組織の蒸発、組織のアブレーションと組織の炭化の対応する組織の効果のために選択され
る所望の組織効果の温度範囲に対応することができる。
接触する強磁性塗膜を配置、組織を切開するための代替方法は、電力の供給用に構成され
たコンセントにプラグを配置、プラグに関連付けられているその一部が、上に配置された
強磁性塗膜を有する導体を選択する工程を含むことができる組織、および強磁性塗膜を加
熱し、組織の方法をプラグインを介して導体に振動する電気信号を提供するには、オプシ
ョンのステップを含めることができます。使用後はプラグを取り外し、導体と磁性塗膜の
特性を伝達する。プラグ内のコンピュータチップへのアクセス、またはルックアップテー
ブル内の特性に対応する抵抗値を通信する。手術を行うための方法は、以下の工程を含め
ることができます。磁性塗膜と導体で構成される負荷を選択する電源から電気エネルギー
を振動を通して導体に電力を供給し、発電機のインピーダンスに負荷のインピーダンスを
マッチング。
このメソッドはオプションのステップを含めることができます。負荷に合わせて電源の出
力インピーダンスを変え、振動、電気エネルギーの周波数を変えること、調整電源の振動
を電気エネルギーに定在波を達成するために、現在の最大化導体で定在波を達成するため
のコンポーネントを選択する。導体または導体で定在波を達成するために導電体に電源を
接続するケーブルの長さを選択する。
組織を治療するための方法は、以下の工程を含めることができます：その部分上に配置さ
れた強磁性塗膜を有する導体を選択し、組織と接触する強磁性塗膜を配置、強磁性塗膜を
加熱するように導体に振動する電気信号を提供し、組織を扱う供給される電力を変更する
ユーザコントロールを調整する。
強磁性塗膜のヒステリシスを引き起こすことにより強磁性塗膜を加熱するため、導体に振
動する電気信号を提供;導体、その上に配置された強磁性塗膜を有する導体の一部を選択
および適用切断方法は、以下の工程が含まれる場合がありますそれによって物質をカット
するカットする物質に加熱されたコーティング。
図４Ａを参照する。電線導体の第一および第二の端を反対に接続するコネクタを備えたサ
ーマル手術道具のシステム１０は、図２に示すように導体を示されています。 ４Ａは、
このような熱絶縁を提供する圧着コネクタなどの熱予防端末２８０によって形成されるこ
とがあります。または複数の放熱板２８２、及び無線通信装置２８６は含まれている場合
もあります。ワイヤの導体２２０は端末２８０および/または導体の第一および第二の端
を反対でヒートシンクによってハンドヘルド手術道具５０に接続されることがあります。
導体の強磁性コーティングの部分は、ハンドルを超えて延長することができる間、導体の
部分は、端末にハンドルに延長することができる。端末２８０はハンドヘルド手術道具５
０に導体からの熱伝達を減少させるような貧しい人々の熱伝導率を持つことができます。
対照的に、ヒートシンク２８２は、端末２８０からの残留熱を引いてもよいし、空気を含
む他の媒体、中に熱を放散。コネクタとの接続は、圧着に加えて、ワイヤボンディング、
スポットと他の溶接によって達成することができる。
【００４３】
　ハンドヘルド手術道具５０の他の加熱された部分もハンドヘルド手術道具５０のオペレ
ータに、望ましくない火傷をする恐れがありますので、熱拡散を防止することが望ましい
かもしれない。一実施形態では、端末２８０は、電流を行うが、強磁性体被覆導体を超え
て熱伝導を防止または軽減するために使用されています。
熱手術道具もワイヤレスで通信することができます。一実施形態では、電力レベルを監視
し、調整するためのユーザインターフェイスは、リモート、ワイヤレスで結合素子284内
に収容されることがあります。ワイヤレスで結合デバイスは、ワイヤレスハンドヘルド手
術道具５０、制御システム（そのようなフットペダル２０など）を含む熱手術道具のシス
テム１０内に含まれるモジュール２８６および/または電源サブシステム３０と通信する
ことができる。別々のデバイスの制御インタフェースとディスプレイを収容することによ
って、ハンドヘルド手術道具５０部分のコストが低下する可能性があります。同様に、外
部デバイスは、より多くの処理能力、ストレージ、および、その結果として、よりよい制
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御およびデータ解析アルゴリズムを備えることができる。
図４Ｂを参照する。熱手術道具のシステムインピーダンス整合ネットワークが表示されて
いるとのインピーダンスマッチングネットワークは、負荷の入力インピーダンスに信号源
の出力インピーダンスを一致させることがこのインピーダンス整合がパワーを最大化する
。
一実施形態では、負荷からの反射を最小限に抑えることに役立つことができるバラン２８
１は、アンプのケーブルの端子２８３（同軸ケーブルの接続として、ここに示されている
）への強磁性体被覆導体端子２８７のインピーダンスを整合させる可能性があるので、イ
ンピーダンスマッチングネットワークは、これは電力の伝達に役立つことがバラン２８１
可能性があります。このような構成では、いくつかのバランは、ヒートシンクとして機能
し、端子２８７のワイヤ導体２２０によって転送された強磁性塗膜６５で熱エネルギーか
らの熱拡散を防止するため、熱絶縁を提供することができる可能性があります。適切なマ
ッチング回路もさらに熱をヒートシンクまたは基板の組成に応じて、離れてシステムの残
りの部分から熱を隔離するセラミック基板上に配置されることがあります。
それは、これらの要素は図で説明されていることを認識すべきである。 図４、４Ｂは、
ここに示された実施形態のいずれかと組み合わせて使用することができます。
図５Ａを参照する。強磁性体被覆導体の長手方向の断面が示されています。交流電流６７
は導体６６を介して渡されるように、磁界６８時間変動は、導体６６の周囲に誘導される
。磁界６８時間変動は熱として磁場を時間変化する誘導抵抗を放散するために強磁性塗膜
６５を引き起こし、磁性塗膜６５によって抵抗される。強磁性塗膜６５は、そのキュリー
点に到達する必要があります、磁性塗膜６５の磁気抵抗特性は、磁場６８時間変動するた
め、実質的に減少抵抗で、その結果、実質的に減少となる。強磁性塗膜ほとんど質量があ
るので、磁場はすぐに熱に強磁性塗膜６５を引き起こします。同様に、強磁性塗膜６５は
導体６６に比べて大量に小さいため、熱はすぐに周囲に磁性塗料６５からだけでなく、ク
ーラーや大きな導体６６にホット強磁性塗膜６５からそこからの熱伝達のために電力が消
費されます。
環境は、これは、数字は断面固体円形を示す一方、導体断面積は、様々なジオメトリを持
っている可能性があることを理解すべきである。例えば、導体は、熱質量を減少させるよ
うな中空のチューブがあります。中実又は中空かどうか、指揮者はまたそれが、楕円形、
三角形、正方形または長方形の断面を持っているような形状にすることができる。
図５Ａからも明らかである。強磁性体コーティングは、最初のセクション（または近位部
分）と導体の２つ目のセクション（または遠位部）の間であってもよい。これは、小さな
領域全体ではなく、導体にアクティブな加熱を制限することの利点を提供することがあり
ます。また、電源装置は、電力を供給する回路内で強磁性塗膜を含む第１及び第２のセク
ションに接続する場合があります。
手術道具を使っての方法は、以下の工程が含まれる場合があります。導体を選択し、指揮
者によって強磁性塗膜をめっきする。
メソッドの省略可能な手順が含まれる場合があります。その目的の手順にしたがって部分
上に配置された強磁性塗膜を有する導体のサイズを選択するステップと、所望の手順にし
たがって、その部分上に配置された強磁性塗膜を有する導体の熱質量を選択する、ループ
、ソリッドループ、正方形、尖った、フックと角度のグループから導体を選択し、摂氏３
７－６００度にコーティングを加熱するために振動する電気信号を構成する４０の間にコ
ーティングを加熱するために振動する電気信号を構成すると５００度摂氏、コーティング
は血管内皮溶接を引き起こすことが摂氏約５８－６２度の間に加熱する原因と、コーティ
ングは、組織の止血を促進するために摂氏約７０－８０度の間に加熱する原因と、コーテ
ィングは約間に加熱させる組織は、痛烈なとシーリング促進するために摂氏８０－２００
度、コーティングは、組織の切開を作成するには摂氏約２００－４００度の間に加熱させ
る、またはコーティングは、約４００－５００度の間に加熱させるには、組織のアブレー
ションと気化の原因に切り換えます治療は、組織を切開、止血を引き起こし、組織を切除
、または血管内皮溶接含まれる場合があります。
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図５Ｂを参照する。電気的等価表現。強磁性体被覆導体は強磁性体コーティングは動的抵
抗７４とトランス７２として表されて示されています。強磁性体被覆導体のインダクタン
スは、導体を流れる電流に基づいて異なります。低動作周波数で、コーティングのインダ
クタンスは小さな影響を与えることになる。高い動作周波数では、コーティングのインダ
クタンスは大きな影響を持つことになります。さらに、異なる強磁性コーティングされた
導体の先端部の構成は、異なるインピーダンス特性を持つことになります。したがって、
異なるインピーダンスを持つ負荷をアンプの出力を一致させる手段を提供する必要があり
ます。
様々な手段は、所望のインピーダンスマッチングを実現するために利用可能です。連続的
に調整可能なマッチングネットワークは、このように負荷への電力転送のためにそれが最
適に保つために求めて、負荷の変化に応じてマッチングインピーダンスを変更することが
、発電機は常にネットワークを介して負荷に最適なパワー伝達を持っていることがありま
すが、これは、キャパシタンス、インダクタンスまたはを調整含めることができますネッ
トワークの周波数。
【００４４】
　楽器の有利な設計は、所望の治療の加熱範囲を達成するために必要なアンプから最小限
の電力レベルを採用することです。このような戻り電流、定在波比（SWR）または反射電
力などの信号特性、の連続的なモニタリングは、一時的な加熱と冷却特性を維持し、１秒
以下で所望の温度を達成するために、両方の実用的な電気的なメソッドになります。
【００４５】
　一実施形態では、ＳＷＲが監視されます。監視とＳＷＲを最適化するために再調整する
ことにより、電力の伝達は、様々な強磁性体被覆導体のヒントを最適化することができま
す。
【００４６】
　代わりに、負荷特性を測定、負荷が事前に特徴付けることができる。このように、アン
プの出力インピーダンスは、測定前に見られる負荷の予測特性に基づいて変更することが
原因である可能性があります。一実施形態では、ハンドルまたはハンドピースケーブルコ
ネクタは、強磁性体コーティングされた導体とプラグと照らし合わせることができる容器
を持つことができます。プラグは、データモジュールにプラグに接続されている強磁性体
被覆導体の予測負荷の特性を識別する情報が含まれる場合があります。データモジュール
は、発電機や発電機の制御に特性を伝えることができる。したがって、システムはプラグ
イン内に含まれる情報によって負荷特性を予測し、一致する可能性があります。この情報
は、さらに同様のマッチングが相関と強磁性体被覆導体の構成を識別するために使用され
る抵抗などの電気コンポーネントを、含まれているプラグインで実現できる温度の相関関
係に出力電力を予測するシステムを助けることができる。この場合、発電機の回路は、強
磁性体コーティングされた導体を識別し、自動的にドライブの設定を調整する抵抗の値を
読んでいました。
代わりに変数のチューニングを持つジェネレータから、固定出力インピーダンスを持つド
ライバが適切に最適なパワー伝送のために照合される入力インピーダンスを有する強磁性
コーティングされた導体の先端を駆動するために用いることができる。このマッチングネ
ットワークは静的なので、それは、さまざまな方法で構築することができます。一つの特
に簡単な方法は、最大電力が、このアプローチは、手術道具のためのより多くの設計努力
が必要だが、最終的に物理的にシンプルに作成し、転送することができる最適なポイント
で負荷をかける、発電機と負荷間のケーブルの指定された、固定長を使用することです。
発電機－部品点数の削減および構築するために安価なシステムです。さらに、バランは、
上述したようにインピーダンスマッチングのために使用することができます。これらのア
プローチは効果的に強磁性体コーティングされた導体を介して定電流を維持することがで
きる。
外科的環境の変化熱伝導による熱負荷がダイナミックであるアプリケーションでは、さま
ざまな手段は、所望の組織の効果を達成し、維持するために利用可能です。連続的に調整
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可能なアンプは、所望の組織の効果を達成し、維持するために十分な負荷への電力伝達を
維持しようとする、熱負荷の変化に応じて電力レベルを変更することができます。前述の
インピーダンス整合ネットワークを介して、発電機は常にネットワークを介して負荷に最
適なパワー伝達を可能性があります。変化する熱負荷が強磁性体被覆導体のインピーダン
スを変更した場合、強磁性体コーティングのパワー出力は最適化された加熱モードで材料
を保持するために、継続的に負荷として、強磁性体を駆動するネットワークを調整するこ
とによって維持することができる。これは、ネットワークの容量、インダクタンスまたは
周波数を調整するものがあります。
【００４７】
　インピーダンスを変化させるの負荷を表す強磁性被覆導体を駆動するために、上記と同
様の方法は様々な組織や液体との相互作用を含めて外科的環境の変化で、そのインピーダ
ンスを変更する個々の強磁性体被覆導体、に適応するために使用することができます。こ
のような戻り電流、定在波比（ＳＷＲ）または反射電力などの信号特性、の連続的なモニ
タリングは、一時的な加熱と冷却特性を維持し、１秒以下で所望の温度を達成するために
、両方の実用的な電気的なメソッドになります。
一実施形態では、ＳＷＲが監視されます。監視とＳＷＲを最適化するために再調整するこ
とにより、電力の伝達は、外科手術装置として温度の動的応答性を可能にする、外科的環
境と離れて磁性塗膜の変化から熱伝達少なくとも１０Ｈｚで実質的に得られる場合があり
ます迅速な再チューニング、とされる最適化することができます。ウェット外科環境のｍ
と外を移動し、空気中に。
それは、数字は断面固体円形を示す一方、導体の断面積は、様々なジオメトリを持ってい
る可能性があることを理解すべきである。例えば、導体は、熱質量を減少させるような中
空のチューブがあります。中実又は中空かどうか、指揮者はまたそれが、楕円形、三角形
、正方形または長方形の断面を持っているような形状にすることができる。
図６を参照する。断熱材３１０と先端部を切断する単層のクローズアップ、縦断面図が示
されている。断熱材３１０の層が強磁性塗膜６５と導体６６との間に配置することができ
る。断熱材３１０の層を置くことは導体６６に熱伝達を制限することによって、熱質量を
減らすことによって、ツールの加熱を迅速かつ（また熱応答時間とも呼ばれる）のクール
ダウンに助けることができる。
断熱材の厚さと組成は、所望のアプリケーションへの電力供給と熱応答の時間特性を変更
するように調整することができる。熱絶縁体３１０の厚いコーティングは、優れた強磁性
塗膜６５から導電体６６を絶縁することがありますが、熱に強磁性体コーティングを引き
起こすのに十分な磁界を誘導するために、断熱材３１０の薄いコーティングと比較して電
力の増大が必要になる場合があります。の実施形態では図に示す。実施形態の７Ａ－７Ｇ
複数の外科先端２１０は、図に示すように強磁性塗膜６５の比較的薄い層でコーティング
された、その長さの部分を持っているワイヤの導体２２０を含むツールであるに示されて
います。７Ａ－７Ｇ、磁性塗膜６５は、ワイヤの導体２２０円周コーティング可能性があ
ります。ワイヤ導体２２０は、高周波発振器によって励起されると、強磁性体コーティン
グ６５は、そのキュリー温度で提供される絶対的な制限で、供給される電力に応じて誘導
によって加熱する。ために時現在の強磁性塗膜６５と強磁性塗膜６５の位置でワイヤの高
周波電気伝導の調整された効率性、磁性塗膜６５の小さな厚さが（第二のごく一部をすな
わち）非常に迅速に加熱するのワイヤの導体２２０を介して指示され、電流が停止してい
るときに（ほんの一瞬すなわち）すぐにクールダウン。
図７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄ、７Ｅ、７Ｆ、７Ｇを参照する。強磁性体被覆導体外科のヒン
ト２１０ａは、２１０ｂ、２１０ｃ、２１０ｄ、２１０ｅ、２１０ｆ、２１０ｇはこれら
の実施形態の各々に示されている、電線導体２２０の部分は、曲げとコーティングです。
必要な加熱が発生する場所を強磁性塗膜６５が唯一の組織に露出するように強磁性体コー
ティング６５。図７および図７Ｂは、組織へのツールの向きに応じて、組織の切断や切除
に使用できるループ形状です。図しながら図７Ａは、丸みを帯びた形状を示しています。
図７Ｂは、乗ジオメトリの図を示しています。 ７Ｃは、組織の切開、切除、および止血
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の処理はわずかな接点を必要とするため、非常に小さくすることができる加熱先端アプリ
ケーション用の尖った形状を示しています。図７Ｄは、強磁性塗膜６５は唯一のツールの
図の片側に配置されたループの形状、非対称ツールを示しています。 ７Ｅは、強磁性塗
膜６５はフックの図の凹部に配置されているフックの形状を示しています。 ７Ｆには、
強磁性塗膜６５がフックの凸部上に配置されたフックの形状を示しています。図７Ｇは、
２２０はアクティブ時に手術の先端が非常に正確に動作させることとするときに非アクテ
ィブ非外傷性に線導体時に強磁性塗膜６５のこれらの様々な形状のメスを使用すると同様
の状況で使用される角度の形状を示しています。
代表的な実施形態では、導電体は導電体は、タングステン、銅、他の金属や非金属導電性
、またはそのような結合された２つの異種金属のような組み合わせであってもよい１－０
．０１ミリメートルミリメートル、好ましくは０．１２５－０．５ミリメートルの直径を
有することができるまた、温度測定用熱電対を形成する。導電体にも銅などの導体のＴＨ
Ｍコーティングかもしれませんが、ターンでは、コーティングされることがあります、例
えば、ガラスや高温プラスチック、および導電性材料として、非金属製の棒、繊維または
管の周囲に分散強磁性材料の薄い層。磁性膜は、導電性ワイヤの周り閉磁路を形成してい
る。磁性薄膜は、厚さ０．０１－５０％程度、好ましくは約０．１％線にコーティングの
近接のためにワイヤの断面直径の２０％を持っていることが、小さな電流が高い磁場を生
成することができますメートルかなりの温度でコーティングし、その結果。このフィルム
の透磁率が高く、それがしっかりと導電体に結合されているので、現在の低レベルは、か
なりのヒステリシス損失につながることができる。
それは、キュリー点への迅速な誘導加熱を実現するために、低交流電流のレベルで、高周
波数で動作させることが可能である。同じ最小限の熱質量は、現在の停止と組織および／
または導電体に熱を急速に減衰することができます。このツールは、低熱質量を有する、
摂氏約３７度と摂氏６００度の間に治療範囲にわたって温度調節のための迅速な手段を提
供し、好ましくは４０－５００度摂氏。
【００４８】
　キュリー点は、以前に予想される治療の必要性を超えてキュリー点を持つ材料を選択す
ることができ、温度がキュリー点以下に調節することができるここで、代わりに、温度の
上限として説明してきた。
【００４９】
　いくつかの先端の形状はずに示されているが。７Ｇを通じて７Ａは強磁性体コーティン
グされた導体６０の複数の異なるジオメトリを使用することができることが予想される。
図８を参照する。後退位置にスネア３５０の切り欠きのビューが表示されます。強磁性体
コーティングは、スネアループ３５５を形成する導体上に配置し、シース３６０内に配置
されます。後退しながら、スネアループ３５５は、ウィスコンシン州ＴＨＭシース３６０
（またはチューブ、リングまたは収納するとスネアの幅を減らすために設計された、他の
ジオメトリを含むいくつかの他のアプリケーター、）休息することがあります。シース３
６０は、その中空本体内でスネアループ３５５を圧縮します。シース３６０は、ターゲッ
ト組織が存在する可能性のあるキャビティ内に挿入されることがあります。シース３６０
は、目的の場所に達すると、スネアループ３５５は、シース３６０の外側に延長すること
ができる、とまで図と同様の展開終了。図９Ａの一実施形態では、３６５導体は、スネア
ループ３５５の拡張と収縮を引き起こすことにプッシュまたはプルすることがあります。
図９Ａを参照する。拡張された位置にスネア３５０のビューが表示されます。一度延長、
スネア３５５ループはいくつかの異なる方法で使用することができます。一実施形態では
、スネアループ３５５は、標的組織の周囲に、実質的に配置することが、組織は、スネア
ループ３５５内にあることなど。強磁性塗膜は、上述したように誘導加熱されるために引
き起こされることがあります。スネアループ３５５は、その後、標的組織を分離し、組織
に隣接する標的組織から削除されるようにシース３６０に戻って、収納されています。適
切な温度範囲や電源レベルが止血、増加組織の分離の有効性または他の任意の設定に選択
することができます。例えば、一実施形態では、スネア３５０は鼻腔のポリープ除去のた
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めに設定されています。
【００５０】
　別の用途では、スネア３５０は、組織破壊のために設定されるかもしれません。一度希
望の空洞内に、スネアはスネアループ３５５の部分は、標的組織に接触するように延長す
ることができる。スネアループ３５５は、その後、誘導望ましい組織効果が発生するよう
加熱してもよい。例えば、一実施形態では、シースは、例えばｍ心房アブレーションとし
て、心臓と誘導心臓の伝導の異常な領域の中断を発生させる加熱スネアループ３５５の近
くで配置することができます。
【００５１】
　図９Ｂを参照する。スネア３５１の代替実施形態が示されている。アプリケーターは、
図のように鞘の代わりにリング３６１があります。シースと同様に、リング３６１は細長
い位置にループを強制的に使用することができます。様々な機器が使用中に所定の位置に
リングを保持するために使用することができる。
組織を分離する方法は、以下の工程が含まれる場合があります。その部分上に配置された
強磁性塗膜を有する導体を選択し、チューブ内に強磁性塗膜を有する導体の一部を置くこ
と;腔にチューブを挿入する部分を展開導体は、キャビティ内に強磁性体コーティングを
有すると温水強磁性体コーティングが標的組織と接触している間に強磁性塗膜を加熱する
ように導体に振動する電気信号を提供します。
【００５２】
　オプションの手順は、含めることができます。ステップをデプロイすると、さらに標的
組織の周囲に大幅に強磁性塗膜を置くこと含む;後退チューブに導体の磁性塗膜部と、標
的組織での止血を引き起こして、曲がった形状に導体を形成するようにの部分導体は、チ
ューブ内に残って、そして標的組織に曲がった形状の強磁性被覆部分に触れる。
組織を除去する方法は、以下の工程を含めることができます。その上に配置された強磁性
導体を有する少なくとも一つの部分を有する導体を選択し、そして組織の少なくとも一部
の周りに強磁性導体を配置し、その組織と接触する強磁性導体を引っ張る強磁性導体には
、組織を切ること。
【００５３】
　オプションの手順は、アレイ内の強磁性導体の複数の導体を使用し、強磁性材料が組織
と接触している間に導体を介して揺動電気信号を含まれる場合があります。図１０Ａを参
照する。ループ形状とコーティングの線形配列を持つ刃先の拡大図が表示されます。上記
実施形態では、導体上に連続的な強磁性体コーティングを開示している別の実施形態では
、この強磁性素子の線形アレイ（強磁性体の要素の並列配列の例と呼ばれる単一の導体上
でのギャップで区切られた複数のコーティングがある一方で図で見ることができます。１
８Ａ－１８Ｃ）。
一実施形態では、ループ形状の２７０Ａは、複数の強磁性塗料６５，６５’、６５”ワイ
ヤの導体２２０上のギャップによって分離されている可能性があります。図１０Ｂに示す
別の実施形態では、刃先のビューを間近に強磁性塗料６５，６５’の代替フックの形状２
７０Ｂとリニアアレイは、ワイヤの導体２２０に示されています。リニアアレイは所望の
熱ジオメトリを構築する上で柔軟にできるという利点が含まれる場合があります。
ニチノールのような形状記憶、（ニッケルチタン合金）を有する合金で形成されることが
あります導体２２０。 Ｎｉｔｉｎｏｌまたは他の形状記憶合金の導体は、温度に一つの
形に曲げ、および上記加熱すると、その元の形に戻すことができる変態です。したがって
、医師はより低い温度で特定の用途のためにそれを変形可能性があり、その後、元の設定
に戻すために、導体を加熱するために強磁性体コーティングを使用してください。例えば
、形状記憶合金の導体を加熱すると形状が変化するスネアを形成するために使用すること
ができる。同様に、蛇行形状の導体が所定の温度と高い温度で番目の図形で使用中に一形
状を有するようにニチノールまたは他の形状記憶合金で作ることができる。別の例では、
カテーテルまたは内視鏡から自分自身を追放するために加熱すると形状を変更し、冷却す
ると収縮を可能にする導電体のためになる。
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【００５４】
　別の実施形態では、強磁性体コーティングは、リニアアレイの間で個々のコーティング
は振動電気エネルギーをチューニングしてより多くの電力を受け取ることができるような
方法で形成することができる。チューニングは、特定の強磁性体コーティングする電源に
よって実行されるマッチング周波数及び／または負荷を調整することによって達成するこ
とができる。
個々のコーティングの周波数応答は、個々のコーティングの物理的特性を変化させること
によって影響を受ける可能性があります。これらの物理的特性は、組成、厚さ、長さや他
のコーティングへの近さが含まれる場合があります。各コーティングの物理的特性を変え
ることによって、個々のコーティングは、そのコーティングのための最適な周波数でより
多くの電力を消費することがあります。他のコーティングは、同じ周波数で少ないまたは
全く電力を消費することがあります。したがって、発電機による周波数の出力に応じて個
々の要素に対処することも可能です。
図１１を参照する。後退位置に塗料の線形配列とスネアのツール３７０の切り欠きのビュ
ーが表示されます。いくつかの実施形態では、いくつかの強磁性体のコーティングは、効
果的に後退位置に曲げることが弾力性に欠けるかもしれない。したがって、個々のコーテ
ィングセグメント３７５がコーティングセグメント３７５リジッド残るかもしれないが３
６５導体を屈曲されるようなギャップ３８０によって分離することができる。
【００５５】
　図１２に見られるように同様に、スネアのツール３７０は、延長することができる。 
ギャップコーティングセグメント３７５との間の３８０は、加熱の効果は、コーティング
のセグメントのようなギャップ３８０に類似したものになるように調整されることがあり
ます。このように、リニアアレイとスネアのツール３７０は、図の柔軟性のあるコーティ
ングとスネアに似て行動することができる。
図１３を参照する。強磁性体でコーティングされた領域で先端をカットする単層の断面図
が示されている。強磁性塗膜６５は、ワイヤの導体２２０上に配置される。強磁性塗膜６
５は、いくつかの利点を提供します。加熱して液体に浸漬したときクラックする傾向があ
るフェライトビーズ、より熱的ストレスを受ける最初の、強磁性塗膜６５は少なく壊れや
すいです。強磁性体コーティングされた導体６０が損傷することなく繰り返される液浸を
生き残るために観察されている。さらに、強磁性塗膜６５は、急速加熱と急速冷却の質を
持っています。これが原因で磁場によって操作されます磁性塗膜６５の少量の可能性があ
る、電源が小さな面積に集中していることなど。迅速な冷却が原因加熱中にアクティブで
ある熱質量の少量の可能性があります。また、強磁性塗料６５の組成は、デバイスに最大
限の自己熱制限天井の属性を提供する別のキュリー温度を、達成するために変更される可
能性があります。
図１４Ａ、１４Ｂ、１５を参照する。多層外科ツールチップが表示されます。 ２２１線
に沿って１４Ａの断面は、図になることがあります。ワイヤの導体２２０および２２０’
と磁性塗膜６５，６５’の交互層を示しています。それでも迅速な加熱と冷却の利点を維
持しながら、暖房能力は、導体２２０と２２０”材料と磁性塗膜６５，６５’が交互に積
層薄層で増加させることができる。図１５は、図から軸方向断面図を示しています。導体
２２０と２２０”および強磁性塗膜６５，６５’の３９０行の交互の層に沿って１４Ａが
また見られるかもしれない。
図１６を参照する。平坦化された側円筒状の形状が示されています。平らな表面１８０は
、導体６６の残り約厚いメッキの導体６６の相対的な上に強磁性塗膜の薄いメッキ１８２
を引き起こすことが製造することができます。この薄いメッキでは、この平坦面１８０に
選択的な第一発症の加熱が発生する可能性があります。誘導加熱は、透磁性塗膜内の磁束
密度に比例する場合があります。一実施形態では、非対称的に薄くコーティングは、小さ
な断面の厚さを有しており、熱の形でより高いヒステリシスロスを生成することがありま
す。従って、治療温度は減少磁束密度１９０でクーラーの反対側に比べてより高い磁束密
度１９２で平坦な表面１８０でまだ低消費電力で達成することができる。利点は、その組
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織の界面での高速時間応答と分散最適な加熱が強化される可能性があるからです。
図１７を参照する。強磁性塗膜６５は、さらに比較的高い電力のアプリケーションに強磁
性塗膜６５を冷却するために必要な時間を削減、磁性塗膜６５の外側の温度上昇を集中す
るように構成することができる。このような構成の例は、現在の流れ２３０及び２３０’
（矢印）によって生成されるフィールドは、強磁性を保つ、お互い両方の導体を囲む強磁
性塗膜６５を基準にしてキャンセルする効果を持つことが特徴と、図１７に示されている
境界での強磁性材料に比べループ導体４４１クーラーとの間の材料。
図１８Ａ－１８Ｄを参照する。いくつかの手術の先端１９４のジオメトリが実証されてい
ます。図１８単一の小さな直径を持つ外科先端１９４ａは薄膜磁性材料１９６でメッキさ
れた導電性ワイヤが表示されます。図１８Ｂ薄膜磁性材料１９６’でメッキされた二つの
小さな直径の導電性のワイヤと外科先端の１９４ｂが示されています。図１８Ｃ薄膜磁性
材料１９６”でメッキされた三つの小さな直径の導電性のワイヤと外科チップ１９４Ｃに
表示されている。それは、このように先端の形状が薄いメッキされた小径の導電性ワイヤ
の複数から成ることも考えられる薄膜磁気材料は、このような設計は、強磁性体被覆導体
の最小の質量に起因する動的な手術環境に不可欠な一時的な熱応答性（急激な発症、急速
なオフセット）を保持します。これは２つまたはそれ以上の間隔のワイヤでフラットタイ
ンを設定することが可能です。実用ツールとして、さらに、先端はまた、図でのヒント1
用レセプタクルを持っている図１８ｄに交換見られるかもしれない。これは、ジェネレー
タことが理解されようシステムは共同で、導体の二つ以上に配信し、ユーザコントロール
が（のような他の図に示すように）その目的のために提供することができる電力を調整す
るように構成することができます。
強磁性塗膜６５は、直接組織に連絡するために使用することができる、または、そのよう
なテフロン（ＰＴＦＥ）（登録商標）、または類似の材料、などの非粘着性コーティング
は、また組織への付着を防止する強磁性塗膜と導電体に塗布することができます強磁性体
コーティングは、組織を描画するときに抗力を減らすために、生体適合性、および／また
は研磨を向上させるために、金など、別の材料で被覆することができます。強磁性体コー
ティングは、熱伝達を向上させるために熱伝導性材料でコーティングすることができます
。実際には、単一のコーティングは、複数の望ましい特性を有するように選択することが
できます。
【００５６】
　図１９－２２を参照する。強磁性体コーティングされた導体は、主ジオメトリにアタッ
チすることができます。主な形状は、強磁性体コーティングと導体用アタッチメントの表
面または内部サイトを提供することがあります。したがって、導体上に強磁性体コーティ
ングの利点は、一次形状のメリットとそれに対応する材料と組み合わせることができる。
主な形状は、など、さまざまな理由に選択されるが、材料強度、剛性、熱伝導、熱伝熱へ
の耐性、表面積、または追加機能に限定されないことがあります。
【００５７】
　本明細書中で使用される、主要な幾何学は、強磁性体被覆導体が接続され、ツールの形
状を定義する構造を意味する。例えば、一次形状はメス、鉗子の歯、ヘラの顔、またはプ
ローブの端にボールの形である可能性があります。導体形状は、それゆえ、主ジオメトリ
上に配置されることがあります、一次形状の穴を貫通、および／またはｍプライマリジオ
メトリを埋め込むことができます。導体形状が一次形状によって強磁性被覆線の蛇行形状
かもしれないが例えば、主要な幾何学は、メスかもしれません。
図１９Ａ、１９Ｂを参照する。代替誘導強磁性熱機能付きコールドカットメス２２３が示
されています。コールドカットメス２２３は刃先を有するブレードのアプリケーションを
介して切断し、そのような凝固用として、必要なときにアクティブに二次熱機能を持つた
めに使用することができます。の実施形態では図１９Ａ、１９Ｂに示す。これはメス２２
３は切開をするために古典的に使用される導体や磁性塗膜６５コールドカットの活性化な
しに組織を切ることができるメス型の一次形状の側面によって強磁性被覆電線の導体２２
０を配置することによって達成される組織インチしかし、患者が出血し始めた場合、コー
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ルドカットメス２２３演算子は、強磁性体コーティングされた導体を有効にして、出血の
組織に応じてコールドカットメス２２３（とそれに応じて、強磁性コーティングされた導
体）の側に置くことができます。熱効果は、組織が出血を密封し、停止する場合がありま
す。強磁性体被覆導体の停止後、メス演算子は、その後、メスコールドカットの利点と切
開を作るために返すことがあります。
そのような冷たい切削メス２２３の使用するいくつかの利点があります。デュアルユース
のツールは、それ以上の損傷や遅延のリスクを引き起こし、単一のツールを削除して別の
に交換するコールドカットメス２２３演算子を必要としません。強磁性塗膜のため、コー
ルドカットメス２２３はまた、コールドカットメスは上で使用され得るように強磁性塗膜
の地域で迅速な熱応答の時間を（ヒートアップとクールダウンタイム）がありますエリア
を対象と待機時間を減らす。それは全体のコールドカットがメス加熱することが望ましい
かもしれないケースでは、熱応答時間は、さらにブレードの非連続部分で、その結果、ブ
レードの中央部２２２（図１９Ｂに見られる）を除去することにより減少させることがで
きるそれは、導体のパスに間、または隣接して発生する可能性があります。ブレードの中
央部２２２を削除すると、さらに熱質量とそれに応じて熱応答時間を短縮できる場合があ
ります。
一実施形態では、図１９Ｂに関連する。強磁性体コーティングはこのようなコールドカッ
トメス２２３のヒントとして、メスの一部に限定されることがあります。一次形状の残り
の部分は低い温度で残ることながら、この制限は、熱にのみ先端の原因となります。これ
は、磁性塗膜に近接した一次形状の部分に加熱を制限することは同様に精度と有用性がｍ
より小さいスペースのより高い程度を提供することが、強磁性被覆電線の導体２２０は、
そのようなジグザグまたは蛇行パターンとして、パターンを形成することがあります、表
面の加熱のカバレッジを向上させるコールドカットメス２２３の表面を横切る。
【００５８】
　スカルペルの効果も一実施形態では強磁性被覆電線の導体２２０の熱効果によって増強
される、メスはそれぞれの部分にアドレス可能なさまざまな温度範囲で、複数の部品を持
つことができます。ブレードの両側にエネルギーが組織の壁を凝固するために使用される
かもしれないが、例えば、外科用メスの刃へのエネルギーは、切断に使用することができ
ます。別の実施形態では、強磁性被覆電線の導体２２０0は、より困難な組織を移動する
際に追加の切削能力を提供するために活性化してもよい。別の実施形態では、強磁性体コ
ーティングされた導体は、手術用メスの刃を持つ、より滑らかな切削プロセスのｍ個の組
み合わせを提供するために活性化してもよい。ユーザコントロールは、所望の温度または
組織の効果と相関することができる電源によって配信される電力設定を選択するために使
用されることがあります。
【００５９】
　電源はさまざまな方法で個々の塗料とその関連の導体をアドレス指定することもできま
す。一実施形態では、導体は、個々の電力線を持っていますが、共通のグランドを共有し
ます。別の実施形態において、導体は、個々の電源とアース線を持っている。別の実施形
態は、個々のコーティングに対処するために周波数変調を使用しています。一デジタル一
実施形態では、３本の導線を使用しています。他の二つは、電源とグラウンドのシグナル
いる間つの導体は、コーティングが電力を受信するかについての通信に使用されます。代
替となるデジタル回路は通信回路を削除し、代わりに回路を識別し、実際に正しい回路に
電力を向けることができるように電源ラインには前駆体の識別信号を送信し、これらの技
術は相互に排他的ではありませんが、組み合わせると一緒に使用することができます。例
えば、回路の組み合わせは、いくつかの回路が他の回路よりも少ない電力を必要とする場
所が有利であり得る。
【００６０】
　図２０Ａを参照する。ヘラ状の形状と熱外科ツールが表示されます。ヘラ２２４は代替
的な実施形態で示すようにヘラ形状の境界を次のようワイヤの導体に強磁性塗膜を持って
いることが、ワイヤ導体の強磁性塗工部は、そのような形状の表面全体にパターンを形成



(49) JP 2012-523923 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

することがあります表面がより均一に線導体の強磁性塗工部で覆われている。
【００６１】
　ヘラの形状は一実施形態では、さまざまな組織への影響やプロシージャで使用すると便
利かもしれないが、ヘラは、手術中の止血や組織の溶接に使用されます。切開が行われた
後、必要に応じて、ヘラは止血したり、組織の溶接を実現するために線刻された組織に適
用することができる。別の実施形態では、組織と熱エネルギーに押さヘラは、組織のアブ
レーションに使用されます。
【００６２】
　図２０Ｂを参照する。ヘラ状の形状と熱手術道具鉗子に示されているヘラの鉗子を形成
して２２５を併用してもよい各ヘラは、別個の電源制御や鉗子を持っていることなどは共
通の電源制御を持つことができます。他の実施形態では、鉗子はまた、唯一の鉗子のひと
つヘラで加熱してもよい。そのようなツールは、血流を止めるために血管をクランプし、
止血と熱で血管の切断を引き起こすために使用することができます。図を参照する。２つ
の異なる実施形態に示されています。強磁性塗膜と配線導体は、いくつかの方法で一次形
状に取り付けることができる。一実施形態において、磁性塗膜６５および導電体は、一次
形状の表面に結合させることができる。また２０Ｄで、磁性塗膜６５および導体は、主ジ
オメトリ内に埋め込むことができます。希望する効果に応じて、ツールは図に示す。 ず
２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ、２０Ｄは、強磁性体コーティングされた導体６５が配置されて
いるツールの側面は、組織に連絡できるような方法で組織に適用することができる、また
は反対側は、組織に適用することができます。
【００６３】
　図２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃを参照する。ボール状の形状と熱手術道具が１つの実施形態
において示されている、水平方向にラップボール226または垂直方向にラップボールは、
内部または外部から見られるような強磁性体コーティング６５に電線導体にラップされる
ことがありますなお、別の実施形態では図に示す。ボール形状２２７は、そのような馬蹄
形のような別の形で調製した磁性塗膜とワイヤの導体２２０を含むことができます。実施
形態では、ボール状の発熱体は、組織の大表面積にわたって治療効果を凝固または提供す
るために使用することができますが形成されることがあります。それはほとんどの放射熱
エネルギーを、すべてではありませんが、方向性かもしれないとボールはまた、組織のア
ブレーションの効果がある可能性があります。
【００６４】
　図２２Ａを参照する。尖った形状と熱外科ツールが表示されます。尖った工具２２８は
、図のようにとがった形状の境界を次のようワイヤの導体に強磁性塗膜６５を持っている
可能性があります。代替の実施形態では、ワイヤの導体２２０の強磁性塗工部は、ポイン
トの面がより均等にワイヤの導体２２０の強磁性塗工部でカバーされるように、ジオメト
リの点の表面を横切るパターンを形成することがあります。尖った工具２２８は、そのよ
うな腹腔鏡手術のためのトロカール挿入部位の周辺組織の凝固と、カットしながら凝固す
るための手段を提供する、組織の層を貫通する切開を行うための特に有用である。
図２２Ｂを参照する。尖った形状と熱外科ツールは、鉗子の形で示されています。先の尖
ったピンセットは、それぞれの尖った形状が別々の電源制御や鉗子が共通に電力制御を適
用することを持っていることなどを組み合わせて用いてもよい。そのようなツールは、止
血を達成し、小血管の結紮で切断するように設定することができます。
【００６５】
　いくつかの主要なジオメトリは単数形で示されているが、主な形状を組み合わせて用い
てもよい。これは、同じ一次形状や鉗子のアプリケーションを含む主要なジオメトリを、
異なるの二つ以上が含まれる場合があります。各一次形状は、一般的に電源用の制御や、
各プライマリジオメトリに別々の電源のコントロールを持っていることがあります。さら
に、固体の主な形状は、一次形状のようなその部分を上記のメス一次形状に似て変更する
ことができる熱質量とそれに応じて、熱応答時間を短縮するために削除される可能性があ
ります。
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【００６６】
　一次形状の一部が対称構造を有することが示されているが、主な形状は、一次形状の部
分のみがアクティブとなるよう、非対称または双方向の建設があるかもしれません。これ
だけアクティブになるように所望の一次形状の領域に常駐している導線の部分に強磁性塗
膜を配置することによって達成することができる。強磁性体コーティングされた導体が対
称的にへら構造に配置されていない場合たとえば、ヘラの形状は、ある領域でアクティブ
になるように構成することができます。これは、表面のような、幾何学の目的のアクティ
ブな部分に、そのようなジグザグまたは蛇行パターンなどのパターンを、提供することに
より、さらに向上させることができる。
【００６７】
　別の実施形態では、一次形状の部分が活性化されることがあります。一次形状の異なる
部分に接続された強磁性塗膜が複数の導体を使用して、一次形状の部分が選択的に活性化
されることがあります。例えば、メスジオメトリ２３２は、先端部と、図１に示すように
、顔の部２３６に分割することができる。メスオペレータは、所望の表面積に応じて、メ
スのジオメトリの顔と一緒でのみ先端または先端を有効にするかどうかを選択できます。
同様に、鉗子のアプリケーションでは、鉗子は、内側と外側の部分に分けることができる
。鉗子の演算子がこのようなポリープのような鉗子、囲まれたことが何かを削除を希望す
る場合、外部部分は非アクティブにしたままで、内部の部分が動作することがあります。
ボイドの対辺が密封される必要がある場合は、鉗子の外側の表面が活性化されることがあ
ります。
強磁性塗膜の主形状の異なる部分に接続されていると別々に制御電源で複数の導体を使用
して、一次形状の異なる部分を異なる用途やエフェクトで同時に活性化されてもよい。例
えば、一次形状のエッジ部は、刃の部分は、止血のために活性化されるかもしれないが切
断する活性化されることがあります。
【００６８】
　組織と接触する強磁性体コーティングを処分する。その上に、その部分上に配置された
強磁性塗膜を有する導体を配置した導体を有する主要なジオメトリを選択し、振動、電気
信号を提供。組織を治療する方法は、このように工程を含むことができる導体のように強
磁性塗膜を加熱し、組織を治療するとして。
メソッドの省略可能な手順は、メス、ヘラ、ボールと尖った形状の群から選択された主要
なジオメトリを選択することが含まれる場合があります。組織の治療には、切開、止血を
引き起こし、アブレーションまたは血管内皮溶接を含めることができます。
【００６９】
　組織破壊のための方法は、その部分上に配置された強磁性塗膜を有する導体を選択する
工程を含むことができる、と強磁性塗膜を加熱して組織を破壊するように導体に振動する
電気信号を提供する。
【００７０】
　メソッドの省略可能な手順は、組織を監視し、必要な組織破壊が発生したこと、または
望ましくない組織の影響が防止される導体に振動する電気信号の配達を停止含まれる場合
があります。
強磁性材料でコーティング導体を;一次形状の選択と主ジオメトリに導体を処分する：手
術器具を形成するための方法は、以下の工程が含まれる場合があります。
【００７１】
　メソッドの省略可能な手順は、次に図振動電気エネルギーを受信するために設定導体に
電気的接続を提供することを含むことができる。
図２３Ａは、少なくとも部分的にカテーテルの先端部の周囲に配置された強磁性材料で被
覆された導体２２０を有するカテーテル２７０が示されています。所望の治療効果に応じ
て、磁性塗膜６５のコイルの位置は、代わりにカテーテルの先端、または末尾に配置され
る可能性があるカテーテル中心のチャンネル２６０という近似する円周を有する強磁性コ
ーティングされた導体の単ループをできるカテーテル先端。
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図２３Ｂは、別の強磁性体コーティングされたカテーテル２７０が示されています。いく
つかの実施形態では導体がワイヤ、コイル、または環状の構造、本実施形態では強磁性塗
膜を代替導電体２５０となるような２７０はまた、形成される可能性磁性コーティングカ
テーテルかもしれないが、カテーテルは、２本の同軸で構成できます導体、絶縁体で区切
られています。カテーテルの遠位端では、導電性コーティングは、連続的な電気経路が同
軸導体によって作成されるように適用することができます。強磁性塗膜は、図１に示すよ
うに、カテーテルの遠位先端の近くに外径の面について、分散させることができる。カテ
ーテルの終わり際に、同軸導体を接続する環状の表面上に。これは、強磁性体コーティン
グされたカテーテルは、灌漑、吸引、センシング、または、多くの介入だけでなく、オー
プンで低侵襲によく見られるように、中央のチャネル２６０を介して、光ファイバ経由の
アクセスを表示できるようにするなど、他の機能を実行できるようになります外科的処置
。さらに、カテーテルの中央内腔は、特に限定されないが、インピーダンスとＰＨを含む
他のセンシングモダリティへのアクセスを提供するために使用することができる。
【００７２】
　それは、カテーテル２７０または内視鏡は、バイポーラ電極および／または熱的要素の
両方で提供できることが理解されるであろう。従って、このようなカテーテルや内視鏡の
利点は、本明細書に記載するマルチモード手術道具と組み合わせることができる。
図２４を参照する。強磁性体コーティングされた導体手術道具のカテーテルの先端部の代
替実施形態の側面図が示されています。一実施形態では、導体は強磁性体コーティングは
、導電体上にメッキされた強磁性体コーティングからなる、中央のチャネルと体を形成す
る基板上に位置する強磁性体被覆導体で構成される場合があります。メッキは熱的効果を
外部から指示されるように、基板の外側に配置されることがあります。これは、カテーテ
ルの先端が組織の壁に熱組織の効果を適用できる可能性があります。
別の実施形態において、基板の内部には、導体が含まれている場合があります。熱影響が
内部的に指示されるような強磁性体コーティング。内部コーティングは、卵管のシーリン
グと骨接合術のアプリケーションで必要に応じて地域への溶融性固体の配信を、許可する
ことができる。
また、強磁性体コーティング２７５は、熱の影響が先端の前に指示されるような中央のチ
ャンネルへの入り口を囲むことができる。熱エネルギーが中央チャンネル２６０入り口の
正面に向けられることは、組織サンプルやポリープなどの材料の除去を、取るに助けるこ
とができる。
メッキは、複数の方法によって達成されることがあります。押し出し成形や高温の熱可塑
性、ガラス、または他の適切な基板材料を含む様々な材料から形成される可能性がありま
す。実際のメッキが電気メッキ、無電解メッキ、蒸着、またはエッチング、またはメッキ
工程を通じて、そのため、いくつかの組み合わせによって達成することができる、カテー
テルの先端部２８８は、連続的なパスを持つ導体強磁性体コーティングを形成することが
できる。
【００７３】
　カテーテルはまた、複数のチャネルを持つことができます。１つのチャンネルが強磁性
体被覆導体の配置のチャネルがあります。別のチャネルは、１つまたは複数のセンサやソ
ースに使用、あるいは各センサやソースは独自のチャネルをｍとができる。そのような温
度センサとして、照明の光源と内視鏡。他のチャンネルは、骨接合術や卵管のシールのよ
うに治療、に関連するものを含む、物質の配信、洗浄または吸引を含めることができます
。実際には、強磁性体コーティングなどの物質の融解とコーティングに役立つ可能性はか
なり大きいが、次に図におけるカテーテルより１つ以上の特定チャネルにリダイレクトす
ることができます。
図２５を参照すると、ロッドレンズの種類や組織繊維束のタイプの表示チャネル内視鏡は
さておき、発光光源２６６が示されています。ループの凝固／カッター２６４は、強磁性
体コーティングされた導体６５で構成されて表示されます。そのような適応は、大腸のポ
リープやアプリケーションメートル、様々な腹腔鏡手順を封印し、切削などのスネアのア
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プリケーションに意図されている。他のセンシングモダリティは、ニアフィールドの腫瘍
細胞の検出または赤外線熱のモニタリングが含まれています。説明した内視鏡２４０と同
様のツール構成は、カテーテルの管腔を通して組織をターゲットに配信できるツールで実
施することができる。
一実施形態では、腫瘍細胞は、紫外線にさらされると蛍光を発する物質でタグ付けするこ
とが原因です。内視鏡２４０は、光源および検出された蛍光を返すチャネル内のセンサま
たは光学部品が含まれている場合があります。内視鏡の強磁性塗膜の部分は、破壊のため
のタグ付けされた組織で指示されることがあります。
別の実施形態では、ＡＬＳは、固化状態での標的組織または骨の周囲に堆積される。一度
、お届けの材料は、上述の内視鏡２４０によって活性化することによって、サイトでのコ
ンフォメーションに溶融される。この実施形態の使用例としては、卵管のシーリングと骨
接合術などがあります。さらに、そのような材料は、同一または類似の内視鏡で融解して
除去、および内視鏡の中心管腔を通して吸引することができます。さらに別のアプリケー
ションでは、材料が液体形態で送達することができ、内視鏡２４０により誘導される熱加
熱処理により硬化。
また、導体は、繊維がカテーテル内に含まれる、またはそうでなければ一緒にバンドルさ
れる繊維の束の一部であるかもしれません。他の繊維が視覚的な観察、検出、誤嚥、また
は灌漑を含む他の目的を持っているかもしれないが、導体は、強磁性体コーティングがあ
るかもしれません。
【００７４】
　組織のアブレーションの方法は、の工程を含むことができる。強磁性覆われた導体との
カテーテルを選択し、アブレーションする組織に触れないように強磁性体カバー導体を引
き起こし、そして強磁性覆われた導体に電力を供給。
【００７５】
　オプションの手順は、含めることができます。内視鏡の支援を通じて組織にカテーテル
を誘導する、カテーテル上に配置された強磁性体コーティングされた導体を選択し、カテ
ーテル内に含まれる強磁性体コーティングされた導体を選択するステップと、カテーテル
から展開される強磁性体被覆導体を引き起こす。またはアブレーションする組織に強磁性
体被覆導体に触れる。
【００７６】
　体内にカテーテルを挿入する、カテーテルに物質を置くこと、強磁性コーティングされ
た導体とのカテーテルを選択し、パワーが強磁性体被覆導体に送信される原因。体内に物
質を送達する方法は、以下の工程が含まれる場合があります。
【００７７】
　オプションの手順は、含めることができます。骨接合術のための物質を選択するステッ
プと、卵管のシーリングのための物質を選択する、またはカテーテルで物質を溶融。
組織と接触してカテーテルを置くこと、強磁性コーティングされた導体とのカテーテルを
選択し、電力設定を選択する。組織を治療する方法は、以下の工程が含まれる場合があり
ます。温度範囲は、温度範囲や所望の組織の影響に対応することができる。望ましい組織
効果が血管内皮溶接、止血、焼け付くよう、シーリング、切開、切除、または蒸発の群か
ら選択されることがあります。実際には、電源の設定は、所望の組織の影響に対応するこ
とができる。
図２６を参照すると、組織のアブレーションのツール２９０は示されています。組織のア
ブレーションの一般的なアプリケーションでは、アームまたはタインは望ましくない組織
に挿入されます。つまたは複数のチップ３００は、組織の温度が時間の必要な量の所望の
レベルに引き上げられるように活性化されてもよい。活性化は時間の所望の量のために温
度を保持している、または望ましくない効果が気づかされることに成功した後に、一つ以
上のチップ３００は、非アクティブにし、組織から削除される可能性があります。
一実施形態では、導体は、磁性塗料65が含まれる可能性のヒントと一つ以上の腕や尖叉に
含まれていてもよい組織の破壊が発生する１つまたは複数の望ましくない組織への影響が
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発生するまでのヒントは、制御組織と温度に挿入されることがあります。組織への影響は
尖叉または外部のセンサによって監視されることがあります。
センサが１つの実施形態では複数の方法で配置することが、センサはタインで離れて強磁
性コーティングされた先端部３００から配置されます。別の実施形態では、ワンチップ３
００は、代替の先端３００はコーティングが、内に含まれているセンサを持っていないか
もしれないが、強磁性塗膜を持つことができます。センサは、組織の影響を監視し、認め
られないか、あるいは処理する信号を返すことがあります。これは、温度センサ、カメラ
、リモートイメージングなどのセンサを含むことができる。別の実施形態において、温度
は外部のイメージングを通して監視することができる。
【００７８】
　センサはこのようにフィードバックループの一部を形成することがあります。または複
数の組織の影響を監視することにより、アブレーションのツールは、電源設定を自己調整
することができる。この自己調整システムがキュリー点以下で動作しながら所望の組織の
効果および／または温度範囲を維持できる可能性があります。
【００７９】
　複数の先端３００が使用されている場合には、強磁性体コーティング６５のヒントは、
個別に温度分布がｍの希望のエリアを集中しているように制御されることがあります。主
なタインが熱機能を実行するために使用されている間、これはまた、組織の効果をモニタ
ーする第二タインを許可する場合があります。
【００８０】
　電源は個別に各タインをアドレス指定することもできます。一実施形態では、電源装置
は、温度の各タインを監視します。組織が破壊されるとして、組織の水分含量が低下する
ことがあります。水分含量が低下すると、組織は、熱エネルギーと同じ量を必要としない
場合があります。したがって、組織が破壊されるように、電源が温度を監視し、ヒントを
300に電力が少なく、あるいはまったく電力を送ることができるその温度スパイクまたは
変更のショーの証拠。
【００８１】
　図２６は、図中のマルチチップ組織のアブレーションのツールが示されている一方、単
一の組織のアブレーションのツールは、図のような構成で行うことができる。
組織の使用の利点に加え、手術道具もセルフクリーニングがあります。一実施形態では、
空気中で活性化されると、ツールは、組織の破片を炭化または気化させるのに十分な温度
を達成することができる。
【００８２】
　上記実施形態は本発明の原理にしたがって、誘導加熱のモダリティでのみ動作する強磁
性導体を開示しているが、熱手術システムは、マルチモード手術器具を形成する他の技術
と組み合わせることができる。潜在的にそれ自体でモダリティのいくつかの本質的な欠点
を削減しながら、マルチモード手術器具は、複数のエネルギーのモダリティの優位性を活
用することがあります。（いくつかの例が説明されていますが、それはマルチモード外科
的モダリティは、上述の実施形態の事実上すべてを変更することによって達成できること
が理解されるであろう）。
【００８３】
　本明細書で使用する場合、多重化は、単一のチャネルを介して2つ以上の信号を通信す
ることを意味します。多くの場合、チャネルは、ワイヤまたはケーブルかもしれない、と
信号が単一のチャネル上で、同時に独立して課さ、またはされることがあります。
異なるモダリティを組み合わせてもよい。熱モダリティは、熱エネルギーを生成し、これ
らに限定されないが、熱エレメント、誘導加熱、加熱導電性および抵抗加熱装置から形成
することができる。電気外科モダリティは、標的組織への電気エネルギーを伝達し、含ま
れて電気要素から形成されることがあります、これに限定されないが、単極と双極のモダ
リティ機械的モダリティは、公知の圧力波（の形で機械的エネルギーを伝送する超音波の
要素から形成されることがあります超音波エネルギーとして）標的組織へと含まれるが、
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超音波の組織破壊に限定されるものではない。これらの様式は、組み合わせでさまざまな
利点を有することができる。
誘導加熱は、磁気や電気的な力に対する物質の抵抗の結果である可能性があります。誘導
加熱は、上記のように強磁性効果、または物質が電界の変化に耐えうる強誘電体効果など
の効果を含めることができます。
本明細書で使用する場合、"導電性加熱"または"導電性発熱体は、"１つ以上の介在要素を
介してエンドポイントに熱源からの熱エネルギーの移動を参照してください。例えば、手
術道具は、外科の先端に、そのような線として、介在する要素を介して、そのような強磁
性体誘導加熱器として、熱源から転送される熱エネルギーを発生させるエンドポイントを
使い、熱の伝達を使用することができます。導電性加熱のプロセスは、上述のヒートシン
クに似ているかもしれない、唯一の熱伝達は、むしろ別の媒体よりも組織に送られます。
また、図４Ａの相対ヒートシンクの説明を参照してください。
抵抗加熱は、熱モダリティとして抵抗発熱体は、電流の通過に抵抗することができるため
、熱エネルギーの形で電力損失を使用することができます。
【００８４】
　モノポーラ手術のモダリティでは、外科医は、身体を通して電流を渡すために、単一の
電極を使用することができます。多くの場合、第二電極が戻って、脚や回路を完了するた
めに手術台に取り付けられています。ただし、一部のモノポーラデバイスはまた、本体の
変位電流によってリターンパスとして機能する自己キャパシタンスの電流の低消費電力の
高周波とリターン電極なしで動作します。
【００８５】
　バイポーラ手術のモダリティでは、電流が１つの実施形態では、複数の電極を介して患
者に適用することができる、電流は、鉗子の反対側の尖叉上電極を介して適用されます。
鉗子の間の組織はこのように加熱してもよい。
【００８６】
　超音波組織破壊のモダリティでは、超音波振動は、力学的エネルギーの伝達を通して地
域の組織を切開するか、破壊または切除するために使用されます。一実施形態では、ハン
ドピースは、機械的に組織の超音波振動を伝達する振動成分や構造が含まれています。
それが唯一の治療法として使用されるときに、これらのモダリティの長所と短所を持って
いる可能性があると考えられている。ただし、複数のモダリティを一緒に使用されている
場合、いくつかの欠点が減少し、潜在的な利点が得られるかもしれない。
【００８７】
　図２７を参照する。単極と熱モダリティを持つマルチモード外科ツール５００が示され
ています。マルチモード手術道具５００は、ハンドピース５０５、二次電極５１０および
電源５１５を含めることができます。電源５１５は、外科的先端に熱とモノポーラモダリ
ティを有効にするためにハンドピースに二つの信号を提供することがあります。モノポー
ラのモダリティは、二次電極に組織（一般的に患者の体）を介して電流渡すことができま
す。
多重化の実施形態では、単極性の信号は、フィルタ５３１によってリターンパスとしてケ
ーブルを使用して防止することができます。フィルタは、ケーブルに沿って戻ってからモ
ノポーラ信号を防ぐことが、ケーブルに沿って返すようにサーマル信号を許可する場合が
あります。フィルタ５３１は、電源５１５とハンドピース５０５との間で示されているが
、それがハンドピース内にまたはちょうど強磁性体コーティング後のリターンパス上に、
電源装置内を含めて、信号経路に沿って他の場所に統合することができる。
【００８８】
　信号は多くの異なる方法で多重化することができる。信号はアンプの後に多重化された
アンプの前に、多重化の特殊な信号発生器によって生成、あるいはハンドピースに多重化
することができる。
【００８９】
　ハンドピース５０５はハンドル５２０と外科先端５２５を含めることができます。いく
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つかの実施形態では、ハンドピース５０５と電源５１５間のケーブル５３０の接続がある
かもしれません。ハンドピースはまた、ボタン５３５として、外科先端を操作するための
コントロールを含む可能性がある。
外科先端はいくつかの異なる方法で構築することができる。１つの外科の先端は、多重化
信号を受け入れることができます。別の手術の先端には、別々の信号経路と構造が必要に
なる場合があります。したがって、手術道具は、別々の構造のような単極電極として電気
電極、および熱要素を持つことができます。これらの構造は、隣接または重複、全く別の
可能性があります。
多重化の実施形態では、外科的先端は導電体により、単一の強磁性塗膜で構成されること
があります。強磁性体コーティングは、単極のモダリティと誘導加熱のモダリティに対応
する２つの波形を受け取ります。誘導加熱の波形（または信号）は強磁性体コーティング
で熱エネルギーに変換されている間モノポーラの波形は、患者への強磁性塗膜を透過する
。それはモノポーラ電気信号のリターン経路をブロックするようにフィルタは、組織への
単極信号の伝達を保証することができる。モノポーラの波形は、２００ｋＨｚから２ＭＨ
ｚの間であってもよい。好ましくは、単極性の信号は３５０ｋＨｚと８００ｋＨｚの間で
あってもよい。誘導加熱の波形は、例えば、２４ＧＨｚまでの５ＭＨｚの間、好ましくは
４０ＭＨｚと９２８ＭＨｚの間で、可能性があります。
一実施形態では、単極性の信号は３５０ｋＨｚと８００ｋＨｚの間です。誘導加熱の波形
は、４０．６８ＭＨｚのＩＳＭ帯域でです。波形は、電源５１５によって多重化し、ハン
ドピース５２０にケーブル５３０に沿って送信されます。 （別の方法として、波形を多
重化する他の方法はまた、電源装置や他の多重化の方法の後に信号を伝送する２本のワイ
ヤを接合として、使用することができます）。
ハンドピース５２０は、導体上に強磁性塗膜で構成されるかもしれない外科先端５２５に
ケーブル５３０を接続します。二次電極510に最終的に組織を介して８００ｋＨｚの単極
の信号に３５０ｋＨｚを送信しながら、強磁性体コーティングは、熱エネルギーに４０．
６８ＭＨｚの信号を変換する。
【００９０】
　誘導加熱のモダリティは、止血を生成し、組織を外科的先端を描画するために必要な力
を軽減する一方モノポーラのモダリティは、カッティングの利点を維持することができる
。シーリングまたは止血のための塗工部の熱接触を使用しながらこのように、ときに使用
されて、外科医は、切削に適したＲＦ波形を使用することができます。ＲＦカットの利点
を維持しながら、このようにＲＦ凝固や高周波療法の波形やブレンドの波形に関連付けら
れている深部組織への影響を最小限に抑えることができる。複合装置は、強磁性誘導加熱
と電気加工の両方を最適化するために別々のＲＦ周波数または現在の経路で構成されるこ
とがあります。
別々の信号経路の実施形態では、外科的先端５２５は、熱構造上に配置さモノポーラ電極
で構成されることがあります。このような強磁性体被覆導体としての熱構造からの熱は組
織に電極を介して転送されることがあります。いくつかの実施形態では、温度構造は、電
極と熱構造が正しい信号がそれぞれに送られるかもしれないというような個々の電気的接
続を有することが電気絶縁性、熱伝導性のコーティングによって単極電極から分離されま
す。
【００９１】
　電極はまた、熱構造の隣に配置することができる。一実施形態では、単極電極は、電極
が、それによって組織を切断または切除するには、まず組織を検出するように配置されて
いる。末尾の温度構造は、新鮮なカットやアブレーション組織が発生し、熱止血を適用さ
れる場合があります。従って、それはモダリティが同時に同じ組織で、完全に独立して使
用される、または密接に手術器具の設定と医師によって所望の効果に応じて１つの別を、
以下のことができることは明らかであろう。
【００９２】
　上記実施形態は、切削や止血のための熱モダリティ用モノポーラモダリティを使用する
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など、マルチモード外科ツールを議論しながら、それが同じか異なるかどうか、どちらか
のモダリティは、他の組織への影響に適応できることを認識すべきである。例えば、一実
施形態では、モノポールの電極と熱要素が同時にアクティブになります。単極電極の波形
と熱素子の波形は、両方の切開用に最適化されることがあります。これは、簡単に、より
効果的な組織を切開することがあります。別の実施形態において、温度構造は切開のため
に使用することができ、単極電極は、止血のために使用されることがあります。
モノポーラマルチモードデバイスは、タンデムまたは別々にどちらかのモダリティの機能
を使用することができます。実際には、発振器を個別に調整されることがあります。実施
形態では、単極性のモダリティと熱モダリティが異なる時間にアクティブ化されます。モ
ノポーラのモダリティは、組織を切開するためにアクティブ化されます。止血が必要な場
合は、サーマル部分は要求に応じて起動することができ、外科医が必要とされるまで非ア
クティブに残る場合があります。
【００９３】
　電源５１５は、個別にまたはタンデムでモダリティを制御してもよい。例えば、ボタン
５３５を押すと、両方のモダリティではタンデムで活性化する可能性があります。または
、ボタン５３５は、一方または両方のモダリティをアクティブにするように構成すること
ができる。しかし、電源も別々に調整可能かもしれない別々のコントロールを経由して各
モダリティへの電力供給を制御してもよい。
【００９４】
　マルチモード外科ツールは、カテーテルのようなセンシングなどの多くの機能、ビジュ
アルフィードバック、灌漑、吸引、または物質の配信を可能にすることがカテーテル上に
配置されることがあります。実際には、カテーテルは、所望の用途に応じてフレキシブル
またはリジッド可能性があります。
【００９５】
　熱的に調整可能なマルチモード手術道具を使ってのプロセスは、以下の工程を含めるこ
とができます。部分を持っている導体に沿って配置された最初のロードで、実質的最大電
流と最低電圧とのおおよその定在波を形成する第発振の電気信号を発生させる導体は、組
織に熱の影響を作成するために強磁性材料で被覆し、そして組織に電気外科組織の効果を
作成するために導体に沿って第２発振の電気信号を生成する。
【００９６】
　プロセスは、オプションのステップがあります。組織の作成、止血を、組織の切断を引
き起こし、最初発振電気信号を生成し、セカンドシングル導体に電気的振動、または重複
する時に最初に発振の電気信号と第２の発振の電気信号を生成する時間の期間。実際には
導体は単極電極を含んでもよい。
【００９７】
　組織を切開し、密封する方法は、以下の工程が含まれる場合があります。手術道具、そ
れらの、ツールはまた、電極を有する部分上に配置された強磁性塗膜と導体を持つツール
を選択し、組織に接触する電極を配置する。廃棄組織と接触への強磁性体コーティング、
組織を切開するように電極に振動する電気信号を提供すると強磁性塗膜を加熱し、組織を
シールするように導体に振動する電気信号を提供する。
このメソッドはオプションのステップを含めることができます。止血を提供するために、
強磁性塗膜を加熱し、単極電極を選択する。
【００９８】
　図２８Ａ、２８Ｂ、２８Ｃを参照する。切除するプローブ４２０が示されています。プ
ローブが病変内に配置し、指定された期間に指定された温度に加熱してもよい。一般的に
、欲望は最小限に影響を受ける他の組織を残しながら病変を殺すまたは除去するためです
。このプロセス中に、熱の進行は、不測の不規則性がさらに損傷患者の組織ではなく、中
止に手続きを引き起こすことができるように監視されます。この進行は、熱の形状または
シェーピング効果として知られています。強磁性体コーティング自体は、そうでない場合
、それはそのような生体適合性材料や非粘着性材料として第二の被覆で覆われた少なくと
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も一部を、持っていることが、生体適合性である、または可能性があります。一実施形態
では、強磁性体誘導先端４２２は金のコーティング（時にはキャップと呼ばれる）の対象
となる場合があります。金の先端のコーティングは、非常に熱伝導性はまだ、生体適合性
と、より遅い時間加熱し、シェーピング効果のため、実用的かもしれません。金を用いて
もよいが、銀のような他の生体適合性材料は、、同様に使用することができます。単極電
極を覆う場合、導電性コーティングは、単極のエネルギーの伝達を補助することがありま
す。
【００９９】
　プローブ４２０は、複数のモダリティを使用して動作することがあります。熱要素が組
織アブレーション用に最適化されている間一実施形態では、電極は、組織に挿入するため
に切開用に最適化されることがあります。電極および熱要素の両方が先端４２２の中や近
くに含有させることができる。熱部分がアブレーションのために使用されるかもしれない
がこのように電気の要素は、所望の組織に楽器の挿入が許可される場合があります。同様
に、ツールは、ＲＦ組織切除と熱切開するように構成することができる。
プローブ４２０を使用する方法の一実施形態では、プローブ４２０は、選択的に病変、機
能パスへの組織の中に定位導かれることがあります。一般的な例としては、運動障害、疼
痛、およびうつ病の治療に機能的定位脳が含まれています。一つの利点は、一般的に採用
、単一のモダリティの単極と、単一のモダリティ双極プローブの構成と比較組織でシェー
ピング効果を調整するために臨床医より良い能力を与える、病変の形状は、熱伝導特性お
よび／または電気的なインピーダンス特性によって制御される可能性があるということで
す。また、組織の意図が徐々に熱破壊のためのアブレーションは、通常より高い温度を採
用した、同様の設計と実現することができます。このような実施形態は、簡単に様々な臓
器における腫瘍転移の治療に適応される。複数のモダリティのもう一つの利点は、電気と
熱の影響が重なる場所を組織をターゲットとする能力を与えるのではなく、単一のモダリ
ティの少ない最適なターゲットを選択することができます。
図２８Ａに示すように。切除プローブ４２０は、例えば、組織に転移４２４に配置するこ
とができる肝臓４２６のような臓器。一度肝臓などで、一方または両方のモダリティでは
、転移時間の希望の期間のために所望の温度に加熱することがあります。熱モダリティは
、温度の包絡線の形状を加熱するために先端部は、温度センシングとか、超音波などの外
部的な手段でこれを行うことができる可能性があります。同様に、電気的なモダリティの
電気的効果は、このようなインピーダンスの測定として、同様に測定することができる。
経過時間の後、プローブは、病変から削除される可能性があります。周囲の組織に害を最
小限に抑えながら、このように、腫瘍の望ましくない組織が殺されることがあります。気
管支熱形成術、前立腺肥大、および体積減少に示すように、分散組織切除の効果は、組織
の電気インピーダンスの変化の断面を監視することによって最適化できます。
図２８Ｂを参照する。アブレーションプローブのクローズアップ。プローブは、マルチモ
ードではそのような強磁性体被覆導体４２３のような先端４２０を、終了する細長い本体
４２１を持っている可能性があります。マルチモードでは、先端は、図に見られるように
、センサを含めることができます。 図２８Ｃ。一実施形態では、図に示す。図２８Ｄは
、アブレーションプローブは初のマルチモードチップおよび２番目のヒントを含めること
ができます。一実施形態では、最初のヒントは、マルチモード機能を組み込むことができ
、２番目のヒント別の実施形態では、センサを含むことができる、最初と２番目のヒント
は（また、プライマリ先端およびセカンダリチップとして知られている）、マルチモード
のヒントが含まれている場合があります。
組織のアブレーションの方法は工程を含むことができる。電気と熱のモダリティとの先端
を選択し、不要な組織の中に先端を挿入し、そして望ましくない組織内でのモダリティの
一つ以上を活性化する。
【０１００】
　組織を治療するための方法は、以下の工程が含まれる場合があります。手術用ハンドピ
ースを選択し、ハンドピースから摂氏５８度、少なくとも、少なくとも組織に熱エネルギ
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ーを提供し、それによって組織を治療するためにハンドピースから組織への電気エネルギ
ーを提供。
【０１０１】
　それは強磁性塗膜を持つマルチモード外科のヒントはキュリー点を越えることなく、治
療温度範囲の所望のセットを包含するのに十分な大きさに関連キュリー点があるかもしれ
ないことを認識すべきである。
図２９を参照する。バイポーラおよび熱モダリティを持つマルチモード外科ツールが示さ
れています。電源５１５は、マルチモード鉗子５５５にケーブル５３０を介してバイポー
ラと熱信号を供給することができる。バイポーラ信号は、バイポーラ波形を使用して２番
目の鉗子先端部５６０に組織を介して第鉗子の先端部５６０を介して転送されることがあ
ります。熱信号は、鉗子先端５６０のいずれかまたは複数内で加熱要素によって熱エネル
ギーに変換することができる。
マルチモードの鉗子は、鉗子の先端部５６０は、電気素子を用いて切断し、それによって
改善された組織を切断し、シールを提供するために熱の部分でシールを可能にすることが
できるマルチモードの鉗子先端部に熱加熱と双極電気外科モダリティを組み合わせ手術道
具はまた、他の組織への影響タンデムで両方のモダリティのいずれかによって組織に適用
されるか、必要に応じてすることを可能にすることができる。言い換えれば、電気のモダ
リティと熱モダリティが異なる時間に使用されるか、または重複してもよい。彼または彼
女は望ましくない出血を検出するまで、例えば、医師は彼または彼女は、感熱素子に隣接
する出血の組織を処分し、止血のための熱モダリティのライセンス認証が可能な時点で、
組織をバイポーラ素子で組織に連絡することができます。これは、バイポーラのモダリテ
ィを停止、またはバイポーラのモダリティがまだ（使用されている間、医師が組織を開く
古典として、例えば密接にバイポーラのモダリティを実行した後に行うことができます。
コントロールは両方が同時にまたは重複する使用されるのを防ぐために提供する、または
ユーザがアクセスできることができます。各モダリティが使用されるタイミングを制御し
ます。
【０１０２】
　同様に、手術道具も同様の組織への影響や、異なる組織の効果を適用するには、両方の
モダリティを使用することができます。このようなハンドピースのコントロール５６１の
ようなコントロールは医師が選択的にバイポーラのモダリティ、熱モダリティまたは両方
を使用できるように設けることができる。
環境を多重化単極のように、バイポーラ信号は、フィルタ５３３で感熱素子の電気的なリ
ターンパスを使用して防止することができます。代わりに、電気信号がリターンパスをア
クセスするために組織を介して指示されるかもしれません。
図３０を参照する。マルチモード鉗子４００の側面図が示されています。一実施形態では
、ニッケル－鉄合金が強磁性誘導加熱と電気手術モダリティで使用される誘導加熱用高周
波エネルギーを吸収しながらニッケル－鉄合金は、組織自体に電流波形をカット低温を渡
します。低温切削電流が非常に少ない止血プロパティを持っているが、少なくとも、有害
である可能性があります。従って、現在のカット低い温度が望ましい切削モダリティです
。止血効果の欠如を改善するために、強磁性体コーティングによる熱シールに連絡するよ
うに電気外科手術で使用されることがあります深いコンタクトの乾燥と凝固や高周波療法
波形の混乱の影響を避けることができます。従って、強磁性シール要素の追加は、カット
やシールの改善を提供する。
マルチモード鉗子への様々な適応は、所望の効果を達成するために使用されることがあり
ます。複合機器は、様々な先端形状が薄い磁性膜を先端で覆われたバイポーラ鉗子を含め
、そのようなハイブリッド楽器のために開発される熱と電気の様式の両方を最適化するた
めに別の電流経路４０４を使用する多重ＲＦ周波数または可能性のヒントは、コーティン
グがあるかもしれません信号の伝導または凝塊蓄積の量を減らすことを支援するために部
分的なコーティング。ＲＦエネルギーの伝達はまた溶液の添加として、手術中に導電性材
料の添加により増強され得る。
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図３１Ａを参照する。鉗子先端の別の実施形態のクローズアップが示されています。一実
施形態では、止血鉗子は、最初の鉗子タイン４１４と反対側のタイン４１４’内の温度セ
ンサで強磁性熱源４１２が組み込まれています。サーマルセンサのフィードバックは、最
適な組織の効果に達し、維持されるように報告されることがあります。温度は、このよう
に規制され、電力供給は、所期の効果を提供するために調整されることがあります。
鉗子先端４１０にバイポーラのモダリティを追加すると、特異な熱的モダリティを向上さ
せることができます。センサは、尖叉で温度を報告し続ける可能性がありますが、その出
力は、両方のモダリティへの調整に関する決定を行うために使用することができます。
モノポーラ熱ハイブリッドデバイスと同様に、バイポーラ-サーマルデバイスはバイポー
ラ電極および熱要素を含めることができます。したがって、必要に応じて、バイポーラモ
ダリティと熱モダリティが、一緒にまたは個別に使用することが、外科医は、複数のモダ
リティの利点から選択することができます。例えば、深部組織の影響を避けるために、外
科医は止血に関係するブレンドバイポーラ波形を避け、その代わりに止血用鉗子の統合さ
れた熱モダリティを使用することができます。別の実施形態では、外科医は軟組織を切開
するため、熱様式を使用することがありますが、より多くの抵抗組織に到達したときにカ
ット波形とバイポーラのモダリティを追加して選択することができます。
【０１０３】
　センサは、温度または組織の影響を検出するために、マルチモードデバイス内に配置さ
れることがあります。センサからの情報は、マルチモードデバイスの出力を調整すること
ができる。一実施形態では、センサは、組織の炭化を検出することができる。ジェネレー
タは、炭化の原因になった可能性がある双極性または熱システムに供給される電力を縮小
するように通知されることがあります。
【０１０４】
　図３１Ｂを参照する。コーティングされた鉗子タイン４１４の図が示されています。一
実施形態では強磁性塗膜を介してカバーするノンスティックは、テフロンなど、著しく凝
塊ビルドアップ低下する可能性がありますと機器のクリーニングの必要性。しかし、コー
ティングの行き当たりばったりのアプリケーションも、その熱伝導特性に起因する急激な
温度の買収と急速な崩壊のダイナミクスを妨げる可能性があります。熱質量と厚さなどの
重要な特性によってコーティング材料を選択することにより、所望の温度保持特性をさら
に達成することができる、非導電性コーティングは、唯一のため、電気抵抗を低減する、
部分的かもしれないが、非導電性コーティングの利点を保つ。
バイポーラマルチモード外科ツールは、カテーテル上に配置されることがあります。カテ
ーテルは、硬質または柔軟性のある可能性があります。カテーテルはまた、セニョール、
または他のアプリケーションと検知、誤嚥、灌漑、物質の配信、視覚的なフィードバック
のために設定されるかもしれません。
組織を治療する方法は工程を含むことができる。電気と熱のモダリティと手術道具を選択
する組織と接触する先端部を配置、およびモダリティの少なくとも一つの活性化する。
このメソッドはオプションのステップが含まれる場合があります。所望の温度範囲を選択
し、バイポーラのモダリティを選択するステップと、所望の組織の影響に対応する電力設
定を選択するステップと、強磁性体被覆導体と熱モダリティを選択するステップと、切開
のための最初のモダリティを活性化。活性化血管内皮溶接と止血の少なくとも一つの第二
モダリティ、または構成されるモダリティのアクティブ期間がオーバーラップ防止されて
いるような様相を活性化する。モダリティアクティブ期間と重なるがいるような様相を活
性化する。
組織との先端に隣接する接触を処分する。切開用バイポーラモダリティを活性化し、バイ
ポーラおよび誘導加熱のモダリティと手術道具を選択し、血管内皮細胞の少なくとも１つ
の誘導加熱のモダリティを活性化。組織を切開の方法は、以下の工程が含まれる場合があ
ります溶接と止血。
このメソッドはオプションのステップを含めることができます。それによって組織を切開
するとほぼ同時に止血を作成するには、加熱のモダリティを活性化しながら、アクティブ
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なバイポーラのモダリティを維持含み、または双極電極と熱で腕の対を有する外科用器具
を使用して同じ腕の要素。
図３２Ａを参照する。熱や超音波モダリティを持つマルチモード外科ツール４３０が示さ
れています。電源は、超音波ホーン４３５を含むことができる体の矢印で示すように、超
音波モーションを作成するには、超音波トランスデューサ４３１（負荷を駆動する）に提
供されています。動作中に、ボディ４３４は超音波エネルギーで組織を混乱させること、
すなわち、切り込みを入れるか、不要な組織を分割することができます。また、強磁性体
コーティングされた導体は低周波の機械振動エネルギーによって作動させることができる
。
組織が超音波（または振動）エネルギーによって破壊されると、体４３４の先端のような
コーティングされた磁性ワイヤまたは強磁性体被覆導体４３６のような熱要素は止血など
の所望の熱の効果を、達成するために加熱してもよい。 （上で説明したように波形の負
荷などの強磁性塗膜の役割を果たします）。
上記の図は、直線的に動作するように示されているが、他の幾何学的な動きを使用しても
よい。例えば、一実施形態では、身体は円を描くように振動する。回転は、矢印４３２に
より示される軸を中心にすることができます。別の実施形態では、ボディが使用中の矢印
４３２により示される軸の周りに矢印及び円形の軸方向の両方で発振するおそれがありま
す。
電源が熱を提供するために、導体４３６に、誘導加熱信号を、上述のように、すなわち波
形を提供します。モダリティ。同時に及び／または独立して、超音波信号は圧電トランス
デューサなどの超音波トランスデューサの超音波トランスデューサ４３３またはスタック
を駆動する信号は、超音波の動きを作成するために身体を動かすために用意されています
。中または後の熱処理が適用され、前にこのように、本体４３４は、超音波治療を提供す
ることができます。
このツールは、切開、止血、血管内皮溶接、組織切除またはそれらの組み合わせのために
使用されることがあります。熱モダリティが止血のために使用されるかもしれないが一実
施形態では、超音波モダリティは使用されることがあります。別の実施形態において、超
音波モダリティは、組織の中に先端を挿入するために使用され、熱モダリティは、組織の
アブレーションに使用されます。
【０１０５】
　図３２Ｂを参照する。熱や超音波モダリティを持つマルチモード手術道具とフック一次
形状４３７が示されています。マルチモードツール４３０は、また熱素子を同様に取り付
けることができる、熱要素は、さまざまな組織への影響のために設定されるため、主ジオ
メトリが含まれる場合があります。
図３２Ｃを参照する。センサ４３９は、図３２Ａに追加されました。センサは、既に議論
した他のセンサと同様の組織への影響、さらにはデバイスの温度を、検出されることがあ
ります。同様に、センサは電力供給を含む利用可能なモダリティの制御におけるフィード
バックメカニズムとして使用することができます。
図３２Ｄを参照する。２番目のヒント４４１は２番目のヒントは、１つ以上のセンサまた
はマルチモードチップを含む別の様式を含んでいる可能性がある最初の先端４３６に近接
して配置することができます。
図３３を参照する。熱と超音波治療法と吸引／洗浄付きマルチモード手術道具５６９が表
示されているツールは、エネルギーを供給し、ポンプを制御するために個別にアドレス指
定可能性があるコントロールを複数で電源５１５を含む。（必要に応じて）ケーブル５３
０を介してハンドピース５７０、灌漑や吸引用。ハンドピース５７０は、振動体５８０と
熱要素５８５が含まれています。
電源５１５は（本体５８０と、熱要素５８５すなわち）、それぞれの負荷を駆動する超音
波や熱信号を提供することがあります。（類似の電力供給は実施の形態で使用することが
できる）。電源は、ハンドピース５７０に個々のまたは多重された信号を提供することが
あります。各信号は、個別に共同でハンドピースの活性化によって制御される、コントロ
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ール５４０、ボタン５９１によって、または場合によっては制御されてもよい。実際には
、吸引は同じ方法でも調節することができる。
超音波と熱エネルギーを作成するための信号に加えて、電源５１５は管腔を通して、例え
ば、吸引を提供するように構成することができますまたは吸引は、ハンドピース５７０の
グリップ５７５を通ってチューブ／ケーブル５３０を介して、穴貯水池。図３３に示す実
施形態では、貯水池は、電源５１５に含まれている場合があります。
ハンドピース５７０は、グリップ（ルーメン、内径またはカテーテルを形成する）と外科
的先端５８５が含まれている場合があります。一実施形態では、グリップ本体またはカテ
ーテルの先端部の超音波振動を発生するアクチュエータまたは制御５９１が含まれていま
す。カテーテル５８０の先端はこのような強磁性体被覆導体５８５のような発熱体を含ん
でもよい。超音波または熱エネルギーを組織に適用されるように、カテーテルは脂肪、ま
たは関連する影響を含む、あらゆる破砕組織を吸引可能ボア。
一実施形態では、マルチモード手術道具５６９配信や灌漑のメカニズムを提供することが
あります。一実施形態では、物質がカテーテル内腔５９０に配置されることがあります。
超音波モードは、堆積される物質を対象とした配信サイトに到達するのに十分な組織を破
壊するために使用することができます。ターゲットの場所で、マルチモード手術道具５６
９の熱要素は物質が溶けて配信サイトで堆積されるように活性化されてもよい。必要に応
じて、熱要素は、ツールの挿入や削除の際に止血や組織の溶接に使用することができる
誤嚥を中心と上記の議論の多くは、ツールがカテーテルを介して物質を送達するために使
用されるかもしれない。
同様に、工具５６９は、カテーテルを介して他の物質の送達のために使用されることがあ
ります。例えば、ツール５６９は、必要に応じて加熱状態に含め、食塩水、薬などを配信
するために使用されることがあります。
一実施形態において、カテーテルは、穴の複数の可能性があります。別の穴を灌漑するよ
うに設定されることがありますうちの一方は、吸引するように設定ができる。
前述の他の実施形態と同様に、さまざまなセンサが使用されるかもしれない。彼らは体内
に配置されるか、または内腔を通して挿入することができます。これは、ポートを介して
実現することができます。それは、センサはさらに温度センサ、組織の状態を監視するセ
ンサ、可視化のための装置、すなわちカメラ、ＣＣＤセンサまたは光ファイバ線、などが
考えられますことが理解されるであろう、電源５１５は、センサに反応してしまいますの
ような、例えば、組織、すなわち止血、血管溶接、焼け付くよう、切開や切除は、望んだ
効果のために必要な範囲で熱要素の熱を保つために調整する。
熱的に調整可能なマルチモード手術道具に電力を提供するプロセスは、以下の工程が含ま
れる場合があります。このような構成された導体最初の発振信号を配信することで実質的
に最大電流と最低電圧とのおおよその定在波を形成する第発振の電気信号最初の負荷は、
強磁性材料で被覆された導体の一部を含むと、第２振動の電気信号は、それによって超音
波番目のロードを移動する超音波トランスデューサを駆動するような構成された第２の電
気的接続する第二発振信号を提供します。
プロセスは、任意の工程を含むことができる。最初のロードに隣接する組織を置き、第１
の電気信号を発振する前記組織における温度引き起こし止血に熱要素を加熱すると第二発
振電気信号は、切り込みを入れる組織への２番目の負荷になり、吸引が隣接して適用最初
のロードと第二の負荷切開組織を吸引する、または最初の発振信号と最初のロードと第二
の負荷への通信チャネル第二発振信号を多重化。
組織を切開し、密封する方法は、以下の工程を含めることができます。その一部と体を駆
動する振動子上に配置された強磁性塗膜と導体を有する手術用ツールを選択して、組織と
接触体と強磁性体コーティングを配置、提供する振動、電気的組織を切開するように変換
器への信号、および強磁性塗膜を加熱して組織に熱を適用するように導体に振動する電気
信号を提供します。
方法はまたの任意の工程を含むことができる。組織の止血を促進するために強磁性塗膜を
加熱または超音波トランスデューサを選ぶ。



(62) JP 2012-523923 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

組織切除のための方法は、以下の工程が含まれる場合があります。超音波や熱のモダリテ
ィとの先端を選択し、不要な組織の中に先端を挿入し、そして望ましくない組織内でのモ
ダリティの一つ以上を活性化する。
このメソッドはオプションのステップを含めることができます。サーマルモダリティとし
て強磁性体コーティングを選択し、不要な組織に近接した領域からの残渣を吸引する。

それがさらにここに述べた熱要素のために説明するさまざまな波形が各実施の形態で使用
できることが理解されるであろう、それは側面などのセンサとセンサに応じた制御が実施
形態の各々に適用することができることを理解し、それゆえではないされます。このよう
なコーティングの使用等の熱要素のそれぞれ同様に、側面、に関して詳細に繰り返す。
所望のいくつかの利点が本発明の実施形態の使用に記載される場合、熱素子の形成は、実
施の形態間で使用されることがあります固形臓器に適用される一実施形態では、組織の超
音波破砕と吸引との関連で最適な熱止血効果は、脳のように、腫瘍のために達成すること
ができます。また、腹腔鏡下血管解剖と剥離がより最適に単独で超音波の効果と比較して
達成することができます。
カテーテルが超音波モダリティに関してのみ議論されているが、それはセンサ、等は同様
に、カテーテルの実施形態は、マルチモードのエネルギーのモダリティのいずれかに適用
し、吸引によって提供される利点のそれぞれを達成してもよい超音波や熱のマルチモード
カテーテルの実施形態の利点の多くは、他のマルチモードの実施態様で達成することがで
きる。当業者であれば、治療のこれらの複数のモダリティを提供するために、このような
実施形態に変更を感謝します。
図３４を参照する。温度のスペクトルが開示されている。組織は、異なる温度で異なる反
応する可能性がありますので、温度範囲は、組織のためのさまざまな治療法になります。
特定の組織の治療は、原因組織型と患者の違いを含めて矛盾に多少の変数です。以下の温
度が有用であることが判明している。血管内皮溶接は摂氏５８－６２度で最適な場合があ
ります。付着することなく組織の止血は、最適に摂氏７０－８０度で達成することができ
る。より高い温度では、痛烈なとシール組織は、より迅速に発生する可能性がありますが
、凝塊が楽器にビルドアップすることがあります。組織の切開は、端の蒸発に起因するい
くつかのドラッグで摂氏２００度で達成することができる。組織のアブレーションと蒸発
は４００－５００度摂氏の範囲で急激に発生する可能性があります。従って、温度を制御
することにより、デバイスが提供する組織の"治療"が制御することができる、それ血管内
皮溶接、組織の切開、止血や組織のアブレーションである。
上記に開示したスペクトルによれば、所望の温度範囲に対応する電力供給の設定は、電源
供給スイッチに含まれていてもよい。一実施形態では、フットペダルは、外科医に現在の
設定の可能性が高い先端の温度範囲を示すいくつかの停留所があるかもしれません。
それは、本発明による熱手術道具のシステムは多種多様の用途を持っていることが理解さ
れるであろう。それだけではなく、人間に使用することができます、それはまた他の用途
のためのより小さい部分に、そのような獣医師のコンテキストで、または単にそのような
移植に使用されるような組織や生体材料を、切断のように、他の動物の組織を切断するた
めに使用することができます。
外科手術システムの特定の実施形態も同様に手術に幅広く応用があるかもしれません。ル
ープの形状は、切削、凝固および生検のアプリケーションの利点を有することができる。
ブレードの形状は、切削や止血のアプリケーションの利点を有することができる。点ジオ
メトリは、解剖や血液凝固のアプリケーションの利点を持って、そして特に凝固すること
があります。しかし、幾何学の応用がさらに構成され、直径、長さ、材料の特性と前述の
他の特性により、アプリケーションに合わせることができる。
本発明は、手術器具と生きている組織（それが同様に壊死組織で使用することができます
が）の治療の分野で主に説明してきたが、それはツールが本発明と方法に従って作られた
ことが理解される説明ここには他の用途があるかもしれません。例えば、切削工具は、肉
を食肉処理するために形成することができます。肉が新鮮または凍結されているかどうか
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、ツールが便利です。例えば、高温に加熱される切断刃は、冷凍肉を介してカットします
。しかし、パワーはもはや供給されていないときに、“最先端”エッジが触れても安全で
す。同様に、止血の設定で肉をカット肉の外側は少し焦がすのと、ジュースでロック。本
明細書で説明するの楽器の他の用途は、現在の記述に照らして当業者の技術によって理解
されるであろう。
このように改良された熱的に調整可能な手術道具や方法が開示されている。それは、多数
の変更が特許請求の範囲から逸脱することなく、本発明になされ得ることが理解されるで
あろう。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】
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【図７Ｄ】 【図７Ｅ】

【図７Ｆ】 【図７Ｇ】
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【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４Ｂ】 【図１５】

【図１６】
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【図１８Ｂ】 【図１８Ｃ】

【図１８Ｄ】

【図１９Ａ】

【図１９Ｂ】
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【図２０Ｂ】 【図２０Ｃ】

【図２０Ｄ】 【図２１Ａ】
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【図２１Ｂ】 【図２１Ｃ】

【図２２Ａ】 【図２２Ｂ】

【図２２Ｃ】
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【図２３Ａ】 【図２３Ｂ】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】 【図２７】

【図２８Ａ】 【図２８Ｂ】
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【図２８Ｃ】 【図２８Ｄ】

【図２９】 【図３０】
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【図３１Ａ】 【図３１Ｂ】

【図３２Ａ】 【図３２Ｂ】
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【図３２Ｃ】 【図３２Ｄ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年7月3日(2012.7.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外科手術ツールに関する。より具体的には、本発明は、開口及び低侵襲外科
手術及び介入性外科及び治療手術に使用される熱調節可能なツールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　手術は、一般的に、組織又は他の物質を切断、修復及び／又は除去することを含む。こ
れらの適用は、概ね、組織を切断、組織を融合、又は組織の破壊によって実行される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　組織を切断、凝固、乾燥、切除又は高周波凝固するために使用される現在の電気外科モ
ダリティは、望ましくない副作用や欠点がある。
　単極及び双極電気外科治療法は、一般的に、“先端を超えた”効果に関する欠点を有す
る。これらの効果は、案内装置又はプローブと接触する組織を通じて交流電流を通過する
ことによって生じる。両方のモダリティによって生じると考えられる一つの効果は、外科
的処置を中断し、筋弛緩薬の管理を必要とする電気的筋肉刺激である。
【０００４】
　双極外科器具は、患者を通過するために電流を必要とする。リターン電極は、患者にし
ばしば患者の大腿部に配置される。電気は、組織を通じて“ナイフ”電極から導かれ、リ
ターン電極によって戻る。単極器具の他の形態は、リターン電極又は地面として作用する
体の容量効果を利用するものとして存在する。
【０００５】
　低電圧高周波の波形が切開するが、止血効果がない。高電圧波形は、隣接する組織を止
血し凝固する。従って、止血が望ましい場合、高電圧が使用される。高電圧スパーク周波
は、電気が患者を通じて通過しなければならないため切断よりもより深い組織への影響を
有する。組織へのダメージは、凝固のポイントから離れて延びる。さらに、リターン電極
の火傷の苦情がある。さらに、電圧の減少は止血の効果を減少する。さらに、スパーク又
はアークの温度は、正確に制御できず、望ましくない標的組織の炭化につながる。
【０００６】
　両極手術器具は、神経、筋肉、脂肪、骨などの組織タイプ及び患者の隣接する組織への
様々な電気伝導度のせいでスパーク、炭化、深部組織への影響、及び様々な効果を有する
エネルギーのアプリケーションから離れた電流損傷などの単極デバイスと同様な組織の損
傷及び問題を生じる。しかし、電流はより完全ではないが双極電極間に含まれる。また、
これらの電極は、一つの単極に代えて制作される必要がある少なくとも二つの精密電極が
あるために、一般的に高価である。
【０００７】
　電気焼灼抵抗加熱要素は、他の電気外科の方法に起因する焦げ及び深部組織の損傷に伴
う欠点を軽減する。しかし、このようなデバイスは、しばしば、加熱及び冷却時間を制御
する待ち時間や効果的な電力供給などのトレードオフを提供する。多くの抵抗加熱要素は
、少ない加熱及び冷却時間を有し、外科医が偶発的な損傷を引き起こすことなく、組織を
介してまたは周りで作業することを困難にする。
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組織破壊器具は、一般的に、組織を殺す又は切除するために一定の時間に対して予め決め
られた温度で組織を加熱する。いくつかの組織の制御された加熱では、レーザーは、予め
決められた一定の時間に対して予め決められた温度に到達し、かつそれを維持するために
吸収性キャップに送られる。これは、熱加熱の利点を提供するが、レーザーハードウェア
の複雑さ及び費用のために高価である。
他の組織破壊の処置では、マイクロ波のアンテナアレイは、組織に挿入される。これらの
アレイは、マイクロ波のエネルギーを組織に入って組織を加熱させる器具によって駆動さ
れる。そのようなデバイスは、しばしば、所望な組織を殺す又は切除する影響があり、所
望の領域よりも深い組織への影響を生じる。さらに、その処置は、高価な器具を必要とす
る。
抵抗加熱ツールでの組織の破壊は、ゆっくりとした加熱及び冷却属性を有し、意図されて
いない組織損傷を生じる。
セラミックスのフェライトビーズおよび合金のミックスの使用は、選択肢として検討され
ている。導体を介して高周波電流の通過に関連付けられている磁界によって励起されると
、セラミックスのフェライトビーズおよび合金のミックスは、非常に迅速に高温に達する
ことができる。しかし、これらの材料の使用での一つの大きな問題は、特に液体と接触及
び液体と接触しないときに、大きな温度差が材料を破断することである。換言すれば、ホ
ットフェライト手術器具は、血液やその他の体液などの液体の冷却プールによって急冷さ
れている場合、材料の対応する温度が急激に低下し、材料が破断する可能性がある。これ
らの破壊は、ツールを熱源としての有効性を失わせるだけでなく、患者からの材料の抽出
が必要な場合がある。明らかに、患者からのフェライト製品の小さな断片を抽出する必要
性は非常に望ましくない。従って、改善された熱特性手術ツールが必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
改善された熱的に調整可能な手術や治療ツール及びこれを使用する方法を提供することが
本発明の目的である。
本発明の一態様によれば、熱手術ツールのシステムは、導体上の強磁性塗膜（コーティン
グ）と、その塗膜の位置に熱を発生する振動電気エネルギー源とが提供される。振動電気
エネルギーは、強磁性コーティングの誘導加熱を引き起こす。さらに、外科医は、小さな
熱の待機時間のせいで手術や治療ツールのオンとオフを素早く行うことができる。これは
、外科医が所望の場所にだけに熱影響を急速に供給するのを許容する利点を提供し、それ
は、ツールを冷却する待ち時間の間に望ましくない熱効果の偶発的な供給を防止する。
本発明の別の態様によれば、熱手術ツールのシステムは、強磁性要素への電力供給が止血
、組織の溶接と組織破壊を含むさまざまな組織への影響を達成するためにほぼリアルタイ
ムで外科医によって変更されることができるように構成することができる。
本発明の別の態様によれば、熱手術ツールのシステムは、ツールに供給される電力の量に
応じて、所望の組織の溶接、切断、切除、蒸発等を達成するために手術又は治療ツールへ
の電力を外科医が迅速に調整することができる電力制御構造が提供される。
本発明の別の態様によれば、コーティングされた導体は、発電機によって駆動されること
ができる。
本発明の一態様によれば、熱手術ツールシステムは、導体上に強磁性コーティングと、コ
ーティングの位置で熱を生成するための振動の電気エネルギー源とを備える。振動電気エ
ネルギーは、強磁性コーティングの誘導加熱を引き起こし、それによって、組織の切断、
切除などを可能にする。
【０００９】
　本発明の別の態様によれば、制御された熱組織破壊を行うことができる。
本発明の別の態様によれば、コーティングされた導体は、チャンネルを通じて、検出、吸
引、洗浄、熱硬化物の供給、又は、熱溶融又は切除された物質の除去のために提供される
カテーテルや内視鏡に組み込むことができる。
本発明の別の態様によれば、カテーテルは、所望の治療効果の領域に強磁性コーティング
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された導体を提供するために使用されることができる。
本発明の別の態様によれば、強磁性塗膜の加熱は、コーティングされた導体の形状を変更
することによって指示されることができる。
本発明の別の態様によれば、複数の強磁性導体の初期の形状に配置され、各導体は、強磁
性導体が同時に様々な組織の効果を提供するように個々に制御される。
本発明の別の態様によれば、磁性塗膜の加熱は、導体に供給される電力の特性を変更する
ことによって指示されることができる。
本発明の一態様によれば、熱手術ツールシステムは、導体上に強磁性コーティングと、コ
ーティングの位置で熱を発生するため及び第２のエネルギーモードの使用を通じて付加的
な組織効果を発生するための振動の電気エネルギー源とを備える。
振動電気エネルギーは、強磁性コーティングの誘導加熱を引き起こすことができる（誘導
性熱モード）。さらに、外科医は小さな熱の待機時間のせいで手術や治療ツールの誘導性
熱モードを素早くオンおよびオフにすることができる。これは、外科医が所望の場所に熱
影響を供給するだけを許容する利点を提供し、それは、ツールを冷却する待ち時間の間に
望ましくない熱効果の偶発的な供給を防止する。同時に、同様な又は異なる組織の効果が
同時に又は第２モードによって連続して供給されることができる。同様な場合、両方のモ
ードの使用は、効率の増加を引き起こす。異なる場合、シングルモードの欠点を減少させ
るように互いに補完することができる。
本発明の別の態様によれば、熱手術ツールシステムは、
誘導性熱モードおよび/または第２モードが止血、組織溶接及び組織破壊を含む様々な組
織効果を達成するためにほぼリアルタイムで外科医によって変更されることができるよう
に構成される。
本発明の別の態様によれば、制御された熱組織の破壊は、第２モードと組み合わせた誘導
性熱モードの利点を使用して実行することができる。強磁性体コーティングされた導体は
、熱加熱及び組織に渡すために単極の電気外科用エネルギーのための導電性パスを提供す
る、切断、損傷又は切除プローブの一部として使用されることができる。
本発明の別の態様によれば、第２モードは、組織を切断及び凝固するために使用される、
単極または双極のＲＦ（無線周波）電気外科機器などの単極又は双極のＲＦ要素を含むこ
とができる。ＲＦ電気外科機器は、非常に効果的であるが、それらは、シールのために使
用されるときに切開を超えて組織の損傷を生じる傾向がある。
従って、ＲＦ単極又は双極の電気外科機器は、ＲＦ電気外科機器で切断される組織をシー
ルする強磁性コーティングされた導体と組み合わせて使用されることができる。
本発明のさらに別の態様によれば、マルチモード手術ツールは、組織を切断および/また
は治療するための熱及び超音波ツールが含むことができる。
本発明の様々な実施形態が符号付きの図面を参照して示され記載される。
図面は、例示であり、添付の特許請求の範囲によって画定される発明の範囲を制限しない
ことを理解されるであろう。図示の実施形態は、本発明の様々な態様及び目的を達成する
。単一の図面で本発明の各要素及び態様を明確に示すことはできないが、多数の図面は、
本発明の様々な詳細をより明確に個々に示すために提供されることを理解されよう。同様
に、各実施形態は、本発明のすべての利点を達成する必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の原理による熱手術ツールシステムの斜視図を示す。
【図２】図２は、本発明による熱手術ツールシステムの別の実施形態の斜視図を示す。
【図３】図３は、本発明の原理による熱手術ツールシステムの図を示す。
【図４Ａ】図４Ａは、熱防止端子、ヒートシンク及び無線通信デバイスを有する熱手術ツ
ールシステムを示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、インピーダンスマッチングネットワークを有する熱手術ツールシス
テムを示す。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の一態様による単一層強磁性コーティングされた導体チップ
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のクローズアップした側断面図を示す。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａの強磁性コーティングされた導体チップの電気的等価表現を
示す。
【図６】図６は、本発明の一態様による熱絶縁体を持つ単一層強磁性コーティングされた
導体チップのクローズアップした側断面図を示す。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明の一態様によるループ形状を有する強磁性コーティングされ
た導体手術ツールのクローズアップした図を示す。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明の一態様による概ね正方形の形状を有する強磁性コーティン
グされた導体チップのクローズアップした図を示す。
【図７Ｃ】図７Ｃは、本発明の一態様による先の尖った形状を有する強磁性コーティング
された導体手術ツールチップのクローズアップした図を示す。
【図７Ｄ】図７Ｄは、本発明の一態様による非対称ループの形状を有する強磁性コーティ
ングされた導体手術ツールチップのクローズアップした図を示す。
【図７Ｅ】図７Ｅは、本発明の一態様による凹部が切断を含む治療効果のために使用され
るフック形状を有する強磁性コーティングされた導体手術ツールチップのクローズアップ
した図を示す。
【図７Ｆ】図７Ｆは、本発明の一態様による凸部が切断を含む治療効果のために使用され
るフック形状を有する強磁性コーティングされた導体手術ツールチップのクローズアップ
した図を示す。
【図７Ｇ】図７Ｇは、本発明の一態様による傾斜した形状を有する強磁性コーティングさ
れた導体手術ツールチップのクローズアップした図を示す。
【図８】図８は、引っ込んだわなの断面図を示す。
【図９Ａ】図９Ａは、拡張したわなの側面図を示す。
【図９Ｂ】図９Ｂは、拡張したわなの別の実施形態を示す。
【図１０Ａ】図１０Ａは、ループ形状及びコーティングの線形配列を有する強磁性コーテ
ィングされた導体手術ツールのクローズアップした図を示す。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、別のフック形状及び線形配列を有する強磁性コーティングされ
た導体手術ツールのクローズアップした図を示す。
【図１１】図１１は、コーティングの配列を有する引っ込んだわなの断面図を示す。
【図１２】図１２は、コーティングの線形配列を有する拡張したわなの側面図を示す。
【図１３】図１３は、強磁性コーティングされた領域の単一層強磁性コーティングされた
導体手術ツールの断面図を示す。
【図１４Ａ】図１４Ａは、多層強磁性コーティングされた導体手術ツールチップの斜視図
を示す。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、図１４Ａに示された多層強磁性コーティングされた導体手術ツ
ールチップの側断面図を示す。
【図１５】図１５は、図１４Ａに示された多層強磁性コーティングされた導体手術ツール
チップの軸方向の断面図を示す。
【図１６】図１６は、本発明の一態様による磁束の電磁線を示す扁平側円筒形状の強磁性
コーティングされた導体の断面図を示す。
【図１７】図１７は、本発明の他の態様による接近した導体チップを示す。
【図１８Ａ】図１８Ａは、本発明の一態様による単一の縁の強磁性コーティングされた導
体手術チップを示す。
【図１８Ｂ】図１８Ｂは、二重の縁の強磁性コーティングされた導体手術チップを示す。
【図１８Ｃ】図１８Ｃは、三つの線の強磁性コーティングされた導体手術チップを示す。
【図１８Ｄ】図１８Ｄは、図１８Ａ乃至図１８Ｃに示されたチップのレセプタクルを示す
。
【図１９Ａ】図１９Ａは、別の誘導強磁性熱機能を持つ常温切断外科用メスを示す。
【図１９Ｂ】図１９Ｂは、別の誘導強磁性熱機能を持つ常温切断外科用メスの別の実施形
態を示す。
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【図２０Ａ】図２０Ａは、ヘラ状の形状を有する熱手術ツールを示す。
【図２０Ｂ】図２０Ｂは、鉗子の構成でヘラ状の形状を有する熱手術ツールを示す。
【図２０Ｃ】図２０Ｃは、初期の形状時の強磁性コーティングされた導体を有する図２０
Ａの熱手術ツールの上面図を示す。
【図２０Ｄ】図２０Ｄは、初期の形状内に埋め込まれた強磁性コーティングされた導体を
有する図２０Ａの熱手術ツールの上面図を示す。
【図２１Ａ】図２１Ａは、ボール状の形状及び水平方向の巻き線を有する熱手術ツールを
示す。
【図２１Ｂ】図２１Ｂは、ボール状の形状及び蹄鉄の構成を有する熱手術ツールの別の実
施形態を示す。
【図２１Ｃ】図２１Ｃは、ボール状の形状及び水平配向を有する熱手術ツールの別の実施
形態を示す。
【図２２Ａ】図２２Ａは、尖った形状を有する熱手術ツールを示す。
【図２２Ｂ】図２２Ｂは、鉗子の構成で尖った形状を有する熱手術ツールを示す。
【図２２Ｃ】図２２Ｃは、二つの異なる起動可能な熱領域を有する熱手術ツールを示す。
【図２３Ａ】図２３Ａは、カテーテルのチップの周りに配置された強磁性コーティングさ
れた導体のコイルを有するカテーテルの斜視図を示す。
【図２３Ｂ】図２３Ｂは、強磁性コーティングされた導体手術カテーテルチップの斜視図
を示す。
【図２４】図２４は、強磁性コーティングされた導体手術カテーテルチップの代替的な実
施形態を示す。
【図２５】図２５は、内視鏡内に配置された強磁性コーティングされた導体手術チップの
代替的な実施形態を示す。
【図２６】図２６は、組織切除ツールを示す。
【図２７】図２７は、単極及び熱モダリティを有するマルチモード手術ツールを示す。
【図２８Ａ】図２８Ａは、肝臓などの組織の転移内にあるマルチモード組織切除ツールを
示す。
【図２８Ｂ】図２８Ｂは、図２８Ａの切除プローブのクローズアップを示す。
【図２８Ｃ】図２８Ｃは、センサを有する切除プローブのクローズアップを示す。
【図２８Ｄ】図２８Ｄは、多数のチップ切除プローブのクローズアップを示す。
【図２９】図２９は、双極及び熱モダリティを有するマルチモード手術ツールを示す。
【図３０】図３０は、マルチモードの鉗子の側面図を示す。
【図３１Ａ】図３１Ａは、鉗子の先端の代替的な実施形態のクローズアップを示す。
【図３１Ｂ】図３１Ｂは、コーティングされた鉗子の先端の図を示す。
【図３２Ａ】図３２Ａは、熱及び超音波モダリティを有するマルチモード手術ツールを示
す。
【図３２Ｂ】図３２Ｂは、フックの初期形状をもつ熱及び超音波モダリティを有するマル
チモード手術ツールを示す。
【図３２Ｃ】図３２Ｃは、センサを有する熱及び超音波モダリティを有するマルチモード
手術ツールを示す。
【図３２Ｄ】図３２Ｄは、第２の先端を有する熱及び超音波モダリティを有するマルチモ
ード手術ツールを示す。
【図３３】図３３は、吸引／灌漑及びセンサを有する熱及び超音波モダリティを有するマ
ルチモード手術ツールを示す。
【図３４】図３４は、組織への影響に関連した熱スペクトルを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明及び添付の図面は、当業者が本発明を実施することができるようにそれらに提供
された符号を参考にして述べられる。図面及び説明は、本発明の種々の態様の例示であり
、添付の特許請求の範囲を狭めることを意図するものではない。
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【００１２】
　本明細書に使用されるように、用語“強磁性の”、“強磁性体”及び“強磁性”は、強
磁性体及びフェリ磁性体を含むがこれに限定されない磁気誘導を介して熱を生じることが
できるあらゆる強磁性体のような材料を指す。
　図１を参照すると、概ね符号１０で示された熱外科手術ツールのシステムの斜視図が示
されている。以下にさらに詳細に説明されるように、熱ツールシステムは、好ましくは、
組織（すなわち、内皮組織の溶接、動的平衡、除去など）を治療又は破壊する強磁性体被
覆導体を使用する。
【００１３】
　熱外科手術ツールは、組織を切開するために熱を使用し、従来のメスと同じように組織
全体にわたって引っ張られる鋭利な縁部の感覚で切断しないことを理解されるであろう。
本発明の実施形態は、切刃を形成するように、比較的鋭利な縁部で行われるが、本明細書
中に記載された熱コーティングが切断刃又は鋭利な縁部を必要とせずに組織を分離するの
でそのようなことは必要としない。しかしながら、便宜上、用語の切断は、組織を分離す
ることを述べるときに使用される。
【００１４】
　熱外科手術ツールシステム１０として示される実施形態では、フットペダル２０などの
制御機構が電源サブシステム３０によって生成される出力エネルギーを制御するために使
用される。電源サブシステム３０からのエネルギーは、無線周波数（ＲＦ）または振動す
る電気エネルギーを介してケーブル４０に沿って手持ち外科手術ツール５０に送られ、手
持ち外科手術ツール５０は、強磁性体コーティング６５で外周が被覆されたその部分を有
する導体６０を含む。強磁性体コーティング６５は、導体配線６６の周囲に配置された強
磁性材料の誘導及び対応するヒステリシス損失を介して、電気エネルギーを利用できる熱
エネルギーに変える。（導体配線は、参照を容易にするために使用されるが、導体材料は
、ワイヤを必要にする必要がなく、当業者は、本発明の開示に照らして動作する複数の導
体を熟知していることを理解されるであろう。）
【００１５】
　強磁性体コーティングへの磁界（または磁化）のアプリケーションは、オープンループ
のBH曲線（オープンヒステリシスループとも呼ばれる）を生じ、ヒステリシス損失が得ら
れ、結果として熱エネルギーを生成する。パーマロイ（商標登録）のようなニッケル鉄コ
ーティングのような電着膜は、任意に整合された微結晶の配列を形成し、高周波電流が導
体を通過するときに互いがオープンループのヒステリシス曲線を有する任意に整合された
ドメインを生じる。
　ＲＦエネルギーは、“表皮効果”として周知なように導体の表面に沿って移動する。導
体の表面の交流電流のＲＦは、交流磁界を生じ、それは、強磁性体コーティング６５のド
メインを励起する。ドメインが電流の各振動と再整合すると、コーティングのヒステリシ
ス損失は、誘導加熱を生じる。
【００１６】
　信号源からのＲＦ導体は、最大でチップを含み、特定の周波数（同調回路とも呼ばれる
）で共振回路を形成する。チップの変化は、回路を“離調する”。従って、強磁性体コー
ティング６５又は導体配線６６は損傷し、回路はおそらく離調される必要がある。この離
調は、温度が実質的に低くなるように強磁性体コーティング６５の熱効率を減らす必要が
ある。低減した温度は、破損後にほとんどあるいはまったく組織の損傷がないことを確実
にする必要がある。
　また、破損またはその他の障害は、センサによって検出される。通常の回路動作の中断
は、このように検出され、外科手術システムをシャットダウンさせる。一実施形態では、
電流が監視される。電流の突然の予期しない増加が検出された場合、強磁性体コーティン
グは、もはや必要な電力を消費しないのでシステムはシャットダウンする。同様に、イン
ピーダンスは監視され、システム障害の指標として使用される。
【００１７】
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　手持ち外科手術ツール５０は適用される電力の指示を含むことができ、電力を制御する
ためのメカニズムをさらに含むことができることを理解されるべきである。従って、例え
ば、一連のライト５２は、電力レベルを示すために使用されることができ、または、手持
ち外科手術ツール５０は、電力を調整するために電力源３０と連通するスイッチ、回転式
ダイヤル、ボタンのセット、タッチパッド又はスライド５４を含むことができ、それによ
って、組織のさまざまな効果を有する強磁性体コーティング６５での温度に影響を与える
。これらの指示は、電力源によって表示され、電力源によってユーザの調整可能なコント
ロールに連通されるように現在の状態を表示することができる。制御は、フットペダル２
０又は手持ち外科手術ツール５０に示されるが、電力サブシステム３０あるいは別個の制
御機器に含まれることができる。手持ち外科手術ツール５０に電力を供給するために接触
される必要があるボタンまたはタッチパッドなどの安全機能は、利用されることができ、
デッドマンスイッチを含むことができる。
強磁性塗膜６５は、誘導によって加熱するが、そのキュリー温度に起因する温度の上限を
提供する。キュリー温度は、材料が磁性になる温度であり、磁場に対する各ドメインの整
合は、コーティングの磁気特性が失われる程度に減少する。材料は、常磁性になると、誘
導による加熱を大幅に削減あるいは中止される。これは、十分な電力がキュリー温度に達
するために提供されている場合は強磁性体の温度がキュリー温度付近で安定するようにな
る。温度がキュリー温度以下に低下すると、誘導は、再びキュリー温度まで材料の加熱を
引き起こすことを開始する。従って、強磁性塗膜の温度が十分な電力のアプリケーション
で誘導加熱中、キュリー温度に到達することができるが、キュリー温度を超えることはな
い。
【００１８】
　熱外科手術ツールのシステム１０は、電源の出力が組織上のツールとその効果の温度を
調節するために調節可能にすることができる。この調整機能は手持ち外科手術ツール５０
によって達成されることができる効果以上の正確な制御を外科医に付与する。切断、止血
、組織溶接、組織の気化及び組織の炭化は、様々な温度で生じる。電力の出力を調整する
ために、フットペダル２０（または他のユーザコントロール）を使用することにより、外
科医（または他の医師など）は強磁性塗膜６５に供給される電力を調整し、その結果、望
ましい結果を達成するために組織の影響を制御できる。
【００１９】
　熱電力供給は、フットペダル２０、電源サブシステム３０又は手持ち外科手術ツール５
０によって受信された入力によって達成される強磁性体被覆導体を駆動する定常波に影響
を与えるために、交流電流波形の振幅、周波数、又はデューティサイクルの変更あるいは
その回路の変化によって制御されることができる。
【００２０】
　例えば、様々な温度は組織の様々な影響を誘発することが望ましいことが知られている
。以下の追加詳細に説明するように、特定の温度は組織を溶接するために使用されること
ができ、他の温度は、切断、組織の除去及び気化を誘発する。
　本発明の一つの利点は、外科医が、組織に適用されることができる強磁性体コーティン
グ６５での温度に最終的に影響を与えるシステムへの電力を制御することができることで
ある。電力は、多数の方法によって調整されることができる。
パルス幅変調は、強磁性体コーティング６５が加熱されている時間の量を変えるのに使用
されることができ、それによって、温度を制御する。振幅変調は、システムを通じた電力
及び強磁性体コーティング６５の最終的な温度のダイナミクスを同様に制御するために使
用されることができる。信号源からチップを含む先端までの導体は、特定の周波数（また
、同調回路とも呼ばれる）で共振回路を形成することができるので、チップの変化は、回
路を“離調する”。従って、周波数の変調は、回路を効果的にかつ一時的に離調するのに
使用されることができ、それによって、組織溶接、切断などに対する温度を最終的に制御
する。例示的な回路は、周波数を調整するため、位相ロックループや周波数シンセサイザ
を使用することができる。
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【００２１】
　システムへの電力は、例えば、フットペダル２０などの規制構造によって制御すること
ができる。ペダルは、外科医に供給されている電力を示す設定ポイントを有することがで
きる。これは、例えば、より多くの力を必要とする各位置で、５つのポジションを有する
ペダルを有することによって、達成されることができる。必要な力の変化は、適用されて
いる温度範囲に外科医に注意する。
　また、ペダルなどのパワーコントローラは、強磁性体コーティング６５で適用される電
力レベル又は組織に供給するために利用可能なコーティングで利用可能なエネルギーに関
して外科医に信号を送るために使用されることができる。これは、電力レベルを示す信号
を外科医に与える聴覚または視覚的なインジケータ２２にすることができる。例えば、５
つの電力レベルが提供される場合、聴覚アラームは、提供される電力レベルを示すことが
できる。レベル又は値域１に対して一回のチャイム、レベル又は値域２に対して二回のチ
ャイム、レベル又は値域３に対して三回のチャイムなど。同様に、５つの明確な聴覚信号
のトーンは、５つのパワーレベルを示すために使用されることができる。
　同様に、ツール５０は、適用される電力の表示を含むことができ、電力を制御するため
のメカニズムをさらに含むことができる。従って、例えば、一連のライト５２は、電力レ
ベルを示すために使用されることができ、あるいは、ツール５０は、電力を調整するため
に電源３０と連通するスイッチ、回転式ダイヤル、ボタンのセット、タッチパッド又はス
ライド５４を含むことができ、それによって、組織のさまざまな効果を有する強磁性体コ
ーティング６５での温度に影響を与える。制御は、フットペダル２０又はツール５０に示
されるが、また、電力サブシステム３０あるいは別個の制御機器に含まれることができる
。同様に、ツール５０に電力を供給するために接触される必要があるボタンまたはタッチ
パッドなどの安全機能は、デッドマンスイッチなどを利用されることができる。
【００２２】
　誘導加熱によって達成される追加の利点は、強磁性材料が一秒の何分の一（通常、１秒
の短い４分の１など）で切断温度に加熱されることができる。付加的に、コーティングの
比較的低い質量、導体の小さな熱質量、及び手持ち外科手術ツール５０の構成のために小
さな領域への加熱の局在性のために、材料は、非常に急速（約１秒の半分）に冷却される
。これは、外科医に、熱ツールが作動されていないときに組織に触れることによって生じ
る偶発的な組織の損傷を低減しながら正確な熱ツールを提供する。
　手持ち外科手術ツール５０を加熱及び冷却するのに必要とされる期間は、いくぶん、導
体６０及び強磁性体コーティング６５の相対的な大きさと外科手術ツールの構造の熱容量
に依存することを理解されるであろう。例えば、手持ち外科手術ツール５０の加熱及び冷
却のための上記期間は、約０．３７５ｍｍの直径を有するタングステン導体及び焼く０．
０３７５ｍｍの厚さ及び２センチメートルの長さのタングステン導体に関するニッケル鉄
合金（ウェストヘーヴンのEnthone,Inc.から入手可能なNIRON（商標登録）など）の強磁
性体コーティングで達成されることができる。
本発明の一つの利点は、鋭利なエッジが必要とされていないことである。電力が外科手術
ツールに供給されていないとき、ツールは、落下される又は取り扱いを誤られた場合に患
者又は外科医の組織を誤って切断しない。電力が導体ワイヤ６６及びコーティング６５に
供給されていない場合、ツールの“切断”部分は、怪我のリスクなしで触れられることが
できる。これは、取り扱いを誤られた場合に患者又は外科医を傷つけるかもしれない切断
刃と対照な鋭利である。
【００２３】
　また、他の追加は、様々な場所でハンドピースに配置されることができる。これは、温
度を報告するセンサ又は外科領域を照らすライトを含むセンサステム１２を含む。
　図２を参照すると、熱外科手術システム１０の代替的な実施形態の斜視図が示される。
図２において、電力源３０は、フットペダル２０内に含まれる。アプリケーション及び必
要とされる電力に依存して、機器は、比較的低消費電力のアプリケーションに対して電力
を供給するバッテリーに完全にすることができる。低電力要件のための代替の実施形態は
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、手持ち外科手術ツール５０のハンドル５１に全て自己収容されたバッテリー、電力調整
及び電力供給を含むことができる。さらに、無線通信モジュールは、ユーザがシステムの
パフォーマンスを監視することができるステータス及び制御設定を含む手持ち外科手術ツ
ール５０からの情報の送受信する、及び、手持ち外科手術ツール５０自体から遠隔的に電
力設定を変更するのに利用されることができる。
【００２４】
　モノポーラ及びバイポーラの電気組織切除は接触ポイントから離れた距離で組織を頻繁
に損傷させるのに対して、熱損傷は被覆領域の強磁性体表面に非常に近くに存在するため
に、この熱離解は、現在入手可能なモノポーラ及びバイポーラの電気システムにわたって
利点を提供することができることが我々の理解である。この方法は、加熱の点でより高い
電力要件を潜在的に有するが、加熱及び冷却するのにより多くの時間、従って、現在の大
きな患者のリスクを必要とする抵抗加熱に基づいた他の熱機器の欠点を克服することがで
きることが我々の理解である。
【００２５】
　さらに、導体の小さなセグメントに沿って配置された薄い強磁性体コーティング６５は
、血栓が形成される場合に合併症を引き起こす心房切除の心臓内での作業するときに血液
などの体内の他の非標的材料の加熱を減らすことができる。導体ワイヤ６６の小さな熱質
量及びツールの構成（すなわち、強磁性体コーティング６５及び隣接する構造）によって
提供された小さな領域への加熱の局在は、強磁性体コーティング６５の位置から離れる方
向への熱伝達のための減少された熱経路を提供する。この減少された熱経路は、所望のポ
イントだけに熱の正確な適用を生じる。この技術だけは、スパーク又はアークのようなモ
ノポーラ及びバイポーラ技術を使用しないので、スパークによって患者内の又は患者の周
りの麻酔ガスによってなどの発火の危険性は低減される。
【００２６】
　熱外科手術ツールシステム１０は、シーリング、“切断”又は組織の分離、凝固、又は
組織の蒸発を含む様々な治療手段に対して使用されることができる。一構成では、熱外科
手術ツールシステム１０は、ナイフまたはシーラーのように使用されることができ、外科
医は、組織を通じた強磁性体コーティング６５の動きによって積極的に組織を“切断”又
はシーリングする。本明細書中に開示された実施形態の熱作用は、モノポーラ及びバイポ
ーラのＲＦエネルギーデバイスに関連したものと比較して、除去しない場合は深部組織へ
の影響の大幅な削減を含む明確な利点を有する。
【００２７】
　別の構成では、強磁性体コーティングされた導体６０は、病変に挿入することができ、
特定の電力供給又は監視対象の温度に基づいた可変電力供給を設定することができる。所
望の熱の効果が達成されるか、または望ましくない効果が気付かれるまで病変及び周囲の
組織への熱影響を監視してもよい。強磁性体コーティングされた導体のアプリケーション
の利点の１つは、マイクロ波又は熱レーザーのモダリティに比較した費用対効果及びマイ
クロ波の病変の破壊の望ましくない組織の影響を回避することである。したがって、例え
ば、外科医は破棄される腫瘍または他の組織に強磁性体コーティングされた導体を挿入す
ることができ、手持ち外科手術ツール５０を作動することによって形成される組織の損傷
を正確に制御する。
【００２８】
　センサは、赤外線検出器又はセンサステム１２など、手持ち外科手術ツール５０、電気
パス、又は組織の状況を監視するために使用される。例えば、デバイス又は組織の温度は
、処置を実行する際に重要かもしれない。熱電対の形態のセンサ、異種金属の接合、サー
ミスタ又は他の温度センサは、強磁性体コーティング６５又は組織における又は強磁性体
コーティング６５又は組織の近くにおける温度を検知することができる。センサは、導体
の一部として又は強磁性体コーティングの近くに配置された熱電対など、装置の一部分に
することができ、あるいは、組織又は強磁性体コーティング６５の近くに配置された別個
のチップなど、手持ち外科手術ツール５０から分離することができる。いくつかのセンサ
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は、所望の測定と相関する指標を測定できるが、間接的に関連している。温度は、図２７
に見られるように、組織の効果と相関される。監視するその他の便利な条件は、コーティ
ングで供給される電力、色、スペクトル吸収、分光反射、温度範囲、水分含有量、組織と
導体との間の近さ、組織型、熱伝達、組織状況、インピーダンス、抵抗、リターン電流、
定在波比（ＳＷＲ）、電源、リアクタンス、中心周波数、位相シフト、電圧、電流、及び
、視覚的なフィードバック（すなわちカメラ、光ファイバーまたは他の可視化デバイス）
を含むがこれらに限定されない。
　電源は、センサのフィードバックに応答するように構成される。所望のアプリケーショ
ンに応じて、センサは、電源の出力を調整するか決定する上で有用な情報を提供する。一
実施形態では、センサは、電源に温度測定値を送信する。電源装置は、所望の温度範囲で
または所望の温度範囲近くで維持するために電力供給を増減する。他の実施形態では、セ
ンサは、組織の切除時の電源に含水率を伝える。水分が必要なレベルを下回った場合、組
織が十分に乾燥されているので、電力設定を下げる。他のセンサは、波形、持続時間、タ
イミング又は電力の設定などの電源に対する変更にその他の設定を求めることができる有
用な入力を提供することができる。
　手持ち外科手術ツール５０は、繰り返し滅菌または簡単な患者の使用のために構成され
ることができる。より複雑なデバイスは、繰り返しの滅菌のための役に立つかもしれない
が、より簡単なデバイスは、簡単な患者の使用のためにより便利であるかもしれない。
【００２９】
　組織を治療または切断するための方法は、切断縁部及び切断縁部に隣接して配置された
導体を有する外科手術ツールを選択することであって、その少なくとも一部分が磁性材料
で被覆された、外科手術ツールを選択するステップ；切断縁部で組織を切断するステップ
；強磁性体材料を加熱するため、導体に振動電気エネルギーを与え、それによって切断組
織を治療するステップを含む。
【００３０】
　方法の任意のステップは、切断組織内に止血を生じるステップ；組織を切開するために
加熱された強磁性材料を使用するステップ；又は血管内皮溶接を引き起こすために加熱さ
れた強磁性材料を使用するステップを含む。
図３を参照すると、調節可能な熱外科手術ツールのシステム１０の実施形態の図が示され
る。強磁性体コーティング６５への電力供給は、変調された高周波の波形によって制御さ
れる。変調波形は、所望の電力供給に基づいた波形の部分を調整的に変調する、許容する
又は阻止するように電源が制御されるのを許容する。
図３では、最初の波形１１０は、変調器１２０を介して通過され、フットペダル２０から
のコマンドを受信する。波形は、発振器１３０によって所望の周波数に形成され、一つ以
上の振幅、周波数又はデューティサイクルを含み、これらの組み合わせを含むが、これら
に限定されない変調器１２０によって変調される。得られた信号は、増幅器１４０によっ
て増幅される。増幅された信号は、調整ケーブル１５０を介して送られ、手持ち外科手術
ツール５０の強磁性体コーティング６５の位置で最大電流と最低電圧で定在波を提供する
ためにケーブルが調整されることを意味する。代替的に、ケーブル１５０は、調整されな
いことができ、回路は、ハンドル５１に配置されて、電源３０への負荷として強磁性体コ
ーティングされた導体６０をインピーダンス整合する。
【００３１】
　熱外科手術ツールのシステム１０は、増幅器１４０（ケーブルの長さなど）に関して強
磁性体コーティング６５の位置を特定することによって調整され、電流が強磁性体コーテ
ィング６５の位置で最大とされるように共振定在波近くまで高周波信号を調整する。
【００３２】
　熱外科手術ツールは、動的な環境で動作することができることを理解されるべきである
。従って、本明細書中で使用される場合では、およそ定在波は、信号が、最適な定在波に
達しないが最適な定在波の近くになる、ほんの少しの時間に対して定在波に達することが
できる、又は長い時間に対して定在波に正常に達することができるように、調整されるこ
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とを意味する。同様に、およその修飾がない“定在波”の使用は、熱外科手術ツールに関
連して近似であることが理解されるべきである。
このような電流の最大化を達成するための一つの方法は、効果的に四分の一波長の長さの
奇数倍であり増幅器１４０の出力に接続されたケーブル１５０に、強磁性体被覆導体６０
を接続することである。共振定在波を有する回路の設計は、強磁性体コーティングへの電
力供給を最適化することを目的とする。しかしながら、一実施形態では、電源３０は、強
磁性体コーティング６５の位置に（又は強磁性体コーティング６５に近接した位置に）配
置されることができ、チューニングは、電気機器、単一の手持ちバッテリー電力機器の全
てで達成されることができる。代替的に、インピーダンス整合のために必要な電気機器は
、増幅器１４０の出力段階で配置されることができる。さらに、コンデンサやインダクタ
などの電気機器は、共振回路を完了するために、ケーブル１５０への導体ワイヤ６６の接
続の位置で強磁性体被覆導体６０に並列または直列に接続されることができる。
【００３３】
　動的な負荷の問題は、強磁性体被覆導体６０の様々な組織との相互作用によって引き起
こされる場合がある。これらの問題は、負荷の位置で最大化される定在電流波（また
は少なくとも一つの定在波または波形）によって最小化される。複数の異なる周波数が使
用されることができ、５ＭＨｚから２４ＧＨｚまでの周波数、好ましくは４０ＭＨｚと９
２８ＭＨｚの間の周波数を含む。
【００３４】
　いくつかの規制の国ではそのような６．７８ＭＨｚ、１３．５６ＭＨｚ、２７．１２Ｍ
Ｈｚ、４０．６８ＭＨｚ、４３３．９２ＭＨｚ、９１５ＭＨｚ、２．４５ＧＨｚ、５．８
０ＧＨｚ、２４．１２５ＧＨｚ、６１．２５ＧＨｚ、１２２．５ＧＨｚ、２４５ＧＨｚの
中心周波数を持つバンドなどのＩＳＭバンドの周波数を選択するのが望ましい。一実施形
態では、発振器１３０は、４０．６８ＭＨｚのＩＳＭバンドの周波数、Ｅ級増幅器１４０
及び一本の同軸ケーブル１５０を使用し、その全ては、０．０５マイクロメートル乃至５
００マイクロメートルの厚さ、好ましくは１マイクロメートル乃至５０マイクロメートル
の厚さからなる強磁性体コーティング６５を有する強磁性コーティングされたタングステ
ンの導体６０に電力供給するために最適化される。有益な評価は、導体の直径の１０％で
最大５ｃｍの長さの強磁性塗膜厚で開始することである。しかしながら、強磁性コーティ
ングは、加熱が望まれる導体の長さに沿って又はその多数の領域に沿って配置されること
ができる。（強磁性体コーティング６５は、ウェストヘーヴンのEnthone,Inc.から入手可
能なNIRON（商標登録）などのニッケル鉄（ＮｉＦｅ）合金、又は、Ｃｏ、Ｆｅ、ＦｅＯ
Ｆｅ２Ｏ３、ＮｉＯＦｅ２Ｏ３、ＣｕＯＦｅ２Ｏ３、ＭｇＯＦｅ２Ｏ３、ＭｎＢｉ、Ｎｉ
、ＭｎＳｂ、ＭｎＯＦｅ２Ｏ３、Ｙ３Ｆｅ５Ｏ１２、ＣｒＯ２、ＭｎＡｓ、Ｇｄ、Ｄｙ、
ＥｕＯ、マグネタイト、イットリウム鉄ガーネット、アルミニウム、パーマロイ（商標登
録）及び亜鉛を含む他の強磁性体コーティングから形成されることができる。）
導体の大きさ、強磁性塗膜のサイズは、関連付けられた厚さ、形状、主要な幾何学、組成
、電源およびその他の属性は、処置のタイプおよび外科医の好みに基づいて選択されるこ
とができる。例えば、脳外科医は、脳内で迅速なアプリケーション向けに設計された軽い
手持ちパッケージの小さな機器を望むが、整形外科医は、筋肉で操作するためにより多く
の利用可能な電力で大きな装置を必要とする。
【００３５】
　導体は銅、タングステン、チタン、ステンレススチール、プラチナ及び電気を通すこと
ができる他の材料から形成することができる。導体のための考慮事項は、機械的強度、熱
膨張、熱伝導率、電気伝導率／比抵抗、剛性、および柔軟性を含むがこれらに限定されな
い。複数の材料で導体ワイヤ６６を形成することが望ましい。二つの異種金属の接続は、
熱電対を形成することができる。熱電対が強磁性体コーティングに近接してあるいは強磁
性体コーティング内に配置された場合、熱電対は、デバイスの温度フィードバックのメカ
ニズムを提供する。さらに、導体は、温度を測定するために使用される、温度に相関する
抵抗率を有することができる。
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【００３６】
　また、電源３０のチューニングは、強磁性体コーティング６５の位置において電圧が低
いとき理想的にはゼロであるときに、ほぼゼロまで患者に放射する高周波エネルギーの量
を減らす。これは、その双方が組織自体を通じて電流を通過する患者又はバイポーラデバ
イスに適用されるグランドパッドを必要とするモノポーラデバイスとは対照的である。こ
れらの効果の欠点は、文献で知られている。本明細書中で述べられたこれらの多くの実施
形態では、ケーブルの長さ、周波数、キャパシタンス及びインダクタンスの組み合わせは
、電源３０を調整することによって効率性とツール形状を調整するのに使用されることが
でき、最大電力を強磁性体コーティング６５に供給し、従って、組織に最大加熱を供給す
る。また、調整されたシステムは、固有の安全上の利点を提供し、導体が損傷された場合
、システムは、離調され、電力供給の効率が低下し、適当な安全回路によって監視される
場合にはシャットダウンする。
【００３７】
　患者の組織に供給される電力の量は、組織の影響の正確な制御を提供するために、いく
つかの手段によって変更される。前述のように、電源３０は、電力供給用の変調器１２０
を組み込むことができる。別の実施形態は、磁石によって引き起こされるなどそれが通過
する導体ワイヤ６６と強磁性体コーティング６５の形状を変えることによって磁場の変更
を使用する。強磁性体コーティング６５近くへの磁石の配置は、同様に誘導効果を変化さ
せ、それによって熱起電力を変える。
【００３８】
　変調のさまざまな形態が電力の供給を制御するために使用される。パルス幅変調は、強
磁性体コーティングが熱積分器として機能する原則に基づいている。振幅変調は、所望の
電力が配信されるように連続的な波形を変えることによって電力供給を制御できる。周波
数変調は、“回路を離調する”またはフルパワーが負荷に供給されていないような伝送で
発生する損失の原因となる定在波比を変更することができる。
【００３９】
変調は電力供給を制御する方法として議論されているが、他の方法が、電力供給を制御す
るために使用されることができる。一実施形態では、ツールの、出力電力及び対応する温
度は、導体ワイヤ６６及び強磁性体被覆導体６０を含む駆動回路を調整又は離調すること
によって制御される。
【００４０】
　熱的に調整可能なツールに電力を提供するプロセスは、振動電気信号が導体に被膜され
た強磁性材料からなるロード時に最大電流と最低電圧を有するほぼ定在波を有するように
構成された導体を備える外科手術ツールを選択するステップ、ロードに振動する電気信号
を送るステップ、及び、ロードに送られない電気信号を引き起こすステップを含むことが
できる。
【００４１】
　プロセスは、５メガヘルツ乃至２４メガヘルツの振動する電気信号を提供するステップ
、又は、６．７８ＭＨｚ、１３．５６ＭＨｚ、２７．１２ＭＨｚ、４０．６８ＭＨｚ、４
３３．９２ＭＨｚ、９１５ＭＨｚ、２．４５ＧＨｚ、５．８０ＧＨｚ、２４．１２５ＧＨ
ｚ、６１．２５ＧＨｚ、１２２．５ＧＨｚ、２４５ＧＨｚの他の周波数のグループから選
択された振動する電気信号を提供するステップを任意的に含むことができる。
　組織を切開の方法は、導体の一部分に配置された強磁性体コーティングを有する導体を
選択するステップ、強磁性体コーティングを組織と接触して配置するステップ、及び、強
磁性体コーティングを加熱し組織を切断するように導体に振動電気信号を送るステップを
含むことができる。
【００４２】
　方法は、必要に応じて振動する電気信号の電力の出力を選択する工程を含んでもよい。
電源の出力は、強磁性体コーティングまたは所望の組織効果の温度範囲に対応する。温度
範囲は、切断、止血、血管内皮溶接、組織の蒸発、組織の切除及び組織の炭化の対応する
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組織の効果のために選択される。
組織を切開するための代替方法は、プラグと関連した導体の一部分に配置された強磁性体
コーティングを有する導体を選択するステップ、プラグを電源のために構成されたレセプ
タクルの中に配置するステップ、強磁性体コーティングを組織と接触して配置するステッ
プ、及び、強磁性体コーティングを加熱し組織を切断するようにプラグを通じて導体に振
動電気信号を送るステップを含むことができる。
方法は、選択的に、使用後のプラグを取り除く工程、導体と磁性塗膜の特性を伝達する工
程、プラグ内のコンピュータチップにアクセスする工程又は索引テーブルの特性に対応す
る抵抗値を通信する工程を含むことができる。
外科手術を実行するための方法は、強磁性体コーティングを有する導体を備えるロードを
選択するステップ、電源から振動電気エネルギーを通じて導体に電力を送るステップ、発
電機のインピーダンスにロードのインピーダンスをマッチングするステップを含むことが
できる。
方法は、選択的に、ロードに合うように電源の出力インピーダンスを変えるステップ、振
動電気エネルギーの周波数を変えるステップ、振動電気エネルギーの定在波を達成するた
めに電源を調整するステップ、導体での電流を最大化するステップ、導体における定在波
を達成するためにコンポーネントを選択するステップ又は導体における定在波を達成する
ために電源を電気導体に接続することができる長さを選択するステップを含むことができ
る。
組織を治療する方法は、その一部分に配置された強磁性体コーティングを有する導体を選
択するステップ、強磁性体コーティングを組織と接触して配置するステップ、強磁性体コ
ーティングを加熱し組織を治療するように導体に振動電気信号を送るステップ、供給され
る電力を変えるためにユーザーコントロールを調整するステップを含むことができる。
切断方法は、導体の一部分がそれに配置された強磁性体コーティングを有する導体を選択
するステップ、強磁性体コーティングのヒステリシスを引き起こすことにより強磁性体コ
ーティングを加熱するために振動電気信号を供給するステップと、切断される物質に加熱
コーティングを適用し、それによって物質を切断するステップを含むことができる。
図４Ａを参照すると、ワイヤ導体の対向する第１端部及び第２端部を取り付けるコネクタ
を有する熱外科手術ツールのシステム１０が示される。図４Ａに示された導体は、熱絶縁
を提供する圧着コネクタなどの耐熱ターミナル２８０によって形成される。一つ以上のヒ
ートシンク２８２及び無線通信デバイス２８６も含まれることができる。ワイヤ導体２２
０は、導体の対向する第１端部及び第２端部におけるターミナル２８０及び／又はヒート
シンク２８２によって手持ち外科手術ツール５０に接続される。導体の部分は、ターミナ
ルのハンドルまで延びるが、導体の強磁性体コーティング部分は、ハンドルを超えて延び
る。ターミナル２８０は、ターミナル２８０が導体から手持ち外科手術ツール５０への熱
伝達を減少するように乏しい熱伝導率を有する。対照的に、ヒートシンク２８２は、ター
ミナル２８０からの残留熱を引き込むことができ、空気を含む他の媒体に熱を放散するこ
とができる。コネクタ及び接続は、圧着に加えて、ワイヤボンディング、スポット及び他
の溶接によって達成されることができる。
【００４３】
　手持ち外科手術ツール５０の他の加熱部分が手持ち外科手術ツール５０のオペレータに
望ましくない火傷をする恐れがあるために熱拡散を防止することが望ましい。一実施形態
では、ターミナル２８０は、電流を導くために使用されるが、強磁性体コーティングされ
た導体を超える熱伝導を防止又は減少する。
　また、熱外科手術ツールは、ワイヤレスで通信することができる。一実施形態では、電
力レベルを監視し、調整するためのユーザインターフェイスは、リモート、ワイヤレスで
結合されたデバイス２８４に収容される。ワイヤレスで結合されたデバイスは、手持ち外
科手術ツール５０、（フットペダル２０などの）制御システム及び／又は電力サブシステ
ム３０を含む熱外科手術ツールのシステム１０内に収容されたワイヤレスモジュール２８
６と通信できる。制御インターフェース及びディスプレイを別個のデバイスに収容するこ
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とによって、手持ち外科手術ツール５０の部分のコストは低減される。同様に、外部デバ
イスは、より多くの処理能力、ストレージ、および、その結果として、よりよい制御およ
びデータ解析アルゴリズムを備えることができる。
　図４Ｂを参照すると、インピーダンス整合ネットワークを有する熱外科手術ツールが示
される。インピーダンス整合ネットワークは、信号源の出力インピーダンスをロードの入
力インピーダンスに整合させる。このインピーダンス整合は、パワーを最大限にし、ロー
ドからの影響を最小限に抑えることに役立つ。
　一実施形態では、インピーダンス整合ネットワークは、バラン２８１にすることができ
る。これは、バラン２８１が強磁性体コーティングされた導体のターミナル２８７のイン
ピーダンスをアンプのケーブルターミナル２８３（同軸ケーブル接続としてここに示され
ている）に整合するように、電力の伝達に役立つ。このような構成では、バランは、ヒー
トシンクとして機能でき、熱絶縁を提供して、ワイヤ導体２２０によって伝達された強磁
性体コーティング６５での熱エネルギーからターミナル２８７への熱拡散を防止する。ま
た、適当なマッチング回路は、熱をヒートシンクから更に離すため又は熱をシステムの残
りの部分から隔離するためにセラミック基板上に基板の組成に応じて配置されることがで
きる。
　図４Ａ及び図４Ｂで述べられたこれらの要素は、本明細書中に示されたあらゆる実施形
態に関連して使用されることができる。
　図５Ａを参照すると、強磁性体コーティングされた導体の長手方向の断面が示される。
交流電流６７は導体６６を通過し、時間変更する磁界６８は、導体６６の周りに誘導され
る。時間変更する磁界６８は、強磁性体コーティング６５によって抵抗され、強磁性体コ
ーティング６５は、熱として時間変更する磁界６８に誘導抵抗を放散する。強磁性体コー
ティング６５は、そのキュリー点に到達する必要があり、強磁性体コーティング６５の磁
気抵抗特性は、実質的に減少され、時間変更する磁界６８に対する抵抗を実質的に減少さ
せる。強磁性体コーティング６５に対してほとんど質量がないので、磁界は、強磁性体コ
ーティング６５を素早く加熱させる。同様に、強磁性体コーティング６５は、導体６６と
比べて非常に小さい量であり、従って、強磁性体コーティング６５からクーラー及び大き
な導体６６へ及び強磁性体コーティング６５から周囲の環境への熱伝達のために、熱は、
素早くそこから放散される。
　図面は、中身の詰まった円形断面を示すが、導体の断面は様々な形状を有することがで
きることを理解されるべきである。例えば、導体は、熱質量を減少させるような中空のチ
ューブにすることができる。中身が詰まっているか中空であるかいずれにせよ、導体は、
楕円形、三角形、正方形または長方形の断面を有するように形状づけられる。
　また、図５Ａからも明らかなように、強磁性体コーティングは、導体の第１部分（又は
近位部分）と第２部分（遠位部分）との間にすることができる。これは、導体全体ではな
く小さな領域に対する積極的な加熱を制限する利点を提供することができる。また、電源
は、電力提供する回路内に強磁性体コーティングを含むために第１部分及び第２部分に接
続することができる。
　外科手術ツールの使用方法は、導体を選択し、導体上に強磁性体コーティングを配置す
るステップを含むことができる。
　上記方法に対する選択的なステップは、所望の処置に従ってその一部分に配置された強
磁性体コーティングを有する導体の大きさを選択するステップ、所望の処置に従ってその
一部分に配置された強磁性体コーティングを有する導体の熱質量を選択するステップ、ル
ープ、中空でないループ、正方形、とがった形状、フック及び角度が付いた形状のグルー
プから導体を選択するステップ、摂氏３７乃至６００度にコーティングを加熱するために
振動する電気信号を構成するステップと、摂氏４０乃至５００度にコーティングを加熱す
るために振動する電気信号を構成するステップと、コーティングを約摂氏５８乃至６２度
で加熱して血管内皮溶接を引き起こすステップ、組織の止血を促進するためにコーティン
グを約摂氏７０乃至８０度で加熱するステップ、組織の焼灼及び密閉を促進するためにコ
ーティングを約摂氏８０乃至２００度で加熱するステップ、組織の切開を形成するために
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コーティングを約摂氏２００乃至４００度で加熱するステップ又は組織の切除及び蒸気さ
せるためにコーティングを約摂氏４００乃至５００度で加熱するステップを含むことがで
きる。治療は、組織を切開すること、止血を引き起こすこと、組織を切除すること又は血
管内皮溶接することを含むことができる。
　図５Ｂを参照すると、図５Ａの強磁性体コーティングされた導体の電気的等価表現が示
される。強磁性体コーティングは、動的抵抗７４を有するトランス７２として示される。
強磁性体コーティングされた導体のインダクタンスは、導体を流れる電流に基づいて異な
る。低動作周波数では、コーティングのインダクタンスは、小さな影響を与える。高動作
周波数では、コーティングのインダクタンスは、大きな影響を与える。さらに、強磁性体
コーティングされた導体の異なるチップ形状は、異なるインピーダンス特性を有する。従
って、アンプの出力を異なるインピーダンスを有するロードに整合させる手段を提供する
ことが必要となる。
　様々な手段が所望のインピーダンスマッチングを達成するために利用可能である。連続
的に調整可能なマッチングネットワークは、ロード変化に応じて整合インピーダンスを変
更することができ、ロードへの電力伝達のためにそれを最適に保持する。従って、発電機
は、常に、ネットワークを通じてロードに最適な電力伝達を有する。これは、ネットワー
クのキャパシタンス、インダクタンス又は周波数を調整することを含むことができる。
【００４４】
　機器の有利な設計は、所望の治療の加熱範囲を達成するために必要なアンプから最小限
の電力レベルを利用することである。リターン電流、定在波比（ＳＷＲ）または反射電力
などの信号特性の連続的なモニタリングは、一時的な加熱及び冷却特性を維持するため及
び一秒以下で所望の温度を達成するために有用な電気的な方法になる。
【００４５】
　一実施形態では、ＳＷＲは、監視される。ＳＷＲを監視し及びＳＷＲを最適化にするた
めに再調整することにより、電力の伝達は、様々な強磁性体コーティングされた導体を最
適化することができる。
【００４６】
　ロード特性の測定の代わりに、ロードは、予め特徴づけられることができる。従って、
アンプの出力インピーダンスは、測定前に見られるロードの予測特性に基づいて変更させ
ることができる。一実施形態では、ハンドル又はハンドピースケーブルコネクタは、強磁
性体コーティングされた導体にプラグを適合させるコンセントを有する。プラグは、デー
タモジュールのプラグに接続されている強磁性体コーティングされた導体の予測ロードの
特性を識別する情報を含む。データモジュールは、発電機や発電機の制御に特性を伝える
ことができる。したがって、システムはプラグ内に含まれる情報によってロード特性を予
測し、整合させることができる。この情報は、温度の相関関係に出力電力を予測するシス
テムを更に助ける。同様に、マッチングは、強磁性体コーティングされた導体の構成を識
別するために相関され使用される抵抗などの電気コンポーネントを収容するプラグで実現
されることができる。このケースでは、発電機の回路は、強磁性体コーティングされた導
体を識別し、自動的にドライブの設定を調整する抵抗の値を読む。
　変更可能なチューニングを有する発電機の代わりに、固定出力インピーダンスを持つド
ライバが、最適な電力伝達のために適当に適合された入力インピーダンスを有する強磁性
体コーティングされた導体のチップを駆動するために利用されることができる。このマッ
チングネットワークは、静的なので、様々な方法で構成されることができる。一つの特
に簡単な方法は、最大電力が伝達されることができる最適なポイントでロードを配置する
、発電機とロードとの間のケーブルの指定された固定長を使用することである。このアプ
ローチは、外科手術ツールのためのより多くの設計努力を必要とするが、最終的に物理的
に簡単な発電機、すなわち部品点数の削減および構築するために安価なシステムを形成す
る。さらに、バランは、上述したようにインピーダンスマッチングのために使用されるこ
とができる。これらのアプローチは効果的に強磁性体コーティングされた導体を介して定
電流を維持することができる。
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外科手術環境の熱伝導の変化による熱負荷がダイナミックであるアプリケーションは、様
々な手段が、所望の組織効果を達成し、維持するために利用可能である。連続的に調整可
能なアンプは、所望の組織の効果を達成し、維持するために十分な負荷への電力伝達を維
持しようとする、熱負荷の変化に応じて電力レベルを変更することができる。前述のイン
ピーダンス整合ネットワークを通じて、発電機は、常にネットワークを介して負荷に最
適な電力伝達をする。変化する熱負荷が強磁性体コーティングされた導体のインピーダン
スを変更する場合、強磁性体コーティングの電力出力は、最適化された加熱モードで材料
を保持するために、その負荷として、強磁性材料を駆動するネットワークを継続的に調整
することによって維持されることができる。これは、ネットワークの容量、インダクタン
スまたは周波数を調整することを含む。
【００４７】
　インピーダンスを変化させるロードを表す強磁性体コーティングされた導体を駆動する
ための上記と同じ方法は、様々な組織及び液体との相互作用を含む外科手術環境の変化で
それらのインピーダンスを変更する個々の強磁性体コーティングされた導体に適用するた
めに使用されることができる。リターン電流、定在波比（ＳＷＲ）または反射電力などの
信号特性の連続的なモニタリングは、一時的な加熱及び冷却特性を維持するため及び一秒
以下で所望の温度を達成するために有用な電気的な方法になる。
　一実施形態では、ＳＷＲは、監視される。ＳＷＲを監視し及びＳＷＲを最適化にするた
めに再調整することにより、電力の伝達は、外科手術環境及び熱伝達が強磁性体コーティ
ングの変化から離れるように最適化されることができる。少なくとも１０Ｈｚで実質的に
得られる迅速なリターンは、外科手術装置が湿った外科手術環境の内外及び空気中に移動
されるように温度の動的応答性を許容する。
　図面は、中身の詰まった円形断面を示すが、導体の断面は様々な形状を有することがで
きることを理解されるべきである。例えば、導体は、熱質量を減少させるような中空のチ
ューブにすることができる。中身が詰まっているか中空であるかいずれにせよ、導体は、
楕円形、三角形、正方形または長方形の断面を有するように形状づけられる。
　図６を参照すると、断熱材３１０を有する単層の切断チップのクローズアップされた長
手方向断面図が示される。断熱材３１０の層は、強磁性体コーティング６５と導体６６と
の間に配置されることができる。断熱材３１０の層を配置することは、導体６６への熱伝
達を制限することによる熱質量を減少させることによってツールの素早い加熱及びクール
ダウン（また熱応答時間とも呼ばれる）を助けることができる。
　断熱材の厚さ及び組成は、所望のアプリケーションに対する電力供給及び熱応答の時間
特性を変更するように調整されることができる。断熱材３１０の厚いコーティングは、強
磁性体コーティング６５から導体６６をよりよく絶縁することができるが、強磁性体コー
ティングを加熱させるのに十分な磁界を誘導するために、断熱材３１０の薄いコーティン
グと比較して電力の増大が必要になる。
　図７Ａ－７Ｇに示された実施形態では、複数の実施形態が示され、外科チップ２１０は
ワイヤ導体２２０を含むツールであり、ワイヤ導体２２０は、強磁性塗膜６５の比較的薄
い層でコーティングされたその長さの部分を有する。図７Ａ－７Ｇに示されるように、強
磁性塗膜６５は、ワイヤ導体２２０の周りを周辺コーティングする。ワイヤ導体２２０が
高周波発振器によって励起されると、強磁性塗膜６５は、そのキュリー温度で提供される
絶対的な制限で、供給される電力に応じて誘導によって加熱する。強磁性塗膜６５の小さ
な厚さ及び強磁性塗膜６５の位置でのワイヤの高周波電気伝導の調整された効率性のため
に、強磁性塗膜６５は、電流がワイヤ導体２２０を通じて導かれるときに非常に迅速にす
なわちほんの一瞬）加熱し、電流が停止しているときに迅速に（すなわちほんの一瞬）冷
却する。
　図７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄ、７Ｅ、７Ｆ、７Ｇを参照すると、強磁性体被覆導体外科チ
ップ２１０ａ、２１０ｂ、２１０ｃ、２１０ｄ、２１０ｅ、２１０ｆ、２１０ｇが示され
る。これらの実施形態の各々において、ワイヤ導体２２０の一部分は、曲がっており、強
磁性塗膜６５が必要な加熱が発生する組織に唯一露出するように強磁性塗膜６５で塗布さ
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れる。図７および図７Ｂは、組織へのツールの向きに応じて、組織の切断や切除に使用で
きるループ形状である。図７Ａは、丸みを帯びた形状を示すが、図７Ｂは、直角な形状を
示す。図７Ｃは、組織の切開、切除、および止血の処理はわずかな接点を必要とするため
、非常に小さくされることができる加熱先端アプリケーション用の尖った形状を示す。図
７Ｄは、強磁性塗膜６５がツールの一方側だけに配置されたループの形状を有する非対称
ツールを示す。図７Ｅは、強磁性塗膜６５がフックの曲がった部分に配置されたフック形
状を示す。図７Ｆは、強磁性塗膜６５がフックの凹部分に配置されたフック形状を示す。
図７Ｇは、外科用メスとして同様の状況で使用される角度が付いた形状を示す。ワイヤ導
体２２０への強磁性塗膜６５のこれらの様々な形状の使用は、外科手術のチップが、作動
されるときに非常に正確に動作し、作動されないときに非外傷性になることを可能にする
。
　一代表的な実施形態では、導電体は、０．０１ミリメートル乃至１ミリメートル、好ま
しくは、０．１２５乃至０．５ミリメートルの直径を有する。導電体は、タングステン、
銅、他の金属や非金属導電性、または温度測定用熱電対を形成するために接合された二つ
の異種金属のような組み合わせであってもよい。また、導電体は、ガラスや高温プラスチ
ックなどの非金属製の棒、繊維または管の周囲に分散された銅などの導体の薄いコーティ
ングにすることができ、導電性材料は、強磁性材料の薄い層で塗布されることができる。
磁性膜は、導電性ワイヤの周りに閉磁路を形成する。薄い磁性膜は、約０．０１－５０％
、好ましくは、ワイヤの断面直径の約０．１％乃至２０％の厚さを有することができる。
ワイヤに対するコーティングの近接のために、小さい電流がコーティングの高い磁場を生
成することができ、かなり高い温度を生じる。この膜の透磁率は高く、しっかりと導電体
に結合されているので、電流の低いレベルは、かなり大きなヒステリシス損失につながる
。
　従って、キュリー点への迅速な誘導加熱を実現するために、低交流電流のレベルで高周
波数で動作させることが可能である。同じ最小限の熱質量は、電流の停止で組織及び／又
は導体に熱を急速に減衰することができる。低熱質量を有するツールは、摂氏約３７度か
ら摂氏６００度までの間、好ましくは摂氏約４０度から摂氏５００度までの間の治療範囲
にわたって温度調節のための迅速な手段を提供する。
【００４８】
　キュリー点は、温度キャップとして前述されているが、かわりに、予想される治療の必
要性を超えてキュリー点を持つ材料は選択されることができ、そして、温度は、キュリー
点以下に調節されることができる。
【００４９】
　いくつかの先端の形状が図７Ａ乃至図７Ｇに示されているが、強磁性体コーティン
グされた導体６０の複数の様々な形状が使用されることが予想される。
　図８を参照すると、引っ込められ他一のわな３５０の外皮切断図が示される。強磁性体
コーティングは、わなループ３５５を形成するために導体上に配置され、シース３６０内
に配置される。引っ込められたわなループ３５５は、シース３６０（あるいは、引っ込め
られたときにわなの幅を減少するように設計されたチューブ、リング又は他の形状を含む
たのアプリケーター）内に配置する。シース３６０は、その中空本体内でわなループ３５
５を圧縮する。それから、シース３６０は、標的組織が存在するキャビティの中に挿入さ
れる。ひとたびシース３６０が所望の場所に達すると、わなループ３５５は、シース３６
０の外側に延びることができ、図９Ａと同様に展開される。一実施形態では、導体３６５
は、わなループ３５５の拡張と収縮を引き起こすために押され又引っ張られる。
　図９Ａを参照すると、拡張した位置のわな３５０の側面図が示される。ひとたび拡張さ
れると、わなループ３５５は、いくつかの異なる方法で使用することができる。一実施形
態では、わなループ３５５は、標的組織がわなループ３５５内にあるように標的組織の周
りに実質的に配置される。強磁性塗膜は、上述したように誘導加熱されるために引き起こ
される。次に、わなループ３５５は、その後、標的組織を分離し、標的組織に隣接する組
織から削除されるようにシース３６０の中に引き込められる。適切な温度範囲や電源レベ
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ルが止血、増加組織の分離の有効性または他の任意の設定に選択されることができる。例
えば、一実施形態では、わなループ３５０は鼻腔のポリープ除去のために構成される。
【００５０】
　別の用途では、わなループ３５０は、組織破壊のために構成される。所望の空洞内にあ
ると、わなループ３５０は、わなループ３５０の一部分が標的組織に接触するように拡張
される。わなループ３５５は、その後、望ましい組織効果が発生するよう誘導加熱される
。
例えば、一実施形態では、シースは、心臓の近く又は心臓の中に配置され、わなループ３
５５は、心房の切除など、心臓の伝導の異常な領域の中断を発生させるために誘導加熱さ
れる。
【００５１】
　図９Ｂを参照すると、わな３５１の代替実施形態が示されている。アプリケーターは、
図９Ａのシースに代えてリング２６１にすることができる。シースと同様に、リング３６
１は細長い位置にループを強制するように使用することができる。様々なデバイスが使用
中に所定の位置にリングを保持するために使用されることができる。組織を分離する方法
は、その部分上に配置された強磁性塗膜を有する導体を選択すること；チューブ内に強磁
性塗膜を有する導体の一部を配置すること；キャビティ内に強磁性体コーティングを有す
る導体の一部を展開すること；及び、加熱された強磁性体コーティングが標的組織と接触
しながら強磁性体コーティングを加熱するように導体に振動電気信号を提供することの工
程が含まれる。
【００５２】
　オプションの工程は、強磁性体コーティングを実質的に標的組織の周りに配置すること
を更に備える工程を展開すること、導体の強磁性体コーティング部分をチューブの中に引
き込めること、標的組織で止血を引き起こすこと、導体の一部分がチューブ内に残存する
ように曲がった形状に導体を形成すること、及び、標的組織に曲がった形状の強磁性被覆
部分を接触すること、を含む。
　組織を除去する方法は、その上に配置された強磁性導体を有する少なくとも一つの部分
を有する導体を選択すること；及び、組織の少なくとも一部の周りに強磁性導体を配置し
、その組織と接触する強磁性導体を引っ張り、強磁性導体が組織を切断すること、の工程
を含む。
【００５３】
オプションの工程は、アレイの複数の強磁性導体を有する導体を使用すること、あるいは
、強磁性材料が組織と接触しながら導体を介して揺動電気信号を通過することを含む。図
１０Ａを参照すると、ループ形状及びコーティングの線形配列を有する切断チップの拡大
図が示される。上記実施形態は、導体上の連続的な強磁性体コーティングを開示している
が、別の実施形態では、単一の導体上のギャップによって区切られた一つ以上のコーティ
ングがある。これは、強磁性体の要素の並列配列と呼ばれる（強磁性体の要素の複数のア
レイの例は、図１８Ａ－１８Ｃで見られることができる）。
一実施形態では、ループ形状２７０ａは、ワイヤ導体２２０上のギャップによって区切ら
れた複数の強磁性体コーティング６５、６５’、６５”を有する。図１０Ｂに示す別の実
施形態では、代替的なフック形状２７０ｂ及び強磁性体コーティング６５、６５’の線形
アレイを有する切断チップがワイヤ導体２２０に示される。線形アレイは、所望の熱ジオ
メトリを構築する上で柔軟にできるという利点が含まれる。
導体２２０は、ニチノール（ニッケルチタン合金）のような形状記憶を有する合金で形成
される。ニチノール又は他の形状記憶合金の導体は、ある温度である形状に曲げられるこ
とができ、加熱されるとその元の形に戻すことができ、上述は、温度変化である。
したがって、医師は、低い温度で特定の用途のためにそれを変形でき、その元の形状に戻
すために導体を加熱するための強磁性体コーティングを使用することができる。例えば、
形状記憶合金の導体は、加熱されると形状を変化するわなを形成するために使用されるこ
とができる。同様に、曲がりくねった形状導体は、所定の温度で使用中の温度及びより高



(95) JP 2012-523923 A 2012.10.11

い温度での第２の形状を有するために、ニチノール又は他の形状記憶合金で作られること
ができる。別の例では、カテーテルまたは内視鏡からそれ自体を放出するために加熱する
と形状を変更し、冷却すると収縮できる導電体のためにする。
【００５４】
　別の実施形態では、強磁性体コーティングは、リニアアレイの間の個々のコーティング
が振動電気エネルギーをチューニングすることにより、多くの電力を受け取ることができ
るような方法で形成されることができる。チューニングは、特定の強磁性体コーティング
に対して電源によって実行されるマッチング周波数及び／または負荷を調整することによ
って達成されることができる。個々のコーティングの周波数応答は、個々のコーティング
の物理的特性を変化させることによって影響を受ける。これらの物理的特性は、組成、厚
さ、長さや他のコーティングへの近さが含まれる。各コーティングの物理的特性を変える
ことによって、個々のコーティングは、そのコーティングのための最適な周波数でより
多くの電力を消費する。他のコーティングは、同じ周波数で少ない電力を消費または全く
電力を消費しない。したがって、発電機による周波数の出力に応じて個々の要素に対処す
ることができる。
図１１を参照すると、引っ込められた位置におけるコーティングの線形配列を有するわな
のツール３７０の外皮切断図が示される。いくつかの実施形態では、いくつかの強磁性体
のコーティングは、引っ込められた位置に効果的に曲げるための弾力性に欠ける。したが
って、個々のコーティング要素３７５が、コーティング要素３７５が固定されたままで導
体３６５が屈曲されるようなギャップ３８０によって分離されることができる。
【００５５】
　同様に、わなツール３７０は、図１２に見られるように、拡張されることができる。コ
ーティング要素３７５間のギャップ３８０は、加熱の効果がコーティングの要素のような
ギャップ３８０に類似したものになるように調整される。従って、線形アレイを有するわ
なツール３７０は、図８及び図９の可撓性コーティングを有するわなと類似する。
　図１３を参照すると、強磁性体でコーティングされた領域における単層切断チップの断
面図が示される。強磁性コーティング６５は、ワイヤの導体２２０上に配置される。強磁
性塗膜６５は、いくつかの利点を提供する。第１に、強磁性塗膜６５は、加熱され液体に
浸漬したときクラックする傾向があるフェライトビーズ以上の熱的ストレスを受けられる
ときに壊れにくい。強磁性体コーティングされた導体６０が損傷することなく繰り返され
る液浸を残存するのが観察される。さらに、強磁性塗膜６５は、急速加熱と急速冷却の特
性を有する。これは、電力が小さな面積に集中しているように、磁場によって作動される
強磁性塗膜６５の少量の可能性がある。迅速な冷却は、加熱中にアクティブである熱質量
の少量の可能性がある。また、強磁性塗膜６５の組成は、デバイスに最大限の自己制限熱
シーリングの属性を提供する別のキュリー温度を達成するために変更されることができる
。
図１４Ａ、図１４Ｂ、図１５を参照すると、多層外科ツールチップが示される。線２２１
に沿った図１４Ａの断面は、ワイヤの導体２２０と２２０’及び磁性塗膜６５と６５’の
交互層を示す図１４Ｂを生じる。加熱能力は、迅速な加熱と冷却の利点を維持しながら、
ワイヤの導体２２０と２２０’の材料及び磁性塗膜６５と６５’の交互薄層を積層するこ
とによって増加される。図１５は、線３９０に沿って図１４Ａからの軸方向断面図を示す
。ワイヤの導体２２０と２２０’及び磁性塗膜６５と６５’の交互層が見られることがで
きる。
図１６を参照すると、平面を有する円筒状形状が示される。平面１８０は、導体６６の残
部の周りの厚いメッキに対して導体６６に強磁性塗膜の薄いメッキ１８２を引き起こすこ
とにより製造されることができる。この薄いメッキ１８２は、この平面１８０に選択的な
第一発症の加熱が発生する。誘導加熱は、透磁性塗膜内の磁束密度に比例する。一実施形
態では、非対称的薄いコーティングは、小さな断面の厚さを有しており、熱の形態で高い
ヒステリシスロスを生成する。従って、治療温度は、減少した磁束密度１９０でクーラー
の反対側に比べてより高い磁束密度１９２を有する平坦な表面１８０で低消費電力で達成
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することができる。利点は、その組織の界面での高速時間応答と分散された最適な加熱が
強化されることである。
図１７を参照すると、強磁性塗膜６５は、磁性塗膜６５の外側の温度上昇を集中させるよ
うに構成されることができ、比較的高い電力のアプリケーションで強磁性塗膜６５を冷却
するために必要な時間をさらに削減する。そのような構成の例が図１７に示され、図１７
において、電流の流れ２３０及び２３０’（矢印）によって生成されるフィールドは、両
方の導体を囲む強磁性塗膜６５内にある互いに関するキャンセル効果を有し、境界での強
磁性材料に比べ、ループ導体４４１のクーラー間に磁性材料を保持する。
図１８Ａ－１８Ｄを参照すると、いくつかの外科手術のチップ（先端）１９４の形状が例
示される。図１８Ａにおいて、薄膜磁性材料１９６でメッキされた単一の小さな直径の導
電性のワイヤを有する外科手術チップ１９４ａが示される。図１８Ｂにおいて、薄膜磁性
材料１９６’でメッキされた二つの小さな直径の導電性のワイヤを有する外科手術チップ
１９４ｂが示される。図１８Ｃにおいて、薄膜磁性材料１９６”でメッキされた三つの小
さな直径の導電性のワイヤを有する外科手術チップ１９４ｃが示される。従って、チップ
の形状は、薄膜磁性材料でメッキされた複数の小さな直径の導電性のワイヤからなること
が考えられる。このような設計は、強磁性体被覆導体の最小の質量に起因する動的な手術
環境に不可欠な一時的な熱応答性（急激な発症、急速なオフセット）を保持する。従って
、実用的な単一又は多数の熱的ツールとして二つ以上の離間したワイヤを有する平らな先
を構成することができる。さらに、チップ１９４ａ、１９４ｂ及び１９４ｃは、図１８Ａ
－図１８Ｃのチップ１９４のためのレセプタクル１９８を有する図１８Ｄに見られるよう
に交換可能である。ジェネレーターシステムは二つ以上の導体に一緒に供給される電力を
調整するように構成され、（他の図面で示された）ユーザコントロールは、その目的のた
めに提供されることができることを理解されるであろう。
強磁性塗膜６５は、直接的に組織に接触するように使用されることができ、あるいは、テ
フロン（ＰＴＦＥ）（登録商標）などの非粘着性コーティング又は類似の材料は、組織へ
の付着を防止するために強磁性塗膜及び導電体に適用されることができる。代替的に、強
磁性塗膜は、生体適合性及び／又は研磨を向上させるために、組織を引っ張るときに抗力
を減らすために、金などの他の材料で被覆されることができる。また、強磁性塗膜は、熱
伝達を向上させるために熱伝導性材料で被覆されることができる。実際には、単一のコー
ティングは、多数の望ましい特性を有するように選択されることができる。
【００５６】
　図１９乃至図２２を参照すると、強磁性体被覆導体は、主要な構造に取り付けられるこ
とができる。主要な構造は、強磁性体コーティングを有する導体に対してアタッチメント
面又は内部サイトを提供する。従って、導体上の強磁性体コーティングの利点は、主要な
構造及びそれに対応する材料の利点と組み合わされる。主要な構造は、材料強度、剛性、
熱伝導、熱伝熱への耐性、表面積、または追加機能を含むがこれらに限定されない様々な
理由に選択される。
【００５７】
　本明細書中で使用される、主要な構造は、強磁性体被覆導体が接続され、ツールの形状
を定義する構造を意味する。例えば、主要な構造は、外科用メス、鉗子の歯、ヘラの顔、
またはプローブの端にあるボールの形にすることができる。従って、導体形状は、主要な
構造上に配置され、主要な構造の穴を貫通し、及び／又は主要な構造に埋め込まれること
ができる。例えば、主要な構造は、外科用メスにすることができるが、導体の形状は、主
要構造の強磁性被覆線の蛇行形状にすることができる。
図１９Ａ、１９Ｂを参照すると、代替的誘導強磁性熱機能付きコールドカットメス２２３
が示される。コールドカットメス２２３は、切断縁部を有するとともに凝固用など必要な
ときに作動される二次的熱機能を有するブレードのアプリケーションによって切断するた
めに使用される。図１９Ａ及び図１９Ｂに示された実施形態では、これは、導体又は強磁
性塗膜６５の活性化なしに組織を切ることができる外科用メス型の主要な形状の側面に強
磁性被覆電線の導体２２０を配置することによって達成される。コールドカットメス２２
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３は、組織を切断するために古典的に使用されることができる。しかしながら、患者が出
血し始めた場合、コールドカットメス２２３のオペレータは、強磁性体被覆導体を作動し
、出血の組織にコールドカットメス２２３（及びそれに応じて強磁性体被覆導体）の側面
を配置することができる。熱効果は、組織が出血を密封し、止血させる。強磁性体被覆導
体の停止後、メスのオペレータは、その後、コールドカットメスの利点を有する切断に戻
る。
　そのようなコールドカットメス２２３の使用にいくつかの利点がある。二重使用のツー
ルは、それ以上の損傷や遅延のリスクを引き起こす、コールドカットメス２２３のオペレ
ータが一方のツールを取り外してそれを他方のツールに交換する必要がない。強磁性塗膜
６５のため、コールドカットメス２２３は、コールドカットメス２２３が標的領域で使用
され待ち時間を減少するように、強磁性塗膜６５の領域での迅速な熱応答の時間（ヒート
アップ時間及びクールダウン時間）を有する。コールドカットメス全体を加熱することが
望ましい場合、熱応答時間は、（図１９Ｂに見られるように）ブレードの中心部分２２２
を除去することによってさらに減少され、導体のパス間に又は導体のパスに隣接して生じ
るブレードの非連続部分を生じる。ブレードの中心部分２２２を除去することは、熱質量
とそれに応じた熱応答時間をさらに減少できる。
　図１９Ｂに関連した一実施形態では、強磁性体塗膜は、主要な構造の残存部分が低い温
度で残存しながら先端だけを加熱させる。この強磁性体塗膜に近接した主要な構造の一部
分への加熱の制限は、高い精度及び小さいスペースの有用性を提供する。同様に、強磁性
被覆電線の導体２２０は、表面の加熱のカバレッジを向上させるためにコールドカットメ
ス２２３の表面にわたってジグザグ又は蛇行パターンなどのパターンを形成する。
【００５８】
　また、外科用メスは、強磁性体被覆ワイヤ導線２２０の熱効果によって増強される。一
実施形態では、外科用メスは、それぞれの部分にアドレス可能なさまざまな温度範囲で、
複数の部分を有する。例えば、外科用メスブレードへのエネルギーは、切断に使用するこ
とができるが、ブレードの両側へのエネルギーは、組織の壁を凝固するために使用される
。別の実施形態では、強磁性体被覆ワイヤ導線２２０は、より困難な組織を移動する際に
追加の切削能力を提供するために作動されることができる。別の実施形態では、強磁性体
被覆ワイヤ導線は、外科用メスのブレードと関連してより滑らかな切削プロセスを提供す
るために作動されることができる。ユーザコントロールは、所望の温度または組織の効果
と相関することができる電源によって供給される電力設定を選択するために使用される。
【００５９】
　電源はさまざまな方法で個々の塗料とその関連の導体に向けられる。一実施形態では、
導体は、個々の電力線を有するが、共通のアースを共有する。別の実施形態において、導
体は、個々の電源とアース線を有する。別の実施形態は、個々のコーティングに対処する
ために周波数変調を使用する。あるデジタル実施形態は、３本の導線を使用する。１本の
導体は、コーティングが電力を受けるかについての通信に使用され、他の２本は、電力及
びアースの信号である。代替となるデジタル回路は通信回路を削除し、代わりに、回路が
識別でき、正しい回路に電力を導くように前駆体の識別信号を送信する。実際に、これら
の技術は、相互に排他的ではないが、互いに組み合わされて使用されることができる。例
えば、回路の組み合わせは、いくつかの回路が他の回路よりも少ない電力を必要とする場
合に有利である。
【００６０】
　図２０Ａを参照すると、ヘラ状の形状を有する熱外科ツールが示される。ヘラ２２４は
、図示のようなへら形状の周辺をならうワイヤ導体２２０上の強磁性塗膜６５を有する。
代替的な実施形態では、ワイヤ導体２２０の強磁性体塗膜部分は、その表面がワイヤ導体
２２０の強磁性体塗膜部分によってより均一に覆われるように形状の表面にわたってパタ
ーンを形成することができる。
【００６１】
　ヘラの形状は、さまざまな組織への影響や処理に対して有効である。一実施形態では、
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へらは、手術中の止血や組織の溶接に使用される。切開が行われた後、必要に応じて、ヘ
ラは、止血又は平らな組織の溶接を実現するために切開された組織に適用されることがで
きる。別の実施形態では、ヘラは組織の中に押され、熱エネルギーは、組織の除去に使用
される。
【００６２】
　図２０Ｂを参照すると、ヘラ状の形状を有する熱外科ツールが鉗子形態で示される。ヘ
ラ鉗子２２５は、各ヘラが別個の電源制御を有するあるいは鉗子が共通の電源を有するよ
うな組み合わせで使用される。他の実施形態では、鉗子もまた、鉗子の一つのヘラで加熱
されるだけにすることができる。そのようなツールは、血流を止めるために血管をクラン
プし、熱で止血と血管の切断を引き起こすために使用されることができる。
　図２０Ｃ及び図２０Ｄを参照すると、図２０Ａの側面図が二つの異なる実施形態で示さ
れる。強磁性体塗膜及びワイヤ導体は、いくつかの方法で主要な構造に取り付けられる。
図２０Ｃで示された一実施形態では、強磁性塗膜６５及び導体は、主要な構造の表面に取
り付けられる。代替的に、図２０Ｄでは、強磁性塗膜６５及び導体は、主要な構造内に埋
め込まれることができる。所望の効果に応じて、図２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ、２０Ｄに示
されたツールは、強磁性塗膜６５が配置されたツールの側面が組織と接触することができ
るあるいは反対の面が組織に適用されることができるような方法で組織に適用されること
ができる。
【００６３】
　図２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃを参照すると、ボール状の形状を有する熱外科ツールが示さ
れる。一実施形態では、水平方向に巻き付けられたボール２２６又は垂直方向に巻き付け
られたボール２３１は、図２１Ａ及び図２１Ｃで見られるように、強磁性塗膜６５を有す
るワイヤ導体２２０で内部的又は外部的に巻き付けられる。図２１Ｂに示された別の実施
形態では、ボール構造２２７は、馬蹄形のような別の形状で準備された強磁性塗膜を有す
るワイヤ導体２２０を含む。上記実施形態では、ボール形状の加熱要素が形成され、組織
の大きな表面領域にわたって凝固させるあるいは治療効果を提供するために使用されるこ
とができる。また、全ての方向でないがほとんどの方向に熱エネルギーを放射するので、
ボールは、組織の切除の効果がある。
【００６４】
　図２２Ａを参照すると、尖った形状を有する熱外科ツールが示される。尖った形状のツ
ール２２８は、図示のように尖ったツール形状の周辺をならうワイヤ導体２２０上の強磁
性塗膜６５を有する。代替的な実施形態では、ワイヤ導体２２０の強磁性体塗膜部分は、
尖った表面がワイヤ導体２２０の強磁性体塗膜部分によってより均一に覆われるように形
状の尖った表面にわたってパターンを形成することができる。尖ったツール２２８は、組
織の層を貫通する切開を行うのに特に有効であり、腹腔鏡手術のためのトロカール挿入部
位の周辺組織の凝固などを切断しながら凝固するための手段を提供する。
図２２Ｂを参照すると、尖った形状を有する熱外科ツールが鉗子形態で示される。尖った
鉗子２２９は、各尖った形状が別個の電源制御を有するあるいは鉗子が共通の電源を有す
るような組み合わせで使用される。そのようなツールは、小血管の結紮で止血及び切断を
達成するように構成されることができる。
【００６５】
　いくつかの主要な構造は、単数形態で示されるが、主要な構造は組み合わせて使用され
ることができる。これは、鉗子のアプリケーションを含む、二つ以上の同じ主要な構造又
は異なる主要な構造を含むことができる。各主要構造は、一般的に電源に対して制御され
るあるいは各主要構造に対して別個の電源の制御を有する。さらに、固体の主要な構造は
、主要な構造の部分が熱質量とそれに応じた熱応答時間を減少するために除去されるよう
に上記示された外科用メスと同様なものに変えられることができる。
【００６６】
　いくつかの主要な構造が対称構造を有することが示されているが、主要な構造は、主要
な構造の一部分だけが作動されるような非対称又は指向的な構造を有することができる。
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これは、作動される所望の主要な構造の領域に存在する導体ワイヤの部分だけに強磁性塗
膜を配置することによって達成されることができる。例えば、強磁性体コーティングされ
た導体が対称的にヘラ構造に配置されていない場合に、ヘラ構造が、ある領域で作動され
るように構成されることができる。これは、表面などの構造の所望の作動部分に、ジグザ
グ又は蛇行パターンなどのパターンを提供することによって向上させることができる。
【００６７】
　別の実施形態では、主要な構造の一部分が作動されることができる。主要な構造の様々
な部分に取り付けられた強磁性塗膜６５を有する多数の導体を使用することによって、主
要な構造の一部分が選択的に作動される。例えば、外科用メス２３２は、図２２Ｃに示さ
れるように、チップ（先端）部分２３４と面部分２３６とに分割される。外科用メスのオ
ペレータは、チップ部分だけあるいは外科用メスの形状と関連したチップ部分を、所望の
表面領域に依存して、作動させるか否かを選択できる。同様に、鉗子のアプリケーション
では、鉗子は、内側部分と外側部分に分割されることができる。鉗子のオペレータが、ポ
リープなどの鉗子によって囲まれるものを除去することを望む場合、内部部分は作動され
るが外部部分は作動されないままである。空隙の両面が密閉される必要がある場合は、鉗
子の外側の表面は作動される。
　主要な構造の様々な部分に取り付けられた強磁性塗膜６５を有する多数の導体及び別個
に制御された電源を使用することによって、主要な構造の様々な部分が様々な使用又は効
果に対して同時に作動されることができる。例えば、主要な構造の縁部分は切断のために
作動されるがブレード部分は止血のために作動されることができる。
【００６８】
　従って、組織を治療する方法は、その上に配置された、一部分に配置された強磁性塗膜
を有する導体を有する主要な構造を選択すること；組織と接触して強磁性塗膜を配置する
こと；及び強磁性塗膜を加熱して組織を治療するように導体に振動電気信号を提供するこ
との工程を含む。
　上記方法の任意の工程は、外科用メス、ヘラ、ボール及び尖った形状の群から選択され
た主要な構造を選択することを含む。組織の治療は、止血、除去又は血管内皮溶接を生じ
る切開を含む。
【００６９】
　組織破壊のための方法は、その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導体を選択する
こと；及び、強磁性塗膜を加熱して組織を破壊するように導体に振動電気信号を提供する
ことの工程を含む。
【００７０】
　上記方法の任意の工程は、組織を監視し、所望の組織の破壊が生じたとき又は望ましく
ない組織の影響が防止されるときに、導体に振動電気信号の供給を中止することを含む。
外科手術器具を形成するための方法は、主要な構造を選択すること；強磁性材料で導体を
コーティングすること；及び、主要な構造に導体を配置することの工程を含む。
【００７１】
　上記方法の任意の工程は、振動電気エネルギーを受けるために構成された導体に電気的
接続を提供することを含む。
　図２３Ａを参照すると、カテーテルの先端の周りに配置された強磁性材料で少なくとも
部分的に被覆された導体２２０を有するカテーテル２７０が示される。所望の治療効果に
応じて、強磁性塗膜６５のコイルの位置は、代わりにカテーテルの内側にあり、または、
カテーテルの中央チャンネル２６０の円周と近似する円周を有する強磁性体コーティング
された導体の単一のループがカテーテルチップの端部に配置されることができる。
　図２３Ｂには、別の強磁性体コーティングされたカテーテル２７０が示される。いく
つかの実施形態では導体がワイヤ、コイル、または環状の構造であるが、また、強磁性体
コーティングされたカテーテル２７０も形成されることができ、強磁性塗膜６５を有する
代替的な導体２５０として役立つ。この実施形態では、カテーテルは、絶縁体によって分
離された二つの同軸導体で構成されることができる。カテーテル２７０の遠位先端で、連
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続的な電気経路が同軸導体によって形成されるように導電性コーティングは適用されるこ
とができる。強磁性体コーティングは、図２３Ｂに示されるように、同軸導体を接続する
環状表面で、カテーテルの遠位先端近くあるいはカテーテルの端部で外径の表面を中心に
分散されることができる。これは、強磁性体コーティングされたカテーテル２７０が灌漑
、吸引、検知などの他の機能を実行することを可能にする、あるいは、開口及び低侵襲の
外科手術処置と共に多くの介在で共通であるように、中央チャンネル２６０を通じて光フ
ァイバを介したアクセスを見ることができることを可能にする。さらに、カテーテルの中
央内腔は、これに限定されないがインピーダンスとＰＨを含む他の検知物理療法へのアク
セスを提供するために使用されることができる。
【００７２】
　カテーテル２７０又は内視鏡は、二極性電極及び／又は熱的要素の双方が提供されるこ
とができる。従って、そのようなカテーテル又は内視鏡の利点は、本明細書に記載された
マルチモード外科手術ツールと組み合わされることができる。
　図２４を参照すると、強磁性体コーティングされた導体の外科手術ツールカテーテルチ
ップ２８８の代替的実施形態の側面図が示される。一実施形態では、導体は、中央チャン
ネルを有する本体部を形成する基体２８５に配置された強磁性体コーティングされた導体
からなる。強磁性体塗膜は、導体２８９の上面のメッキされた強磁性体塗膜２７５からな
る。メッキは、熱的効果が外部に導かれるように基体２８５の外側に配置されることがで
きる。これは、カテーテルチップ（先端）が組織の壁に熱的組織の効果を適用することを
可能にする。
　別の実施形態では、基体の内部は、熱的効果が内部に導かれるように導体２８９及び強
磁性体塗膜２７５を含むことができる。内部コーティングは、卵管のシーリング及び骨接
合術のアプリケーションなどの所望の領域に溶融性固体の供給を可能にする。
　代替的に、強磁性体塗膜２７５は、熱的影響がチップの前方に導かれるように中央チャ
ンネル２６０への入口を囲む。熱エネルギーが中央チャンネル２６０の入口に向けられる
ことは、組織サンプルを取ること、あるいは、ポリープなどの材料の除去を助ける。
　メッキは、複数の方法によって達成される。基体２８５は、成型され、鋳造され、ある
いは、高温の熱可塑性、ガラス、または他の適切な基板材料を含む様々な材料から形成さ
れる。実際のメッキは、電気メッキ、無電解メッキ、蒸着、またはエッチング、またはそ
れらの組み合わせによって達成される。このように、メッキプロセスによって、カテーテ
ルチップ２８８は、連続的なパスを有する導体２８０の強磁性体コーティングで形成され
る。
【００７３】
　また、カテーテルは、多数のチャンネルを有することができる。一つのチャンネルは、
強磁性体被覆導体のための配置チャンネルにすることができる。他のチャンネルは、一つ
以上のセンサやソースあるいは温度センサ、照明光源及び内視鏡などの独自の各センサ又
はソースに使用されることができる。他のチャンネルは、骨接合術や卵管のシールなどの
治療に関連したものを含む物質の供給、洗浄又は吸引を含む。実際には、強磁性体コーテ
ィングは、物質の融解に役立ち、そのコーティングは、一般にカテーテルよりも一つ以上
の特定のチャンネルで案内される。
　図２５を参照すると、発行光源２６６近傍のロッドレンズタイプ又は組織繊維束のタイ
プの表示チャネル２６２を有する内視鏡２４０が示される。ループの凝固／カッター２６
４が示され、強磁性塗膜６５からなる。そのような適応は、腸のポリープ除去などのわな
アプリケーションであるいは様々な腹腔鏡処置の密閉又は切断アプリケーションで考えら
れる。他の検出モダリティは、近接場の腫瘍細胞の検出または赤外線熱のモニタリングを
含む。説明された内視鏡２４０と同様のツール構成は、カテーテルの管腔を通して組織を
ターゲットに供給されることができるツールで実施されることができる。
　一実施形態では、腫瘍細胞は、紫外線にさらされると蛍光を発する物質でタグ付けされ
ることが原因である。内視鏡２４０は、光源２６６と、検出された蛍光を戻すチャンネル
内のセンサ又は光学部品とを含む。内視鏡２４０の強磁性塗膜６５の部分は、破壊のため
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のタグ付けされた組織に向けられる。
　他の実施形態では、材料は、固化状態での標的組織または骨の周囲に堆積される。ひと
たび供給されると、材料は、上述の内視鏡２４０による作動によってサイトで構造に溶融
される。この材料の使用の例は、卵管のシーリングと骨接合を含む。さらに、そのような
材料は、同じ又は類似の内視鏡２４０で溶解して除去され、内視鏡２４０の中央内腔を通
じて吸引されることができる。さらに別のアプリケーションでは、材料が液体形態で供給
されることができ、内視鏡２４０により誘導された熱加熱処理により硬化される。
　代替的に、導体は、繊維の束の一部にすることができる。繊維は、カテーテル内に含ま
れ、そうでなければ互いに結束される。導体は、強磁性塗膜を有するが、他の繊維は、視
覚的な観察、検出、誤嚥、または灌漑を含む他の目的を有する。
【００７４】
　組織除去の方法は、強磁性体で覆われた導体を有するカテーテルを選択すること；強磁
性体で覆われた導体を除去される組織に接触させること；及び、強磁性体で覆われた導体
に電力を供給することの工程を含む。
【００７５】
　任意の工程は、内視鏡の支援を通じて組織にカテーテルを誘導すること；カテーテル上
に配置された強磁性体コーティングされた導体を選択すること；カテーテル内に含まれる
強磁性体コーティングされた導体を選択すること；カテーテルから強磁性体コーティング
された導体を展開させること；あるいは強磁性体コーティングされた導体を除去される組
織に接触させることを含む。
【００７６】
　体内に物質を供給する方法は、強磁性体で覆われた導体を有するカテーテルを選択する
こと；カテーテルに物質を配置すること；体内にカテーテルを挿入すること；及び、電力
を強磁性体コーティングされた導体に送らせることの工程を含む。
【００７７】
　任意の工程は、骨接合のための物質を選択すること；卵管のシーリングのための物質を
選択すること；あるいは、カテーテルで物質を溶融することを含む。
　組織を治療する方法は、強磁性体で覆われた導体を有するカテーテルを選択すること；
組織と接触してカテーテルを配置すること；及び、電力設定を選択することの工程を含む
。温度範囲は、温度範囲や所望の組織の影響に対応することができる。望ましい組織効果
は、血管内皮溶接、止血、焼灼、シーリング、切開、切除、または蒸発の群から選択され
る。実際には、電源の設定は、所望の組織の影響に対応することができる。
　図２６を参照すると、組織除去ツール２９０が示される。組織除去の一般的なアプリケ
ーションでは、アーム又は歯２９５は望ましくない組織に挿入される。一つ以上の先端３
００は、組織の温度が所望の時間の間所望のレベルまで引き上げられるように作動される
ことができる。その作動が所望の時間の間温度を保持することに成功した後、あるいは望
ましくない効果が気づかされた後、一つ以上の先端３００は、不作動されて組織から取り
除かれる。
　一実施形態では、導体２２０は、強磁性塗膜６５を含む先端３００をもつ一つ以上のア
ーム又は歯２９５に含まれる。先端３００は、組織の中に挿入され、組織の破壊が生じる
又は一つ以上の望ましくない組織の影響が生じるまで温度は制御される。組織の影響は歯
２９５のセンサを通じてあるいは外部的に監視されることができる。
　センサは、多数の方法で配置されることができる。一実施形態では、センサは、強磁性
体で覆われた先端３００から離れて歯に配置される。他の実施形態では、ある先端３００
は、強磁性体コーティングを有し、代替的な先端３００は、コーティングを有さないが内
部にセンサが収容される。センサは、組織の影響を監視し、又は、観察されるあるいは処
理される信号を戻す。これは、温度センサ、カメラ及びリモートイメージングなどのセン
サを含む。他の実施形態では、温度は、外部のイメージングを通して監視されることがで
きる。
【００７８】
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　このようにセンサは、フィードバックループの一部を形成する。一つ以上の組織の影響
を監視することにより、除去ツールは、電力設定を自己調整することができる。この自己
調整システムは、システムがキュリー点以下で動作し、所望の組織の効果および／または
温度範囲を維持するのを許容する。
【００７９】
　複数の先端３００が使用されている場合には、強磁性体コーティング６５を有する先端
３００は、温度分布が所望の領域に集中するように個々に制御されることができる。また
、これは、主要な歯が熱機能を実行するために使用されながら、第２の歯が組織の効果を
監視するのを許容する。
【００８０】
　電源は、個別に各歯に向けられる。一実施形態では、電源は、温度に対して各歯を監視
する。組織が破壊されると、組織の水分含量が低下する。水分含量が低下すると、組織は
、同じ熱エネルギー量を必要としない。従って、組織が破壊されると、電源は、温度を監
視し、温度スパイク又は温度変化の兆候を示す先端３００に少ない電力を送る又は電力を
送らない。
【００８１】
　図解は、図２６において多数先端組織除去ツールで示されるが、単一の組織除去ツール
が図７Ｃと似た構成で作られることができる。
　組織の使用の利点に加えて、外科手術ツールもまたセルフクリーニングすることができ
る。一実施形態では、空気で作動されると、ツールは、組織の破片を炭化または気化させ
るのに十分な温度を達成することができる。
【００８２】
　上記実施形態は、本発明の原理にしたがって、誘導加熱のモダリティでのみ動作する強
磁性体導体を開示しているが、熱外科手術システムは、マルチモード外科手術器具を形成
するために他の技術と組み合わせることができる。マルチモード外科手術器具は、それ自
体で両方のモダリティのいくつかの本質的な欠点を潜在的に減少しながら、複数のエネル
ギーのモダリティの優位性を活用することができる（いくつかの例が説明されているが、
マルチモード外科手術的モダリティは、上述の実施形態の事実上すべてを変更することに
よって達成できることが理解されるであろう）。
【００８３】
本明細書で使用する場合、多重化は、単一のチャネルを介して2つ以上の信号を通信する
ことを意味する。多くの場合、チャネルは、ワイヤまたはケーブルにすることができ、信
号は、単一のチャネル上で、独立的に又は同時に課せられる。
異なるモダリティが組み合わされることができる。熱モダリティは、熱エネルギーを生成
すると共に、これらに限定されないが、誘導加熱、導電性加熱および抵抗加熱の装置を含
む熱エレメントから形成されることができる。電気外科モダリティは、標的組織に電気エ
ネルギーを伝達すると共に、これらに限定しないが単極及び双極のモダリティを含む電気
外科要素から形成されることができる。機械的モダリティは、（超音波エネルギーとして
知られる）圧力波の形態の機械的エネルギーを標的組織の中に伝送すると共に、これに限
定しないが、超音波の組織破壊を含む超音波要素から形成されることができる。これらの
モダリティは、組み合わせでさまざまな利点を有することができる。
誘導加熱は、磁気的又は電気的な力に対する物質の抵抗の結果である。誘導加熱は、上述
のように強磁性効果としてのそのような効果あるいは物質が電界の変化に耐えうる強誘電
体効果を含む。
　本明細書で使用する場合、“導電性加熱”または“導電性加熱要素”は、一つ以上の介
在要素を介して熱源から最終目的地までの熱エネルギーの移動を参照する。例えば、外科
手術ツールは、熱エネルギーを、ワイヤなどの介在要素を介して強磁性体誘導加熱器など
の熱源から外科手術先端、最終目的地まで伝達させるために加熱伝達を使用することがで
きる。導電性加熱のプロセスは、上述のヒートシンクに似ており、熱伝達だけが、他の媒
体よりはむしろ組織に向けられる。また、図４Ａに対するヒートシンクの説明を参照くだ
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さい。
　また、抵抗加熱は、熱モダリティとして使用されることができる。抵抗加熱要素は、電
流の通過に抵抗することができ、従って、熱エネルギーの形態の電力を散逸する。
【００８４】
　単極の外科手術モダリティでは、外科医は、身体を通して電流を通過するために単一の
電極を使用することができる。多くの場合、第２の電極は、回路を完了するために背中、
脚部又は手術台に取り付けられる。しかしながら、いくつかの単極デバイスは、変位電流
によってリターンパスとして機能する本体の自己キャパシタンスのために低消費高周波電
流を有するリターン電極なしで動作する。
【００８５】
　両極の外科手術モダリティでは、電流は、多数の電極を介して患者に適用される。一実
施形態では、電流は、鉗子の対向する歯の電極を介して適用される。従って、鉗子間の組
織は、加熱される。
【００８６】
超音波組織破壊のモダリティでは、超音波振動は、力学的エネルギーの伝達を通して領域
の組織を切開、破壊または切除するために使用される。一実施形態では、ハンドピースは
、組織に機械的に超音波振動を伝達する振動要素又は構造を含む。これらのモダリティは
、単にモダリティとして使用されるときに長所と短所を有することがあると考えられてい
る。しかしながら、複数のモダリティを一緒に使用されている場合、いくつかの欠点が減
少し、潜在的な利点が得られるかもしれない。
【００８７】
　図２７を参照すると、単極及び熱モダリティを有するマルチモード外科手術ツール５０
０が示される。マルチモード外科手術ツール５００は、ハンドピース５０５、二次電極５
１０及び電源５１５を含む。電源５１５は、外科手術先端の熱及び単極モダリティを有効
にするためにハンドピースに二つの信号を提供する。そして、単極モダリティは、二次電
極に組織（一般的に患者の体）を介して電流を通過させる。
　多重化の実施形態では、単極性の信号は、フィルタ５３１によるリターンパスとしてケ
ーブル５３０を使用するのを防止する。フィルタは、単極性の信号がケーブル５３０に沿
って戻るのを防止するが、熱信号がケーブル５３０に沿って戻るのを許容する。フィルタ
５３１は、電源５３０とハンドピース５３０との間に示されているが、電源内、ハンドピ
ース内又は強磁性体コーティング後のリターンパス上を含む信号経路に沿った他の場所に
一体にすることができる。
【００８８】
　信号は多くの異なる方法で多重化することができる。信号は、アンプの前に多重化され
た、アンプの後に多重化された、又は、ハンドピースで多重化された特殊な信号発生器に
よって生成されることができる。
【００８９】
　ハンドピース５０５は、ハンドル５２０及び外科手術先端５２５を含む。いくつかの実
施形態では、ハンドピース５０５と電源５１５との間にケーブル５３０の接続がある。ハ
ンドピースはまた、ボタン５３５などの外科手術先端を操作するためのコントロールを含
む。
　外科手術先端は、いくつかの異なる方法で構成することができる。ある外科手術先端は
、多重化信号を受け入れることができる。他の外科手術先端は、別々の信号経路及び構造
を必要とする。従って、外科手術ツールは、単極電極などの電気外科手術電極及び別個の
構造としての熱要素を有する。これらの構造は、完全に別個である、隣接している、又は
重なっている。
　多重化の実施形態では、外科手術先端は、導電体上の単一の強磁性体コーティングで構
成される。強磁性体コーティングは、単極のモダリティと誘導加熱のモダリティに対応
する２つの波形を受け取る。単極の波形は、強磁性体コーティングを通じて患者に透過す
るが、誘導加熱の波形（または信号）は、強磁性体コーティングで熱エネルギーに変換さ
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れる。フィルタは、単極電気信号のリターン経路をブロックするので組織への単極信号の
伝達を保証する。単極性の信号は、２００ｋＨｚから２ＭＨｚの間にすることができる。
好ましくは、単極信号は、３５０ｋＨｚと８００ｋＨｚの間にすることができる。誘導加
熱の波形は、例えば、５ＭＨｚから２４ＧＨｚまでの間、好ましくは４０ＭＨｚから９２
８ＭＨｚまでの間にすることができる。
一実施形態では、単極性の信号は３５０ｋＨｚから８００ｋＨｚまでの間である。誘導加
熱の波形は、４０．６８ＭＨｚのＩＳＭバンド域にある。波形は、電源５１５によって多
重化され、そして、ハンドピース５２０までケーブル５３０に沿って送信される（代替的
に、電源装置や他の多重化の方法の後に信号を伝送する２本のワイヤを接合するなどの、
波形を多重化する他の方法が使用されることができる）。
ハンドピース５２０は、導体上の強磁性塗膜で構成される外科手術先端５２５にケーブル
５３０を接続する。強磁性体コーティングは、４０．６８ＭＨｚの信号を熱エネルギーに
変換し、組織を通じて最終的に第２の電極５１０に３５０ｋＨｚ乃至８００ｋＨｚの単極
信号を送信する。
【００９０】
　単極のモダリティは、切断の利点を維持し、誘導加熱のモダリティは、止血を生成し、
組織を介して外科的先端を引っ張るために必要な力を軽減する。従って、使用中のときに
、外科医は、切断に適したＲＦ波形を使用し、シーリング又は止血のために塗布部分の熱
接触を使用する。従って、ＲＦ凝固や高周波療法の波形や混合波形に関連付けられている
深部組織への影響は、ＲＦ切断の利点を維持しながら、最小限に抑えられることができる
。また、組み合わされた装置は、強磁性誘導加熱と電気切断の両方を最適化するために別
々のＲＦ周波数または電流経路で構成される。
別々の信号経路の実施形態では、外科手術的先端５２５は、熱構造上に配置されたモノポ
ーラ電極で構成される。強磁性体被覆導体などの熱構造からの熱は、電極を通じて組織に
伝達される。いくつかの実施形態では、熱構造は、電気的絶縁性の熱伝導性のコーティン
グによって単極電極から分離される。電極及び熱構造は、正しい信号がそれぞれに送られ
るように個々の電気的接続を有する。
【００９１】
　また、電極は、熱構造の隣に配置することができる。一実施形態では、単極電極は、電
極が最初に組織と接し、それによって組織を切断又は切除するように配置される。後端の
熱構造は、新たに切断又は切除する組織と接触し、熱止血を適用する。従って、モダリテ
ィは、医師によって望まれた外科手術機器の構成及び効果に依存して同じ組織又は互いに
密接するもので、完全に独立して同時に使用されることができることが明らかであろう。
【００９２】
　上記実施形態は、切断のための単極モダリティ及び止血のための熱モダリティを使用す
るマルチモード外科手術ツール５００を述べるが、どちらかのモダリティは、同じである
か異なるか他の組織への影響に適応できることを認識すべきである。例えば、一実施形態
では、単極電極及び熱要素は同時にアクティブになる。単極電極の波形及び熱要素の波形
は、両方とも切開に最適化される。これは、簡単でより効果的に組織を切開することがで
きる。他の実施形態では、熱的構造は、切開のために使用されることができ、単極電極は
、止血のために使用されることができる。
　単極のマルチモードデバイスは、連携して又は別個にどちらかのモダリティの機能を使
用することができる。実際には、発振器は、個別に調整される。一実施形態では、単極性
のモダリティ及び熱モダリティは、様々な時間でアクティブ化される。単極性のモダリテ
ィは、組織を切開するためにアクティブ化される。止血が必要な場合は、熱部分は要求に
応じて起動されことができ、外科医によって必要とされるまで起動されない。
【００９３】
　電源５１５は、個別に又は連携してモダリティを制御する。例えば、ボタン５３を押す
と、両方のモダリティを連携して活性化する。あるいは、ボタン５３５は、一つ又は両方
のモダリティを活性化するために構成される。しかしながら、電源は、個別に調整可能な
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別個の制御部５４０を介して各モダリティへの電力供給を制御することができる。
【００９４】
　マルチモード外科手術ツールは、カテーテルに配置されることができる。カテーテルは
、感知、視的フィードバック、灌漑、吸引、または物質の供給などの多くの機能を可能と
する。実際には、カテーテルは、所望の用途に応じて可撓性又は剛性にすることができる
。
【００９５】
　熱的に調整可能なマルチモード外科手術ツールを使用するプロセスは、組織に熱の影響
を作成するために強磁性材料で被覆された導体の一部分を有する導体に沿って配置された
第１のロードで実質的に最大電流及び最小電圧を有するおおよその定在波を形成する第１
の発振の電気信号を発生させること；及び、組織に熱の影響を作成するために導体に沿っ
て第２の発振の電気信号を発生させることの工程を含む。
【００９６】
　プロセスは、組織の止血を作成すること；組織を切断すること；第１発振電気信号及び
単一の導体の第２発振電気信号を発生すること；又は、重複する時に第１発振電気信号及
び第２発振電気信号を発生することの任意の工程を含む。実際には、導体は、単極の電極
を備えることができる。
【００９７】
　組織を切開し、密封する方法は、その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導体と電
極を有する外科手術ツールを選択すること；組織と接触させて電極を配置すること；強磁
性体コーティングを組織と接触させて配置すること；組織を切開するように電極に振動電
気信号を供給すること；及び、強磁性体コーティングを加熱すると共に組織を密閉するよ
うに導体に振動電気信号を供給することの工程を含むことができる。
　その方法は、止血を提供するために強磁性体コーティングを加熱すること及び単極電極
を選択することの任意の工程を含む。
【００９８】
　図２８Ａ、２８Ｂ、２８Ｃを参照すると、病変又は除去プローブ４２０が示される。病
変プローブは、病変内に配置され、特定の時間に特定された温度まで加熱されることがで
きる。一般的に、望むことは、他の組織を最小限に影響させながら病変を殺すまたは除去
することである。このプロセス中に、熱の進行は、不測の不規則性が患者の組織をさらに
損傷するよりはむしろ処置を中断させるように監視される。この進行は、熱の形状または
シェーピング効果として知られている。強磁性体コーティングは、それ自体、生体適合性
であり、あるいはそうでない場合は、生体適合性材料又は非固定性材料などの第２のコー
ティングで覆われた少なくとも一部分を有することができる。一実施形態では、強磁性体
誘導先端４２２は、金のコーティングによって覆われることができる（時にはキャップと
呼ばれる）。金の先端コーティングは、生体適合性で、非常に熱伝導性があり、従って、
よりゆっくりとした時間的加熱及びシェーピング効果のため実用的である。金が使用され
るが、銀などの他の生体適合性材料が同様に使用することができる。導電性コーティング
は、単極電極を覆う場合に、単極エネルギーの伝達を補助するのに役立つ。
【００９９】
　プローブ４２０は、一つ以上のモダリティの使用によって動作する。一実施形態では、
電極は、組織の中への挿入のために切開するのに最適化され、熱要素は、組織切除のため
に最適化される。電極及び熱要素の双方は、先端４２２に又は先端４２２の近くに含まれ
る。従って、電気外科手術要素は、所望の組織の中への機器の挿入を許容し、熱部分は、
切除のために使用される。同様に、ツールもまたＲＦ組織切除及び熱切開のために構成さ
れる。
　プローブ４２０を使用する方法の一実施形態では、プローブ４２０は、機能経路を選択
的に障害するために組織の中に定位的に案内される。一般的な例は、運動障害、疼痛、お
よびうつ病の治療に機能的定位的脳障害を含む。一般的に利用される単一のモダリティの
単極及び単一のモダリティの双極のプローブの構成と比較した利点は、病変の形状が
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　組織でシェーピング効果を調整するために臨床医により良い能力を与える、熱伝導特性
および／または電気的インピーダンス特性によって制御されることである。代替的に、組
織の意図された漸進的な熱破壊のための切除は、通常より高い温度を採用する同様の設計
で達成されることができる。そのような実施形態は、様々な臓器における腫瘍転移の治療
に容易に適応される。複数のモダリティのもう一つの利点は、単一のモダリティの少ない
最適なターゲットを選択するのではなく、電気と熱の影響が重なる組織をターゲットとす
る能力を与えることである。
　図２８Ａに示されるように、病変又は除去プローブ４２０は、組織、例えば肝臓４２６
などの臓器の転移４２４に配置されることができる。一度、肝臓などで、一つ又は両方の
モダリティは、所望の時間所望の温度まで転移４２４を加熱させることができる。熱モダ
リティは、先端４２２を加熱させる。温度の包絡線の形状は、温度検知器又は超音波など
の外部的な手段によって調査される。同様に、電気的なモダリティの電気的効果は、イン
ピーダンスの測定など同様に測定することができる。経過時間の後、プローブ４２０は、
病変から取り除かれる。従って、腫瘍の望ましくない組織が周囲の組織に害を最小限に抑
えながら、殺される。気管支熱形成、前立腺肥大、および体積減少（病変）に示されるよ
うに、分散組織切除の効果は、組織の電気インピーダンスの変化の断面を監視することに
よって最適化されることができる。
　図２８Ｂを参照すると、図２８Ａの除去プローブの拡大図が示される。プローブは、強
磁性体被覆導体４２３などのマルチモード先端４２０で終端する細長い本体４２０を有す
る。マルチモード先端４２０は、図２８Ｃに示されるようにセンサ４２５を含む。図２８
Ｄに示される一実施形態では、除去プローブは、第１のマルチモード先端４２０と第２の
先端４２７を含む。一実施形態では、第１の先端は、マルチモード機能を含み、第２の先
端４２７は、センサを含む。他の実施形態では、第１及び第２の先端（主要な先端及び補
助的な先端として知られている）は、マルチモード先端を含む。
　組織の除去の方法は、電気外科手術及び熱のモダリティを有する先端を選択すること；
その先端を望ましくない組織に挿入すること；及び、望ましくない組織内で一つ以上のモ
ダリティを活性化することの工程を含む。
【０１００】
　組織を治療するための方法は、外科手術ハンドピースを選択し、ハンドピースから組織
に少なくとも摂氏５８度で熱エネルギーを提供すると共にハンドピースから組織に電気エ
ネルギーを提供し、それによって組織を治療することの工程を含む。
【０１０１】
　強磁性塗膜を持つマルチモード外科手術の先端は、キュリー点を越えることなく、治
療温度範囲の所望の設定を包含するのに十分な大きさの関連キュリー点を有することを認
識すべきである。
　図２９を参照すると、双極性及び熱のモダリティを有するマルチモード外科手術ツール
５５０が示される。電源５１５は、ケーブル５３０を通じてマルチモードの鉗子５５５に
双極性及び熱の信号を供給する。双極性の信号は、双極性の波形を使用して第１の鉗子先
端５６０を通り組織を通じて第２の鉗子先端５６０に移送される。熱の信号は、一つ以上
の鉗子先端５６０内の加熱要素によって熱エネルギーに変換されることができる。
　マルチモードの鉗子は、熱加熱及び双極電気外科モダリティをマルチモード鉗子先端５
６０に組み合わせる。鉗子５６０は、電気外科手術要素を使用して切断するのを許容し、
熱部分で密閉し、それによって、組織の完全された切断及び密閉を提供する。外科手術ツ
ールは、また、提携された両方のモダリティあるいは必要に応じてのいずれかによって組
織に適用される他の組織への影響を許容する。換言すれば、電気外科手術モダリティ及び
熱モダリティは、異なる時間で使用されることができ、あるいは、重複してもよい。例え
ば、医者は、彼又は彼女が、望ましくない出血を検出するまで組織を切開するために双極
要素を組織と接触させることができ、その時に、彼又は彼女は、出血組織に隣接して熱要
素を配置し、止血のための熱モダリティを活性化する。これは、双極性モダリティを停止
後、あるいは、（例えば、医者が組織を切開するときに双極性モダリティを密接に追従し
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て）双極性モダリティがまだ使用されている間に行われることができる。制御部５４０は
、双方が同時に又は重複して使用されるのを防止するために提供されることができ、ある
いは、使用者は、各モダリティが使用されるときに制御することができる。
【０１０２】
　同様に、外科手術ツールは、両方のモダリティを使用して同じ組織の効果あるいは異な
る組織の効果を適用する。ハンドピース制御部５６１などの制御部は、医者が、双極性モ
ダリティ、熱モダリティあるいは双方のモダリティを選択的に使用するのを許容するため
に提供されることができる。
　単極の多重化環境のように、双極性信号は、フィルタ５３３によって熱要素の電気リタ
ーンパスを使用することを防止する。代わりに、電気外科手術信号は、リターンパスにア
クセスするために組織を通じて導かれる。
　図３０を参照すると、マルチモード鉗子４００の側面図が示される。一実施形態では、
ニッケル－鉄合金が強磁性誘導加熱及び電気外科手術モダリティのために使用される。ニ
ッケル－鉄合金は、誘導加熱用高周波エネルギーを吸収しながら、組織自体に低温切断電
流波形を通す。低温切断電流は、非常に少ない止血プロパティを有するが、最小限の有害
である。従って、低温切断電流は、望ましい切断モダリティである。止血効果の欠如を改
善するために、強磁性体コーティングによる接触熱シールは、電気外科手術で使用される
ような深い接触の乾燥及び凝結又は高周波療法の波形の混乱の影響を避ける。従って、強
磁性密閉要素の追加は、改善された切断及び密閉を提供する。
　マルチモード鉗子に対する様々なアプリケーションは、所望の効果を達成するために使
用されることができる。複合機器は、ＲＦ周波数を多重送信し、あるいは、熱及び電気外
科手術のモダリティの両方を最適化するために別個の電流経路４０４を使用することがで
きる。様々な先端の形状は、薄い磁性膜で先端で覆われた双極性鉗子を含むハイブリッド
機器のために開発されることができる。先端は、信号の伝導又は凝塊蓄積の量を減らすこ
とを助けるためにコーティング４０２又は部分コーティングを有する。また、ＲＦエネル
ギーの伝達は、食塩水の追加など手術中に導電性材料の追加により増強される。
　図３１Ａを参照すると、鉗子チップ４１０の代替的な実施形態の拡大図が示される。一
実施形態では、止血鉗子は、第１の鉗子先端４１０上の強磁性熱源４１２と、対向する先
端４１４’の熱センサとを含む。熱センサのフィードバックは、最適な組織の効果が達成
され維持されるように報告される。従って、温度は、規制され、電力供給は、所望の効果
を提供するために調整される。
　双極性モダリティを鉗子先端４１０に加えることは、特異な熱的モダリティを向上さ
せることができる。センサは、先端４１４又は４１４’での温度を報告し続けるが、その
出力は、両方のモダリティに対する調整に関する決定を行うために使用されることができ
る。
　単極性熱ハイブリッドデバイスと同様に、双極性熱デバイスは、双極性電極及び熱要素
を含む。双極性モダリティ及び熱モダリティは、必要に応じて、互いに又は個別に使用さ
れることができる。従って、外科医は、多数のモダリティの利点から選択することができ
る。例えば、深い組織の影響を避けるために、外科医は、止血に関係した混合双極性波形
を避け、その代わりに止血用の鉗子の一体された熱モダリティを使用する。他の実施形態
では、外科医は、軟組織を切開するための熱モダリティを使用することができるが、より
多くの抵抗がある組織が到達されたときに切断波形を有する双極性モダリティを追加する
ことを選択することができる。
【０１０３】
　センサは、温度又は組織影響を検出するためにマルチモードデバイス内に配置されるこ
とができる。そして、センサからの情報は、マルチモードデバイスの出力を調整するため
に使用されることができる。一実施形態では、センサは、組織の炭化を検出することがで
きる。ジャネレータは、炭化の原因になった可能性がある双極性または熱システムに供給
される電力を縮小するように報告されることができる。
【０１０４】
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　図３１Ｂを参照すると、コーティングされた鉗子先端４１４の図が示される。一実施形
態では、テフロン（登録商標）などの強磁性塗膜上の非スティックカバー４１６は、凝血
の蓄積及び機器のクリーニングの必要性を著しく減少させる。しかしながら、コーティン
グの計画性のない適用は、その熱伝導特性に起因する急激な温度の動力学と急激な崩壊を
妨げる。熱質量及び厚さを含む重要な特性によってコーティング材料を選択することによ
って、所望の温度保持特性が達成されることができる。さらに、非導電性コーティングは
、単に部分的にすることができ、従って、電気外科抵抗を減少し、テフロン（登録商標）
のような非導電性コーティングの利点を保持する。
　また、双極性マルチモード外科手術ツールは、カテーテルに配置されることができる。
カテーテルは、剛性または可撓性にすることができる。また、カテーテルは、吸引、灌漑
、物質の供給、視覚的フィードバック、センサでの検知又は他のアプリケーションのため
に構成されることができる。
　組織を治療する方法は、電気外科及び熱のモダリティを有する外科手術ツールを選択す
ること；先端を組織と接触させて配置すること；及び、少なくとも一つのモダリティを活
性化することの工程を含む。
　その方法は、所望の温度領域を選択すること；双極性モダリティを選択すること；所望
の組織効果に対応する電力設定を選択すること；強磁性体被覆導体を有する熱モダリティ
を選択すること；切り込みのための第１モダリティを活性化すること；少なくとも一つの
活性化血管内皮溶接及び止血のための第２モダリティを活性化すること；モダリティが重
複する間活性化するようにモダリティを活性化することの工程を任意的に含むことができ
；又は、モダリティの活性化時間が重複するのを防止するようにモダリティを活性化する
ことを備える。
　組織を切開する方法は、双極性及び誘導加熱のモダリティを有する外科手術ツールを選
択すること；切開のための双極性モダリティを活性化すること；先端を組織と隣接して配
置すること；及び、少なくとも一つの活性化血管内皮溶接及び止血のための誘導加熱のモ
ダリティを活性化することの工程を含むことができる。
　その方法は、加熱モダリティを活性化しながら双極性モダリティの活性を維持し、それ
によって組織を切開し、実質的に同時に止血すること、又は、同じアーム上に双極性電極
及び熱要素を有する一対のアームを有する外科手術機器を使用することを備える工程を含
むことができる。
図３２Ａを参照すると、熱的及び超音波モダリティを有するマルチモード外科手術ツール
４３０が示される。電源は、超音波ホーン４３５を含む本体４３４の、矢印４３２で示さ
れた超音波モーションを生じるために、超音波トランスデューサ４３１（負荷を駆動する
）に提供される。動作中、本体４３４は、超音波エネルギーで組織を混乱させ、すなわち
、望ましくない組織を切開するあるいは破壊させることができる。代替的に、強磁性体コ
ーティングされた導体は低周波の機械振動エネルギーによって作動させることができる。
　組織が超音波（または振動）エネルギーによって破壊されると、本体４３４の先端にあ
る、被覆強磁性ワイヤ又は強磁性体被覆導体４３６などの熱的要素は、止血などの所望の
熱作用を達成するために加熱されることができる。（強磁性塗膜は、上述のように波形の
負荷として作用する）。
　上述の図は、直線的に動作するように示されているが、他の幾何学的な動きが使用され
ることができる。例えば、一実施形態では、本体は、円を描くように往復する。回転は、
矢印４３２によって示された軸線を中心にされることができる。他の実施形態では、本体
は、矢印４３２の軸方向及び矢印４３２によって示された軸線を中心とした回転の双方で
往復することができる。
　使用中、電源が熱を提供するために、熱的モダリティを提供するために導体４３６に、
誘導加熱信号、すなわち上述したような波形を提供する。同時及び／又は別個に、超音波
信号、すなわち超音波トランスデューサ４３３あるいは圧電トランスデューサなどの超音
波トランスデューサのスタック（４３３及び４３３’）を駆動する信号は、超音波の動き
を生じるために本体を動かすために提供される。従って、熱処理が適用される前、間又は
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後に、超音波治療を提供することができる。
　ツールは、切開、止血、血管内皮溶接、組織切除またはそれらの組み合わせのために使
用される。一実施形態では、超音波モダリティが切開するために使用されるが、熱的モダ
リティが止血のために使用される。他の実施形態では、超音波モダリティは、先端を組織
の中に挿入するのに使用され、熱的モダリティは、組織の除去のために使用される。
【０１０５】
　図３２Ｂを参照すると、熱的及び超音波モダリティ及びフック状主要形状４３７を有す
るマルチモード外科手術ツールが示される。また、マルチモード外科手術ツール４３０は
、熱的要素が取り付けられる主要形状を含むことができる。同様に、熱的要素は、様々な
組織への影響のために構成されることができる。
図３２Ｃを参照すると、センサ４３９が図３２Ａに追加された。センサは、すでに上述さ
れた他のセンサと同様に、組織への影響又はデバイスの温度を検出する。同様に、センサ
は、電力供給を含む利用可能なモダリティの制御におけるフィードバックメカニズムとし
て使用されることができる。
　図３２Ｄを参照すると、第２の先端４４１は、第１の先端４３６に近接して配置される
ことができる。また、第２の先端は、一つ以上のセンサまたは他のモダリティを含み、マ
ルチモード先端を含む。
　図３３を参照すると、熱的及び超音波モダリティ及び吸引／灌漑を有するマルチモード
外科手術ツール５６９が示される。ツール５６９は、エネルギーを提供するため及び灌漑
や吸引のためのポンプ（必要に応じて）を制御するために個別にアドレス可能である複数
の制御部５４０を有する、ケーブル５３０を介するハンドピース５７０への電源５１５を
含む。ハンドピース５７０は、振動体５８０と熱要素５８５を含む。
電源５１５は、それぞれの負荷（すなわち、本体５８０と熱要素５８５）を駆動する超音
波信号及び熱的信号を提供する。（同様の電源が図３２で示された実施形態で使用される
ことができる。）電源５１５は、個別の又は複合された信号をハンドピース５７０に提供
することができる。各信号は、制御部５４０、ボタン５９１によって別個に制御され、あ
るいは、いくつかの場合にはハンドピースの作動によって共同的に制御されることができ
る。実際には、吸引もまた同じように別個に又は共同的に制御されることができる。
超音波エネルギー及び熱的エネルギーを生じるための信号に加えて、電源５１５は、例え
ば、管腔又は吸引穴５９０を通り、ハンドピース５７０のグリップ５７５を通り、チュー
ブ／ケーブル５３０を通って貯蔵器に吸引を提供するように構成されることができる。図
３３に示された実施形態では、貯蔵器は、電源５１５に含まれることができる。
ハンドピース５７０は、グリップ５７５、本体５８０（管腔、穴又はカテーテルを形成す
る）本体５８０、及び、外科手術先端５８５を含む。一実施形態では、グリップ５７５は
、本体又はカテーテル５８０の先端の超音波振動を生じさせるアクチュエーター又は制御
部５９１を含む。カテーテル５８０の先端は、強磁性体被覆導体５８５のような発熱体を
含む。超音波エネルギー又は熱的エネルギーは、組織に適用されると、カテーテルの穴５
９０は、脂肪又は関連する影響を含む、あらゆる破砕組織を吸引することができる。
一実施形態では、マルチモード外科手術ツール５６９は、供給又は灌漑のメカニズムを提
供することができる。一実施形態では、物質は、カテーテル内腔５９０に配置される。超
音波モードは、堆積される物質を対象とした供給サイトに到達するのに十分な組織を破壊
するのに使用されることができる。対象とされた場所で、マルチモード外科手術ツール５
６９の熱的要素は作動され、物質は溶けて供給サイトで堆積される。必要に応じて、熱的
要素は、ツールの挿入や除去の際に、止血や組織の溶接に使用されることができる。
　同様に、ツール５６９は、カテーテルを通じた他の物質の供給のために使用されること
ができる。上記の議論の多くは、吸引を中心とするが、ツールは、カテーテルを通じた物
質を供給するために使用されることができる。例えば、ツール５６９は、所望であれば過
熱状態を含む、食塩水、薬などを供給するのに使用されることができる。
　一実施形態では、カテーテルは、複数の穴を有する。一つの穴は、吸引するように構成
され、他の穴は、灌漑するように構成される。
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　前述の他の実施形態と同様に、さまざまなセンサ５９３が使用される。それらは、本体
５８０内に配置され、あるいは、内腔５９０を通じて挿入されることができる。これは、
ポート５９２を介して成し遂げられる。センサは、温度センサ、組織の状態を監視するセ
ンサ、可視化のための装置、すなわちカメラ、ＣＣＤセンサまたは光ファイバ線などが考
えられることが理解されるであろう。付加的に、電源５１５は、例えば、組織の所望な効
果、すなわち、止血、血管溶接、焼灼、切開または切除のための所望な範囲で熱的要素の
熱を保つために調整することなど、センサに反応されることができる。
　熱的に調整可能なマルチモード外科手術ツールに電力を供給するプロセスは、第１の発
振電気信号が強磁性材料で被覆された導体の一部を含む第１の負荷で実質的に最大電流と
最低電圧でおおよその定在波を形成するように構成された導体に、第１の発振電気信号を
供給すること；及び、第２の発振電気信号が超音波トランスデューサを駆動し、それによ
って第２の負荷を超音波的に動かすように構成された第２の電気的コネクションに第２の
発振信号を供給することの工程を含む。
　プロセスは、第１の発振電気信号が組織を止血させる温度まで熱的要素を加熱すると共
に第２の発振電気信号が第２の負荷に組織を切開させる、第１の負荷を組織に隣接して配
置すること；切開した組織を吸引するために第１の負荷及び第２の負荷に隣接して吸引を
適用すること；あるいは、第１の負荷及び第２の負荷に連通チャンネルで第１の発振電気
信号及び第２の発振電気信号を複合することの任意の工程を含むことができる。
　組織を切開し密封する方法は、その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導体と、本
体を駆動するトランスデューサーとを有する外科手術ツールを選択すること；本体及び強
磁性塗膜を組織と接触して配置すること；組織を切開するようにトランスデューサーに発
振電気信号を供給すること；及び、強磁性塗膜を加熱し組織に熱を加えるように導体に発
振電気信号を供給することの工程を含む。
　また、上記方法は、組織の止血を促進するために強磁性塗膜を加熱すること又は超音波
トランスデューサーを選択することの任意の工程を含むことができる。
　組織除去の方法は、超音波モダリティ及び熱的モダリティを有する先端を選択すること
；望ましくない組織の中に先端を挿入すること；及び、望ましくない組織の中で一つ以上
のモダリティを作動させることの工程を含むことができる。
　上記方法は、熱的モダリティとして強磁性塗膜を選択すること及び望ましくない組織に
近接する領域からの残渣を吸引することの任意の工程を含むことができる。
　熱的要素に対して述べられた様々な波形は、明細書中で述べられた各実施の形態で使用
できることが理解されるであろう。付加的に、センサ及びセンサに応じた制御の態様が各
実施形態に適用され、従って、各々に関して詳細に繰り返さないことが理解されるであろ
う。同様に、非スティックコーティングの使用や熱的要素の形成などの熱的要素の態様は
所望であれば実施形態で使用されることができる。
　いくつかの利点が、本発明の実施形態の使用で言及された。一実施形態では、組織の超
音波破砕及び吸引と関連した最適な熱止血効果は、脳などの固形臓器に適用されるので腫
瘍のために達成されることができる。代替的に、腹腔鏡下血管解剖及び剥離は、単独で超
音波の効果と比較して最適に達成されることができる。
　カテーテルは、超音波モダリティに関してのみ議論されているが、カテーテルの実施形
態は、あらゆるマルチモードのエネルギーモダリティに適用されることができ、吸引、セ
ンサなどによって適用された利点のそれぞれを達成することに留意されるべきである。同
様に、超音波及び熱的なマルチモードカテーテルの実施形態の多くの利点は、他のマルチ
モードの実施形態で達成されることができる。当業者は、これらの治療の複数のモダリテ
ィを提供するためにそのような実施形態に対する変更を理解するであろう。
図３４を参照すると、温度のスペクトルが示される。組織は、様々な温度で異なって反応
し、従って、温度領域は、組織に対して様々な治療を生じる。特定の組織治療は、組織の
タイプや患者の違いを含む矛盾のせいでいくらか変更可能である。以下の温度が有用であ
ることが判明している。血管内皮溶接は摂氏５８－６２度で最適である。付着しない組織
の止血は、摂氏７０－８０度で最適に達成される。より高い温度で、組織の焼灼及び密封
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は、より迅速に生じるが、凝塊は、機器に積み重なる。組織の切開は、縁部での蒸発に起
因していくつかのドラッグで摂氏２００度で達成される。組織の切除及び蒸発は、摂氏４
００－５００度の範囲で急激に発生する。従って、温度を制御することによって、血管内
皮溶接、組織の切開、止血又は組織の除去である、デバイスが供給する組織の“治療”が
制御されることができる。
上記に開示したスペクトルによれば、所望の温度範囲に対応する電源の設定は、電源スイ
ッチに含まれる。一実施形態では、フットペダルは、外科医に現在の設定の先端の適当な
温度範囲を示すいくつかのストップを有することができる。
　本発明による熱的外科手術ツールシステムは、多種多様の用途を有することが理解され
るであろう。人間に使用されるだけでなく、獣医に関連してなど他の動物も組織を切断す
るのに使用することができ、あるいは、単に、他の用途のためのより小さい部分への移植
に使用されるような組織や製材材料を切断するために使用することができる。
　外科手術システムの特定の実施形態も同様に手術に幅広く応用できる。ループ形状は、
切断、凝固およびバイオプシーのアプリケーションで利点を有する。ブレード形状は、切
断及び止血のアプリケーションに対して利点を有する。ポイント形状は、解剖及び血液凝
固のアプリケーション、特に、神経解剖及び凝固で利点を有する。しかしながら、形状の
アプリケーションは、直径、長さ、材料の特性と前述の他の特性により、アプリケーショ
ンにさらに構成され調整されることができる。
　本発明は、（同様に壊死組織で使用することができるが）外科手術ツール及び生きてい
る組織の治療の分野で主に説明してきたが、本明細書中に開示された本発明及び方法に従
って作られたツールは、他の用途がある。例えば、切断ツールは、肉を食肉処理するため
に形成されることができる。肉が新鮮または凍結されているかどうかに関わらずツールは
便利である。例えば、高温に加熱される切断刃は、冷凍肉を切断する。しかしながら、電
力が供給されていないときに、“切断”エッジは、触れても安全である。同様に、止血の
設定で肉を切断することは、肉の外面を少し焦がし、液体を固める。本明細書中で説明さ
れた他の機器の用途は、本発明の開示に照らして当業者によって理解されるであろう。
　従って、改善された熱的に調整可能な外科手術ツール及び方法が開示される。多数の変
更は、特許請求の範囲から逸脱することなく、本発明になされ得ることを理解されるであ
ろう。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
手術ツールであって、
　導電体と、
　導電体の少なくとも一部分に配置された強磁性材の薄いコーティングと、
　導電体に取り付けられた交流源であって、薄いコーティングに熱を発生すると共に
薄いコーティングの急速冷却を許容するために制御されるように構成された交流源と、を
備える、手術ツール。
【請求項２】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　導電体は、細長く、
　交流源は、導電体を通じて通過する電力が薄いコーティングを加熱するように薄い
コーティングから独立して導電体に取り付けられる、手術ツール。
【請求項３】
請求項２記載の手術ツールにおいて、
　導電体は、円形断面を有する、手術ツール。
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【請求項４】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングは、導電体に対して薄い、手術ツール。
【請求項５】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングは、導電体の厚さの０．０１％乃至５０％である、手
術ツール。
【請求項６】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
強磁性材の薄いコーティングは、導電体の厚さの０．１％乃至２０％である、手術ツ
ール。
【請求項７】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティング及び導電体の大きさは小さい、手術ツール。
【請求項８】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングの厚さは、０．０５乃至５００マイクロメートルである、
手術ツール。
【請求項９】
請求項１記載の手術ツールにおいて、
強磁性材の薄いコーティングは、導電体の厚さの０．０１％乃至５０％である、手術
ツール。
【請求項１０】
熱調整可能な手術ツールであって、
　第１部分及び第２部分を有する導電体と、
　第１部分と第２部分との間の導電体の少なくとも一部分をカバーする強磁性コーティン
グと、を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１１】
請求項１０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体に配置された複数の強磁性コーティングを有する、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項１２】
請求項１０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　第１部分及び第２部分と接触するように構成された電源を更に備える、熱調整可能な手
術ツール。
【請求項１３】
請求項１０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気回路を更に備え、
　電気回路は、第１部分及び第２部分と電気回路を電気的に接続することによって振動電
気エネルギーを導電体に供給するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１４】
請求項１３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気回路は、インピーダンスマッチング回路である、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１５】
請求項１４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　インピーダンスマッチング回路は、平衡不平衡変成器を更に備える、熱調整可能な手術
ツール。
【請求項１６】
熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
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　導電体に沿って通過する電流によって生じる磁界に対してオープンヒステレシスル
ープを有するように構成された強磁性コーティングと、を備える、熱調整可能な手術ツー
ル。
【請求項１７】
請求項１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体に供給される振動電気エネルギーを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１８】
請求項１７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングに配置されたくっつかないコーティングを更に備える、熱調整可能
な手術ツール。
【請求項１９】
請求項１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　生物的適合性コーティングを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０】
熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
　ヒステレシス損失を有する導電体の交流に反応するように構成された強磁性コーテ
ィングと、を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１】
請求項２０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングは、領域を更に備え、領域の配置は、交流に反応してヒステレシス
損失を生じるように構成されている、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２】
熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、導電体の周りに配置されたさらされた強磁性コーティングとを有す
る組織治療エレメントを備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３】
請求項２２記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングは、組織と接触するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２４】
熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
導電体の少なくとも一部分をカバーする強磁性コーティングと、を備える、熱調整可
能な手術ツール。
【請求項２５】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　振動電気エネルギーを導電体に供給するように構成された電力供給を更に備える、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項２６】
請求項２５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　第１端部及び第２端部を有する一つ以上のコネクタを更に備え、各コネクタは、第１端
部から第２端部に取り付けられた導電体まで振動電気エネルギーを供給するように構
成され、更に第２端部から第１端部まで熱移動を制限するように構成されている、熱調整
可能な手術ツール。
【請求項２７】
請求項２６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　コネクタは、カールターミナル、ワイヤボンディング、スポット溶接又は溶接接合から
なる群から選択される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２８】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
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　導電体と強磁性コーティングとの間に断熱材を更に備える、熱調整可能な手術ツー
ル。
【請求項２９】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性コーティングは、ＮｉＦｅ合金、ＮＩＲＯＮ（商標登録）、Ｃｏ、Ｆｅ、ＦｅＯ
Ｆｅ２Ｏ３、ＮｉＯＦｅ２Ｏ３、ＣｕＯＦｅ２Ｏ３、ＭｇＯＦｅ２Ｏ３、ＭｎＢｉ、Ｎｉ
、ＭｎＳｂ、ＭｎＯＦｅ２Ｏ３、Ｙ３Ｆｅ５Ｏ１２、ＣｒＯ２、ＭｎＡｓ、Ｇｄ、Ｄｙ、
ＥｕＯ、マグネタイト、パーマロイ（商標登録）、イットリウム鉄ガーネット、アルミニ
ウム及び亜鉛の群から選択される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項３０】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングの厚さは、０．５乃至５００マイクロメートルである、熱
調整可能な手術ツール。
【請求項３１】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性材の薄いコーティングの厚さは、１乃至５０マイクロメートルである、熱調整可
能な手術ツール。
【請求項３２】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体は、０．０１ミリメートル乃至１ミリメートルの厚さである、熱調整可能な手術
ツール。
【請求項３３】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体は、０．１２５ミリメートル乃至０．５ミリメートルの厚さである、熱調整可能
な手術ツール。
【請求項３４】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性材の薄いコーティングは、導電体の厚さの０．０１％乃至５０％である、熱調整可
能な手術ツール。
【請求項３５】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性材の薄いコーティングは、導電体の厚さの０．１％乃至２０％である、熱調整可能
な手術ツール。
【請求項３６】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　一つ以上のヒートシンクを更に備え、
　ヒートシンクは、導電体に取り付けられるように構成され、一つ以上のヒートシンクを
超えた導電体による熱の伝達を防止するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項３７】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
導電体は、銅、タングステン、チタン、ステンレス鋼およびプラチナの群から選択される
、熱調整可能な手術ツール。
【請求項３８】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
導電体は、ワイヤの形状に形成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項３９】
請求項３８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ワイヤ形状の導電体の形状は、可撓性ループ、剛性ループ、正方形、先端がとがった形
、フック、及び傾斜した形の群から選択される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項４０】
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　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
導電体は、更に、二つ以上の異なる導電体の接合部を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項４１】
　請求項４０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
接合部で一つ以上の信号を測定し、一つ以上の信号を温度に相互的に関連させるように構
成されたセンサを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項４２】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性コーティングは、導電体材料と強磁性材料の交互の層を更に備える、熱調整可能な
手術ツール。
【請求項４３】
　請求項２５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
振動エネルギーは、強磁性材料で被覆された導電体の部分で最大電流及び最低電圧で供給
されるように設定されている、熱調整可能な手術ツール。
【請求項４４】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性コーティングは、導電体の周りに円周方向に配置される、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項４５】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性コーティングは、非対称的に薄くされる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項４６】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性材料の薄いフィルムでメッキされた少なくとも一つの他の導電性ワイヤを更に備え
る、熱調整可能な手術ツール。
【請求項４７】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
ツールの先端の少なくとも一部分及びツールの導電体は、高耐熱で非粘着性材料の薄い層
でコーティングされている、熱調整可能な手術ツール。
【請求項４８】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
ツールの先端の少なくとも一部分は、熱伝導性のある生体適合性材料で被覆されている、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項４９】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性コーティングに近接して配置され、伝達された熱を検知するように構成された先端
の更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５０】
　請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性コーティングに近接して配置され、組織の状態を検知するように構成された先端の
更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５１】
請求項２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性コーティングに近接して配置され、視覚情報を送信するように構成された先端の更
に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５２】
　請求項２３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
強磁性コーティングに隣接して配置されたセンサを更に備える、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項５３】
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　熱調整可能な手術器具であって、
　近位端および遠位端を有する小径の導電体であって、近位端が高周波エネルギーを提供
する電気回路に接続するように構成された、導電体と、
　導電体の周りに円周方向に配置された強磁性材料の薄いメッキであって、強磁性材料が
治療の温度範囲の所望の設定を包むのに十分に高いキュリー点が設定されている、強磁性
材料の薄いメッキと、を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５４】
　請求項５０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
ハンドルを更に備え、
　導電体はハンドルを通過し、ハンドルを超えて延びる導電体の一部分を残し、強磁性塗
膜は、ハンドルを超えて延びる導電体の一部分を覆う、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５５】
　請求項５１記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性塗膜は、ハンドルを超えて延びる導電体の部分が強磁性塗膜に近位及び遠位で露
出された状態で、ハンドルを超えて延びる導電体の一部分を覆う、熱調整可能な手術ツー
ル。
【請求項５６】
　手術ツールであって、
　電源への接続用に設定された導電体と、強磁性塗膜とを備え、
　強磁性塗膜は、導電体を流れる電流に応答してヒステリシス損失を有するように構成さ
れる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５７】
　請求項５０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　組織の破片を炭化及び／または気化させることにより、空気中でアクティブになったと
きに自己クリーニング効果を生じる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５８】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
　導電体の少なくとも一部分を覆う強磁性塗膜と、
　主要な形状部と、を備え、
　導電体が主要な形状部上に配置されている、熱調整可能な手術ツール。
【請求項５９】
　請求項５８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体に供給される振動電気エネルギーを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項６０】
　請求項５８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　主要な形状部は、メス、へら、ボール、及び尖った形状から選択される、熱調整可能な
手術ツール。
【請求項６１】
　請求項５８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　主要な形状部は、鉗子の一部を形成する、熱調整可能な手術ツール。
【請求項６２】
　請求項５８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　主要な形状部は、更に、導電体によって形成された経路間に材料の非連続部分を更に備
える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項６３】
　請求項５８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　主要な形状部は、主要な形状部の穴を更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項６４】
　請求項５８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、



(117) JP 2012-523923 A 2012.10.11

　導電体は、主要な形状部に埋め込まれる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項６５】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　複数の導電体と、
　各々が導電体の少なくとも一部分を覆う、複数の強磁性塗膜と、
　主要な形状部と、を備え、
　複数の導電体の一つ以上は、主要な形状部に取り付けられる、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項６６】
　請求項６５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　複数の強磁性塗膜の少なくとも一部分は、様々な組織効果を提供するように構成される
、熱調整可能な手術ツール。
【請求項６７】
　請求項６６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　様々な組織効果は、主要な形状部の様々な部分に配置される、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項６８】
　請求項６５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　複数の導電体に供給される振動電気エネルギーを発生するように構成された電源と、
　発電機システムに指示するように構成されたユーザコントロールと、を更に備える、熱
調整可能な手術ツール。
【請求項６９】
　請求項６８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　主要な形状部を更に備え、複数の導電体が配置される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項７０】
　請求項６９記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　一つ以上の導電体が主要な形状部の一部と関連付けられているように、複数の導電体は
配置される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項７１】
　請求項７０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、一つ以上の導電体に供給される電力を向けることによって、主
要な形状部の部分を別個に制御するために発電機システムを指示するように構成される、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項７２】
　請求項７１記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、主要な形状部の一部分で所望な温度を選択するように構成され
、
　発電機システムは、一つ以上の導電体に所望な温度と相関した電力を供給するように構
成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項７３】
　請求項５８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ツールに隣接して配置された、強磁性塗膜、導電体及び組織の少なくとも一つを監視す
るために主要な形状部に配置されたセンサを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項７４】
　組織を治療する方法であって、
　その上に配置された導電体を有する主要な形状部を選択する工程を備え、
　導電体は、その一部分に配置された強磁性塗膜を有し、
　前記方法は、更に、
　強磁性塗膜を組織と接触して配置する工程と、
　強磁性塗膜を加熱すると共に組織を治療するように導電体に振動電気信号を供給する工



(118) JP 2012-523923 A 2012.10.11

程と、を備える、方法。
【請求項７５】
　請求項７４記載の方法において、
　メス、へら、ボール、及び尖った形状から選択された主要な形状部を選択する工程を更
に備える、方法。
【請求項７６】
　請求項７４記載の方法において、
　鉗子の一部分を形成する主要な形状部を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項７７】
　請求項７４記載の方法において、
　組織を治療することは、組織を血管内皮溶接することを備える、方法。
【請求項７８】
　請求項７４記載の方法において、
　組織を治療することは、組織を切開することを備える、方法。
【請求項７９】
　請求項７４記載の方法において、
　組織を治療することは、組織で止血を引き起こすことを備える、方法。
【請求項８０】
　請求項７４記載の方法において、
　組織を治療することは、組織を除去することを備える、方法。
【請求項８１】
　組織の破壊のための方法であって、
　その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導電体を選択する工程と、
　強磁性塗膜を加熱すると共に組織を破壊するように導電体に振動電気信号を供給する工
程と、を備える、方法。
【請求項８２】
　請求項８１記載の方法において、
　組織を監視する工程と、
　所望な組織の破壊が生じたとき、あるいは望ましくない組織影響が防止されるときに、
導電体に振動電気信号の供給を中止または変更する工程と、を備える、方法。
【請求項８３】
　手術器具を形成する方法であって、
　主要な形状部を選択する工程と、
　強磁性材料で導電体を被覆する工程と、
　導電体を主要な形状部に配置する工程と、を備える、方法。
【請求項８４】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　振動電気エネルギーを受け取るように構成された電気的接続部を導電体上に提供する工
程をさらに備える、方法。
【請求項８５】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　切断縁部を有する主要な形状部と、
　主要な形状部に隣接して配置された少なくとも一つの導電体と、
　少なくとも一つの導電体の少なくとも一部分を覆う、少なくとも一つの強磁性塗膜と、
を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項８６】
　請求項８５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　少なくとも一つの強磁性塗膜は、切開を補助するために構成されている、熱調整可能な
手術ツール。
【請求項８７】
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　請求項８５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　少なくとも一つの強磁性体被覆導体は、主要な形状部の側面に配置されている、熱調整
可能な手術ツール。
【請求項８８】
　請求項８７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　主要な形状部の側面に配置された少なくとも一つの強磁性体被覆導体は、切断縁部によ
って組織切断の止血を引き起こすように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項８９】
　請求項８５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　少なくとも一つの強磁性体被覆導体は、主要な形状部の一部に配置され、主要な形状部
の部分の少なくとも一つに近接した組織を加熱するように構成され、
　少なくとも一つの強磁性体被覆に近接していない主要な形状の部分は、低温である、熱
調整可能な手術ツール。
【請求項９０】
　請求項８５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　少なくとも一つの導電体に振動電気エネルギーを供給するように構成された電源を更に
備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項９１】
　請求項９０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電気エネルギーを調節するために構成されたユーザコントロールを更に備える、熱調整
可能な手術ツール。
【請求項９２】
　請求項９１記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、一つ以上の導電体に供給される電力を向けることによって、少
なくとも一つの強磁性体被覆に近接した主要な形状部の部分を別個に制御するために
電源を指示するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項９３】
　請求項９２記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、少なくとも一つの強磁性体被覆に近接した主要な形状部の部分
で所望な温度を選択するように構成され、
　電源は、一つ以上の導電体に所望な温度と相関した電力を供給するように構成される、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項９４】
　請求項９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　少なくとも一つの強磁性体被覆に近接した主要な形状部の部分は、手術用メスの刃を形
成する、熱調整可能な手術ツール。
【請求項９５】
　請求項９４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、手術用メスの刃の切断温度を起動するように構成される、熱調
整可能な手術ツール。
【請求項９６】
　請求項９４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　少なくとも一つの強磁性体被覆に近接した主要な形状部の部分は、手術用メスの表面を
形成する、熱調整可能な手術ツール。
【請求項９７】
請求項９４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、手術用メスの表面の止血温度を起動するように構成される、熱
調整可能な手術ツール。
【請求項９８】
　熱調整可能な手術ツールであって、
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　導電体と、
　導電体の少なくとも一部分を覆う強磁性塗膜と、
　導電体を保持するように構成され、電力を導電体に伝送するコネクタを備えるハンドル
と、
　コネクタに振動電気エネルギーを供給するように構成された電源と、を備える、熱調整
可能な手術ツール。
【請求項９９】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ハンドルは、ハンドルが強磁性塗膜から熱的に分離されたままであるように低熱伝導材
料からなる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１００】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　熱調整可能な手術ツールは、無線通信装置を更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１０１】
　請求項１００記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　熱調整可能な手術ツールは、無線通信装置からの信号を受信するように構成された無線
情報端末を更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１０２】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ハンドルは、電源を更に含む、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１０３】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ハンドルは、単一の患者の使用のために構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１０４】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ハンドルは、繰り返し滅菌用に設定されている、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１０５】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　推定される電力の出力を提供することのしるしを更に備える、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項１０６】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　推定される温度の出力を提供することのしるしを更に備える、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項１０７】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　推定される組織の効果の選択を提供することのしるしを更に備える、熱調整可能な手術
ツール。
【請求項１０８】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　デッドマンスイッチを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１０９】
　請求項９８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　フットペダル、スイッチ、タッチ面、スライダ、およびダイヤルの群から選択され
たコントロールを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１１０】
　組織を切断する方法であって、
　少なくとも一部分が強磁性材料で被覆された切断縁部を有する手術ツール及び切断縁部
に隣接して配置された導電体を選択する工程と、
　切断縁部で組織を切断する工程と、 
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　強磁性材料を加熱するために導電体に振動電気エネルギーを提供し、それによって切断
組織を治療する工程と、を備える、方法。
【請求項１１１】
　請求項１１０記載の方法において、
　組織を治療する工程は、切断組織内で止血を引き起こすことを備える、方法。
【請求項１１２】
　請求項１１０記載の方法において、
　組織を治療する工程は、組織を切開するために加熱された強磁性材料を使用することを
備える、方法。
【請求項１１３】
　請求項１１０記載の方法において、
　組織を治療する工程は、血管内皮溶接を引き起こすために加熱された強磁性材料を使用
することを備える、方法。
【請求項１１４】
　組織を切断する方法であって、
　少なくとも一部分が熱を生じることができる切断縁部を有する手術ツール及び切断縁部
に隣接して配置された導電体を選択する工程と、
　切断縁部で組織を切断する工程と、
　熱を生じるために導電体に振動電気エネルギーを提供し、それによって切断組織を治療
する工程と、を備える、方法。
【請求項１１５】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　アプリケーターと、導電体を有するわなとを備え、
　導電体は、ループを形成し、アプリケーターに少なくとも部分的に配置され、
　少なくとも一つの強磁性塗膜が、導電体の少なくとも一部分を覆う、熱調整可能な手術
ツール。
【請求項１１６】
　請求項１１５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体に振動電気エネルギーを供給するように構成された電源を更に備える、熱調整可
能な手術ツール。
【請求項１１７】
　請求項１１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電源は、強磁性塗膜で止血を引き起こすのに十分な電力を供給するように設定されてい
る、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１１８】
　請求項１１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　振動電気エネルギーは、少なくとも一つの強磁性塗膜に多くの電力を供給するために調
整されるように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１１９】
　請求項１１８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　調整は、振動電気エネルギーの周波数の調整することで少なくとも部分的に成し遂げら
れる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１２０】
　請求項１１８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　調整は、電源供給の負荷マッチングを調整することで少なくとも部分的に成し遂げられ
る、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１２１】
　請求項１１５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　少なくとも一つの強磁性塗膜は、ループに沿って配置された複数の強磁性塗膜からなる
、熱調整可能な手術ツール。
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【請求項１２２】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　少なくとも一つの導電体を有するわなと、
　各々が少なくとも導電体の少なくとも一部分を被覆する複数の強磁性塗膜と、
　少なくとも一つの導電体において振動エネルギーを生じるために少なくとも一つの導電
体と連通して配置された電源と、を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１２３】
　請求項１２２記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　複数の強磁性塗膜の少なくとも一部分は、同じ又は異なる組織効果を提供するために構
成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１２４】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
　導電体の一部分を被覆する強磁性塗膜と、
　導電体に振動電流を供給するために構成された、導電体と電気的連通して配置された電
源と、
　導電体を包含するように構成されたチューブと、を備え、
　導電体は、チューブから配置可能である、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１２５】
　請求項１２４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体は、ループを形成する、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１２６】
　請求項１２５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性塗膜は、実質的に、組織を囲み、チューブに向かって引っ込めるように構成され
る、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１２７】
　組織を分離する方法であって、
　その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導電体を選択する工程と、
　強磁性塗膜を有する導電体をチューブ内に配置する工程と、
　チューブを穴の中に挿入する工程と、
　強磁性塗膜を有する導電体の部分を穴の中で展開する工程と、
　強磁性塗膜を加熱するように、加熱された強磁性塗膜が標的組織と接触しながら導電体
に振動電気信号を供給する工程と、を備える、方法。
【請求項１２８】
　請求項１２５記載の方法において、
　展開する工程は、実質的に標的組織の周囲に強磁性塗膜を配置することを備える、方法
。
【請求項１２９】
　請求項１２８記載の方法において、
　加熱された強磁性塗膜を配置する工程は、チューブに向かって導電体の強磁性塗膜部分
を引っ込めることを備える、方法。
【請求項１３０】
　請求項１２７記載の方法において、
　配置する工程は、標的組織での止血を引き起こすことを備える、方法。
【請求項１３１】
　請求項１２７記載の方法において、
　導電体の一部分がチューブ内に残存するように曲がった形状に導電体を形成することを
備える、方法。
【請求項１３２】
　請求項１３１記載の方法において、
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　加熱された強磁性塗膜を配置する工程は、曲がった形状の強磁性塗膜部分を標的組織に
接触させることを備える、方法。
【請求項１３３】
　組織を除去する方法であって、
　それに配置された強磁性塗膜を有する少なくとも一部分をもつ導電体を選択する工程と
、
　組織の少なくとも一部分の周りに強磁性塗膜が被覆された導電体を配置する工程と、
その組織と接触する強磁性塗膜が被覆された導電体を引っ張り、強磁性塗膜が被覆された
導電体がその組織を切断する工程と、を備える、方法。
【請求項１３４】
　請求項１３３記載の方法において、
　方法は、複数の強磁性導電体を有する導電体を使用する工程を備える、方法。
【請求項１３５】
　請求項１３３記載の方法において、
　方法は、強磁性材料が組織と接触しながら、導電体を通じて振動電気信号を通すことを
備える、方法。
【請求項１３６】
　組織を切開する方法であって、
　方法は、組織を切開するため及び組織での止血を引き起こすために、強磁性塗膜が被覆
された導電体を組織に適用することを備える、方法。
【請求項１３７】
　熱調整可能な手術カテーテルであって、
　カテーテルと、
　カテーテルに沿って配置された導電体と、
　導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、を備える、熱調整可能な手術カテ
ーテル。
【請求項１３８】
　請求項１３７記載の熱調整可能な手術カテーテルにおいて、
　導電体に操作的に接続可能な電源を更に備え、
　電源は、導電体に供給される振動電気エネルギーを発生するために構成される、熱調整
可能な手術カテーテル。
【請求項１３９】
　請求項１３７記載の熱調整可能な手術カテーテルにおいて、
　導電体にメッキされた基板を更に備える、熱調整可能な手術カテーテル。
【請求項１４０】
　請求項１３９記載の熱調整可能な手術カテーテルにおいて、
　基板は、固体である、熱調整可能な手術カテーテル。
【請求項１４１】
　請求項１３９記載の熱調整可能な手術カテーテルにおいて、
　基板は、中空である、熱調整可能な手術カテーテル。
【請求項１４２】
　請求項１３９記載の熱調整可能な手術カテーテルにおいて、
　導電体は、基板内に包含される、熱調整可能な手術カテーテル。
【請求項１４３】
　請求項１３７記載の熱調整可能な手術カテーテルにおいて、
　複数の繊維の束を更に備え、
　繊維の束の少なくとも一つは、導電体である、熱調整可能な手術カテーテル。
【請求項１４４】
　請求項１３７記載の熱調整可能な手術カテーテルにおいて、
　カテーテル自体は、剛性または半剛性の内視鏡装置である、熱調整可能な手術カテーテ
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ル。
【請求項１４５】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　カテーテルを備え、
　カテーテルは、
　第１端部を有する中央チャンネルを画定する本体と、
　カテーテルの少なくとも一部分に沿って延び、電力を第１端部に供給するように構成さ
れた導電体と、
　第１端部に近接した導電体の一部分を被覆する強磁性塗膜と、を有し、
　熱調整可能な手術ツールは、更に、
　振動電流をカテーテルに供給する電源への接続のために構成されたコネクタを備える、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項１４６】
　請求項１４５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　カテーテルは、基板を更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１４７】
　請求項１４６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　基板は、高温のプラスチック及びガラスの群から選択される、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項１４８】
　請求項１４６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体の少なくとも一部分は、基板にメッキされる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１４９】
　請求項１４８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体の少なくとも一部分は、導電体上にメッキされる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１５０】
　請求項１４５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体は、中央チャンネルを含む、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１５１】
　請求項１４５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　カテーテルは、
　感覚データをオペレータに戻すように構成された、中央チャンネル内のセンサチャンネ
ルを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１５２】
　請求項１５１記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　カテーテルは、供給チャンネルを更に備え、物質が供給チャンネルから吸引され又は放
出される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１５３】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　内視鏡を備え、
　内視鏡は、
　中央チャンネルと、
　中央チャンネル内に含まれたカテーテルと、
　中央チャンネル内に含まれ、内視鏡に関心の対象物を照らすように構成された光源と、
　中央チャンネル内に含まれ、導電体ループの一部分を被覆する強磁性被膜を備える導電
体ループと、
　導電体ループに振動電流を供給する強磁性被膜を電源と、を備える、熱調整可能な手術
ツール。
【請求項１５４】
　熱調整可能な組織除去ツールであって、
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　一つ以上のアームと、
　各々の先端が一つ以上のアームの端部と関連した、一つ以上の先端と、
　一つ以上の先端に電力を供給するように構成された、一つ以上の導電体と、
　各々の強磁性被膜が導電体上に配置され、一つ以上の先端の部分を形成する、一つ以上
の強磁性被膜と、を備える、熱調整可能な組織除去ツール。
【請求項１５５】
　請求項１５４記載の熱調整可能な組織除去ツールにおいて、
　強磁性被膜の少なくとも一つに近接した組織の特性を検出するように構成されたセンサ
を更に備える、熱調整可能な組織除去ツール。
【請求項１５６】
　請求項１５５記載の熱調整可能な組織除去ツールにおいて、
　センサは、温度を検出するように構成される、熱調整可能な組織除去ツール。
【請求項１５７】
　請求項１５５記載の熱調整可能な組織除去ツールにおいて、
　センサは、インピーダンスを検出するように構成される、熱調整可能な組織除去ツール
。
【請求項１５８】
　請求項１５５記載の熱調整可能な組織除去ツールにおいて、
　センサは、一つ以上の先端の一つ内に含まれる、熱調整可能な組織除去ツール。
【請求項１５９】
　請求項１５５記載の熱調整可能な組織除去ツールにおいて、
　センサは、一つ以上のアームの一つ内に含まれる、熱調整可能な組織除去ツール。
【請求項１６０】
　組織除去方法であって、
　強磁性被膜で被覆された導電体を有するカテーテルを選択する工程と、
　除去される組織に強磁性被膜で被覆された導電体を接触させる工程と、
　電力を強磁性被膜で被覆された導電体に供給する工程と、を備える、組織除去方法。
【請求項１６１】
　請求項１６０記載の方法において、
　内視鏡の支援を通じて組織にカテーテルを導く工程を更に備える、方法。
【請求項１６２】
　請求項１６０記載の方法において、
　選択する工程は、カテーテル上に配置された強磁性被膜で被覆された導電体を選択する
ことを備える、方法。
【請求項１６３】
　請求項１６０記載の方法において、
　カテーテル内に含まれた強磁性被膜で被覆された導電体を選択することを備える、方法
。
【請求項１６４】
　請求項１６３記載の方法において、
　除去される組織に強磁性被膜で被覆された導電体を接触させる工程は、
　強磁性被膜で被覆された導電体をカテーテルから展開させる工程と、
　強磁性被膜で被覆された導電体を除去される組織に接触させる工程と、を更に備える、
方法。
【請求項１６５】
　物質を体内に供給する方法であって、
　強磁性被膜で被覆された導電体を有するカテーテルを選択する工程と、
　物質をカテーテルに配置する工程と、
　カテーテルを体内に挿入する工程と、
　電力を、強磁性被膜で被覆された導電体に送る工程と、を備える、方法。
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【請求項１６６】
　請求項１６５記載の方法において、
　骨接合のための物質を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項１６７】
　請求項１６５記載の方法において、
　卵管のシーリングのための物質を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項１６８】
　請求項１６５記載の方法において、
　電力を、強磁性被膜で被覆された導電体に送る工程は、カテーテルで物質を溶融する工
程を更に備える、方法。
【請求項１６９】
　組織を治療する方法であって、
　強磁性被膜で被覆された導電体を有するカテーテルを選択する工程と、
　カテーテルを組織と接触して配置する工程と、
　電力設定を選択する工程と、を備える、方法。
【請求項１７０】
　請求項１６９記載の方法において、
　電力設定は、温度範囲に対応する、方法。
【請求項１７１】
　請求項１７０記載の方法において、
　温度範囲は、所望の組織の効果に対応する、方法。
【請求項１７２】
　請求項１７１記載の方法において、
　所望の組織の効果は、血管内皮溶接、止血、焼灼、シーリング、切開、切除、及び、蒸
発の群から選択される、方法。
【請求項１７３】
　請求項１６９記載の方法において、
　電力設定は、所望の組織の効果に対応する、方法。
【請求項１７４】
　組織を治療する方法であって、
　その一部分に配置された強磁性被膜を有する導電体を選択する工程と、
　強磁性被膜を組織と接触して配置する工程と、
　強磁性被膜を加熱して組織を治療するように、導電体に振動電気信号を供給する工程と
、を備える、方法。
【請求項１７５】
　請求項１７４記載の方法において、
　選択する工程は、
　導電体を選択する工程と、
　導電体に強磁性被膜をメッキする工程と、を更に備える、方法。
【請求項１７６】
　請求項１７４記載の方法において、
　選択する工程は、所望の処置に従って、その一部分上に配置された強磁性塗膜を有する
導電体の大きさを選択する工程を更に備える、方法。
【請求項１７７】
　請求項１７４記載の方法において、
　選択する工程は、所望の処置に従って、その一部分上に配置された強磁性塗膜を有する
導電体の熱質量を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項１７８】
　請求項１７４記載の方法において、
　選択する工程は、ループ、固体ループ、正方形、尖った形状、フック及び傾斜した形状
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の群から導電体を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項１７９】
　請求項１７４記載の方法において、
　摂氏３７乃至６００度で強磁性塗膜を加熱するために振動電気信号を構成する工程を更
に備える、方法。
【請求項１８０】
　請求項１７４記載の方法において、
　摂氏４０乃至５００度で強磁性塗膜を加熱するために振動電気信号を構成する工程を更
に備える、方法。
【請求項１８１】
　請求項１７４記載の方法において、
　血管内皮溶接を引き起こすために、約摂氏５８乃至６２度で強磁性塗膜を加熱させる工
程を更に備える、方法。
【請求項１８２】
　請求項１７４記載の方法において、
　組織の止血を促進するために、約摂氏７０乃至８０度で強磁性塗膜を加熱させる工程を
更に備える、方法。
【請求項１８３】
　請求項１７４記載の方法において、
　組織の焼灼及びシーリングを促進するために、約摂氏８０乃至２００度で強磁性塗膜を
加熱させる工程を更に備える、方法。
【請求項１８４】
　請求項１７４記載の方法において、
　組織の切開を生じるために、約摂氏２００乃至４００度で強磁性塗膜を加熱させる工程
を更に備える、方法。
【請求項１８５】
　請求項１７４記載の方法において、
　組織の切除及び蒸発を生じるために、約摂氏４００乃至５００度で強磁性塗膜を加熱さ
せる工程を更に備える、方法。
【請求項１８６】
　請求項１７４記載の方法において、
　治療は、組織を切開することである、方法。
【請求項１８７】
　請求項１７４記載の方法において、
　治療は、組織の止血を引き起こすことである、方法。
【請求項１８８】
　請求項１７４記載の方法において、
　治療は、組織を切除することである、方法。
【請求項１８９】
　請求項１７４記載の方法において、
　治療は、血管内皮溶接である、方法。
【請求項１９０】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
　導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、
　導電体に供給される振動電気エネルギーを生じるように構成された導電体と連通して配
置された電源と、
　導電体に沿って又は隣接して測定を実施するように構成されたセンサと、を備え、
　電源は、測定に応じて振動電気エネルギーを調整するように構成される、熱調整可能な
手術ツール。
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【請求項１９１】
　請求項１９０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　振動電気エネルギーは、所望の組織の効果に対応するように調整される、熱調整可能な
手術ツール。
【請求項１９２】
　請求項１９０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　測定は、
　組織の色、組織の温度範囲、導電体の温度範囲、組織の水分含量、導電体と組織との近
接、組織のタイプ、伝達熱、抵抗、インピーダンス、電圧、リターン電流、定在波比、反
射電力、リアクタンス、中心周波数、電流、及び、視覚的なフィードバックからなる群か
らの少なくとも一つから選択される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１９３】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　第１部分と第２部分とを有する導電体と、
　第１部分と第２部分との間の導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、
　導電体に波形を供給するように構成されたジェネレータと、を備える、熱調整可能な手
術ツール。
【請求項１９４】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、強磁性塗膜で生じる電流の最小値と電圧の最大値からなる定在波を引
き起こすことによって導電体とインピーダンス適合するように構成される、熱調整可能な
手術ツール。
【請求項１９５】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、ＩＳＭ周波数帯域内の少なくとも１つの波形を提供するように構成さ
れる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１９６】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、５メガヘルツ乃至２４ギガヘルツの少なくとも１つの波形を提供する
ように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１９７】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、４０メガヘルツ乃至９２８ギガヘルツの少なくとも１つの波形を提供
するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１９８】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、６．７８ＭＨｚ、１３．５６ＭＨｚ、２７．１２ＭＨｚ、４０．６８
ＭＨｚ、４３３．９２ＭＨｚ、９１５ＭＨｚ、２．４５ＧＨｚ、５．８０ＧＨｚ、２４．
１２５ＧＨｚ、６１．２５ＧＨｚ、１２２．５ＧＨｚ、２４５ＧＨｚの中心周波数の群か
ら選択される周波数帯の波形を提供するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項１９９】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性塗膜に近接して配置されたセンサを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２００】
　請求項１９９記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　センサは、温度を測定するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０１】
　請求項２００記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、センサからの信号を受けるように、及び設定温度に対応する波形を調
整するように、構成される、熱調整可能な手術ツール。
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【請求項２０２】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、導電体に関連したインジケータを測定するように構成され、
インジケータは、温度と相関し、
ジェネレータは、インジケータを監視し、所望の温度に対応するために波形を調整するよ
うに構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０３】
　請求項２０２記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　インジケータは、インピーダンス、電圧、電流、反射エネルギー、定在波比（ＳＷＲ）
、および位相シフトの群の一つ以上から選択される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０４】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、強磁性塗膜を有する導電体の負荷特性を予測するために構成されたモ
ジュールを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０５】
　請求項２０４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　モジュールは、所望の温度範囲内の温度を達成するために出力するために必要な波形を
予測する予測負荷特性を使用するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０６】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、加熱中に誘導性リアクタンスを連続的に測定するように構成され、さ
らに、強磁性塗膜で予め決められた治療温度範囲を達成するために波形を連続的に調整す
るように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０７】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　強磁性先端に近接して配置された第２先端を更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０８】
　請求項２０７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　第２先端は、伝達された温度を測定するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２０９】
　請求項２０７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　第２先端は、組織の特性を測定するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１０】
　請求項２０７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　第２先端は、組織の目視観察を提供するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１１】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、波形から導電体に電力を調整的に供給するように構成される、熱調整
可能な手術ツール。
【請求項２１２】
　請求項２１１記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、パルス幅変調、振幅変調、周波数変調の群の一つ以上の使用を通じて
電力を調整可能に供給するように構成され、導電体とジェネレータとの間の回路を調整し
、導電体とジェネレータを含み、回路をデチューンする、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１３】
　請求項１９３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、ツールで障害を検出するように構成される、熱調整可能な手術ツール
。
【請求項２１４】
　請求項２１３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
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　ジェネレータは、障害を検出した後、波形の供給を停止するように構成される、熱調整
可能な手術ツール。
【請求項２１５】
　請求項２１３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、ツールの障害の結果として望ましくないインピーダンスを検出するよ
うに構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１６】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
　導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、
　導電体を導くように構成されたハンドルと、
　導電体に電力を供給するように構成されたジェネレータと、を備える、熱調整可能な手
術ツール。
【請求項２１７】
　請求項２１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ハンドルと関連されたコンセントを更に備え、コンセントは、導電体を受け入れるため
に構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１８】
　請求項２１７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　導電体を受け入れるように構成され、コンセントに取り付けるように構成されたプラグ
を更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２１９】
　請求項２１８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　プラグは、単一の使用のために構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２０】
　請求項２１８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、強磁性塗膜を有する導電体の負荷特性を予測するために構成された負
荷の予測モジュールを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２１】
　請求項２２０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　プラグは、負荷の予測モジュールに導電体の負荷特性を伝達するように構成されたデー
タモジュールを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２２】
　請求項２２１記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　負荷の予測モジュールは、所望の温度を達成するために必要な電力の出力を予測する予
測負荷特性を使用するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２３】
　請求項２１８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　プラグは、強磁性塗膜に近接した温度センサを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２４】
　請求項２１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、ハンドル内に含まれる、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２５】
　請求項２１６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ハンドルとジェネレータとの間の気的接続を提供するように構成されたコネクタを更に
備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２６】
　請求項２２５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　コネクタは、単一の使用のために構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２７】
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　請求項２２５記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータは、強磁性塗膜を有する導電体の負荷特性を予測するために構成された負
荷の予測モジュールを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２８】
　請求項２２７記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　コネクタは、負荷の予測モジュールに導電体の負荷特性を通信するように構成された
識別モジュールを更に備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２２９】
　請求項２２８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　負荷の予測モジュールは、所望の温度を達成するために必要な電力の出力を予測する予
測負荷特性を使用するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３０】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　複数の導電体と、
　各々が複数の導電体の少なくとも一部分を被覆する、複数の強磁性塗膜と、
　複数の導電体に電力を供給するように構成されたジェネレータシステムと、を備える、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３１】
　請求項２３０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータシステムは、複数の導電体の少なくとも一つに供給される電力を別個に調
整するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３２】
　請求項２３０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータシステムは、複数の導電体の少なくとも二つ以上に共同的に供給される電
力を別個に調整するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３３】
　請求項２３０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ジェネレータシステムを指示するように構成されたユーザコントロールを更に備える、
熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３４】
　請求項２３３記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、複数の導電体の少なくとも二つに供給される電力を調整するた
めにジェネレータシステムを指示するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３５】
　請求項２３４記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザコントロールは、様々な設定のために、複数の導電体の少なくとも二つ以上に供
給される電力を調整するためにジェネレータシステムを指示するように構成される、熱調
整可能な手術ツール。
【請求項２３６】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　導電体と、
　導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、
　導電体と連通して配置されると共に、強磁性塗膜とインピーダンス適合するように構成
され、さらに導電体に振動電気エネルギーを供給するように構成される電源と、
　導電体に供給される電力の量を選択するように構成された、電源と連通したユーザ調整
可能なコントロールと、を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２３７】
　請求項２３６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電力供給は、パルス幅変調、振幅変調、周波数変調の一つによって制御され、インピー
ダンスマッチング回路をデチューンする、熱調整可能な手術ツール。
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【請求項２３８】
　請求項２３６記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザ調整可能なコントロールは、電源に無線で結合されている、熱調整可能な手術ツ
ール。
【請求項２３９】
　請求項２３８記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電源は、ワイヤレスモジュールを備え、
　ユーザ調整可能なコントロールは、ワイヤレスモジュールを更に備える、熱調整可能な
手術ツール。
【請求項２４０】
　請求項２３９記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電源は、ユーザ調整可能なコントロールに電流の状態に関するデータを送信するように
構成され、
　ユーザ調整可能なコントロールは、電流の状態に関するデータを受け取り、電源に制御
データを送信するように構成される、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２４１】
　請求項２４０記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　ユーザ調整可能なコントロールは、電流の状態を表示するように構成されている、熱調
整可能な手術ツール。
【請求項２４２】
　熱調整可能な手術ツールのための電源であって、
　フットペダルと、
　フットペダルと連通したデューティサイクルコントロールと、
　デューティサイクルコントロールと連通した発振器と、
発振器と連通した電力アンプと、
電力アンプと連通した手持ち手術ツールと、を備え、
手術ツールは、
導電体と、
導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、
各回路のステージに対して電力を提供する電源と、を備える、熱調整可能な手術ツールの
ための電源。
【請求項２４３】
　請求項２４２記載の熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電力アンプは、Ｅ級増幅器を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２４４】
　熱調整可能な手術ツールであって、
　負荷を備え、
　負荷は、
　近位端と遠位端とを有する小径の導電体であって、近位端は、無線周波数エネルギーを
提供する電気回路への接続のために構成された、小径の導電体と、
　導電体の周りに円周方向に配置された強磁性材料の薄いメッキであって、強磁性材料は
、所望の設定の治療用温度範囲を包含するために十分に高いキュリー点で構成された、強
磁性材料の薄いメッキと、を有し、
　熱調整可能な手術ツールは、更に、
　無線周波数エネルギーを導電体に供給するように構成され、負荷をインピーダンス整合
するように構成された、制御可能な電源を備える、熱調整可能な手術ツール。
【請求項２４５】
　熱調整可能な手術ツールに電力を供給するプロセスであって、
　振動電気信号が、ほぼ、導電体上に被覆された強磁性材料からなる負荷で最大電流及び
最小電圧を有する定在波を有するように、構成された導電体を備える熱調整可能な手術ツ
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ールを選択する工程と、
　負荷に振動電気信号を供給する工程と、
　電気信号を負荷に送らないようにさせる工程と、を備える、プロセス。
【請求項２４６】
　請求項２４５記載のプロセスにおいて、
　プロセスは、
　５メガヘルツ乃至２４ギガヘルツの振動電気信号を提供する工程を備える、プロセス。
【請求項２４７】
　請求項２４６記載のプロセスにおいて、
　振動電気信号は、４０メガヘルツ乃至９２８ギガヘルツである、プロセス。
【請求項２４８】
　請求項２４５記載のプロセスにおいて、
　プロセスは、
　６．７８ＭＨｚ、１３．５６ＭＨｚ、２７．１２ＭＨｚ、４０．６８ＭＨｚ、４３３．
９２ＭＨｚ、９１５ＭＨｚ、２．４５ＧＨｚ、５．８０ＧＨｚ、２４．１２５ＧＨｚ、６
１．２５ＧＨｚ、１２２．５ＧＨｚ、２４５ＧＨｚの中心周波数の群から選択された振動
電気信号を提供する工程を備える、プロセス。
【請求項２４９】
　組織を切開するための方法であって、
　その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導電体を選択する工程と、
　組織と接触させて強磁性塗膜を配置する工程と、
　強磁性塗膜を加熱させて組織を切断するように導電体に振動電気信号を供給する工程と
、を備える、方法。
【請求項２５０】
　請求項２４９記載の方法において、
　振動電気信号の電力の出力を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項２５１】
　請求項２５０記載の方法において、
　電源の出力は、強磁性塗膜での温度範囲に対応する、方法。
【請求項２５２】
　請求項２５１記載の方法において、
　温度範囲は、切断、止血、血管内皮溶接、組織の蒸発、組織の切除及び組織の炭化の所
望の組織の効果に対応する群から選択される、方法。
【請求項２５３】
　請求項２５０記載の方法において、
　電源の出力は、所望の組織の効果に対応する、方法。
【請求項２５４】
　組織を切開するための方法であって、
　プラグに関連した、その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導電体を選択する工程
と、
　電力供給のために構成されたコンセントにプラグを配置する工程と、
　強磁性塗膜を組織と接触させて配置する工程と、
　強磁性塗膜を加熱させて組織を切断するようにプラグを通して導電体に振動電気信号を
供給する工程と、を備える、方法。
【請求項２５５】
　請求項２５４記載の方法において、
　使用後にプラグを抜く工程を更に備える、方法。
【請求項２５６】
　請求項２５４記載の方法において、
　コンセントを通じて導電体及び強磁性塗膜の特性を通信する工程を更に備える、方法。
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【請求項２５７】
　請求項２５６記載の方法において、
　通信する工程は、更に、
　プラグを介して又はプラグ内にあるコンピュータチップをアクセスする工程を備える、
方法。
【請求項２５８】
　請求項２５６記載の方法において、
　通信する工程は、更に、
　ルックアップテーブルの特性に対応する抵抗器の値を通信する工程を備える、方法。
【請求項２５９】
　手術を行うための方法であって、
　強磁性塗膜を有する導電体を備える負荷を選択する工程と、
　電源からの振動電気エネルギーによって導電体に電力を供給する工程と、
　ジャネレータのインピーダンスに付加のインピーダンスをマッチングする工程と、を備
える、方法。
【請求項２６０】
　請求項２５９記載の方法において、
　マッチングする工程は、負荷に整合するために電源の出力のインピーダンスを変更する
工程を更に備える、方法。
【請求項２６１】
　請求項２５９記載の方法において、
　マッチングする工程は、振動電気エネルギーの周波数を変える工程を更に備える、方法
。
【請求項２６２】
　請求項２５９記載の方法において、
　マッチングする工程は、振動電気エネルギーに定在波を達成するために電源を調整する
工程を更に備える、方法。
【請求項２６３】
　請求項２５９記載の方法において、
　マッチングする工程は、導電体において電流を最大化にする工程を更に備える、方法。
【請求項２６４】
　請求項２５９記載の方法において、
　マッチングする工程は、導電体における定在波を達成するためにコンポーネントを選
択する工程を更に備える、方法。
【請求項２６５】
　請求項２５９記載の方法において、
　マッチングする工程は、導電体における定在波を達成するために電源を接続するための
ケーブルの長さを選択する工程を更に備える、方法。
【請求項２６６】
　組織を治療するための方法であって、
　その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導電体を選択する工程と、
　強磁性塗膜を組織と接触して配置する工程と、
　強磁性塗膜を加熱させて組織を切断するように導電体に振動電気信号を供給する工程と
、
　強磁性塗膜の所望の加熱を得るため又は維持するために、振動電気信号を変更するユー
ザコントロールを調整する工程と、を備える方法。
【請求項２６７】
　請求項２６６記載の方法において、
　導電体を選択する工程であって、導電体の一部分は、それに配置された強磁性塗膜を有
する工程と、
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　強磁性塗膜を組織と接触して配置する工程と、
　強磁性塗膜を加熱させて組織を切断するように導電体に振動電気信号を供給する工程と
、
切断される物質に加熱された強磁性塗膜を適用し、それによって、その物質を切断する工
程と、を更に備える、方法。
【請求項２６８】
　電気外科電極及び熱要素を備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２６９】
　請求項２６８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　電気外科電極は、単極の電極である、マルチモード手術ツール。
【請求項２７０】
　請求項２６８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、強磁性塗膜が被覆された導電体である、マルチモード手術ツール。
【請求項２７１】
　請求項２６８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、電気外科電極から分離される、マルチモード手術ツール。
【請求項２７２】
　請求項２７１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　電気外科電極は、単極電極として動作し、熱要素は、強磁性塗膜を有する導電体である
、マルチモード手術ツール。
【請求項２７３】
　請求項２６８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、電気外科電極として機能する、マルチモード手術ツール。
【請求項２７４】
　請求項２７３記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２７５】
　請求項２７４記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号を発生するための手段を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２７６】
　請求項２７４記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号は、単極信号を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２７７】
　請求項２７６記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　単極信号は、２００ｋＨｚ乃至２ＭＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項２７８】
　請求項２７７記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　単極信号は、３５０ｋＨｚ乃至８００ｋＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項２７９】
　請求項２７６記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号は、誘導加熱信号を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２８０】
　請求項２７９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　誘導加熱信号は、５ＭＨｚ乃至２４ＧＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項２８１】
　請求項２８０記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　誘導加熱信号は、４０ＭＨｚ乃至９２８ＭＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項２８２】
　請求項２７０記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルを更に備え、
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　電極及び要素は、カテーテルに配置される、マルチモード手術ツール。
【請求項２８３】
　請求項２８２記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、剛性である、マルチモード手術ツール。
【請求項２８４】
　請求項２８２記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、可撓性である、マルチモード手術ツール。
【請求項２８５】
　請求項２８２記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、吸引のために構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項２８６】
　請求項２８２記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、物質の供給のために構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項２８７】
　請求項２８２記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、更に、少なくとも一つのセンサを備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２８８】
　請求項２８２記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、更に、視覚的なフィードバックを発生するための手段を備える、マルチ
モード手術ツール。
【請求項２８９】
　マルチモード手術ツールであって、
　導電体を備える先端と、
　導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、を備え、
　強磁性塗膜は、振動電気エネルギーのいくつかの周波数を熱エネルギーに変換すると共
に振動電気エネルギーの他の周波数を組織に渡す強磁性塗膜から選択される、マルチモー
ド手術ツール。
【請求項２９０】
　請求項２８９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号を導電体に送信するための手段を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２９１】
　請求項２８９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　先端は、電気外科電極を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項２９２】
　請求項２９１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　電気外科電極は、単極の電極である、マルチモード手術ツール。
【請求項２９３】
　請求項２８９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　強磁性塗膜は、熱エネルギーと振動電気エネルギーとを同時に組織の中に分散するよう
に構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項２９４】
　熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法であって、
　組織の熱効果を作るために強磁性材料によって被覆された導電体の一部分を有する導電
体に沿って配置された第１の負荷で実質的に最大電流及び最小電圧を有するおおよその定
在波を形成する第１の振動電気信号を発生する工程と、
　組織の電気外科組織効果を作るために導電体に沿って第２の振動電気信号を発生する工
程と、を備える、熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法。
【請求項２９５】
　請求項２９４記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法において、
　第１の振動電気信号は、組織で止血を作成し、第２の振動電気信号は、組織の切断を生
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じるように構成される、熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法。
【請求項２９６】
　請求項２９４記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法において、
　単一の導電体において第１の振動電気信号及び第２の振動電気信号を発生する工程を備
える、熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法。
【請求項２９７】
　請求項２９４記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法において、
　時間の重なる間、第１の振動電気信号及び第２の振動電気信号を発生する工程を備える
、熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法。
【請求項２９８】
　請求項２９４記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法において、
　導電体は、単極の電極を備える、熱調整可能なマルチモード手術ツールの使用方法。
【請求項２９９】
　マルチモード外科病変プローブであって、
　先端を備え、
　先端は、
　導電体と、
　導電体の一部分を被覆する強磁性塗膜と、を有する、マルチモード外科病変プローブ。
【請求項３００】
　請求項２９９記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　導電体の少なくとも一部分を被覆する第２の塗膜を備える、マルチモード外科病変プロ
ーブ。
【請求項３０１】
　請求項２９９記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　振動電流を先端に供給する電源を更に備える、マルチモード外科病変プローブ。
【請求項３０２】
　請求項３０１記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　第２の先端を更に備え、第２の先端は、センサを備える、マルチモード外科病変プロー
ブ。
【請求項３０３】
　請求項３０２記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　電源は、センサに反応するように構成される、マルチモード外科病変プローブ。
【請求項３０４】
　請求項３０２記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　センサは、温度を測定するように構成される、マルチモード外科病変プローブ。
【請求項３０５】
　請求項３０２記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　センサは、伝達された熱を測定するように構成される、マルチモード外科病変プローブ
。
【請求項３０６】
　請求項３０２記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　センサは、組織の特性を測定するように構成される、マルチモード外科病変プローブ。
【請求項３０７】
　請求項３０２記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　センサは、組織の目視観察を許容するように構成される、マルチモード外科病変プロー
ブ。
【請求項３０８】
　請求項３０１記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　電源は、強磁性塗膜の温度インジケータを測定し、組織の予め決められた治療温度範囲
を維持するために出力を調整するように構成される、マルチモード外科病変プローブ。
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【請求項３０９】
　請求項２９９記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　第２の塗膜は、高温耐熱で非粘着な材料の薄層を備える、マルチモード外科病変プロー
ブ。
【請求項３１０】
　請求項２９９記載のマルチモード外科病変プローブにおいて、
　第２の塗膜は、高熱伝導性で生体適合性の材料を備える、マルチモード外科病変プロー
ブ。
【請求項３１１】
　熱調整可能なマルチモード手術先端であって、
　ケーブルと、
　近位端と遠位端とを有する小径の導電体であって、近位端は、ケーブルからの無線周波
数エネルギーを受け取るように構成された、小径の導電体と、
　導電体の周りに円周方向に配置された強磁性材料の薄いメッキであって、強磁性材料は
、所望の設定の治療用温度範囲を包含するために十分に高いキュリー点で構成された、強
磁性材料の薄いメッキと、
　ケーブルからの電力を受けると共に、隣接する組織の中に無線周波数エネルギーを解放
するように構成されて接続された電気外科要素と、を備える、熱調整可能なマルチモード
手術先端。
【請求項３１２】
　請求項３１１記載の熱調整可能なマルチモード手術先端において、
　電気外科要素は、単極の要素である、熱調整可能なマルチモード手術先端。
【請求項３１３】
　組織を切開し密封する方法であって、
　その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導電体を有すると共に電極を有する手術ツ
ールを選択する工程と、
　電極を組織と接触させて配置する工程と、
　強磁性塗膜を組織と接触させて配置する工程と、
　組織を切開するように電極に振動電気信号を供給する工程と、
　強磁性塗膜を加熱させて組織を切断するように導電体に振動電気信号を供給する工程と
、を備える、方法。
【請求項３１４】
　請求項３１３記載の方法において、
　強磁性塗膜は、組織の止血を促進するために加熱される、方法。
【請求項３１５】
　請求項３１３記載の方法において、
　電極は、単極の電極である、方法。
【請求項３１６】
　組織の切除のための方法であって、
　電気外科モダリティ及び熱モダリティを有する先端を選択する工程と、
　望ましくない組織の中に先端を挿入する工程と、
　望ましくない組織内で一つ以上のモダリティを活性化する工程と、を備える、方法。
【請求項３１７】
　組織を治療する方法であって、
　外科ハンドピースを選択する工程と、
　ハンドピースから組織に少なくとも摂氏５８度で熱エネルギーを供給する工程と、
　ハンドピースから組織に電気エネルギーを供給し、それによって組織を治療する工程と
、を備える、方法。
【請求項３１８】
　請求項２６８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
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　熱要素は、電源がそれに適用されたときに、自己クリーニングのために十分な温度に達
するように構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項３１９】
　双極性電極及び熱要素を備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３２０】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、強磁性塗膜が被覆された導電体である、マルチモード手術ツール。
【請求項３２１】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、電気外科電極から分離される、マルチモード手術ツール。
【請求項３２２】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、双極性電極として機能する、マルチモード手術ツール。
【請求項３２３】
　請求項３２２記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３２４】
　請求項３２３記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号は、多重化信号を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３２５】
　請求項３２３記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号は、双極性信号を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３２６】
　請求項３２５記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　双極性信号は、２００ｋＨｚ乃至２ＭＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項３２７】
　請求項３２６記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　双極性信号は、３５０ｋＨｚ乃至８００ｋＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項３２８】
　請求項３２５記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号は、誘導加熱信号を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３２９】
　請求項３２８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　誘導加熱信号は、５ＭＨｚ乃至２４ＧＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項３３０】
　請求項３２９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　誘導加熱信号は、４０ＭＨｚ乃至９２８ＭＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項３３１】
　請求項３２０記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルを更に備え、
　電極及び要素は、カテーテルに配置される、マルチモード手術ツール。
【請求項３３２】
　請求項３３１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、剛性である、マルチモード手術ツール。
【請求項３３３】
　請求項３３１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、可撓性である、マルチモード手術ツール。
【請求項３３４】
　請求項３３１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、吸引のために構成される、マルチモード手術ツール。
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【請求項３３５】
　請求項３３１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、物質の供給のために構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項３３６】
　請求項３３１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、灌漑のために構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項３３７】
　請求項３２５記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、熱要素に熱を発生することによりカテーテルから解放されることができ
る、それに配置された溶融性物質を有する、マルチモード手術ツール。
【請求項３３８】
　請求項３３１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、それに配置された少なくとも一つのセンサを有する、マルチモード手術
ツール。
【請求項３３９】
　請求項３３１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　カテーテルは、可視化装置を備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３４０】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　双極性電極にエネルギー波形を供給すると共に熱要素に熱を生じるために異なるエネル
ギー波形を提供するための電源を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３４１】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　双極性電極及び熱要素にエネルギーを提供するための導電体と、導電体に多重化信号を
提供するための手段と、を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３４２】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　電源と、
　双極性電極及び熱要素を別個に又は組み合わせて選択的に活性化するためのコントロー
ルと、を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３４３】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、双極性電極上に配置される、マルチモード手術ツール。
【請求項３４４】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　双極性電極及び熱要素の少なくとも一つに配置された非粘着性塗膜を更に備える、マル
チモード手術ツール。
【請求項３４５】
　請求項３１９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素の少なくとも一部分上に配置された生体適合性塗膜を更に備える、マルチモード
手術ツール。
【請求項３４６】
　マルチモード手術鉗子であって、
　少なくとも二つの先端と、
　少なくとも二つの先端の少なくとも一つに配置された双極性電極と、
　少なくとも二つの先端の少なくとも一つに配置された熱要素と、を備える、マルチモー
ド手術鉗子。
【請求項３４７】
　請求項３４６記載のマルチモード手術鉗子において、
　熱要素及び双極性電極は、同じ先端に配置される、マルチモード手術鉗子。
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【請求項３４８】
　請求項３４６記載のマルチモード手術鉗子において、
　熱要素及び双極性電極は、別々の先端に配置される、マルチモード手術鉗子。
【請求項３４９】
　請求項３４６記載のマルチモード手術鉗子において、
　少なくとも二つの先端の少なくとも一つに配置された非粘着性塗膜を更に備える、マル
チモード手術鉗子。
【請求項３５０】
　請求項３４７記載のマルチモード手術鉗子において、
　熱要素及び双極性電極に多重化信号を供給するための電源を更に備える、マルチモード
手術鉗子。
【請求項３５１】
　請求項３５０記載のマルチモード手術鉗子において、
　熱要素は、双極性電極から分離される、マルチモード手術鉗子。
【請求項３５２】
　請求項３５０記載のマルチモード手術鉗子において、
　熱要素は、双極性電極として機能する、マルチモード手術鉗子。
【請求項３５３】
　請求項３５２記載のマルチモード手術鉗子において、
　熱要素は、強磁性塗膜を備える、マルチモード手術鉗子。
【請求項３５４】
　組織を治療する方法であって、
　電気外科モダリティ及び熱モダリティを有する手術ツールを選択する工程と、
　先端を組織と接触させて配置する工程と、
　モダリティの少なくとも一つを活性化する工程と、を備える、方法。
【請求項３５５】
　請求項３５４記載の方法において、
　電気外科モダリティは、更に、双極性モダリティを備える、方法。
【請求項３５６】
　請求項３５５記載の方法において、
　所望の温度範囲を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項３５７】
　請求項３５６記載の方法において、
　所望の温度範囲は、所望の組織の効果に対応する、方法。
【請求項３５８】
　請求項３５４記載の方法において、
　所望の組織の効果に対応する電力の設定を選択する工程を更に備える、方法。
【請求項３５９】
　請求項３５５記載の方法において、
　熱モダリティは、強磁性塗膜が被覆された導電体を更に備える、方法。
【請求項３６０】
　請求項３５９記載の方法において、
　活性化する工程は、更に、
　切開のための第１のモダリティを活性化する工程と、
　血管内皮溶接及び止血の少なくとも一つのための第２のモダリティを活性化する工程と
、を更に備える、方法。
【請求項３６１】
　請求項３５９記載の方法において、
　活性化する工程は、更に、
　モダリティの活性期間が重なるようにモダリティを活性化する工程を備える、方法。
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【請求項３６２】
　請求項３５９記載の方法において、
　活性化する工程は、更に、
　モダリティの活性期間が重なるのを防止するようにモダリティを活性化する工程を備え
る、方法。
【請求項３６３】
　組織を切開する方法であって、
　双極性モダリティ及び誘導加熱のモダリティを有する手術ツールを選択する工程と、
　切開のために双極性モダリティを活性化する工程と、
　組織と隣接接触させて先端を配置する工程と、
　血管内皮溶接及び止血の少なくとも１つのために誘導加熱のモダリティを活性化する工
程と、を備える、方法。
【請求項３６４】
　請求項３６３記載の方法において、
　誘導加熱のモダリティを活性化し、それによって組織を切開すると共に、実質的に同時
に止血を作成しながら、双極性モダリティを活性化することを維持する工程を備える、方
法。
【請求項３６５】
　請求項３６４記載の方法において、
　双極性電極を有する一対のアームと、同じアーム上の熱要素とを有する外科手術ツール
を使用する工程を備える、方法。
【請求項３６６】
　マルチモード手術鉗子であって、
　少なくとも二つのアームと、
　少なくとも二つのアームの一方に配置された双極性電極と、
　少なくとも二つのアームの一方に配置されたリターン双極性電極と、
　少なくとも二つのアームの少なくとも一つに配置された少なくとも一つの強磁性塗膜が
被覆された導電体と、を備える、マルチモード手術鉗子。
【請求項３６７】
　請求項３６６記載のマルチモード手術鉗子において、
　電力を更に備える、マルチモード手術鉗子。
【請求項３６８】
　請求項３６７記載のマルチモード手術鉗子において、
　少なくとも二つのアームの一方に配置されたセンサを更に備える、マルチモード手術鉗
子。
【請求項３６９】
　請求項３６８記載のマルチモード手術鉗子において、
　センサは、組織の効果を測定するように構成される、マルチモード手術鉗子。
【請求項３７０】
　請求項３６９記載のマルチモード手術鉗子において、
　組織の効果は、更に、温度を備える、マルチモード手術鉗子。
【請求項３７１】
　請求項３６８記載のマルチモード手術鉗子において、
　電源は、センサの測定に対応して電力の出力を調整するように構成される、マルチモー
ド手術鉗子。
【請求項３７２】
　双極性電極と、
　熱要素と、
　双極性電極及び熱要素の少なくとも一つに隣接して配置されたセンサと、を備える、マ
ルチモード手術鉗子。
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【請求項３７３】
　双極性電極と、
　熱要素と、を備え、
　双極性電極及び熱要素の少なくとも一つは、カテーテル及び内視鏡からなる群から選択
された装置に配置される、マルチモード手術鉗子。
【請求項３７４】
　請求項３１９記載のマルチモード手術鉗子において、
　熱要素は、セルフクリーニングである、マルチモード手術鉗子。
【請求項３７５】
　マルチモード熱調整可能な手術ツールであって、
　振動するように構成された本体と、
　本体の少なくとも一部分の周りに配置された導電体と、
　導電体の一部分を被覆する強磁性塗膜と、
　導電体に振動電流を供給する電源と、を備える、マルチモード熱調整可能な手術ツール
。
【請求項３７６】
　請求項３７５記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　本体は、超音波ホーンを備える、マルチモード熱調整可能な手術ツール。
【請求項３７７】
　請求項３７５記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　振動電気エネルギーを提供し、それによって、本体を振動し、強磁性塗膜の加熱を提供
する電源を更に備える、マルチモード熱調整可能な手術ツール。
【請求項３７８】
　請求項３７７記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電源は、本体を振動させるエネルギーを提供するため及び強磁性塗膜の加熱を提供する
ための別個の源を更に備える、マルチモード熱調整可能な手術ツール。
【請求項３７９】
　請求項３７８記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　別個の源は、時間の重なる間、動作するように構成される、マルチモード熱調整可能な
手術ツール。
【請求項３８０】
　請求項３７８記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　別個の源は、別個の時間の間、動作するように構成される、マルチモード熱調整可能な
手術ツール。
【請求項３８１】
　請求項３７５記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　本体は、穴を有する、マルチモード熱調整可能な手術ツール。
【請求項３８２】
　請求項３８１記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　本体は、複数の穴を有する、マルチモード熱調整可能な手術ツール。
【請求項３８３】
　請求項３８２記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　複数の穴の第１の穴は、吸引するように構成され、複数の穴の第２の穴は、灌漑するよ
うに構成される、マルチモード熱調整可能な手術ツール。
【請求項３８４】
　請求項３７５記載のマルチモード熱調整可能な手術ツールにおいて、
　電源は、所望の組織の効果に対応する電源設定を更に備える、マルチモード熱調整可能
な手術ツール。
【請求項３８５】
　超音波トランスデューサ及び熱要素を備える、マルチモード手術ツール。
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【請求項３８６】
　請求項３８５記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　熱要素は、強磁性塗膜が被覆された導電体である、マルチモード手術ツール。
【請求項３８７】
　請求項３８６記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　超音波トランスデューサは、圧電トランスデューサを更に備える、マルチモード手術ツ
ール。
【請求項３８８】
　請求項３８５記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号を発生するための電源を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３８９】
　請求項３８８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号は、超音波信号を備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３９０】
　請求項３８９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号は、誘導加熱信号を備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３９１】
　請求項３９０記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　誘導加熱信号は、５ＭＨｚ乃至２４ＧＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項３９２】
　請求項３９１記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　誘導加熱信号は、４０ＭＨｚ乃至９２８ＭＨｚである、マルチモード手術ツール。
【請求項３９３】
　マルチモード手術ツールであって、
　先端を備え、
　先端は、
　導電体と、
　超音波トランスデューサと、
　導電体の少なくとも一部分を被覆する強磁性塗膜と、を備える、マルチモード手術ツー
ル。
【請求項３９４】
　請求項３９３記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　多重化信号を発生するための手段を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３９５】
　請求項３９３記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　先端は、振動する本体の一部である、マルチモード手術ツール。
【請求項３９６】
　請求項３９３記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　本体は、吸引穴を備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３９７】
　請求項３９５記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　振動する本体は、超音波ホーンを更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３９８】
　マルチモード手術ツールであって、
　病変プローブを備え、
　病変プローブは、
　導電体と、導電体の一部分を被覆する強磁性塗膜と、超音波トランスデューサと、を有
する先端を備える、マルチモード手術ツール。
【請求項３９９】
　請求項３９８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
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　振動電流を先端に供給する電源を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項４００】
　請求項３９９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　センサを備える第２の先端を更に備える、マルチモード手術ツール。
【請求項４０１】
　請求項４００記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　電源は、センサに反応するように構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項４０２】
　請求項４００記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　センサは、温度を測定するように構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項４０３】
　請求項４００記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　センサは、伝達された熱を測定するように構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項４０４】
　請求項４００記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　センサは、組織の特性を測定するように構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項４０５】
　請求項４００記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　センサは、組織の目視観察を許容するように構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項４０６】
　請求項３９９記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　電源は、強磁性塗膜の温度インジケータを測定し、組織の予め決められた治療温度範囲
を維持するために出力を調整するように構成される、マルチモード手術ツール。
【請求項４０７】
　請求項３９８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　マルチモード手術ツールの先端及び導電体は、高温耐熱で非粘着な材料の薄層で被覆さ
れる、マルチモード手術ツール。
【請求項４０８】
　請求項３９８記載のマルチモード手術ツールにおいて、
　マルチモード手術ツールの先端は、高熱伝導性で生体適合性の材料によって被覆される
、マルチモード手術ツール。
【請求項４０９】
　マルチモード手術カテーテルであって、
　カテーテルを備え、
　カテーテルは、
　手術先端と、
　手術先端に配置された熱要素と、
　超音波エネルギーを手術先端に提供するように構成された超音波トランスデューサと、
を備える、マルチモード手術カテーテル。
【請求項４１０】
　請求項４０９記載のマルチモード手術カテーテルにおいて、
　カテーテルは、
　少なくとも一つの内腔を更に備える、マルチモード手術カテーテル。
【請求項４１１】
　請求項４１０記載のマルチモード手術カテーテルにおいて、
　内腔内に吸引を発生させるための手段を更に備える、マルチモード手術カテーテル。
【請求項４１２】
　請求項４１０記載のマルチモード手術カテーテルにおいて、
　患者内に供給するための、内腔内に配置された物質を更に備える、マルチモード手術カ
テーテル。
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【請求項４１３】
　請求項４１０記載のマルチモード手術カテーテルにおいて、
　組織の状態を検出するための少なくとも一つのセンサを更に備える、マルチモード手術
カテーテル。
【請求項４１４】
　請求項４１０記載のマルチモード手術カテーテルにおいて、
　視覚的なフィードバックを提供するための手段を更に備える、マルチモード手術カテー
テル。
【請求項４１５】
　熱調整可能なマルチモード手術ツールであって、
　ケーブルと、
　近位端および遠位端を有する小径の導電体であって、近位端がケーブルからの無線周波
数エネルギーを受け取るように構成された、導電体と、
　導電体の周りに円周方向に配置された強磁性材料の薄いメッキであって、強磁性材料が
治療の温度範囲の所望の設定を包むのに十分に高いキュリー点が設定されている、強磁性
材料の薄いメッキと、
　ケーブルからの電力を受け取るように構成されると共に、超音波エネルギーを近くの組
織に解放するように構成されて接続された、超音波要素と、を備える、熱調整可能なマル
チモード手術ツール。
【請求項４１６】
　熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセスであって、
　第１の振動電気信号が、強磁性材料によって被覆された導電体の一部分を備える第１の
負荷で実質的に最大電流及び最小電圧を有するおおよその定在波を形成するように構成さ
れた導電体に第１の振動信号を供給する工程と、
　第２の振動電気信号が超音波トランスデューサを駆動し、それによって第２の負荷を超
音波的に動かすように構成された第２の電気接続に第２の振動信号を供給する工程と、を
備える、熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセス。
【請求項４１７】
　請求項４１６記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセスに
おいて、
　組織に隣接して第１の負荷を配置する工程を備え、
　第１の振動電気信号は、組織に止血を生じる温度まで熱要素を加熱し、
　第２の振動電気信号は、第２の負荷に組織を切開させる、熱調整可能なマルチモード手
術ツールに電力を供給するプロセス。
【請求項４１８】
　請求項４１６記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセスに
おいて、
　切開された組織を吸引するために、第１の負荷及び第２の負荷に隣接して吸引を適用す
る工程を備える、熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセス。
【請求項４１９】
　請求項４１６記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセスに
おいて、
　第１の負荷及び第２の負荷に対する連通するチャンネルで第１の振動電気信号及び第２
の振動電気信号を多重化する工程を更に備える、熱調整可能なマルチモード手術ツールに
電力を供給するプロセス。
【請求項４２０】
　請求項４１６記載の熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセスに
おいて、
　強磁性塗膜をセルフクリーンするのに十分な温度に強磁性体材料を加熱する工程を更に
備える、熱調整可能なマルチモード手術ツールに電力を供給するプロセス。
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【請求項４２１】
　組織を切開して密封する方法であって、
　その一部分に配置された強磁性塗膜を有する導電体と、本体を駆動するトランスデュー
サとを有する手術ツールを選択する工程と、
　組織と接触させて本体及び強磁性塗膜を配置する工程と、
　組織を切開するようにトランスデューサに振動電気信号を供給する工程と、
　強磁性塗膜を加熱して組織に熱を適用するように導電体に振動電気信号を供給する工程
と、を備える、方法。
【請求項４２２】
　請求項４２１記載の方法において、
　強磁性塗膜は、組織の止血を促進するために加熱される、方法。
【請求項４２３】
　請求項４２１記載の方法において、
　トランスデューサは、超音波トランスデューサである、方法。
【請求項４２４】
　組織の切除のための方法であって、
　超音波モダリティ及び熱モダリティを有する先端を選択する工程と、
　望ましくない組織と接触させて先端を配置する工程と、
　望ましくない組織でモダリティの一つ以上を活性化する工程と、を備える、方法。
【請求項４２５】
　請求項４２４記載の方法において、
　熱モダリティは、強磁性塗膜を備える、方法。
【請求項４２６】
　請求項４２４記載の方法において、
　望ましくない組織に近接した領域からの残留物を吸引する工程を更に備える、方法。
【請求項４２７】
　請求項４１６記載の方法において、
　強磁性塗膜をセルフクリーンするのに十分な温度に強磁性体材料を加熱する工程を更に
備える、方法。
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其他公开文献 JP2012523923A5

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2651df28-1ce2-4f40-b655-b78789c8f4c1


外部链接 Espacenet

摘要(译)

将振动电能提供给电导体，例如导线或导管，其涂覆有选定区域的铁磁
材料。对于高频电能，铁磁材料对加热和冷却有快速反应，可通过可控
电源调节。在许多外科手术中，铁磁材料可用于组织分离，凝结，组织
破坏或其他所需的组织效应。热，电外科和机器模态与手术工具相结
合。通过使用第二模态来最小化第一模态的潜在损害效应。因此，在一
个实施例中，热止血，电外科应用中，有助于避免，同时保持使用单电
极切口波形的优点与止血单极电波形相关的组织相反的效果。 点域1

https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/042981559/publication/JP2012523923A?q=JP2012523923A

